









































アンダカの怪造学 Ⅶ




Pandora OnlyOne








日日日





[image: ]

角川スニーカー文庫









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　わたしはこの春、〝大人〟になった。

　そう言うと、たぶんみんな笑う。

　まだ小学生のくせに、なにを生意気なって。

　いいんだ。誰だれに笑われても。馬鹿にされても。もう怖こわくない。笑われることも、馬鹿にされることも、怖くないし、痛くない。

　わたしを痛めつけるのは、唯ゆい一いつ、わたしの無力さだけで。

　わたしが怖いのは、その無力さにこれまで気づかなかった己おのれの吞のん気きさだけだ。

　わたしはこの春、〝冒ぼう険けん〟を乗りこえて〝大人〟になった。

　世界がちょっとだけよく見えるようになって、わたしは初めて自分の身みの丈たけを知った。

　わたしの掌てのひらは小さく、弱く。

　そこにたしかに握にぎりしめていたはずのたいせつなものは、今はもう遠く……。




　　[image: ]　[image: ]　[image: ]




〝冒険〟から帰ったあと、わたしはママにたらふく叱しかられた。

　何日も連れん絡らくせず家に帰らなかったのだからそれも当然で、しかも今は非常事態だ。ママは死ぬほど心配していて、たくさん怒おこって泣いたから、わたしも申し訳ないことをしたなぁと思ってわんわん泣いた。

　ママ、ママ。

　だけどね、わたしが泣いたのは、ママに心配をかけた罪悪感だけのせいじゃないんだ。

　哀かなしいことがあったんだ。

　その哀しみは大きすぎて、心から溢あふれてしまうくらいで。

　溢れた哀しみは涙なみだになって、いつまでも止まりそうにない。

「ぐずっ」

　嗚お咽えつをあげ、包帯ぐるぐる巻きの腕うでを伸のばしてリモコンを握って、絆ばん創そう膏こうだらけになったわたしの顔が映ったＴＶの電源をいれる。傷だらけで、涙でぐちゃぐちゃで、ひどい顔だ。そんなわたしの情けない泣き顔も、すぐに表示された映像にまぎれて消える。

　台所で料理をつくっていたママが、ＴＶなんか見ちゃいけませんと叱ってきた。

　今はとても激しい災さい厄やくがこの町を襲おそっていて、ＴＶにも子供が見ると良くないものがたくさん映っていて、有害で、怖いのだから、見ちゃいけないって……だけど、ママ、ママは馬鹿にするだろうけど、わたしは〝大人〟になったから、見るのだ。

　血相を変え、エプロンを揺ゆらしながら駆かけてきて、リモコンを奪うばおうとするママの手から──わたしは転がって逃にげる。しばし悶もん着ちやく。やがて業ごうを煮にやしたママはＴＶの主電源を切ろうとしたけれど、わたしはそんなママの両足にしがみついて必死に訴うつたえた。

　ママ。

　好こう奇き心しんじゃない。娯ご楽らくじゃない。何も考えずにＴＶを見たいなんてわがままを言ってるんじゃない。見たいものがあるんだ。見なくちゃいけないものがあるんだ。

　ママ、ママ。

　わたしは現実を見ると決めたんだ。これまで楽しさと、いろいろな優やさしさでごまかされてきたけれど、わたしはそんなまやかしを捨て去って現実を見なくちゃいけないんだ。

　そうでなきゃ、届かない。

　安全な位置で、噓うそにおぼれて、吞気にしていたら届かないんだ。

　わたしのいちばんたいせつなひとには──痛みを覚かく悟ごし、この残ざん酷こくな現実にしっかり立っていないと、届かないんだ。子供のままじゃ、みんなに守られて、この世界を平和で幸せなだけの天国だって勘かん違ちがいしている子供のままじゃ、あのひとのいる場所へは届かないんだから。

　だからママ、わたしは見るよ。ＴＶを──現実を。

「……真ま子こ」

　ママはわたしの名前を呼んで、わかってくれたわけではないと思う……けれど疲つかれたように微笑ほほえむと、わたしの全身を包みこむみたいに抱だきしめて、いっしょに座ってくれた。ママの身体からだは震ふるえていた。ママだって、まだ完全に現実を受けいれたわけじゃないんだ。

　ママだって怖い。だったら、わたしもママをちょっとでも支える。

　これまでわたしを守ってくれたママを、今度はわたしが守るの。

『……ザザ──……ザザザザザァァ──ザザザザザザザァ──……』

　ノイズ。

　映像も粗あらい。他ほかのチャンネルは残らず緊きん急きゆう時じの避ひ難なん勧かん告こくが流れるだけだったから、こうしてまともに映像を流している局のほうが珍めずらしいんだと思う。というか、正式な番組じゃなく……海かい賊ぞく放送っていうのかな、許可も得ずに垂れ流されている映像のような気がした。編集はされておらず、あきらかに生なま中ちゆう継けいで、異様で……怖かった。

　ママの腕を抱きよせて、わたしは眼前のＴＶを睨にらみつける。

　現実を睨みつける。

『──これは映画ではありません！　ＣＧ映像では──特とく撮さつでは……造りものではありません！　現実──現実なのですうぎゃああああああああああああああああ!?』

　ママの身体がぎくっと強こわばった。

　わたしも気味の悪い耳みみ障ざわりなアナウンスに寒気をおぼえ、歯を食いしばる。

　もはや音はない。

　生中継をしていた誰だれかは、悲鳴をあげるだけあげて声を途と切ぎれさせた。

　ＴＶ画面に残ったのは、ただ荒こう涼りようとした無む惨ざんな焼やけ跡あと。元は町だったことを示す建物の残ざん骸がいがいくつか見える。それからママが話してくれたことによると、直接的な被ひ害がいがあったのは今のところその焼きつくされた町と、現在も災厄に飲みこまれているうちの町だけらしいけど……。

　決して小さな被害じゃない。今日、確実に──ひとつの町が滅ほろんだのだ。

　なんだろう、目に見えない歴史とか呼ばれるだろう流れのなかに、大きな区切りがつけられた気がした。今日はたぶん、多くのひとのなかで忘れられない一日になる。

　そんなことを考えつつ、わたしはＴＶ画面を注視しつづける。

　滅んだ町。名前も知らない、けれど今日まで誰かが大なり小なり営みをつづけていただろう町が、今は焦しよう土どだ。

　あちこちから煙けむりがあがり、空は哀しく雨を吐はきだしつづける漆しつ黒こくの曇どん天てんで、ところどころに稲いな光びかりが閃ひらめいている。ＴＶ画面は暗く、視界は不ふ明めい瞭りようで──おまけに映像は切れ切れだったけれど、それでも目立つその巨きよ体たいは、はっきりと確かく認にんできた。

　竜りゆう。

　竜である。

　ドラゴン。真っ赤なドラゴンだ。建物よりも、いいえ山よりも遥はるかに巨大なその馬鹿げた生き物は、見るも鮮あざやかな真しん紅くの鱗うろこをもつ竜だった。というか、ほとんど怪かい獣じゆうだった。お月様だって嚙かみ砕くだけそうな禍まが々まがしいあぎと。あらゆる武器を弾はじきそうなその体たい軀く。口元からはもうもうと煙と灼しやく熱ねつ色いろの炎ほのおを噴ふき、堂々と鎮ちん座ざするその生き物はひとつの活火山のようだった。

　そんな化け物。人知の及およばぬ超ちよう生物に──歩み寄っていくひとがいた。

「…………!?」

　信じられない。

　わたしは何度か瞬まばたきし、その人物を注視する。

　あぁもう、画像がてんで使いものにならない。よく見えないよ。わたしはママの腕うでから抜ぬけだし、ＴＶに張りついたが、すぐ間近で目を凝こらしても結果は同じだった。

　その人物と竜は、いくらか会話をしているようだったが──もちろん内容は聞こえず、当然のように戦せん闘とうが始まる。

　神話のようだった。まるで、何かの伝説のようだったんだ。

　確実にこの世界を壊こわせるだろう巨大な竜──その比ひ較かくできるもののない圧あつ倒とう的な生き物に、たった独りで向かいあい、戦いを挑いどむひとがいた。

　たった独り。そう、そのひとは独りぼっちだった。

　たぶん女の子だ。わたしよりは年上だけど、まだ大人ってかんじじゃない。何だろう、結けつ婚こん式で女のひとが着る──花はな嫁よめ衣い装しよう、ウエディングドレスを着ているみたいだけど……あぁ、よく見えない。

　髪かみは長い。長く、美しい黒髪だ。やはり花嫁のような、純白のヴェールが映はえている。酷こく薄はくな焼け跡には似合わない、けれど、どこか神こう々ごうしい華はなやかな立ち姿だった。

　周囲に輝かがやく粒りゆう子しを舞まわせ、真まっ直すぐに怯ひるまず立ち、彼女は竜と相対している。

　その視線が一いつ瞬しゆん──偶ぐう然ぜんだろうがこちらを向いた。

　そして唇くちびるが何かの言葉を紡つむいだんだ。

　わたしには、彼女がなんて言ったかわかった。

『がんばろう』

　なんでもないことのように、すなおに彼女はそう言っていた。

　彼女は独りぼっちに見えた。そばには誰もいない。友達も、家族も、誰もいない。独りぼっちで戦っている。だから。だからわたしは──。

「がんばれ！」

　わたしだけは。

「がんばれぇぇ！」

　たぶん無む駄だな、意味のない叫さけびをあげているわたしに応こたえるみたいに、ＴＶ画面のなかの女の子は『うん』と頷うなずいて、再び竜と向かいあった。

　刹せつ那な、その掌てのひらに凄すさまじい輝きが爆ばく発はつして──。
















〝戦争〟が始まっていた。

　それに気づいている人間は、まだ、ほんのわずかだったけれど。
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　校庭に一歩、足を踏みだして、お化け屋や敷しきみたいだな──と空すかい井い伊い依よりは思った。

　今年で十六歳になる、高校二年生の少女である。怪かい造ぞう学がくという特殊な学問を専門とする古こ頃ころ怪造高等学校に在ざい籍せきしていて、今着ているのも肩に古頃の校章がついた橙だいだい色いろの制服である。小こ柄がらで、瘦やせっぽち。とくに威い圧あつ的ではないそんな外見のなか、両りよう腕うでに嵌はめた真っ白な腕輪と胸むな元もとにぶらさげた髑どく髏ろの首くび飾かざりが目立っていた。

　頭の左右でまとめた長い長い黒髪が、歩くたび風に乗って揺ゆれる。

「…………」

　桜の花びらこそ見当たらなくなったけれど、まだ四月の下げ旬じゆんだった。

　本来ならばこの季節、新入生たちの初うい々ういしい緊きん張ちよう感かんや、新しい生活の始まりがもたらす独特で刺し激げき的な昂こう揚よう感かんが学校に満ちて、溢あふれて、とても煌きらびやかな雰ふん囲い気きになるものだが。

　古頃の敷しき地ちはとても寂さびしかった。理由は判然としている。誰だれもいないのだ。人間が──生徒がいない学校など、陳ちん腐ぷな舞ぶ台たい劇のはりぼてみたいだ。不気味で、だから伊依はお化け屋敷みたいだと思ったのだ。廃はい墟きよのようでもあった。

　日本の城じよう郭かくそのものの校舎に向かい、ぐるりと敷地を包囲する水みず堀ぼりにかかった橋を渡わたる。いつも思うが、ほんとうにお城みたいだ。誰と戦うわけでもないだろうに、なんでこんな学校らしからぬ建物なのだろう。

　これまた踏とう破はするには努力と根こん性じようが必要な校庭を横切り、やはり人ひと気けのない昇しよう降こう口ぐちの扉とびらをゆっくり開ける。登校するものなど伊依以外にはいないだろうに、なぜだろうか、いつも鍵かぎはかかっていない。誰かの気配がすることもあるし、案外、伊依以外にも学校にきているひとがいるのかもしれない。べつに誰かに用事があるわけでもないので、捜したりはしないが。

　自分のクラスの下げ駄た箱ばこで靴くつを履はきかえ、何の音もしない廊ろう下かを歩いていく。ところどころ木造だったり訳のわからない材質だったりする変な建物だし、目印も多いので迷わない。進級した当初はうっかり一年生の教室へ行ってしまいそうになることもあったが、もう最近は慣れた。図書室。音楽室。ボイラー室。奥の階段をのぼって一路、登山家の気分で四階へ。この校舎は無駄に縦に長くて階段ばかりだ。疲つかれる。

　やはり誰もいない。

　けれど伊依は真まっ直すぐに、一いち途ずに、己おのれの教室へと向かう。

　すぐに辿たどりついた。大きく扉を開け放つ。もちろん──誰もいない。

　古頃の全校生徒を巻きこんで開かい催さいされた新入生歓かん迎げいイベント──魔ま王おう杯はいの結果、ひとりの死者と、多くの昏こん睡すいするものや動けなくなるものがでた。魔王杯とはそもそも何か途と方ほうもない存在を怪造するための儀ぎ式しきだったわけで、参加した生徒たちはその怪造に必要な生命力……《魔力》を《王ＴＹＲ国ＡＮＴ》という呪じゆ具ぐにより吸われてしまった。

　その疵きず痕あと、悲ひ惨さんな出来事の残ざん滓しはまだ消えていない。

　この古頃にも、伊依の心にも、くっきりと痛みと哀かなしみが刻まれている。

「…………」

　大量の《魔力》が吸いとられた結果──体力が減退し、生徒の大多数は入院生活か、あるいは自宅で療りよう養ようを余よ儀ぎなくされている。魔王杯に参加しなかった一部の生徒や、途中で呪具《王ＴＹＲ国ＡＮＴ》から解放された伊依などはなんとか活動できるが、圧あつ倒とう的に人数が足りないので──けっきょく、学校閉へい鎖さとなっている。

　本来なら伊依も登校する必要すらなかった。魅み神かみ香か美みや戦たたか橋はし舞まい弓ゆみといった友達も、それぞれ片足を失い、武器を砕くだかれ、その欠落を埋うめるために登校せず努力している。けれど伊依には何もすることがない。魔王杯で負わされた怪け我がは完全に治ったわけでもないが、それなりに動けるのに、何もできなかった。そんな自分が歯は痒がゆく、また情けなかった。

　問題は山積みなのに、何を自分は落ちこんで、悩なやみに閉じこもったまま、何ひとつやることもできない状態になっているのだろう？

　憂ゆう慮りよの種はいくらでもある。否いな、ここ最近──厄やつ介かい事ごとが突とつ発ぱつ的に起きるのだ。友達や学校のことだけでも心が重くなるのに、他ほかにもこの短期間で様々な問題が噴ふきあがっている。

　まず、伊依が暮らしていた学生寮──空うつ蟬せみ寮りようが夢か幻まぼろしのように消しよう滅めつしてしまった。

　これは、現在も理由が完全に不明である。伊依もあちこち尋たずねまわったりして調べたが、手がかりすら得られなかった。

　今は他の寮に間借りさせてもらっているが、管理人の闇やみ宮みや姉きよう弟だいも含ふくめて、空蟬寮に関係するもの全すべては喪うしなわれてしまったようだった。

　不気味だが、前置きもなくいきなり消えたので当とう惑わくのほうが強い。一年も暮らした寮だし、愛着もあったのだが……。あまりにも呆あつ気けなさすぎて、哀しむこともできなかった。

　そして、これは空蟬寮の消失と同じかそれ以上に伊依を打ちのめした事実なのだが──伊依の親友であり、家族のような怪造モン生物スター──桃もも子こもまた消えてしまった。

　呪じゆ文もんを唱えても、反応がないのだ。最後に会ったのは偽にせの殻から蛇だで伊依を助けてくれたときか……あれから、彼女は一度だって姿を見せない。長い苦しみの果てに再会した友達だったから、なおのこと彼女が行方ゆくえ不明になったことは伊依の心を重くした。

　何か、途方もない歴史とか、運命とか呼ばれる大きな流れが、伊依からたいせつなものを根こそぎ奪うばっていくような──それは最悪の、絶望だった。

　伊依は喪そう失しつ感かんのなかにいた。

　何もかもが砕け、壊こわれて、消えていってしまうような。

　自分の周りの全てが、ガラガラと音をたてて崩れていくような──。

　そんな実感、憂ゆう鬱うつの底なし沼ぬまから、伊依は抜ぬけだせないでいた。

　これじゃいけない、とは思うのだ。

　やることは、たくさんあるのだ。

　友達を助けたい。空蟬寮が消えた理由を突つきとめたい。桃子を捜さがしたい。

　なのに──動けない。

　行動するのが──否、失敗するのが怖くなっている！

　伊依は立ちつくしている。途方に暮れて、呆ぼう然ぜんとしている。

　根本的な理由は、自分でもわかっている。

　魔王杯の終幕──伊依は目の前で死んでいくひとりの少女を助けられなかった。彼女とは、友達だったわけではない。むしろ口論し、睨にらみあい、宿敵のようにやりあった間あいだ柄がらだ。けれど友達になれるかもしれなかった。その可能性は、希望は、永遠に失われたけれど。

　あの瞬しゆん間かん、伊依は己の無力さを思い知った。何かができるかもしれないなんて、驕おごっていた。何かが変えられるかもしれないなんて、勘かん違ちがいしていた。

　そう、それらは全て勘違いだった。自分は無力で、ちっぽけで、ここにいる意味がない人間だ。ほら──何も変わらない。ほら──どうだ、何もかもが喪われていくのを止められやしないじゃないか！

　伊依は丁てい寧ねいにまた教室の扉とびらを閉めて、電気をつけ、革かわ製せいの鞄かばんを自分の机に置いた。そこらへんで気力がめげて、くじけて、机に手をつき──大きく息を吐はく。吸う。吐く。吸う。深呼吸──胸の動どう悸きが止まらない。訳のわからない不安。目め眩まいがする。

　鞄の留め金を外し、ほぼ空っぽな中身を晒さらし、そこに一いつ対ついの偽にせ物ものの翼つばさを確かく認にんする。白と黒の、針金とフェルトでつくられた翼。夢に破れ、友情に生き、飛べない蝶ちよう々ちようのように報むくわれず死んでいった少女の翼だ。

「涼女すずめちゃん……」

　伊依は静かに、虚こ空くうへ呼びかける。

「あたし、何かしなくちゃいけないのに、何をしたらいいか……わからないよ」

　震ふるえる声で弱音を吐く。そして本能のままに、繰くりかえした。

「何かしなきゃ……何かしなきゃ……何かしなきゃ……」

　気が滅め入いる。馬鹿馬鹿しい。鬱々としていても仕方がない。伊依はすぐに気持ちを切りかえ、せめて少しでも心が安らぐよう窓まど際ぎわに寄り、カーテンを思いっきり開け放った。

　瞬間、窓の外には大おお海うな原ばらが広がる。古頃がある夢ゆめ追おい坂ざかの町は海に面しているのだ。太陽に炙あぶられた海面は銀色、金色、白色、ごちゃごちゃ鮮あざやかで目に痛い。

「………？」

　不意に、気づく。

　予期していなかった。まったく、心の準備も何もなかった。伊依は単純にカーテンを引いて窓でも開けて暗くなりそうな雰ふん囲い気きを一いつ掃そうしたかっただけだし、その向こうに何か特別なものを見つけたいわけではなかった。

　なのに、見つけてしまった。

　教室のベランダに、何かきらきらと輝くものを見つけてしまった。

「えぇと──」

　人間である。こちらに背を向けているので、年ねん齢れいも性別もわからない。たぶん、男性だと思われる。体型は華きや奢しやだが、女性的な曲線ではない。ただ──どうにも人間的ではないのだ。彫ちよう像ぞう……みたいだった。古い、仏像とか、神像とか──。

　まず目をひいたのは、その金色の髪かみだった。それなりの長さのその髪をかなり大ざっぱに後ろで結んでいて、しかも寝ね癖ぐせか何かで跳とびはねている。服装はこれまた適当なジーンズにＴシャツで、手首や首元を勾まが玉たまやら数じゆ珠ずやら何か日本的なもので飾かざっている。

　手には釣つり竿ざお。というか竹竿。ご丁寧に釣り糸がついていて、けれどここは何の変へん哲てつもない学校の四階で──海は遠く、学校を囲む水みず堀ぼりすら傍そばにはなく、こんなところから糸を垂らして釣れる魚などスカイフィッシュが実在しないかぎりいるわけがないし、まったくもってこの場所で釣りをしている意味がわからなかった。

　サングラスをかけ、口元には安っぽい煙草たばこをくわえ、見るからにバランスの悪いベランダの手て摺すりに腰こしかけてのんびりとしている。明らかに不ふ審しん人物だが、伊依は驚おどろきのあまり反応ができず、ついまじまじと観察してしまった。

　そのうちに金色の男は竿を一ひと振ふりし、やっぱり虚空で釣りをしている。伊依はなんとなく好こう奇き心しんがうずうず疼うずいてきて、硝子ガラス扉を開き、自分もベランダにでると……つい一言、こう問いかけてしまった。

「……何か釣れますか？」

　無反応。

　男は片手で竿を支え、煙草の灰を落とし、そこで初めて伊依に気づいたのか肩かた越ごしにこちらを一いち瞥べつしてきた。雑な外見に似合わず高貴な容よう貌ぼうをしていて、けれどやっぱり全体的に無職の暇ひまなお兄ちゃんに見える。

　そんな彼はしばし間を置いてから、ようやく喋しやべり方を思いだしたというように億おつ劫くうそうな口調でつぶやいた。

「釣りの目的が〝魚を釣る〟ことならば、俺は〝何も釣れない〟と応こたえるだけだが」

　やっぱり外見と不ふ一いつ致ちな、どことなく重々しい口調と声だった。

「けれど俺はあえて応えよう──〝でかいのが一匹ぴき釣れた〟とな」

「その心は？」

「俺が釣っていたのは魚ではない、と」

「…………」

　話しかけたのはまずかったかなぁ、変なひとだなぁ、と思いつつ伊依は適当に言葉をあわせ、それからおどけて微笑ほほえんだ。

「あたし釣られちゃった？」

「うむ。手応えあり」

　お手製らしい釣り竿のリールをくるくる回し、男は延のばした糸を回収し──なぜだろう、伊依は何か「ぐんっ」と引っぱられる感覚を味わって。

　直後、伊依の制服のスカートが思いっきりめくれかえった。

「…………」

「…………」

　男のくわえていた煙草がぽろりと落ちた。どうも彼にも予想外な出来事だったらしい。たぶん先ほど彼が釣り竿を振ふるったとき鉤かぎ針ばりがスカートに引っかかったのだと思うが。

「…………」

　伊依はあんまりな事態に反応ができず、それから下半身丸出しな自分を眺ながめ、下着も生足も何もかも初対面の相手に晒してしまったという羞しゆう恥ち心しんをようやく抱いだき、ゆっくりゆっくり紅潮して…………。
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「お、お、落ちろぉおおおッ！」

　ひとまず男を蹴けり落とした。
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　怪造学という学問がある。

　限りなく遠い隣りの世界──虚界アンダカ。その正体不明の異世界から怪造モン生物スターと呼ばれる生き物たちを召しよう喚かん＝怪造し、その生態を研究・考察することにより虚界アンダカの全すべてを解き明かそうという学問である。

　ただし現状、虚界アンダカについてはほとんど何もわかっていない──というのが一いつ般ぱん的な見解だった。

　怪造モン生物スターとは何か？

　虚界アンダカとは何か？

　何もかもが未知である──ということになっている。

　伊依が怪造学を専せん攻こうする古頃に入学し、それなりに勉学に励はげみながら様々な事件を追いかけるうちにも、いくつもの謎なぞにぶちあたった。それらへの疑問に答えてくれるものはいなかったし、この世の誰だれも虚界アンダカについては完全に説明をつけられないのだろうと薄うす々うすながら思っていた。

　命のように、心のように、天国のように、宇宙の果てのように、それは人知の及およばぬ概がい念ねんで、我々はその途と方ほうもない謎を手て探さぐりで少しずつ解明していくしかないのだと。

　虚界アンダカは未知で、不確定で、謎そのものだ。

　伊依はそう思っていた。

　その常識、大前提が覆くつがえることなど、あるわけがないと思っていた。

　けれど──。

「ほんとうにごめんなさい！」

　古頃の延々とつづく廊ろう下かを歩きながら、伊依は顔の前で両手をあわせて平謝りに頭を下げる。いちおう、男は素す早ばやくベランダの手摺に摑つかまって難を逃のがれてくれたので、伊依もこの歳としで殺人犯にならなくてすんだのだが……危なかった。

　不幸な事故である。いきなりセクハラをかましてきた相手が悪いともいえるのだが、まぁ、だからといって突つき落とすのは自分でもどうかと思う。なので罪つみ滅ほろぼしのため、彼に請こわれるがまま校内の案内をしているわけである。

　そう、どうもこの男──ふらふらと迷いこんできたわけではなく、学校に何か用事があったらしい。けれど方向音おん痴ちなのか、校舎が広すぎるのが悪いのか、目的の場所に辿たどりつけず往おう生じようしていたようだ。

　目的地は第一会議室──と言っていたが。

　はて、そんなところにいったい何の用なのだろう。教師もほとんど出勤していないはずだし、誰もいないし、何もないと思うのだが……。

　疑問に思ってちらちら顔を窺うかがっていると、男は先ほどの蛮ばん行こうを伊依が気にしていると思ったのか、表情を和やわらげてぎこちなく微笑んでくれた。

「そう詫わびる必要はない。あれは俺も悪かった」

　どうも年ねん齢れいがわからないというか、浮うき世よ離ばなれした男だった。見た目は伊依よりも少し年上くらい……大学生くらいなのだが、不思議とお爺じいちゃんのようにも思える。

　首を傾かしげていると、彼は高笑いをし、幼い子供にそうするように伊依の頭を鷲わし摑づかみにしてぐっしゃぐっしゃと乱暴に撫なでてくる。

「むしろ──そうだな、うむ、元気があってよろしい。気にいった！」

　気にいられた。

「…………」

　あまり異性に免めん疫えきがない伊依は真っ赤になりつつ、されるがままに頭をぐらぐら揺ゆらされていたのだが、不意に解放されてつんのめる。見た目より相手は腕わん力りよくが強い。転びそうになったところをなんとか堪こらえ、乱された髪かみの毛を手できっちり整える。

　そんな伊依の様子を、男が慈いつくしむように眺めていた。

　何ですか？と尋たずねると、何でもない──と視線を逸そらされた。

「………？」

　変なひとだと伊依は思う。

　ひどく傷いたんだように見える金きん髪ぱつ。ちょっと目を離はなしている隙すきに消えてしまいそうな幻げん惑わくめいた雰ふん囲い気き。背の高い、初対面なのにどこか懐なつかしさをおぼえる不思議な男。

　いつのまにか追いこされていたので、急いで彼の前のほうへまわる。道順がわからないから迷っていたのだろうに、その堂々とした足取りはなんなのだ。

「会議室はこっちです」

「うむ」

　階段を先導すると、男は矍かく鑠しやくとした動きでついてくる。ちゃらちゃらした遊び人みたいな風ふう貌ぼうと、その折り目正しい動きがどうにもちぐはぐだった。

　あらためて疑問に思う。いったい何者なのだろう。教師にしては見ない顔だし、生徒にしては制服も着ていないのが不自然だ。そもそも誰かに何かを教わるようなタイプにも見えない。こう、上から物を言うのが似合うというか、君臨するべき存在感である。今だって、伊依は知らず知らずのうちに召めし使つかいのように動いてしまっているし。

　誰なのだろう。この男は。

　どんな役職をもち、役割をもち、この学校に現れたのか。

　そういえば名前も聞いていない。

『……なんで』

　不意に、伊依の胸むな元もとで髑どく髏ろが声をあげた。

　この首くび飾かざりは死者の魂たましいを封ふうじこめる特殊な怪造モン生物スターであり、そこには伝説の怪レイ造・学モン教ステ授イアと謳うたわれた伊依の父、空すかい井い滅めつ作さくの意識が宿っている。そして事あるごとに不ふ肖しようの娘むすめである伊依に小言を垂れたりするのだが。

　今、彼の様子はおかしかった。普ふ段だんは黙だまれと言っても延々と喋しやべりまくるやつなのに、えらくおとなしい。というか、変だった。訝いぶかしんでいるような、目の前の光景が信じられないというような──不安そうな声こわ色ねだ。

　目の前というと。

「………？」

　例の、金色の男しかいないのだが。

『……なんで、こいつが──いや、どっちだ……？　たぶん、汚点のほうじゃねぇと思うが……こいつがここにいるってことは、同じことだ──何が起きてやがるんだ……？』

「父さん？」

　あまりにも尋じん常じようではないので、伊依はそっと指先でつついて呼びかけてみたが、やはり彼は思考に没ぼつ頭とうしていて応こたえてくれない。仕方なく男の案内に戻もどろうと思ったが、あぁもう、迷子のくせにまた訳のわからぬ方向に自信満々な足取りで向かっているし。

「そっちじゃないです。こっち」

　自然と彼の手を握にぎり、引っぱっている自分に気づく。年上の、しかも異性にこうも積極的に触ふれられるのは珍めずらしい。どうも相手がどこかしら人間的でないからか、わりと気楽なのだった。

「うむ」

　言葉少なに歩調を合わせてくる彼は、どうも大きな子供というか、世せ間けん擦ずれしていないかんじがした。さすがに年上なので庇ひ護ご欲が湧わいてくることもないが、放ほうっておけないような気はする。うっかりすれば永遠に迷っていそうだった。

「ここです」

　やがて伊依たちは校舎の一角に辿たどりつく。生徒はあまり寄りつかない、事務室などが集まった区画である。内装は他ほかとあまり変わらないのに何となく落ちつかないのは、大人の世界の空気が流れているからか。職員玄げん関かんやら飾かざられた絵画やらが、ここは子供のくる場所じゃないのだと叱しかってくるような。

「……じゃ、あたしはこれで」

　居い心ごこ地ちが悪くてお腹なかのあたりがきゅんきゅんするので、そそくさと伊依は立ち去ろうとする。元よりこんなところに用はない。かといって他にすることもないのだが、彼の事情とはなんの関係もない自分がいても仕方がない。

　それなのに。

「待て」

　ぐっと頭を摑つかまれる。すごい握あく力りよくで動けない。ていうか、ていうか、なんで頭なのだ。そんなに摑みやすいか。慣れない部位へのコミュニケーションに戸と惑まどい半分、照れ半分。伊依は動けなくなる。

　男は無表情に伊依を引き寄せると、さっさと扉とびらを開きながら言った。

「せっかくだから貴様もこい。古頃の生徒なのだろう？　何かしら役にたつはずだ──道案内の礼もしたいしな」

「え？　え？　と言われても……ていうかっ、頭……ッ痛っ」

　頭をがっしり固定されたまま問答無用で引きずりこまれる。誘ゆう拐かいだ。拉ら致ちだ。なんて強ごう引いんなのだろう。けれど相手は伊依の頭部をバスケットボールぐらいの感覚で扱あつかうので、油断すると生首をもがれそうになる。痛いのは嫌いやだし、抵てい抗こうせずいっしょに入室した。

　すぐに男の手は放され、変な体勢が苦しくて、素す早ばやく伊依が顔をあげると──同時に部屋の様子が視界いっぱいに広がった。

「…………」

　最初にあったのは、驚きよう愕がくだった。

　つづいて困こん惑わくと恐きよう怖ふがじりじりと湧いてくる。

　なかば投げだされるようにして男より先に会議室へ入ってしまった伊依は、勢いがついて踏鞴たたらを踏ふむと、目の前の光景に呆ぼう然ぜんとした。

　会議室には、異様な人物たちが集合していた。

　否いな……あまり広くない部屋にいるから狭せま苦くるしく思えるだけで、人数としてはそれほど多くない。ただひとりひとりの存在感が濃のう密みつで、呼吸困難になりそうなほどだった。

　正方形の室内。真ん中には、やはり正方形になるよう並べられた四つの長机。ずらずらとその机に沿そってパイプ椅い子すが並んでいるものの、座っているのはたったひとりで、残りは思い思いの位置にいる。

　最初に目についたのは、部屋の端はしっこ、窓まど際ぎわに佇たたずむ巨きよ大だいな黒い鎧よろいだった。身長はどれほどか。天てん井じように頭がつきそうに思えるくらい立派な体格。全身を余すところなく重厚な甲かつ冑ちゆうで覆おおっていて、恐おそろしく威い圧あつ感かんのある外見なのに、不思議と虚うつろでもある。

　彼は──伊依も見たことがある。以前、古頃大祭と銘めい打うたれた文化祭で、怪造学会執しつ行こう部ぶ長ちようの爆はぜ川かわ嫌や凪なぎにお供のように付き添っていた。たしか……名前は高たか橋はし十とうといったか、嫌凪と同格の何かの部長だと紹しよう介かいされた気がしたが、彼そのもののインパクトが強すぎてそこらへんの細かい説明は忘れてしまった。

　ちなみに、そんな彼と出会うきっかけになった嫌凪もきちんと在室している。パイプ椅子に腰こしかけ、頰ほお杖づえをつき、なんだか理由はわからないが……めちゃくちゃ不ふ機き嫌げんそうだった。けれど伊依のことをちらっと見て──両目を見開き、何がなんだかわからないといったふうに動どう揺ようしている。なんだろう。いちおう伊依は手を挙げて挨あい拶さつしたが、嫌凪は驚おどろくばかりで反応してくれなかった。

　彼女は今日も露ろ出しゆつの多い服装である。血で染めたような真しん紅くの髪かみに肉にく食しよく獣じゆうの瞳ひとみ。革かわ製せいの衣い装しようの隙すき間まから覗のぞく肌はだには刺いれ青ずみ。見た目は完全にちんぴらだが、ほんとうは優やさしくて良いひとなのだと伊依は知っている。ただ今は、どうにも緊きん迫ぱくしているというか──やはり苛いら々いらしている様子だったが。何度か口を開きかけ、そのたびに言葉を失い、やがて浮うかせた腰をまた下ろしてパイプ椅子をぐらぐら揺ゆらす。伊依のほうも見ずに、俯うつむいて。

　そんな嫌凪のそばには、何十年洗わなかったらこうなるのだといった真っ黒な水すい槽そうがでんと置かれていて、中身……充みち満ちたヘドロのような液体がときおり蠢うごめいている。眼球みたいなものが浮かんでいるし、ぶつぶつ恨うらみ言ごとが漏もれている気もするから、何かの生き物なのかもしれない。よくわからない。

　そして、この場にいるどれも一ひと筋すじ縄なわではいきそうにない人物たちのなかで──もっとも伊依を驚かせ、また怯おびえさせたのは、壁かべに背中を預け、座りこんでいるひとりの男だった。

筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうとした体たい軀く。戦うために生まれたというような鋭するどい殺気。額を守る鉢はち金がねには真っ赤な〝斬ざん〟の文字。三本差しの日本刀。胡座あぐらをかき、面めん倒どうくさそうにしていた彼は──影かげになった目元の奥から伊依を見て、にぃっと唇くちびるを笑えみのかたちに歪ゆがませた。

　あれは。あの男は。

　伊依は思いだす。偽にせの殻蛇に迷いこんだ去年の秋──嫌凪とともに現れたこの正体不明の男は、伊依の目の前で怪造モン生物スターを殺そうと暴れまわった。暴れ、戦い、殺そうとした彼は、伊依の思想の対極に位置する人物だ。たしか嫌凪が残ざん虐ぎやくに成敗していたから、あのあとさすがに投とう獄ごくされるか何かしたのだと考えていたが──ふつうに外にいる。

「おぉ、どこ行ってはったん？　用件も言わずにどこぞへ失うせるのはあんたの悪い癖くせやで……自分勝手なんも大たい概がいにしてもらわんとな。まったく、あんたは大事な身体からだなんやし、ふらふら歩きまわらんといてや？」

　嫌凪からは不ふ動どうと呼ばれていたその男は、自分のしでかそうとしたことを覚えているだろうに──表情だけは無む邪じや気きに、底意地が悪そうな関西弁でぼやいた。

「迷子になったんちゃうかって心配したやないか。そろそろ捜さがしに行ったろかと爆川の小こ娘むすめと相談してたんやがな──しかし、やっぱりあんた只ただ者ものやあらへんねぇ、まさかそないなお土産みやげを片手にお帰りになりはるとはの………総長はん？」

　え？　と伊依は瞬まばたきをした。

　なんて言った？

　総長？

　総長といったら……それはいわゆる、怪造学会の──。

　伊依はぞわっと寒気をおぼえ、背後に立つ人物を確かく認にんしようとして──その必要がないくらい確信犯的に、圧あつ倒とう的に、背後の彼は遅おそすぎる名乗りをあげた。

「俺が怪造学会総長──激げき流りゆう院いん潮うしお静しずかである！」

　その途と方ほうもない大声に伊依は比ひ喩ゆでなく吹ふっ飛ばされた。
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　床ゆかをごろごろ転がり、伊依は目を白黒させる。

「か……え？　何？　か、怪造学会の……？　そ……？」

　物理的に巨大な声に押されたというより、びっくりしてとっさに前方へ身体が逃げてしまったというのが正確なところだろう。けれど伊依の感覚ではほんとうに魔法か何かの衝しよう撃げきを食くらったような気分だった。それだけ爆ばく発はつ的な怒ど鳴なり声だったのである。

　いまだ混乱したまま、伊依は床にしゃがみこんで金色の男を振りかえる。

　この男──今、なんと名乗った？

「あぁっ──大だい丈じよう夫ぶかよ？　ったくっ、総長さんは声でけぇっつうの……」

　嫌凪が腰を抜ぬかした伊依を見かねたかパイプ椅子から飛びおり、伊依に駆かけよって手を差しのべ、立たせてくれる。相変わらず面めん倒どう見みがいいというか、頼たよれるひとである。歳としはそう変わらないだろうに……伊依は恥はずかしくなって赤面し、頭をさげる。

「あ、す、すみません爆川さん。ありがとうございます」

　久しぶりなのだし──嫌凪とは古頃大祭以来だ、ゆっくり挨拶をしたいところだったが、それどころではなかった。殺人的な大声を放った本人──激流院潮静という長ったらしい名前の怪造学会総長はずかずかと歩き、正方形に並べられた長机のひとつにふつうに登る。そこで座ざ禅ぜんを組み、瞑めい目もくした。たいへんにお行ぎよう儀ぎが悪い。

「あ、あの……そ、総長さん？」

　この訳のわからない状じよう況きようでどうかと思ったが、伊依は気になって指し摘てきしてみる。

「あの、机の上は……不安定で、危ないからその。……椅い子すにね？」

「む？」

　総長は天然なのか何なのか眉み間けんに皺しわを寄せ、きびきびした動きで机から降りると、とても難しい顔でパイプ椅子を変なふうに両手でもち、首を傾かしげる。

「これが椅子か？　話には聞いていたが……ふむ、これはどう座るものなのだ？」

　え。噓うそ。何。このひと宇宙人？

「不動、これはどう使えば礼儀正しいことになるのだ？」

　壁かべ際ぎわで腰こしかけている不動──彼も椅子があるのになんで床に座っているのだ──彼は面おも白しろそうに何度か頷うなずき、助言をする。総長はそれを真面目まじめに聞いていた。その内容に伊依が突つっこもうとする前に、総長は真に受けて本来お尻しりを乗せるべきところに足をつけ、パイプ椅子の背もたれに座り、ぐらぐら揺れる。真顔でやるから性質たちが悪い。

「むう。落ちつかん」

「や、総長さんそれちがうからっ。いま足を乗っけてるところに座るのが正しいからっ」

　伊依がなんか真っ赤になって教えてあげると、総長は深く頷き、速すみやかに床に降りて正しく座った。そのまま表情を変えずに長机のひとつを鷲わし摑づかみにし、どういう握あく力りよくをしているのか──軽々と持ちあげると思いっきり不動へ投げつけた！

「うひゃっ!?」

　思わず悲鳴をあげた伊依だったが、不動は不動でその名のとおり座して動かぬまま──目にも留まらぬ動きで抜ばつ刀とうし、飛来した長机を真っ二つに切断する。

　破は片へんが散らばり、騒そう音おんが弾はじけ、不動は上じよう機き嫌げんに声をあげて笑った。

「あはは、総長はんが怒おこった。珍めずらしいなぁ」

「不動、世間知らずな、右も左もわからぬ俺が間ま抜ぬけな失敗をするのがそんなに面白いか？──俺を尊敬しろとは言わんが、なめるなよ？」

　やはり仮面のような無表情のまま全身から鬼き気きを放ち、けれどそれも一いつ瞬しゆんで、良いところの坊ぼつちゃんのように噓くさいくらいきっちり腰かけたまま、総長が低く溜ため息いきをつく。

「……乱暴をしてすまぬ。俺も気が立っているようだ。許せ、不動」

「総長さんが謝ることねぇっつうの」

　嫌凪が伊依を守るように立ちながら、尋じん常じようではない人外どものやりとりを睨にらんだ。

「今のは噓ぉ教えやがった不動がぜんぶ悪いだろ？　この屑くず野や郎ろう、やっぱりあのまま〈裏〉研究部の地下牢ろうにぶちこんどきゃよかったんすよぉー。獅し子し身中の虫ってぇのはこいつのことだっつうの……腹から食いちぎられる前に潰つぶしちまうのが最善じゃね、総長さん？」

「それは得策ではない。不動は貴重な戦力だ。みすみす失うのは惜おしい……使える手て駒ごまは何でも使う。獅子身中の虫とてそれを理解しながらならば使いようがあるのだ」

　肩かたをすくめ、嫌凪は不動を見やると鼻で笑う。

「はん、馬鹿と鋏はさみは使いようって？」

「おれが鋏で爆川が馬鹿やね？」

「てめぇが馬鹿だ！　死ね！　不動！　死ね！」

「……………」

　そんな彼らの会話の前で、伊依はちょっと置いてけぼりだ。こっそり逃にげようかとも思ったが、いつのまにかあの全身鎧よろいの巨きよ人じん──高橋十が扉とびらの前に移動して門番よろしく仁に王おう立だちしているし。

　あぁ、しかし何なのだろうこの状況は？

　伊依は安っぽい会議室に集まった、明らかに異質な人々を眺ながめ、不安をおぼえる。怪造学会総長と名乗った男──嫌凪が何も言わないからには、本物なのだろうが、彼はどうしてここにいるのだ？　嫌凪たちも、こんな何もない、生徒が登校してもいない、抜ぬけ殻がらのような学校に遊びにこれるほど暇ひまなはずはないのに。

　それに、怪造学会総長といえば正体不明、名前も経歴も隠かくしに隠された謎なぞの人物のはずで……こんな若い青年だとは思わなかった。いや、どことなく神こう々ごうしさというか、常人ではない雰ふん囲い気きはあるのだが──ちゃらちゃらした服装と、先ほどからの天然ボケっぷりがいろいろイメージ台無しである。

「静せい粛しゆくにせい！」

　鶴つるの一声、総長が鋭するどく声を放ち、何かしら口論していた嫌凪と不動もぴたりと黙だまる。伊依も心臓を撃うちぬかれた気分で、びくっと震ふるえた。とにかく総長の声は大きくて、よく響ひびくので攻こう撃げき力がある。

　サングラスを机に置き、慣れない素そ振ぶりで煙草たばこに火をつけると、彼はとても不ま味ずそうに吸う。何やら動作のひとつひとつが慣れていない様子で、タイムスリップしてきた江え戸ど時代のひとみたいだった。口調もどことなく古ぼけたかんじだし。

　ほんとうに、なんなのだろう──このひとは。

　総長と不動が連携プレーで破は壊かいしたそれの代わりに隅すみに積まれていた長机を持ってきて、嫌凪といっしょにちゃんと正方形になるように並べて置く。いや椅子は余ってるのであまり意味がないのだが、なんとなく一辺が欠けているのは気持ち悪い。

　というか、そもそも。

　自分がここにいる意味はなんだろう。

　哲てつ学がく的な問いではなく、ほんとうにすなおな気持ちだった。伊依はただ総長らしい金色の男をここまで案内してきただけで、ここにいる目的はないのだ。まぁ、嫌凪とは何かお話でもしたいところだが、そんな場合ではなさそうだし。

「ともあれ」

　そんな伊依の困こん惑わくなど置いてきぼりに、総長が喋しやべりはじめてしまう。とりあえず出入口を高橋に塞ふさがれているからには脱だつ出しゆつもできず、彼を倒たおすなどの無理をして去る理由もなく、伊依は嫌凪に促うながされるまま椅子に座った。総長と向かいあって、嫌凪とは隣となりどうし。不動は変わらず床ゆかの上──やる気なく横になって欠伸あくびをかましている。

　なんだろう、このまとまりのない集団は？

　いったい、何の目的があってこの場所にいるのだろうか？

　伊依はどうにも戸と惑まどいを隠しきれないまま、ちらちらと総長の様子を窺うかがう。

「…………」

　まぁ、いきなり攻撃されるようなことはないみたいだし、嫌凪もいるし、下手に動かず、ここは傍ぼう観かんしているべきだろうが──。

　総長は眼光鋭するどく室内を見回し、とん、と煙草の灰を落とす。

「面子メンツについては仕方がない。これまで少数精せい鋭えいでやってきたのが裏目にでたというところだ。怪造学は秘密の学問──その秘密を守ることに拘こう泥でいし、勢力を増やすことに臆おく病びようだった──これは俺の咎とがだ。……ともかく、まぁ、数少ない仲間どうしなのだ、仲良くするがいい──爆川、不動」

「無理」

「嫌いやっす」

　その不動と嫌凪がほぼ同時に応こたえ、タイミングがばっちり合ってしまったことが気にくわないのか、目を剝むいて互たがいに思いっきり威い嚇かくしあう。どうしようもない。犬けん猿えんの仲っぽい。

　伊依としては、喧けん嘩かしているひとがいるとむしょうにお節せつ介かいを焼きたくなるのだが、どうにも根が深そうなので──詳くわしく事情を聞く前に口出しをするのはよした。不動と嫌凪。ふたりは何でこういがみあっているのだろう？

「……まぁいい」

　総長も諦あきらめたようで小さく溜ため息いきをつき、居い心ごこ地ち悪そうに身じろぎしつつ腕うでを組む。

「せめて仲良く喧嘩するがいい。我々が内部分ぶん裂れつを起こさぬ程度にな。無理に友達になれなどとは言わぬ。ただ──やることだけは確実にやってもらうぞ」

　低く、よく響くその声は聞きとりやすく、身体からだの内側に大きく浸透する。

「俺は今朝からこっち、この建物の把は握あくがてら校内を見まわっていたのだが──生徒や教師の大多数は、我々がだした布告どおりに学校へはきていないらしい。例外もいるようだが……」

　ちらりと伊依に視線を向けて、ただ淡たん々たんと。

「とりあえず、この少女に頼たのみ、例の空井伊依とやらをつれてきてもらおうと思う。ふむ……空井伊依は現在──どこで暮らしているのだったか？　おい少女、貴様は空井伊依という少女を知っているか？」

「……………………は？」

　果てしなく間が抜ぬけた問いを投げられて、伊依は大きく首を傾かしげる。というか、総長以外のほぼ全員が同時に首を傾げていた。伊依はもちろん、不動までも怪け訝げんそうな表情になって、大真面目まじめな表情の総長に疲つかれたように呼びかける。

「総長はん、総長はん」

　そして伊依を無造作に指さすのだ。伊依としては訳がわからない。どうして今、無関係なはずの自分の名前が──怪造学会総長なんてお偉えらいさんから提示されたのだ？

　総長も不動の表情や指さしでおおむね理解したのか、けっこうお間抜けなことに、けれど口調などは誇ほこり高く神々しく、今さらなことを問うてくる。

「貴様が空井伊依なのか？」

　そういえば自己紹しよう介かいはしていなかったな、道案内したらお別れだと思ってたし、と考えつつ──伊依はべつに噓うそをつく理由もないのですなおに頷うなずいた。

「はぁ、まぁ」

「ふむ──」

　総長は煙草を机に押しつけて消し、やっぱり爆ばく撃げきのような大声で叫さけんだ。

「ならば良し！」

　良くない。状じよう況きようがわからない。誰だれか説明してほしい。
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　久く渡どがいねぇとまともな会議もできねぇのなぁ、と伊依にはよくわからないことを愚ぐ痴ちりつつ、嫌凪が会議室の壁かべ際ぎわ──伊依たち全員から見える位置にあるホワイトボードの前に立って、司会を受け持ってくれた。

「俺が喋しやべるのがいちばん話が早はえぇと思うんで、不肖ながらにいろいろ説明させてもらうよぉー。問題ねぇよな総長さん？　伊依ちゃんとは初対面の総長さんや印象最悪な不動、喋れない高橋に人見知りする鬱うつの宮みやっつぅどうしようもねぇ人材しかいねぇしさぁー」

「うむ。頼む」

　総長が新しい煙草たばこに火をつけ、会議室の空気をどんどん息苦しくしながら許きよ諾だくした。そのうち煙けむりが濃こすぎて酸欠になりそうである。なんで閉めきっているのだ。

　どこか状況に流されている気がして不安をおぼえるが、どうせ教室へ帰ってもやることがないわけだし──ちょっとだけ好こう奇き心しんもあったので、伊依はおとなしくしていた。

　いったいこれはどういう状況なのだろう？

　嫌凪が面めん倒どうくさそうに、まず大前提な説明をしてくれた。

「まぁ、伊依ちゃんにとっては何もかも訳がわからない状況だろうから、とりあえず順番にひとつずつ説明していこうと思うんだが……まずは自己紹介な」

　堂々と踏ふん反りかえっている金きん髪ぱつの男──総長を示して。

「さっき自分で名乗ってたが、そのひとが怪造学会の最高権力者、怪造学会総長……激流院潮静さんだ。現在、俺たちはひとつの〝作戦〟のためにこの古頃にいるんだが、その〝作戦〟の責任者、総そう監かん督とくもそのひとな。まぁだいたいその発言はもっとも重要視されるってところで」

　その言葉に、総長は伊依に雷らい光こうのごとき視線を飛ばして補足した。

「必ずしも俺に絶対服従しなくてもよい。俺のものより上等な意見があるならば迷わず発言してもらってもいい。まぁ……見たところ、そのような遠えん慮りよとは無む縁えんそうだが」

　なんか遠回しに不ぶ躾しつけなやつと言われた気もするが、事実なので否定しようがない。伊依は自分の信念に従い、わりと誰にでも意見するほうである。が……いちおう、たまには遠慮もするぞ。

　しかし、いつのまにか完全にこの集団の一員として見られているような気がするが、伊依はあくまでこの場ではお客様、無関係な他人ではないのだろうか？

　総長たちは伊依を見つけようとしていたというが──なんのために？

　やはりいろいろ、判然としない。

　嫌凪も──考えすぎだろうか、なんとなくこの状況を面おも白しろく思っていないようなかんじをうける。もともと噓が苦手そうなひとだが、見るからに仏ぶつ頂ちよう面づらだし、口調は不ふ機き嫌げんそのものだし、伊依にちらちら目配せを送ってきたり、どうも「早く逃にげろ」と言いたいような雰ふん囲い気きが伝わってくる。

　伊依の身を案じ、何か重要な警告を与あたえようとしているような──。自ら説明役を買ってでたのにも、どことなく理由がありそうだった。たとえば、他の連中に説明を任せると……伊依に不都合な事実が隠かくされたり、騙だまされたり、しそうだからとか──考えすぎだろうか？

「ほんで」

　なんとなく緊きん張ちようしながらも、やっぱりどこか胡う乱ろんげな嫌凪の言葉を聞く。

「そっちの壁かべ際ぎわに寝ね転ころがってる役立たずが不ふ動どう霧きり晴はる。基本的に害しかない人間なんで近づくのは危険。喋りかけるのはおろか、目を合わせるのも避さけたほうがいい」

「ふん……」

　不動は鼻を鳴らしたが、嫌いや味みを口にするのも面倒になったのか目を瞑つぶって黙だまりこんだ。伊依も以前、彼に大おお怪け我がを負わされた経験があるので、なるべくちょっかいださないようにしようとは思うが……。

「ほんで、扉とびらの前に立ってるゴツいのが高橋十、こいつは古頃大祭のときに紹介したなぁー。こいつは良いやつなんで信用していい。ただ総長の命令には絶対服従なところがあるから……」

「爆川、余計なことは言わんでいい」

　総長に睨にらまれ、嫌凪は肩かたをすくめた。

「へいへい。あと……あぁ、忘れそうだった、その呪のろわれてそうな水すい槽そうんなかにいるのが鬱うつの宮みや噓うそっつうのな。前んときはいろいろあって紹しよう介かいできなかったけど──おい鬱宮、伊依ちゃんに挨あい拶さつしなぁ」

「…………」

　机に載せられたままの真っ黒な水槽。その表面が一いつ瞬しゆんだけ泡あわだって、ぼこりと音をたてた。伊依は唐突だったのでかなり驚く。

「よろしく、だとよ」

　伊依の反応が面白かったのかヒヒヒと笑い、最後に嫌凪は自分の胸を叩たたいた。

「で、俺がご存知爆川嫌凪。基本的に〝作戦〟は俺らだけで行う。補ほ佐さとして大勢の怪モン造ステ学イス者トもあちこちで作業してるが、まぁ実際、伊依ちゃんが直接こうして言葉を交かわすのは俺たちくらいだと思う」

「…………」

　なんだか尋たずねたいことがたくさん生まれる発言である。やっぱり伊依がその〝作戦〟とやらに参加すること前提で話が進んでいる気がするし、どうでもいいといったらどうでもいいが……伊依の自己紹介はいらないのだろうか？　とも思う。他ほかのみんなはもう、伊依のことがわかっていると？　総長は伊依の顔を知らなかったようだが……。

　頭がぐるぐるしてくる。不安ばかりが脳のう裏りをかすめる。

「自己紹介はそんなとこ。あんまり混乱させても伊依ちゃんには悪いし、本題──その大前提についてここで説明しておくからなぁー。いいか、落ちついて聞いてくれよぉー」

　本日、何度目の驚きよう愕がくかわからない、伊依にとって意外な言葉がそこで解き放たれる。

「魔ま王おうが怪造された」
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　魔王について。

　伊依は魔王という存在にあまり好意的な印象を抱いだいていない。

　むしろ一時期は恨み、また心の底から恐れもしていた。

　魔王。ダーク・オズ。虚界アンダカの支配者にして、虚界アンダカそのもの。その存在について、一般的な怪モン造ステ学イス者トは想像の域を出ない概がい念ねん上のものとし、実在すら疑っているふしがある。教科書にも、その魔王を求めて失敗し、命を失った怪モン造ステ学イス者トたちの哀あわれな末路がおざなりに描えがかれているだけである。

　父も──そのひとりだ。

　愚おろかな賢けん者じや、最高の名めい誉よと最悪の醜しゆう聞ぶんを併あわせもつ伝説の怪レイ造・学モン教ステ授イア・空井滅作。

　伊依が魔王という言葉を聞いたのは、まだ父が人間だったころ、ふつうに生きていたころ、髑どく髏ろの首くび飾かざりなんて冷たい生ける屍しかばねではなく、その温かな手で伊依を抱だきかかえ、寂じやく憐れん院いんの呪じゆ縛ばくから助けだしてくれたころのことだ。

　魔王は、滅作と伊依の宿命なのだという。

　どういう意味だかは、幼かった伊依にはわからなかった。父が死に、魔王の研究が頓とん挫ざしたとき、滅作は魔王の怪造という夢を伊依に託たくし──それだけでなく、伊依にその夢を継つがせるため、それまで以上の過か酷こくな訓練を積ませた。

　泣き叫さけび、血を吐はき、一度は全すべてを恨うらんだ。魔王なんか。父なんか。

　大だい嫌きらいだった。

　徹てつ底てい的に怪造モン生物スターへの感情移入を拒きよ否ひし、彼らを奴ど隷れいと呼び、あるいは敵と断定し、道具として扱あつかった父・空井滅作。最初は、そんな彼への反発だったかもしれない──伊依の夢、怪造モン生物スターは友達という思想の始まりは、そんな些さ細さいな理由だったような気がする。

　けれど、どれだけ否定しても父の妄もう念ねんがついてきて。

　伊依は魔王の宿命から逃のがれられず──。

　結果、《鳳フエニ凰ツクス》との対たい峙じのなか、怒いかりのため、憎にくしみのため、復ふく讐しゆうのため、魔王を怪造したのだ。

　禁タブ忌ー・怪モン造ス生タ物ー──生と死を分かつ怪造モン生物スターと謳うたわれ、恐おそれられ、事実、町ひとつを焼きつくした強大なる《鳳フエニ凰ツクス》を瞬またたくうちに粉ふん砕さいし、魔王はその圧あつ倒とう的な力を見せつけた。

　あれが。あの途と方ほうもない存在が。

　再び、現界カナイに怪造されたというのか──？

　なんとなく頭に引っかかるような疑問があるし、父が死力を尽つくしてすら怪造できなかった魔王を誰だれが怪造したのか、気になるといえば気になったが、今はともあれ、その事態に怪造学会がどう対応するかだ。魔王は凶きよう悪あくで、現界カナイの支配を狙ねらっていて、とても危あやうい。一刻も早く対処しなければ──冗じよう談だんではなくこの世が滅んでしまう。

　嫌凪もどことなく歯は痒がゆそうな表情になりつつも、ゆっくり事情を明かしてくれた。

「魔王が怪造された場所は、日本列島のそばに浮うかぶ人工の島──あぁ、ぶっちゃけちまうと怪造学会本部が秘ひ密みつ裏りに隠かくされていた場所だ」

「怪造学会本部？」

　伊依は驚き、この場に居並ぶ面々を見回す。怪造学会総長に、不動や鬱宮の肩かた書がきは知らないが──おそらく怪レイ造・学モン教ステ授イアと同格か、そのものずばり怪レイ造・学モン教ステ授イアかもしれない怪造学会のお偉えら方がた──彼らが、とくに滅めつ多たに表おもて舞ぶ台たいにはでてこなかった総長がここにいるのは、本ほん拠きよ地ちである怪造学会本部で魔王が怪造されたからなのだろうか？

　理に適かなってはいる。けれど、どうして、誰に、魔王が怪造されたのか──その根本的な疑問は解決されていない。

　伊依が怪造したとき、魔王は滅作と短い会話を交かわしていた。それを、心身ともに限界で失神しかけていた伊依は、夢ゆめ現うつつのまま聞いていたのだ。今回は崩ほう壊かいの序章だと。伊依が現界カナイと虚界アンダカの境界を破は壊かいするまで、永久に眠ねむりつづけると。そのために、いつか訪おとずれる虚界アンダカの解放のために、伊依の手助けをしてくれると。対価は、この世界──と。

　あの言葉は何だったのか？　もちろん、魔王を怪造できるのが伊依だけなんてことはないだろう。けれど──なんとなく、釈しやく然ぜんとしなかった。

　魔王が怪造されたなら、誰が、どのように、何を対価として？

　その疑問には応こたえず、嫌凪は話を先に進めてしまう。

「ともあれ、怪造学会本部にて怪造された魔王は、猛もう烈れつな勢いで現界カナイを侵しん攻こうしている。伊依ちゃん、高等な怪造モン生物スターはより下等な怪造モン生物スターを怪造できるって知ってるか？」

「え？　あ、はい。父に聞きました」

　あれもたしか《鳳フエニ凰ツクス》事件のときだ、上級一位──もっとも高等な怪造モン生物スターである《鳳フエニ凰ツクス》はその眷けん属ぞくである炎ほのおの怪造モン生物スター、《癇オコ癪リ蜥ン蜴ボウ》を無自覚に怪造していた。その《癇オコ癪リ蜥ン蜴ボウ》と《鳳フエニ凰ツクス》を繫つなぐ《魔ま力りよく》を辿たどり、伊依は《鳳フエニ凰ツクス》を追ったのだが……。

　そうだ。強大な怪造モン生物スターは怪造を行う。

　ならば虚界アンダカの支配者と呼ばれる、あの途方もない存在は──。

「じゃ、話が早はえぇな。……わかるだろ？　魔王は自ら大規模な怪造を行い、怪造モン生物スターを生みだしまくっている。それらは魔王の意思に従い、現界カナイを侵しん略りやくしているんだ。最終的に現界カナイの生き物全てを狩かり尽くすまで攻こう撃げきは終わらねぇ。連中にとっちゃ、この世界の生き物なんかに慈じ悲ひを与あたえる意味なんかねぇからなぁ」

　魔王の目的は現界カナイの征せい服ふく。それは知っていた。大規模な怪造モン生物スターを軍団と化し攻せめてきたなら、この世界は魔王の望みどおりいずれ滅ぼされ、支配されるかもしれない。魔王が──本当に行動を開始したのだ。その野望を果たすため。

　伊依の、知らないところで。

　なんだか、やっぱり、釈然としない。

　溜ため息いきをつき、嫌凪が血色の三つ編みを握にぎって揺ゆらす。

「もちろんこの国も、世界各国も放ほうってはおかねぇだろうが──怪造モン生物スターにゃ、まっとうな軍隊じゃ勝負にもならねぇ。核かく爆ばく弾だんだって余よ裕ゆうで防ぐようなのばっかりだ。俺たちがどうにかするしかねぇよぉー。自分で蒔まいた種でもあるしな、怪造学会の失態は怪造学会の手で撲ぼく滅めつする」

　怪造学会の失態──なのだろうか。

　それは、そうだろう。

　少なくとも怪造モン生物スターに侵略され、国土を荒あらされた国々は間ま違ちがいなくその責任を怪造学会へ負わせようとするだろう。何をしていたのだ。あれを止めるのだ──目に見えるようだ……だから、まだ傷の浅いうちにほかの誰でもない、怪造学会が魔王を止めなくてはいけない。《鳳フエニ凰ツクス》事件の比ではない、総力戦になるだろう。

　あらゆる力を総動員して、この災さい厄やくの鎮ちん静せいを。

　けれど──またしても伊依は疑問に思う。

　嫌凪のことは、それなりに信しん頼らいしている。悪いひとではない。彼女が言うならば魔王の怪造もほんとうなのだろう。しかし、やはり理解できないこともある。そんな世界規模の危機への対策の席に、どうして自分が参加しているのか。なぜ、総長は伊依を見つけようとしていたのか。嫌凪たちもそれに異を唱えないのか。

　自分は何に巻きこまれようとしているのか。

　伊依は唐とう突とつに寒気をおぼえ、ぞくっと背筋を震ふるわせた。

　何か、何か嫌いやな予感がする。

「伊依ちゃん」

　嫌凪が歯を食いしばり、総長を睨にらみ──首をふり、真まっ直すぐにこちらを見つめてきた。

「頼たのむ、俺たちに協力してくれ。いっしょにこの世界を……魔王の軍勢から守ってくれ」

「え、でも。あの──」

　まだ頭が日常に恋こい焦こがれていて、平へい穏おんに甘え、この状じよう況きようにちっとも理解も、実感も追いつかない。なんだこれ。なんだこれ。なんだこれ。わからない。意味が、わからない。展開が、わからない。状況も、わからない。

　どうして。

　どうして自分なのだ。

　何も守れなかった。誰だれも救えなかった。助けてあげたいと抱だきしめた女の子を、目の前で死なせてしまった。無力な、弱い人間。いつだって、言葉に実力がともなわない、才能も何もかも足りないこの自分に──。

　どうして、世界はいつだって、何かを背負わせようとするのか。

　そんな権利は、資格は、強さは、自分なんかにない。

　嫌凪は強い。総長だって強いだろう。強いひとがやればいいのだ。自分は弱い。誰も守れなかった。救えなかった。夢も潰つぶれかけで、立っているのも精せい一いつ杯ぱいで、今の伊依には──何もできはしない。魔王となんか、戦えない。

「頼む」

　嫌凪は拳こぶしを握りしめ、自分の掌てのひらに思いっきり叩たたきつけた。大きな音がして、伊依はびくっとする。嫌凪が俯うつむき、悔くやしげに声を搾しぼりだしてくる。

「伊依ちゃんにしか……できねぇんだ」

　どうして自分なのだ。

　どうして。
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　古頃怪造高等学校は怪造学を専門とする高校である。ゆえに、一般的な体育の授業は存在しない。一般的というのは、いわゆる球技を中心とした生徒の健すこやかな育成を目指す遊ゆう戯ぎ的なものだが、怪造学校では体育＝体力づくりという図式になっている。

　怪造は見た目よりも過か酷こくなもので、強い集中力と豊富な体力が必要……といわれている。そのため、最低限の身体能力を得るため、そして体力の底上げのため──週に何度か運動の授業があるのだ。

　授業の名前もあからさまに〝基き礎そ体力〟となっている。

　もちろん目的は体力づくりなので、サッカーやバスケットボールをキャッキャとはしゃぎながらやれるようなものではなく、基本的に筋トレとマラソンが全すべてである。古頃でもっとも嫌きらわれている授業かもしれない。夏には水泳があって、これは比ひ較かく的に好まれているのだが、やはり楽しく遊ばせてはくれないし。

　かくも悪評だらけの授業のときのみ着用する、嫌な思い出しかない体操服に伊依は着き替がえていた。春とはいえ肌はだ寒ざむいし、肌の露ろ出しゆつが多いので恥はずかしい。なぜかいまどきブルマだし。〝基礎体力〟が嫌われる理由のひとつでもある。

　未練たらしく体操服の上着を引っぱり、太ふと股もものあたりを隠かくしながら伊依は独り、よくわからない空間に立っている。

　広大な、広大な、古代の闘とう技ぎ場じようのような円形の敷しき地ちである。

　まだ非現実感が抜ぬけきらないので、もしかしたら夢かもしれないが、古頃の無む駄だに面積のある校庭がボタンひとつで扉とびらのように開き、その下に伊依がいるこの空間──総長は〝魔ま姫き宮きゆう〟と呼んでいた──を含ふくむ何かの施し設せつが現れたのだった。

　目を白黒させているうちに嫌凪に手をとられ、ここまで案内され、いつのまに誰が持ってきたのか……教室に置きっぱなしの伊依の鞄かばんに入っていた、この体操服を手て渡わたされた。仕方なく促うながされるまま着替え、やっぱり状況がわからなくて伊依は啞あ然ぜんとしている。

　先ほど、魔王の怪造とその侵しん略りやくという世界の危機を教えられ、その対処のために協力してくれと正式に怪造学会総長の名のもとに要よう請せいされた。べつに伊依は怪造学会にお給料をもらっているわけではないから、嫌なら断れたのだが──無理に抵てい抗こうしても家に帰してくれはしないという雰ふん囲い気きがあったので、しぶしぶ了りよう承しようした。

　世界の平和のために自分が何か役に立つなら、それは伊依だって微び力りよくながら力ちから添ぞえをするが、自分がいったい何をさせられるのかわからなくて不安になる。嫌凪の話では、いきなり何か作業をさせられるわけではなく、その前段階──魔王に対たい抗こうする力が伊依にあるかどうか、その適性検査をするという話だったが。

　とても胡う散さん臭くさい。

　何か、自分が空そら恐おそろしい陰いん謀ぼうに荷か担たんさせられるような気がする。もちろん怪造学会を疑う理由はない。嫌凪も同様だ、彼女が伊依を悪事に利用するとは想像しにくい。

　けれど、〝怪造学会の正義〟と〝伊依の正義〟が異なっている可能性はある。怪造学会にとって魔王は世界の敵で、殺しても構わない害悪だろうが、伊依は怪造モン生物スターを殺したくない。もしも伊依に怪造モン生物スターを殺させようというのなら、断固として拒きよ否ひする。それは決して伊依の正義ではない。

　今のところ、自分の適性とは何か、何をさせられようとしているのか、判然としないので──まだ強く抵抗はしていないが、ちょっとでも血ち腥なまぐさいことをさせられそうになったら、すぐに猛もう反論してぜんぶ拒否しよう、と思う。

　まだ、伊依は立ち直ったわけではない。何かしなきゃ、何かしなきゃと繰くりかえし、けれど目的を見失い──何もできなかった状じよう況きようから、少しも進めていない。ほかにやることもないから今は流されているだけだ。そんな消極的な自分が情けない。

　けれど、とりあえず──憂ゆう鬱うつにすぐ沈しずみそうな心が我ながら頼たよりないが、嫌いやなことは嫌だとはっきり主張して、今度こそ喪うしなわないようにしようと、今はそれだけを考えている。

　もう誰だれも死なせたくない。怪造モン生物スターも人間も。敵も味方も。誰も。

　怖こわい。怖い──喪うのが、失敗するのが、怖いままだ！

「…………」

　今、怪造学会と魔王を中心にして──世界が大きく様変わりしようとしている。ちっぽけな伊依には何ができるかわからないが、せめて今度こそ失敗しないように、できるかぎり努力しようと思う。まずは怪造学会の目的を見み抜ぬいて、その真意を看破し、自分に求められている役割を推測し、それが己おのれの理想と異なっていないかどうか検証しよう。

　その結果、何も問題がないなら、当然、世界平和のためにがんばる覚かく悟ごはある。

　自分の何かが役に立って、誰かが死なずに済むのなら、なんだって捧ささげてみせる。

「だけど……」

　もじもじ、と伊依は真っ赤になって体操服を引っぱりつづける。

「この格好はやっぱり恥ずかしい……」

〝基礎体育〟の授業では周りも同じ格好の女の子たちばかりだから、とくに羞しゆう恥ち心しんもなかったのだが──こう、独りでぽつんといるとむしょうに嫌だった。おまけにたぶん、この空間はどこかから監かん視しされている。

　その予想を肯こう定ていするように、伊依がつけたヘッドホンから声が響ひびいてくる。

『どうした、様子がおかしいが？』

　総長の声だ。どうやら総長と嫌凪たちは、この〝魔姫宮〟を囲むように配置されている施設のどこかで伊依のことをモニターしているらしい。

〝魔姫宮〟は照明も見当たらないのにやけに明るい真っ白な部屋で、無む菌きん室しつにでもなっているのか──空気まで清らかで、なんだか伊依は小さな実験動物にでもなったような気分になる。

　ともあれ、相手に聞こえるかどうかは不明だったが、伊依はとりあえずこの服装に意味があるのか気になって問うてみる。

「あの……総長さん、なんで体操服なんですか？　好きなんですか？」

『特に意味はない』

　どこかで伊依の声は拾われているらしく、総長は素す早ばやく反応してくれる。

『動きやすいようにとの配はい慮りよだ。それと──服が汚よごれる可能性があるので、制服のままだと可か哀わい想そうだなという判断もあった。体操着ならまだ替かえがきくのだろう？』

「へ？　服が汚れる？　なんで？」

　とてつもなく悪い予感がして、伊依は思わず周囲を見回す。けれど相変わらず〝魔姫宮〟のなかは平へい坦たんな何もない空間で、伊依を汚してきそうな要素は何も見当たらない。

「な、なんか危ないことさせられるんですか？　あと動きやすさって……もしかして何かと戦うとか？　無理ですよ！　あたしびっくりするほど弱いんですよ？」

『否いな、戦うことはない。危険も……ないだろう、おそらく』

　なんでびみょうに断言してくれないんだ。不安になる。ほんとうに危険はないのか？

　伊依はどきどきしながら、根本的な疑問を口にする。

「で……けっきょく、あたしは何をすればいいんですか？」

『うむ』

　総長は重く応こたえた。けれどこう、相手の顔が見えないというのは落ちつかない。総長は総長で威い圧あつ的かつ尊大な口調なので、どうも逆らいがたい雰ふん囲い気きが生まれてしまうのが嫌だった。なんというか、逆らえば余よ裕ゆうでこの空間に大水とか流しこんできそうな気がするのだ。まぁ、考えすぎだと思うけれど……。

　もじもじする伊依を置いといて、総長はただひたすらに真しん剣けんな様子だった。

『現界カナイに魔ま王おうが怪かい造ぞうされ、この世界に侵しん略りやく行こう為いを働く危険性を常々、我々も憂ゆう慮りよしていた……当然、その予断を許さぬ危機に抗こうするため、座して待っていたわけではない。この世界を守るため、怪造学会は総力を結集し──魔王への対たい抗こう手段をすでに完成させている』

　そして威い風ふう堂々と、臆おく面めんもなく宣言する。

『その名も！　最終兵器──《独パン唱ドラ第・オ五ンリ番ーワン》！』

　パンドラ・オンリーワン。

　魔王への対抗手段。最終兵器。独唱第五番。聞いたことがないが……。

　戸と惑まどう伊依に、総長が有う無むを言わせぬ口調でつづけて語る。

『詳くわしい《独パン唱ドラ第・オ五ンリ番ーワン》の仕組みや使い方、それのもたらす結果などについては──おいおい説明していくことにしよう──まずは貴様に適性があるかどうか、《独パン唱ドラ第・オ五ンリ番ーワン》をほんとうに使いこなせるのかどうか、試ためさせてもらう。なに、実際に起動させなければさして危険もない。ただ気をつけろ』

　総長にそのつもりはないのだろうが、やっぱり不安を倍増させるかんじ。

『《独パン唱ドラ第・オ五ンリ番ーワン》に同調できなかったなら、まだいい。ほかの適性者を探す……。しかし、もしほんとうに《独パン唱ドラ第・オ五ンリ番ーワン》と同調し、それを使用できるようになっても──決して吞のまれるな。支配されるな、《独パン唱ドラ第・オ五ンリ番ーワン》に』

　それは、どういう意味だろう。

『もしも貴様が《独パン唱ドラ第・オ五ンリ番ーワン》に棲すまうあの存在に支配され、我々の制せい御ぎよを失い、暴れだしたとしたら──貴様はたぶん、魔王以上に危険なこの世界の敵となる。ゆめゆめ油断なく、心を強くもち、戦え！　さぁ……今だ、手を伸のばすがいい！』

　いきなり命じられたので、つい反射的に伊依は右手を前にだす。

　瞬しゆん間かん、空間に満ちていた光が我先にと集まってきて……。

「────!?」

　伊依は、思いちがいをしていた。

　ここは、何もない空間ではなかった。最初から見えていたし、疑問にも思っていた。この空間には照明もないのに、どうしてこんなに明るいのか？　最終兵器最終兵器というけれど、それはいったいどこにあるのか？　どうして、この空間には伊依以外は入らなかったのか？

　全すべての謎なぞが一瞬にして氷解する。

凝ぎよう縮しゆくされた光は伊依の手首で環わをつくり、そこから弓に似た尖せん端たんが天使の羽のごとく突つきでてくる。掌てのひらには灼しやく熱ねつする感覚。目も眩くらむような、閃せん光こうの嵐あらし。最初から、この空間にあった。伊依の周りを、包みこんでいたこの光そのもの、魔王と相反するようなこの輝かがやきこそが……！

「パン……ドラ、オン………リー……ワン？」

　思わず漏もらした伊依のつぶやきと同時に、最終兵器はひときわ強く煌きらめいて──。

　瞬間、伊依の意識が吹ふっ飛んだ。
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　…………。

　泥臭い、と思った。

　泥というか、鉄さびが混じった腐ふ葉よう土どというか、鼻にちくちくくる刺激臭が満ちている。そう、まず嗅きゆう覚かくがあって、それから視覚が追いついてきた。目覚めるときに似ている。思考は曖あい昧まいで、うまく何ものにも焦点をあわせられない。

　あれ、と伊依は首を傾かしげる。

　今、何が起きた？　ここはどこだ？

「…………」

　先ほど、〝魔姫宮〟にて最終兵器《独パン唱ドラ第・オ五ンリ番ーワン》と呼ばれる謎の存在の適性検査とやらを受けさせられることになり、手を伸ばした自分に──濃こい光が集まってきたところまでは覚えている。それから、どうなった？

　伊依は生なま唾つばを飲みこみ、周囲を見回して愕がく然ぜんとする。

　牢ろう屋やだった。

　伊依は、どうも牢ろう獄ごくのなかにいた。

　泥どろ臭くさいのも無理はない。周囲はそれこそＲＰＧのダンジョンみたいに武骨な岩がん壁ぺきで、天てん井じようは高く、奥は遠く、自分のいる牢屋以外は全て奈な落らくのごとき暗くら闇やみに包まれていて──視界が悪い。足あし下もとはなぜか湿しめっており、ぬかるんだ泥どろがじめじめと気持ち悪い。

　正面には無む惨ざんに錆さびついた鉄てつ格ごう子し。出入口のようなものは見当たらない。完全に閉じこめられている。暗い。ほとんど何も見えない。伊依は不安になって、とりあえず前へ歩を踏ふみだすと思いっきり鉄格子を揺ゆすった。

　ささくれた錆さびが手を傷つけ、痛いだけだった。脆もろそうに見える格子だったが、伊依の細ほそ腕うでではどうしようもなく──嫌いやな音をたてて震ふるえるだけで、どうにも破れそうになかった。

　けれど伊依はなぜだろう、一秒だってこの空間にいたくなくて、誰だれかいないかと大声で助けを呼ぼうと、深く息を吸いこんで──。

「……やめて」

　静かな、冷たい声に背中を打たれて呼吸を止めた。

　どくん、と心臓が高く跳はねあがる。

　声？　声がした？

　後ろ──振ふりかえり、伊依はそこに、ひとりの人物がいるのを確かく認にんした。

「やめてください」

　繰くりかえしている、か細く、弱々しい声。

　それは奇き妙みような人物だった。

　女性である。ただそれは推定で、悲劇の俳優みたいに両手で顔を押さえ、さめざめと泣いているので──表情はおぼつかない。濡ぬれた牢屋の地面に童女のように座りこみ、嗚お咽えつを漏らし、悲ひ愴そうに泣きじゃくっている。

　服装は、花はな嫁よめ衣い装しように見える。けれどだいぶん汚よごれていて、華はなやかさはない。純白だっただろうその生き地じは屍し体たいの土つち気け色いろで、裾すそは擦すり切れ、手て袋ぶくろにもいくつも穴があいている。頭を飾かざるヴェールも蟬せみの抜ぬけ殻がらのごとき飴あめ色いろで、乾かわいていて、惨みじめだった。

[image: ]

　長い長い黒くろ髪かみは涙なみだで地面や肌はだにこびりつき、やはり潤うるおいもなく針金のごとく硬こう直ちよくしている。風化した花嫁──とでも表現するべき、哀あわれな姿をしていた。

　しくしく。しくしくしく。

　泣いている。

　涙を拭ぬぐい、鼻を啜すすり、吐と息いきを漏らし、悲鳴をあげ、喘あえいでいる。

「だ……」

　誰ですか、と尋たずねる前に、伊依はまず性しよう分ぶんで心配してしまった。

「だいじょうぶですか？　ど、どうかしたんですか？」

　どれだけの痛みを味わえば、人間はこれだけ哀かなしめるのだろう。どれほどの苦しみに晒さらされれば、こんなに涙を流せるのだろう。心配になり、状じよう況きようも忘れて伊依は手を差しのべる。肩かたに触ふれ、あんまりにも冷たいので驚おどろき、電気でも走ったみたいに手を離す。

　人間的な温度はこの奇妙な花嫁には存在していなかった。

　髪の毛も皮ひ膚ふも全すべて涙でできているみたいに、冷たく、また濡れていた。

　背筋を這はいあがるような恐おそろしさをおぼえ、伊依が沈ちん黙もくしていると──不意に。

「やめてください」

　花嫁はまた掠かすれきった声で囁ささやき、地面に額をすりつけて土ど下げ座ざしてきた。彼女が動くと地面に張りついた髪の毛が千切れ、ぶちぶちと嫌な音をたてる。

「やめてください。お願いします。お願いします。ごめんなさい。やめてください。お願いします。やめてください。やめてください」

「え……？　え？　あのっ」

　やめるって何を、と思ったが、伊依は異様な花嫁の動きに戸と惑まどい──声をだせない。

　なんだ。なんだこのひと。それに、そもそも……ここはどこだ？　これは何だ？　状況が理解できない。朝までは、いつもどおりの無む為いな一日が始まり、また終わるものだと確信していたのに。気がつけば怪造学会の重じゆう鎮ちんたちと関かかわり、魔ま王おうの侵しん略りやくを知り、それの対たい抗こう策さくの適性検査とやらに巻きこまれ、あげく、今は訳のわからない花嫁に謎なぞの懇こん願がんをされている。

「や、やめるって何をですか？　あの、頭をあげてください！」

　逆に申し訳がなくなって、伊依は必死で謝り倒たおしてくる花嫁からちょっと後退する。すると彼女は赤子のような甲かん高だかい泣き声をあげて、今度は頭を抱かかえて暴れはじめた。

「うぅ……うぅぅ！　あう！　うう！　もう嫌いや！　嫌ぁ！　どうして関わってくるのです!?　どうして放ほうっておいてくれないのです!?　わたしは独りでいたいのに！　誰だれとも関わらず、この泥どろにまぎれて……永遠に、永遠に！　あぁぁあ！」

　長い髪に隠かくされて、やはりその素す顔がおは見えない。

　けれど──なぜだろう、どこか見覚えのある、懐なつかしいような感覚があった。

「あの」

　とにかく興奮させていては良くないと思った。まともな会話すらできない。落ちついてもらえるよう、なるべく驚かせないよう微笑ほほえみ、小さく声をかけてみた。

「あたし、何もしませんから。だいじょうぶですから、怖こわがらないでください」

　そこで不意に、伊依は気づく。

　やはり顔面を押さえつけ、その表情を隠している花嫁の両手……すでにどこにも白い部分が残っていない古ぼけたその手袋が、暗くて今の今まで気づかなかったが、どうも泥以外の何かで汚れている……。

　くん、と思わず臭いを嗅かいでしまった。

　そしてすぐに、伊依は手袋を染めるその不気味な色の正体を知る。

　血だ。

　両手が血に染まっている。

　見ると、彼女のまとったウエディングドレスにも点々と同色の染しみができていて──そう、花嫁はあきらかに返り血を浴びていた。

「ひ………」

　生理的な嫌けん悪お感かんが先にきて、伊依はぺたんと腰こしを抜かすと地面にお尻しりをつけてしまう。牢ろう獄ごくのなかは寒く、太ふと股ももや二の腕うでのあたりにはびっしりと鳥とり肌はだがたっていた。がちがちと歯が鳴る。寒い。怖い。

　理解、できない。状況が、わからない。

　ここはどこだ？　彼女は誰だ？　どうしてこのひとは血に染まっているのだ？

「……あなたも、そう、きっとそう、わたしを、ここからつれていこうとする」

　手て袋ぶくろの指の隙すき間ま、乱れた髪かみの毛の間に、伊依は花はな嫁よめの血走った目を見つけた。どう考えても正気ではない。閉へい鎖さされた牢獄に、血染めの錯さく乱らんした女とふたりきり……。

　伊依はなるべく相手を刺し激げきしないよう、呼吸の音すらひそめて限界まで遠ざかる。すぐに背中が岩がん壁ぺきにぶつかってしまい、たいして距きよ離りは稼かせげなかったが。

　しかも、悪いことに──女は蜘く蛛ものような動きで這い寄ってきて、伊依の肩をぐっと摑つかんでくる。見た目より随ずい分ぶんと力が強い。骨が砕くだかれそうで、伊依は痛みに呻うめいた。けれど花嫁は血の臭においを濃こくしながら、伊依の顔を正面から睨にらみつけて叫さけぶばかり。

「わたしは外にでたくないのです！　永遠にここにいたいのです！　放っておいて！　放っておいて！　放っておいてッ！　誰とも関わりたくないのです！　このまま朽くちていくのが望みなのです！　それだけの些さ細さいな想おもいを、どうしてそっとしておいてくれないのです!?　どうしてわたしの静せい寂じやくを邪じや魔まするのです！　いつもいつも！」

　そして──。

　そこでようやく、伊依の肩かた口ぐちに食いこんだ指先も、勢いのまま舞まう黒髪も、全すべて花嫁の表情を隠すことができなくなり……唐とう突とつに、彼女の素顔を伊依は見た。

　見て、驚おどろいた。

　とくに誰と同じ顔だったわけではない。けれど鏡を覗のぞきこんだような、不思議な共感……同一感、どきりとするほど刹せつ那なだけ、伊依は目の前の彼女が自分と同じ顔に見えた。

　なぜだろう。理由はわからない。けれど錯さつ覚かくではなかったのか、目の前の相手も伊依の顔をまじまじと見つめ、一時的に狂きよう乱らんを鎮しずめ、何度か瞬まばたきをしていた。

「あ……な、た………は」

　あぁ、と呻き、彼女は一いつ瞬しゆんで冷めたか、素早く伊依から手を放すと膝ひざを擦こすって大きく退いた。そしてまた、頭が地面に埋うまりそうなほど深く土下座をしてくる。

「申し訳ありません」

　そのまま動かず、彼女は粛しゆく々しゆくとつぶやく。

「手て荒あらな行いを……してしまいました。この恥はじ知しらずなわたしを、どうぞ罰ばつしてくださいませ。罵ののしり、足あし蹴げにするがよろしいです」

　いや、べつによろしくないが。

　伊依は困って、ずきずきと痛む肩をさすり、泥を払はらうと立ちあがる。どうも見下ろす体勢になって居い心ごこ地ちが悪いので、またすぐに腰をおろしたが。

「あの」

　びくっと震ふるえる相手に、伊依は頰ほおを搔かいてぼやく。

「あたし、よくわからなくて……なんで自分がここにいるか、あの、あたしは空井伊依っていうんですが、えぇと、ここはどこなんですか？　それと、なんだっけ……怪造学会の最終兵器が──」

　あぁ、思考が混乱していて喋しやべる内容がめちゃくちゃだ。

　伊依は頭を抱かかえ、身み悶もだえたあと、ひとつひとつ疑問を解決していこうと──とりあえず、根本的な疑問を口にしてみた。

「あの、そもそも……あなた誰ですか？」

「…………」

　その言葉に、血染めの花嫁はようやくふつうに顔をあげる。ぺしゃっと潰つぶれたような姿勢で地面にへたりこみ、長い髪かみを鬱うつ陶とうしそうにかきあげ、怪け訝げんそうにこちらを見て。

　やはり伊依とは似ても似つかないのに、どことなく親近感をおぼえる表情で。

「……何も知らずにここにきたのですか？」

「はぁ」

　そのとおりなので、ぐうの音もでない。

　そもそも嫌凪も総長もほとんど何も説明してくれなかったのだ。責められるべきは情報を与あたえもせず、伊依をこんな場所に放りこんだ彼らである。おかげで伊依は痛い目にあったし、怖こわい目にもあった。弱り目に祟たたり目とはこのことだ。だんだん腹が立ってきた。

　同時に泣きたくなってきて、涙なみだを浮かべる伊依を──花嫁はじっと観察して。

「わたしは」

　口元に手を添そえ、気のせいかと思うくらいかすかに微笑ほほえんで、ようやく己おのれの紹しよう介かいをしてくれる。

「わたしは……名乗ることすらおこがましい、罪にまみれた裏切りもの。泣いて泣いて泣き暮らし、涙の海で溺でき死ししようと、それだけを望む臆おく病びよう者もの。本名は──忘れました。けれどたいてい……みんな、わたしのことを姫ひめと呼びます」

　姫と名乗った彼女は、自じ嘲ちようするように目を細めて。

「虚界アンダカの姫。あるいは虜とりこの姫。あるいは……魔まの、姫とね」
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　大人じゃいられない。いつだって。

　学校では、わたしは眼鏡めがねをかけている。小学校は窓が大きくて光もたくさんだから、眼鏡がきらっと白く煌きらめいて、わたしの表情を隠かくしてしまう。たいてい、怖がられている。あるいは、真面目まじめなやつと思われている。無口で、無ぶ愛あい想そうで、無反応。

　教室では委員長で、きびきびお馬鹿さんを叱しかりつけて、恨うらまれて、喧けん嘩かになって、男子が相手でもボコボコにやっつけちゃう。強い、やつ。頼たよれる、やつ。

　御み剣つるぎ真ま子こは優等生。

　大人だねって、クラスのお友達は言ってくれる。

　けれど、ちがうんだ。わたしは、大人なんかじゃない。

　昔っから手が早いことが悩なやみの種で、気にいらない相手だったらいきなり殴なぐりつけたりして。ついでに、困ったひとを放ほうっておけなくって、いつのまにか『～長』って偉えらそうな役割を押しつけられてしまって。

　完成、優等生の御剣真子。

　だけど、ちがうんだ。どれだけ背せ伸のびをしても、いつだってわたしは小学生で、大人なんかじゃなくて、それが歯は痒がゆいんだ。

　早く大人になりたい。大人になれば、わたしはもっと自分に自信がもてるのに。

　ねぇ、誰だれかを叱りつけるのは、自分の心に棘とげをさすみたいに苦しいんだよ。殴ったり、喧嘩するのは、男の子が相手だと怖いんだよ。委員長なんて、面めん倒どうくさい仕事が多くて放りだしたいよ。眼鏡なんか外して、良い子ぶった表情を崩くずして、みんなと気楽に笑っていたいんだよ。

　わたしはみんなと同じ背せ丈たけの、みんなと同い年の子供なんだ。

　子供でいたいんだ。

　大人じゃいられない。いつだって。

　そのことを知っているのは。一いつ瞬しゆんで、看破してしまったのは。

　わたしをちゃんと子供として見てくれるのは。

　影かげ文ふみくん──だけだった。
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　昨日は雨が降っていたから、空気がどことなく湿しめっぽい。

　水たまりに空の虹にじが映っていて、なんだかとてつもない宝物に見えて、手を伸のばしたけれど……触ふれた瞬間にその綺き麗れいなものは泥どろ水みずに変わる。

　立ちあがり、空の虹に手を伸ばす。こっちはこっちで届かないし。

　ままならない世の中。

　長なが靴ぐつをボッコボッコ鳴らし、背中のランドセルを揺ゆらしつつ、わたしは今日も影文くんに会うため小学校からの帰り道──自分の家をとおりこして空うつ蟬せみ寮りようへと向かう。

　わたしは定期的に影文くんに会わないとばらばらに分解してしまう。

　ばらばらに。

　わたしは、学校では無理をしている。ほんとうは頭も悪いし、度胸もないし、泣き虫だし、怖がりだし……なのに、眼鏡をかけて真面目ぶって、優等生を演じている。委員長として君臨し、肩かた肘ひじ張ってみんなをまとめて──そんなの、ほんとうは御ご免めんなんだ。無理をして、意地を張って、がんばっているけど、たまに潰つぶれてしまいそうになる。

　だけど、影文くんのそばでは、そんな噓うその優等生でいなくてもいい。

　彼は知っている。ほんとのわたしを、子供のわたしを、簡単に見み抜ぬいてしまっている。そんな影文くんが、わたしは大好きだ。大人だと思う。格好いいと思う。影文くんのそばにいると、わたしはすごく楽で、安らげる。

　どこも飾かざらない、武装していない、生の自分を晒さらして会える。

　影文くんは、希け有うだった。わたしは、彼といっしょにいる時間を神聖なものとして崇すう拝はいしていた。だけど、ほんとうは……心の底ではいつでも不安だった。

　わたしは影文くんのこと、なんにも知らないんだ。

　闇やみ宮みや影かげ文ふみ。たぶん同い年くらい。緑色を混ぜたような不思議な金きん髪ぱつを、四つにわけて結んでいる。いつもサイズの合っていないＹシャツとズボン、真しん紅くのマントといった格好で、ちかごろはだいぶ暑そうだった。とっても綺麗なお姉さんがいる。学校へは行っていないみたいで、彼の住すみ処かである空蟬寮を訪ねれば、たいてい会える。

　総そう括かつ、不思議なひと。

　浮うき世よ離ばなれしたひと。

　御お伽とぎ噺ばなしの住人みたいな、幻まぼろしみたいなひとだった。

　だからわたしは、いつだって不安だった。

　触れたら消えてしまう水たまりの虹みたいに、いつの日にか、呆あつ気けなく彼が消えてしまいそうで。そして永遠に、どれだけ背伸びしても届かない空の虹みたいに、遠くへ行ってしまうんじゃないかって。

　影文くんが、いつかどこかへ行くと語ったわけじゃない。

　だけど、わかる。影文くんはいつだって、必要以上にわたしと関かかわろうとしなくって、何の事情にも巻きこまれないようにしていて、まるで、いつ自分が消えても構わないように気をつけているみたいだった。

　こうして、ふつうの小学生でしかないわたしの相手をしてくれるのがそもそもの間ま違ちがいで、奇き跡せきで、彼の住むべき世界はもっと遠い、わたしの手の届かない位置にあるんじゃないかって──いつも、思っていた。

　絵本の登場人物に、わたしたちは決して触れられない。それと同じで、住む世界がちがうなんて、馬鹿げた空想だろうか？　でもわたしは、いつもその不安で張り裂さけそうだった。影文くん。影文くんはいつだって、わたしにとって虹のようだった。

「………？」

　何の変へん哲てつもない自宅。その正面を通過し、古こ頃ころ怪かい造ぞう高等学校という不思議な学校の学生寮、空蟬寮まで歩いていこうとしたのだけど──不意に、気づく。

　朽くちかけた、変な石像とか彫ちよう刻こくが目立つ古ぼけたお屋や敷しき。背の低い建物が多い住宅街で、それなりに近づけばそんな空蟬寮の屋根が見えるのに──なぜだろうか、どこにも見えない。

「え？」

　心臓が大きく跳はねた。

　頭のあたりに熱が生まれて、足が震ふるえ、居ても立ってもいられなくなり……わたしは全力で道を駆かけた。いくつもある邪じや魔まな水たまりに滑すべって、転びそうになり、けれど我が慢まんしてわたしは走った。冷たい汗あせが背筋を伝い、目がちかちかと眩くらんだ。

　嫌だ。

　嫌だ嫌だ嫌だ。

「噓！　噓ぉ！　噓だよぉ！」

　訳のわからない気持ちに心は破は裂れつし、舌が無意識に噓だ噓だと繰くりかえす。わたしの本能は何かを確信していて、けれど頭がその認にん識しきを拒きよ否ひする。現実が歪ゆがんでいく。

　嫌だ嫌だ嫌だ嫌だ。

　悪い夢を見ているようだった。いいえ──これまで、良い夢を見ていたのかも。そう思うくらい呆気ない、現実と断絶した、喪そう失しつが……あった。

「影文くん！」

　空蟬寮の敷地までなりふり構わず疾しつ走そうし、途と中ちゆうで脱ぬげた長靴を振ふりかえりもせず、靴下で硬かたいアスファルトを踏ふみしめて──わたしはそこに辿たどりついた。

　目を疑う。

　何もなかった。

「え………？」

　一いつ瞬しゆん、呆ぼう然ぜんとする。

　目の前の光景が信じられず、脳内が真っ白になってしまう。

　そこに空蟬寮はなかった。

　空き地……だった。

　草ばかりが生えている。もうずっと、何年も、ここには何もなかったのだというように。古ぼけたお屋敷も、その裏側にあった墓場も、何もかも、丁てい寧ねいに消失していた。もちろん、誰だれもいない。ここで暮らしていた不思議な姉きよう弟だいも、生徒たちも──。

「…………」

　ぺたん、と腰こしを抜ぬかしてへたりこむ。

　全身が、おこりを起こしたように震えた。

　空蟬寮が。

　影文くんが。血ち影かげさんが。わたしの安らげる、唯ゆい一いつの居場所が。

「なく……なっちゃっ、た」

　涙なみだが溢あふれてきて、ほんとは弱い子供のわたしは、虚きよ飾しよくをなくして泣きじゃくった。

「嫌だぁッ……、嫌だよぉ──」

　影文くんたちは。

　御お伽とぎ噺ばなしの世界に帰ってしまったの？
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「……学校に入れない？」

　古こ頃ころ怪かい造ぞう高等学校のある海沿いの町──夢ゆめ追おい坂ざか。住宅街の端っこ、他ほかの町へと繫つながる交通の要所にその病院は建っている。小さな診療所というより本格的な総合病院で、ちょっとした怪け我がなどでは入るのも遠えん慮りよしてしまうような要よう塞さいみたいな面つら構がまえである。

　ひとつの邪じや悪あくな儀ぎ式しきだったと推定される魔ま王おう杯はいの結果、古頃の生徒の大半は生命力たる《魔力》を失い、昏こん睡すい状態に陥おちいるか、良くても衰すい弱じやくしてこの病院へ担かつぎこまれ、そのまま今も多くが入院生活を余よ儀ぎなくされている。

　古頃の教師たちも、そんな彼ら彼女らが心配なのでいちおう、毎日のようにお見み舞まいにきているのだが……そのうちのひとり、蟻あり馬ま磁じ獄ごくが病院の廊ろう下かに備えつけの公衆電話、その受話器を握にぎりしめて怪け訝げんな表情をつくっていた。

　眉び目もく秀しゆう麗れいな、灰色の髪かみが特とく徴ちよう的な男である。気取った仕草が様になる貴族顔で、なんとなく自分以外の全すべてを見下しているような傲ごう慢まんさがその表情に滲にじみでている。

　そんな彼は嘆息し、電話の向こうでお子様みたいに泣きそうな声をあげている同どう僚りよう──園その日ひ暮ぐらし案あん寿じゆへ棘とげのある声で問うた。

「どういう意味だ？　よく理解できんのだが」

『で、で、で』

　狼狽うろたえ、この慌あわてんぼうな教師は舌っ足らずにまくしたてる。

『ですからぁっ！　あたくし、さっきから学校の周りをぐるぐる歩いてるんですけどぉっ……なぜか入口が見当たらないんです！　ほら、うちの学校って──敷しき地ちを囲んだ水みず堀ぼりに橋を渡わたしてあって、そこの上を通らなくちゃ中に入れないじゃないですかっ。でもでも、なぜかその橋がなくって！　あ、あ、あたくし何がなんだかっ！』

「落ちつけ。えぇっと……？」

　相手の大声で耳が痛くなり、受話器から顔を離して眉まゆをひそめつつ──蟻馬は園日暮の言い分をじっくり咀そ嚼しやくする。

　学校に入れない？　水堀の上にあった橋が消えている？

　いまいち意味がわからない。まさか巨きよ大だいな橋を見落とすわけもなし、いくら園日暮でも職場である古頃の入口の位置くらいは把は握あくしてるだろうし、暑さでぼけるには早すぎる。事故か何かで橋が落ちたのだろうか？　いくつも架かかっているそれなりに丈じよう夫ぶな橋が同時に？　ありえないと思うし、もし仮にそういう事実があったとしたら、事故というより何者かが故意に起こした破は壊かい工作だろう。

　けれど、何のためにそんなことを？　ほとんど無人のはずで、教師の蟻馬すらしばらく出勤していない抜ぬけ殻がらの古頃に、他者を入れないようにして──いったい誰だれにどのような得があるというのだろう？

　考えつつ、蟻馬は園日暮のまとまらない説明に相づちを打ちつづける。

　園日暮は蟻馬の部下で、敬けい虔けんな宗教家で、スーツの上から修道着を羽織るという意味不明な格好をした若い女である。彼女は学校の様子を見てからお見舞いに合流するという話だったのに、いつまでたってもこないので、さて道に迷ったかと気にして蟻馬はこうして電話をかけてやったのだが。

　どうも学校に入れず、橋を捜さがしたり、うろうろしているうちに時間ばかりが浪ろう費ひされてしまったかんじらしい。病院内は携けい帯たい電話が禁止で、園日暮から蟻馬には連れん絡らくができなかったこともあり、彼女が蟻馬の連絡待ちをしていたのもあるだろうが。

「まぁいい」

　よくわからなかったが、何かきな臭くさい雰ふん囲い気きだけは察して、蟻馬はとりあえずこの次から次へと故意か偶ぐう然ぜんか厄やつ介かい事ごとに巻きこまれる部下に溜ため息いきひとつ、助言ひとつ。

「とりあえず、なんか危なそうだからおまえは迂う闊かつに手ぇだすな。まずは俺たちと合流しとけ。それから古頃についてはどうするか考えよう。……そもそも、おまえなんで学校に行ったんだ？　しばらく休みだって言われたろ？　なんか用事でもあったのか？」

『え？　あ、いえ……』

　園日暮は少し言いよどみ、心配そうにぼやいた。

『魅み神かみさんに相談を受けまして。その……空すかい井いさんや、戦たたか橋はしさんが、行方ゆくえ不明だとかで──えぇと、空井さんは毎日のように古頃に登校してるということでしたから、何か手がかりがあるのではないかと……』

「…………」

　空井に、戦橋？　どちらも蟻馬を昨年、さんざん悩なやませた問題児である。彼女らが行方不明？　そんな話は聞いていないが──。

　べつに蟻馬だって彼女らが何らかの事件に巻きこまれても嬉うれしいわけではない。手こずらされたが、それでも蟻馬は教師で、彼女らは生徒である。心配になる。もちろん声にも表情にもそんな気持ちはおくびにもださないが。

「本格的に何かやばそうだな」

　蟻馬は舌打ちし、矢や継つぎ早ばやに園日暮へ指示を飛ばす。

「とにかく、そういう事情ならますます危ない。おまえひとりじゃどうにもならんから──俺のところにこい。だいたい魅神も魅神だ、よりによって園日暮に相談する意味がわからんね。事態をさんざん引っかきまわしてややこしくしたあげくに自じ滅めつするのがオチだろうに」

『ひんひん……』

　変な声がきこえた。泣いてるらしい。

　蟻馬は苛いら々いらしながら髪かみを搔かき、口調に少しだけ真しん剣けんみを戻もどして再び告げる。

「あぁもう、とにかく古頃から離はなれろ。行方不明者がでてるなら俺たちの出る幕じゃなく警察に任せるべきだし、俺たちまで何かに巻きこまれて怪け我がしたら冗じよう談だんじゃねぇ。そんなもんは教師の仕事じゃない。いいか、さっさとこっちへ直行してこいよ」

　きつく言い含ふくめ、勢いをつけて受話器を置く。

　なんだろう。嫌いやな胸むな騒さわぎがする。崖がけへ向かって走る列車に気づかず乗っているような──。蟻馬はしばしその場を動かず、俯うつむいたまま電話を無む為いに睨にらみつづけた。

　そんな蟻馬の緊きん張ちようをほぐすように、不意に、吞のん気きな声が背後からかけられる。

「やっふー、どうした蟻馬くん。暗いにゃー」

「妖あやかし森のもり……」

　振ふりかえると、そこに気配もなく同僚の妖あやかし森のもり吉きつ音ねが立っていた。

　跳とびはねた髪の毛がいいかんじに獣けものの耳に見える、糸目で何を考えているのかよくわからない女である。それなりに長身で見た目は意外と凜り々りしいのだが、にゃーとかにょーとか不思議に間延びした口調がそれを台無しにしている。

　本日、蟻馬はこの妖森とふたりで生徒たちのお見み舞まいにきた。それぞれ別のクラスの担任なので見舞う生徒もちがうのだが、独りできても気が滅め入いるので、わりと親しい彼女と示しあわせたわけである。

　ともあれ。

「ふぅん……」

　園日暮の報告を妖森にそのまま伝えると、彼女はただでさえ開いてるのか開いてないのかわかりにくい両目をさらに細めた。

「なんだろうね。それは。んー……首つっこむと痛い目見そうだにゃー。まぁ、つっこまざるを得ないんだろうけど、教師はつらいにょー」

　公衆電話がずらずら並んだすぐそば、自じ動どう販はん売ばい機きで缶かん珈コー琲ヒーをふたつ買い、ひとつを蟻馬に手て渡わたしてくれながら──妖森はその横のベンチに腰こしかける。蟻馬も隣となりに座った。どうせお見舞いはもう済ませている。園日暮がくるまで暇ひまだ。

　プルタブをこじ開け、生ぬるい缶に口をつけてから蟻馬はぼやいた。

「え？　なに、阿呆か妖森？　無視すりゃいいだろ、こういう胡う散さん臭くさいことは。ほかの業界ならともかく、怪造学だからなぁ、危ねぇことは本気で危ねぇぞ。死ぬぞ」

「まぁねぇ」

　彼女もそこは否定せず、お上品な手つきで缶を傾かたむける。

「私もねぇ、いちおう大人だから、感情移入のしすぎはよくないと知ってはいるにょー。生徒が死んでも私は死なない、生徒の苦しみは現実的に私の苦しみに直結してるわけじゃない。なのに苦しいのは、感情移入しちゃうせい。苦しいのが嫌なら、見ないふりしてぜんぶやりすごすのがいい。わかってるけどねー」

　相変わらず内心の読めない、むしろ外面だけ見ると適当そうな、にやにや笑い。

「でも私はねぇ、不器用だから」

　それからふざけるように、蟻馬の鼻先にその長い指でちょんと触ふれて。

「君もね」

「…………」

　勝手にお仲間にするなこの隠かくれ熱血教師が、とも思ったが不思議と言いかえせず、蟻馬は黙だまり──ほろ苦い液体を飲みこむ作業に没ぼつ頭とうした。さして美味おいしいものでもなかったが。

　妖森を見ると、もう笑ってはいなかった。

　膝ひざのあたりが小刻みに震ふるえている。

「生徒のことがどうでもいいって、逃にげられるひとはもうとっくに逃げてるよ。私は逃げられなかった。君も逃げられなかった。同じさ、蟻馬くん。絡からまった網あみのなかからもう逃げられないなら、そのなかで懸けん命めいにもがくべきだよね？」

「珍めずらしくふつうに喋しやべったと思ったら、何を訳のわからんことを──」

　蟻馬は飲み終わった缶をゴミ箱に放ほうり投げ、立ちあがって肩かたをすくめる。

「俺はおまえとちがって殊しゆ勝しようじゃねぇし、生徒にも学校にも義理はねぇよ。痛いのも苦しいのも嫌きらいだ。ただ、教師以外にお金を稼かせいで飯を食う方法を知らんから、逃げたくても逃げられんだけだ。──ったくよぉ、いつでも貧びん乏ぼうくじだ」

「……そういうことにしといてあげる」

　にっこり笑う妖森を、蟻馬はものすごい目つきで睨んだ。飄ひよう々ひようとした彼女は、その程度では怯ひるみもしなかったけれど。

　そうして長い間、なんともいえない沈ちん黙もくが場に満ちた。

　古頃で何が起きているのか。生徒たちは果たして回復するのか。自分たちはどうすればいいのか──何もかも未定なまま、それぞれの思考に沈しずみ、ひとつも答えを見いだせず、声もだせない。

　無力感に溺おぼれそうになるが、蟻馬たちには憂うれいにひたっている暇すらなかった。

「あ、あああ蟻馬先生！　妖森先せん生せぇ！」

　聞き覚えのある、甲かん高だかい誰だれかの声にはっと顔をあげる。

　見ると、廊ろう下かの向こう……病室に繫つながる通路を園日暮が駆かけてくるところだった。明らかに尋じん常じような様子ではないし、そもそも病院の廊下を走るなと蟻馬は思ったが、何の天てん罰ばつなのか園日暮はそのまま何もないところで思いっきりすっ転んだ。

　とても痛そうな音がする。

　沈んでいた空気がそのずっこけであっさり霧む散さんして、蟻馬は妖森と互たがいに目配せをし、溜ため息いきをついてから──この騒さわがしい同どう僚りように歩みよっていく。

「おい、どうした園日暮？　意外と早かったみたいだが……」

「は、はいぃ……。あたくし、いちおう車の免めん許きよを──」

　ぶつけた額を涙なみだ目めでさすりつつ、園日暮は錯さく乱らんした。

「そ、そ、それよりも蟻馬先生！　妖森先生も！　大変なんです大変大変！」

「……えぇっと？」

　妖森もそばにきて、園日暮の手を引っぱって立たせてあげている。

「どういうこと？　案寿ちゃん、学校に入れないってだけじゃないの？」

「ち、ちがうんです！　いや、あの、それも大変にはちがいないんですが！　そのう……あぁ、どうしましょう!?」

　言葉がでてこないのか、指でこめかみを圧おして考えこみ、それから彼女は大人とは思えないことに涙をポロポロ零こぼして妖森に縋すがりついた。

「あっ、あたくしっ、蟻馬先生たちがどこにいるかわからなかったのでっ、とりあえず生徒の皆みなさんのお見み舞まいをしていたんですが──あのっ、大変なんです！　そのっ、あたくしの見み間ま違ちがいとか勘かん違ちがいだったらいいんですが……！」

　そして彼女はいつものように、頭痛の種を増やしてくれる。

「びょっ、病室に……仇あだ祭まつりくんがいないんです！」
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　身体からだが鉛になったようだ。

　重く、怠だるく、融ゆう通ずうがきかない。指先がひどく遠く思え、身体の感覚も曖あい昧まいで、何か自分の身体でないものを引きずっているようだった。視界も覚おぼ束つかず、自分がどこを歩いているのかもよくわからない。悪夢のなかのように何もかもが鈍どん重じゆうである。

　けれどまぁ、それは些さ細さいな問題でしかない。

「ふふ……」

　仇あだ祭まつり 遊ゆうは表情に笑えみすら浮うかべ、手足を引きずるようにして歩く。

「吞のん気きに寝ねているわけにもいかないよね……」

　綺き麗れいな少年だった。

　ただその〝綺麗〟には亀き裂れつがはしっている。少女のように整った顔を斜ななめに区切った疵きず痕あと、そこを中心にして顔の色が左右で異なっている。髪かみの毛も同様で、右側だけ鋼線でつくられたみたいに生気がない。服装は寝ね間ま着きの上から鴉からすの羽がついた上着をまとっただけのぞんざいなそれで、けれど手首には黒と白の色ちがいの腕うで輪わを嵌はめていた。

《魔ま力りよく》が枯こ渇かつしたこの身体で、新たに怪造モン生物スターを怪造するのは自殺行こう為いだろうが、黒い腕輪──《監ＰＲＩ獄ＳＯＮ》は怪造モン生物スターを五体まで収納できる特とく殊しゆな呪じゆ具ぐだ。そこに保存してあった怪造モン生物スターを呼びだすことくらいならできる。

　諜ちよう報ほうと情報収集、誰かの監かん視しなどに能力を発揮する《百目メアリー》という怪造モン生物スターを、衰すい弱じやくし動けなかった遊は操あやつり、外の情報を集めたりしていた。退たい屈くつしのぎでもあったし、ほかのみんなの様子などを知りたいのもあった。けれどいちばんの理由は、ひとりの少女のことが心配だったからだった。

　廊下で喋しやべっていた教師たちの会話を《百目メアリー》で盗ぬすみ聞きして、遊はその少女が危機に陥おちいっていることを知った。ならば寝ている理由はなかった。

「笑えないね……。伊い依よりちゃんが……行方ゆくえ不明だって？」

　遊の幼なじみにして、遊の魂たましいを救ってくれた最愛の少女。彼女がいなくなったなら、遊はあらゆる手段を講じて捜さがしだす。自分の命すらそのためには迷わず消費する。義務感ではなく、ただ純じゆん粋すいにそうしたいと思うから。

「伊依ちゃん……君は、僕が守ってあげる」

　けれど身体は言うことを聞かず、まず膝ひざが意思に反して震ふるえ、折れ曲がり、遊は前のめりに倒たおれてしまう。受け身すらとれない。明確に、身体を動かす生命力が足りていない。糸の切れた人形と同じだ。身体を投げだし、爪つま先さきすらも動かせない。

　遊は珍めずらしく顔をしかめ、全力をもって手を前に伸のばした。這はってでも進もうとしたのだが、その指先は虚むなしく道路の地面を引っかくだけである。無力感。けれど、何もかも諦あきらめて倒れているわけにはいかない。

　助けなくては。彼女のことを。

　伊依は以前、今の遊と同じように、身体中の生命力を吸われ、それでも絶望せず遊に向かってきて、打ちたおし──勝利した。もう随ずい分ぶんと昔のことのように思える。あのときは、伊依が遊を助けてくれた。今度は遊が伊依を助ける番だ。

　なのに。

　身体が動かない。

「ぐ……う……」

　自分に苛いら々いらして、当たり散らしたくて、舌を嚙かみ、痛みに少しだけ我を取り戻もどし……猛もう烈れつな眠ねむ気けにも似た倦けん怠たい感かんを散らし、じりじりと這っていく。

　伊依を助けるのだ。

　彼女のことを守るのだ。

「無理だよ」

　不意に、声がした。

「あなたはどこにも辿りつけない」

　え？　と思って遊がわずかに顔をあげると、いつのまにか、目の前に誰だれかが立っていた。

　見覚えのない人物である。

　少なくとも、遊は知らない。会ったこともない──と思う。

　ごく平へい凡ぼんな、遊と同い年くらいの少女だ。平凡すぎる。ふつうな部分を集めて寄せてひとつにしたみたいな、どうにも印象のない、記き憶おくに残りにくい外見をしていた。

　服装は、なぜか古頃の制服だ。古頃の生徒だろうか？　見覚えはない。古頃の生徒は一学年が紫むらさき色いろ、二学年が橙だいだい色いろ、三学年が黒色と色分けされているのだが……彼女の制服はまるで偽にせ物ものみたいな見覚えのない白色だった。

　白？　白い制服？

　何かの記憶が刺し激げきされたが、うまく思いだせない。

「あなたはどこにも届かない。あなたは何も得られない。あなたは誰にも愛されない」

　呪じゆ詛そを吐はきだす、桃もも色いろの唇くちびる。

　遊と同じ、漆しつ黒こくの髪。《門ＧＡＴＥ》など、余計な装そう飾しよくは見当たらない。

　瞳ひとみだけが奇き異いだった。左右で色がちがう。

「絶望して死ね」

　冷たい、冷たい声。

　オッドアイの彼女は言葉とは裏腹に、しゃがみこみ、倒れたままの遊をおぶると──意外としっかりした足取りでどこかに引きずっていく。

　遊には抵てい抗こうする気力も体力もなく、為なされるがまま、どこかへ運ばれていく。

　柔やわらかな、少女の身体。甘い体たい臭しゆうに、そよぐ黒くろ髪かみ。

　なぜだか、懐なつかしい。初めて会ったはずなのに。

　殺された、父と母の顔がなぜか脳のう裏りに浮かんだ。

「あぁ」

　少女が、ぽつりとつぶやいた。

「わたしは何をやっているのだろう？」

　色いろ違ちがいの目でこちらを眺ながめ、名乗ってもいないのに──。

「ねぇ、遊？」

　つまらなそうに、そう問うてきた。
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　魚の焼ける良い香かおりで目を醒さました。

　どうもオッドアイの少女に背負われ、そのまま運ばれるうちに意識を失っていたようで、気がつけば知らぬ場所に寝ころばされていた。たぶんどこかのアパートの一室──その黴かび臭くさい押し入れのなかで、薄く開いた襖ふすまの向こうに明るい室内が見える。さして広くない。むしろ四畳じよう間まほどの狭せまさで、こちらに背を向けて立っている例の少女もすぐ発見できた。

　彼女はいったい誰なのだろう？　どうして自分をここにつれてきた？　そもそも──ここはどこなのだ？

　様々な疑問が湧わいてきたが、そのどれにも答えを見いだせない。遊は身じろぎし、それから身体からだがやけに不自由なかんじがして、自分の全身をそっと眺めてみた。

「…………」

　当然というべきか。悪い予感が当たったというか。

　縛しばられている。

　全身ぐるぐる巻きではないから苦しいというほどではないが、両手首と両足、それぞれを丈じよう夫ぶそうな縄なわで結ばれている。手首に嵌はめていた《門ＧＡＴＥ》と《監ＰＲＩ獄ＳＯＮ》はどうも取りあげられているようで、遊にはこの無む体たいな扱あつかいから脱だつ出しゆつする方法はなかった。

　何やら自分は拉ら致ち監かん禁きんをされてしまったらしい。これで例の女の子が遊に恋こいするあまりについやっちゃいましたという経けい緯いならまだ笑い話になるのだが、そんなわけもない。悪意しか見当たらない。自分はこれからどうなるのか考えたが、気が滅め入いるだけなので遊はすぐにその無む為いな思し索さくをやめた。

　溜ため息いきをつく。

　こんなところで縛られている場合ではないのに。

　伊依が行方ゆくえ不明なのに。その身が危険に晒さらされているかもしれないのに。

　遊は相変わらず気け怠だるい身体を精せい一いつ杯ぱいに動かして、どうにか縄を切れないものだか床ゆかに擦こすりつけたりして試ためす。体調が万ばん全ぜんで、身動きがとれるなら相手は華きや奢しやな少女だ、好みではないが──最悪、暴れて脱出することだってできるのだが……。

「無理だよ」

　物音を聞きつけたか、少女が振ふりかえりもせずにつぶやいた。

「言ったでしょ。あなたは何も得られない」

　自由もね──と感情の欠けた、やはり個性のない冷たい声で。

　遊はあらためて、己おのれを誘ゆう拐かいしたこの少女を注視する。わずかに隙すき間まがあいた襖ふすまの向こう、ガスコンロの前でどうやら料理をしている。安っぽいエプロンをつけて、鍋なべつかみの手て袋ぶくろを嵌めて、やっぱり白い制服姿で。

　どうしてだろうか、見たことのない少女なのに。己が伊依を救うのを邪じや魔ました憎にくい相手なのに──遊は、彼女に不思議な親近感をおぼえてしまう。

　母親、のようだ。

「あなたはこれから永遠に、ただ死なないだけの味気ない人生をおくるの。ここに閉じこめられて、ゆっくりお爺じいさんになって、暗くら闇やみの底で死んでいくの。いくつもの希望が生まれるでしょう、いくつもの夢を見るでしょう」

　そこで初めて振ふりかえり、色違いの目でこちらを見下ろして。

「ぜぇんぶ、無む駄だぁ」

　やはり、遊からしたら謂いわれのない悪意をぶつけると、彼女はよく焼いたお魚を皿に盛りつけ、買ったばかりのような八枚切りの食パンを袋から一枚、ちょこんと取りだして魚の横に並べた。それから同じく牛乳パックから白い液体をコップに注つぎ、うん、と頷うなずく。

　そしてそれらを淡たん々たんと、縛られたままの遊の前に置いた。

「晩ご飯」

　時刻はよくわからなかったのだが、もう夕方にはなっているらしいと──少女のその発言で遊は察する。伊依の危機を知って病院を脱だつ走そうしたのが昼ごろだったから、それなりに長く気絶していた計算になる。

　それにも拘かかわらず、やはり体力はあまり回復していない。これはどうも、怪造モン生物スターや呪じゆ具ぐで強制的に回復させないとだめかもしれない。そのためには、まずこの訳のわからない状じよう況きようを脱だつする必要があるのだが──。

「…………」

「…………」

　こちらを文ぶん房ぼう具ぐとかを見る目で眺めている少女を、そっと見あげる。まずは彼女の正体とその目的を教えてもらって、なるべく勘かん弁べんしてもらって、伊依を捜さがしに行かせてほしいのだが……どうも口ぶりを見るかぎり、遊を長期というか永遠に監かん禁きんする気まんまんだった。

　どうしたものか、と遊は困る。

「食べないの？」

　しゃがみこみ、文房具から捨てられた子こ猫ねこを見る目にちょっとだけランクアップしたかんじに、少女がじっと眺めてくる。それから少し困ったように目線を逸そらし、焼き魚と食パンとミルクという料理と呼ぶのもびみょうなものを指さして──ぼやく。

「食べないと死ぬでしょ。死ぬと困るから、食べれば」

　なんだろう、この奇き妙みような喋しやべり方。非人間的なくらいの、不器用な言葉の羅ら列れつ。彼女のほうこそ長いあいだ監禁されていたみたいに、会話がどこかちぐはぐだった。

　遊はやっぱり少女のことがわからなくて、とりあえず刺し激げきしないように柔やわらかな口調でコミュニケーションをとってみる。

「あのね」

　後ろ手に縛しばられていることを示して、さりげなく縄を解ほどいてもらえないかなぁと企たくらみながら微笑ほほえむ。

「これだと食べられないでしょ？　だから……ね？」

「うん」

　少女は床に膝ひざをつき、食パンをぞんざいにちぎって、その欠片かけらを遊の顔へもってくる。ぎゅうぎゅう、唇くちびるに押しつけてくる。あれ、これは予想外だ。

「あーん」

「…………」

　扱いが良いのか悪いのかわからない。食べさせてくれるらしい。

　ちょっと啞あ然ぜんとして反応できないでいると、少女は苛いら立だったように遊の顎あごを摑つかみ、もう片方の手で口をこじあけ、無理やり「あーん」させて食パンを放ほうりこんできた。噎むせそうになる。少女は頷き、今度は魚を食パンと同じ動きで引き千切った。

　どうも鰤ぶりらしいけっこう焦こげた頭部を近づけてきて、すっごい真顔で。

「あーん」

「…………」

　なんだろう。なんだろう。遊にはやっぱり状況がまったく理解できない。

「食べれ」

　日本語が変。

　鼻からでも押しこまれそうな気き魄はくだったので、仕方なく食べさせてもらう。しばし不思議な空気が流れ、なんとなく赤ちゃんに戻もどったようで遊が変な気持ちになっていると──自信をつけたか、少女はより難易度が高そうなことに挑ちよう戦せんする。

　コップを両手で持って、ぎろりとこちらを睨にらみつけて。

「飲め」

「…………」

　なんだか失敗しそうな気がする。なんだか失敗しそうな気がする。

　遊はびびりながらも、危あやうい手つきの少女が近づけてくるコップに唇をつけて──瞬しゆん間かん、ものすごい勢いで牛乳が流しこまれる！

　液体というものはとろみがついていたほうが意外と飲みこみやすいもので、牛乳なんかはそれなりに嚥えん下かしやすい部類なのだが、いきなり流しこまれるとたいてい噎せる、吐はく。案の定、遊も思いっきり吹ふいてしまい、少女の全身にびちゃびちゃとかかる。

「…………」

「…………」

　またも、気まずい沈ちん黙もく。

　呆ぼう然ぜんとした少女は顔を手で拭ぬぐい、一瞬だけ泣きそうになって、それから弱みを見せたくないというように激しく立ちあがると背を向けた。

　そして拳こぶしを握にぎりしめ、決意をこめて。

「明日こそは」

「ちょっと待って待って──明日って？　いつまで僕を閉じこめておくつもり？」

　さすがに恐きよう怖ふ心しんが芽生え、遊は思わず問いかける。一度、零こぼれてしまった疑問は次から次へと溢あふれてきて、遊は強く彼女を糾きゆう弾だんした。

「こんなことが許されると思うの!?　何の目的があって、恨うらみがあって、僕にこんな酷ひどい真ま似ねをするのさ!?　だいたい君は誰だれだよ!?　僕をいったい──」

　どうするつもりだ、と叫さけぶ寸前、少女が激しく振ふりかえって手を伸のばしてきた。口元を塞ふさがれる。左右で異なる色の瞳ひとみが憎にくしみで爛らん々らんと煌きらめいている。

「わたしはユウキ」

「────」

　その名前。

　不意打ちのようにもたらされたその名前に、遊は硬こう直ちよくする。遊は知っていた。罪悪感とともに、そう名づけられた少女のことを何度も考えていた。自分のなかで確実に大きくなっていたその名前を、目の前の……垢あか抜ぬけない、不思議な少女が名乗ったのだ。

　その意味を、遊は理解しきれない。

　こいつは──。

　この少女はほんとうにユウキなのか？

　あのユウキ!?

　遊は思いだす。古頃大祭が終わったあと、幼なじみである虚こ島じま罠わな奈なに誘さそわれるまま読んだひとつの研究資料──あの研究の！　悪夢の産物の！　その中心にユウキという名前があった！

　彼女があのユウキだというのか!?

　だとしたら、目の前の少女は遊にとってあらゆる意味で重大な人物だった。どう反応すればいいのか──わからない。これから、何をされるのか……かつて、彼女にされた残ざん酷こくな仕打ちを思いだし、遊は金かな縛しばりにあったように硬直した。

　怖こわい。

　怖い怖い怖い！

　彼女は、たぶん、遊のことを──。

　遊の動どう揺ように気づいているのか、いないのか、彼女は無情にも遊の疑いを確信に変えるような──ある種、残酷な宣言をぽつりと言ってのけた。

「……あのひとは言った。『遊だけは』って。『遊だけは許して』って。だからわたしは遊だけは許せない。あのひとの特別になったあなたを永遠に許さない。憎みつづける。恨みつづける。虐しいたげて、呪のろいつづける。わたしがあのひとに奪うばわれたものぜんぶ、あなたから取りかえすんだ。わたしがあのひとにつけられた傷を、その代わりぜんぶあなたに刻みつけてあげる」

　それは純じゆん粋すいな、憎ぞう悪おそのものだった。

　人間の皮をかぶった、混こん沌とんとした悪意。

「それだけでいい。わたしは……それだけでいい。怖いひと……ばっかりだし、邪じや魔まするひと、ばっかりだし……巧うまくなんか、いかないし──多くを望むのは、疲つかれちゃった」

　それだけつぶやいて、はっと気づいて弱音を飲みこみ、彼女は寂さびしそうに微笑ほほえむと──牛乳や食べ滓かすで汚よごれた床ゆかをぼんやり眺ながめた。

「掃そう除じしなくちゃ。うん、そしたら遊の寝ね床どこをつくってあげる。お布ふ団とん、昼間に干しておいたから……そこの押し入れに敷しいてあげる。寝ねれなかったら、子守唄うたくらい歌ってあげる。寝たら、翌朝には起こして、朝ご飯をつくってあげるから……」

　罪悪感と──恐怖と、疑問に、がくがくと震ふるえる遊へ、彼女は笑いかけてくる。そして笑いながら遊の頰ほおを撫なで、ひどく愛いとしげにつぶやくのだ。

「そしたら、あなたはわたしに『ありがとう、お姉ちゃん』と言うの」

　それが何よりも重要な、幸せの基本鉄則なのだというように。
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〈うルうルうルうルうルうルうル………〉

　その様子をほんのり開いていた扉の隙間から覗のぞいていた遊の怪造モン生物スター──《卵アイ・姫ドール》は、その回転数の少ない頭で思考して、どうにも主人が危ないらしいことを漠ばく然ぜんと理解した。

　ちかごろ遊は何か思うところがあったのか怪造モン生物スターを《監ＰＲＩ獄ＳＯＮ》へ入れっぱなしにすることが少なくなり、何か小用を思いついてはそれを口実に外にだしてくれていた。《卵アイ・姫ドール》もその能力を駆く使しし、弱っている遊にもしものことがあったら守る──いわゆる護衛の役目を任されていたのだが……少女が敵か味方か判別できず困っているうちに、この状じよう況きようだ。

《卵アイ・姫ドール》は下級一位の《食カン命タレ花ラ》という怪造モン生物スターと《門ＧＡＴＥ》をもとに遊が〝粘ねん土ど細工〟と名づけた技術により加工、創造した怪造モン生物スターであり、他者の生命力を吸って自ら怪造を行い、また《門ＧＡＴＥ》をもとにして増ぞう殖しよくする。

　かつては遊の陰いん謀ぼうの中ちゆう核かくをなし、大いに古頃の生徒たちを苦しめたものだが──基本的に戦せん闘とう能力は皆かい無むだし、ここで突とつ入にゆうしても遊を助けることはできないな、と曖あい昧まいながらに察した。

〈うルうル……〉

　けど心配。じっと眺める。

　夕方の空気はもはや冷たい。お腹なかも空すいた。くう、と腹の虫が鳴る。

〈………誰？〉

　どきん、と身体からだが跳はねあがる。

　室内の人間からは《卵アイ・姫ドール》が見えないはずなのに、遊を拉ら致ち監かん禁きんしている少女は何かを感じたように立ちあがり、恐おそろしい形相でこちらに向かってくる。

「誰かいるの!?」

〈うル──〉

《卵アイ・姫ドール》は本能のままその場を駆かけだし、何階建てかのアパートから軽かろやかに跳ちよう躍やくした。普ふ段だんはお人形のように動かないが、その気になればけっこう機き敏びんな動作もできるのだ。面めん倒どうくさいので、あまりやらないが。

　ぼてっと地面に落ちて、ゆるやかに顔をあげ、それから少女が何か威い嚇かくするように叫さけんでいるのが怖くて──遮しや二に無む二にになって走った。

　とりあえず、誰だれかに遊の危機を伝えなくてはいけない。

　でも……誰に？

《卵アイ・姫ドール》の脳のう裏りに、いつだったか自分に良くしてくれたツインテイルの少女が思い浮うかぶ。あれから自分は彼女に酷ひどいことをしたから、頼たのみを聞いてくれないかもしれないけど──ほかに頼たよれるひともいなかった。

〈うルうルうル……〉

　かくて《卵アイ・姫ドール》の小こ柄がらな身体が、静かな夢追坂の黄たそ昏がれに消えていく。
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　古頃怪造高等学校はまさに城じよう塞さいだった。

　攻せめるに難かたく、守るに易やすい、まさにお手本のような設計になっていて、深い堀ほりと城じよう壁へきが目立つその敷しき地ち内にすら侵しん入にゆうするのも困難なのに、最新の科学技術や怪造学による警備システムが張り巡らされていた。

　まったくもって学舎とは思えないつくりだが、ここで不平を垂れても仕方がない。この学校がなんの目的で、このような時代錯さく誤ごのお城になっているのかは不明である。

　たいせつなのは、そんな難なん攻こう不落を絵に描かいたような鉄壁の学校に、これから自分が潜もぐりこまなくてはいけないことと──この学校で行方ゆくえ不明になったと推定される少女に、自分が恩義を感じているということだけだった。

　退ひく道はなし。心理的な背はい水すいの陣じんで、帰るに帰れない。

「だんっだだっだだっだだだだっだだっ……♪」

　山やま田だ魔ま夜やは困っていた。

　小柄な、色白でほっそりとした少女である。普段は巨きよ大だいな着ぐるみをまとっているぶん、より今の姿が小さく見える。なぜか体操服に武骨な槍やりというどっかの萌もえキャラみたいな格好をしているが、この場にそれを突つっこむような輩やからはいなかった。

「だんだだんだだんだんだだんだだんっ……♪」

　古頃怪造高等学校の誰もいない廊ろう下か、〝非常口〟とラベルが打たれた扉とびらがゆっくりと開き、まずそこから魔夜が周囲を警けい戒かいしながら無言で歩みでて──。

「ちゃららら～ん♪　ででんででんでん♪」

　その後ろから何かのＢＧＭを口ずさみつつ、もうひとりの少女がひょこっと顔をだす。先ほどから響ひびいていた「だだんだん」とかいう不ふ謹きん慎しんな音は彼女が発生源である。

　魔夜は溜ため息いきをつき、前まえ髪がみの隙すき間まから感情のない双そう眸ぼうを覗のぞかせてぼやく。

「魅神さん、うるさいし」

「だんだだんだだん……うん？」

　それは背の高い、古頃の制服を民族衣い装しようのように改造した少女だった。海のように青い髪、空のように青い髪、見るかぎり手ぶらで、魔夜のように武装している様子はない。片足を引きずるようにして歩いているのは、先日、魔ま王おう杯はいの事件にて負傷したからである。

「だってさぁ」

　かなり痛むらしいのに、表情は相変わらず吞のん気きなものである。香か美みは面倒くさそうに周囲を眺ながめ、それから大きく手を広げて慨がい嘆たんした。

「あんまりにも静かなんだもの。歌くらい歌って景気づけしなきゃ面おも白しろくないのだわ」

「……いや景気づけしてどうするの。忍しのびこんでるんだけど、私ら」

　魔夜の問いに、香美はにやにや笑う。

「スパイでもなんでもない、ふつうの高校生のあちきらがさ、ここまで見つからずに侵入できたんだから……これはもう、この先ずっと見つからないはずなのだわ。歌くらいだいじょうぶだって」

「よくわかんない、その理り屈くつ」

　それから魔夜は時間の無む駄だだと思い、槍を構えたまま歩きだした。

「まぁ、いいや……どうでも。行こ──魅神さん」

　今回の目的を、何気なくつぶやきつつ。

「空井さんを捜さがしに」

　そう。

　本日、夕刻──山田魔夜と魅神香美が古頃怪造高等学校に侵入したのは、行方不明になった空井伊依を捜そう索さくするためなのである。

　香美も魔夜も、諸事情あって魔王杯には参加しておらず、他の生徒のように生命力を奪うばわれることもなかった。ほとんど唯ゆい一いつ、まともに動ける生徒といっていい。そういう意味では戦橋舞まい弓ゆみなども同じなのだが、彼女は彼女でここ数日、姿を見せない。

　まぁ舞弓は何が起ころうが自力で生きのびると思うので、まずは放ほうっておいたらすぐに死にそうな伊依を見つけようとふたりは考えたわけである。具体的には昨日、行方知れずの伊依を心配して香美が魔夜に呼びかけ、伊依が毎日のように登校していた学校にその手がかりがあるのでは……と推測してこうして忍びこんだのだ。

　忍びこむ。

　在ざい籍せきしている学校である古頃に、なぜこっそり侵入しなくてはいけないのか。

「けれど……」

　先導する魔夜についていきながら、香美がぼんやり問いを漏もらした。

「どうして、ふつうに校内に入れなくなっていたのかしら？」

　古頃の周囲を囲う水みず堀ぼり、そこに渡わたされた橋が残らず消えていた。たったそれだけの不思議で、学校だった建物はどこからも入りこめない難攻不落の城じよう塞さいと化した。ますます怪あやしい、伊依が消えたのとも何か関係があるはずだ、と香美は何がなんでも侵入しようとしたようだが──。

「さぁ」

　魔夜は怪かい奇き現象には興味がないので、適当に流した。

「知らない。どうでもいいし」

「あちきらに、秘密の侵入経路を教えてくれたひとも謎なぞなのよね」

　無気力な魔夜の隣となりに並び、香美がメモ用紙を取りだした。そこに書かれているのは、閉へい鎖さされた古頃に忍びこむ経路と、中にうまく入りこめたらひとつの部屋へ向かうようにとの指令。香美の携けい帯たい電話に非通知で届いたメールに書いてあったということだが、無記名なのが怪しいし、魔夜は罠わなの可能性も疑っている。

　ともあれ。

　そんな曖あい昧まいな情報にすら縋すがらなければ、とてもとても、古頃に潜もぐりこむことはできなかっただろう。無数に張り巡めぐらされた警備システムと物理的に侵入を拒こばむ塀へいなどを避さけ、網あみの目を縫ぬうようにして提示された経路──この指示がなければ、とっくの昔に進めなくなるか学校を城塞と化した何者かに捕ほ獲かくされていたはずだ。

　魔夜は声をだすのも面めん倒どうくさいのだが、黙だまって歩くのも不安なだけなので適当に喋しやべる。

「連れん絡らくしてきた誰だれかさんは、警備システムについて詳くわしすぎ。あきらかに内通者」

「内通者っていうと？」

　きょとんとする香美に、魔夜は無愛想な表情で応こたえた。

「敵側の人間……ってこと」

「敵って？」

「学校を要よう塞さいにして、何かをしている誰か……あるいは、その仲間。もしかしたら、空井さんを消したやつ。個人なのか、組織なのかは、わからないけど──」

　端たん的てきに、気持ちをそっと口にする。

「要注意」

「…………」

　香美はその言葉に一いつ瞬しゆんだけ眉まゆをひそめたが、すぐに全身を弛し緩かんさせる。

「ま、あちきは伊依を無事に助けだせればいいわ」

「まぁ……」

　魔夜もおおむね同意なので、深く考えずに相あい槌づちをうつ。魔夜が香美に協力していっしょに古頃へ忍びこんだのも、伊依にひとつ恩返しをしたいからだった。

　魔夜が他人と関かかわる喜びを知ったのは、ちゃんと教室に行って、みんなと触ふれあおうと思えたのは──伊依が自分を古頃大祭に引きずりこみ、仲間にしてくれたからだ。

　それまでは暗くら闇やみのなかのような、膨ぼう大だいな奈な落らくの隅すみっこのような、押しつぶされるような虚きよ無むのなかで生きていると思っていた。

　けれどそれは、ちがっていた。何も見えないよう目を瞑つぶっていただけだった。

　俯うつむき、膝ひざを抱かかえて震ふるえていた自分に手を差しのべてくれたのは──伊依だった。

　友達はつくれる。ふつうに生きられる。学校を楽しめる。

　それがわかった。なのに、学校は何者かに有り様を変えられた。

　生徒は誰もおらず、奇き怪かいな要塞と化したこんな場所はすでに学校ではない。魔夜はこの場所を憎にくむ。そして一刻も早く、元の学校に戻もどすために戦う。

　平へい穏おんを取り戻すため。日常的な幸福を再び得るために。

「こっちだわ。魔夜っち」

　ぼうっとしていたら危あやうく道を間ま違ちがえそうになった。香美が手招きをして、ひとつの階段を下りていっている。いけない。どうも冷静ではない。あまり自分の感情などを動機として行動したことがないから、うまくいかない。困る。

　まぁ、悩なやんでいても仕方がない。今は己おのれの全力を尽つくすのみ。

　闇に消えていく香美を見失わないよう、魔夜は死んだような古頃の階段を下っていく。
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　メールで指示された場所は、広い広い古頃の校舎の片隅、普段は滅多に誰も近寄らない用務員室とか、倉庫とかが並んでいる区画だった。黴かび臭くさく、埃ほこりっぽい。あまりの汚きたなさに潔けつ癖ぺき性しようのきらいがある魔夜は全身に鳥肌が立って動けなくなったが、香美がそこを強ごう引いんに手を握にぎってぐいぐい導いてくれる。

「あれぇ……？」

　失神しそうな魔夜を無視し、香美が不思議そうに顎あごに指をやって当とう惑わくした。

「ここ、こんな場所だったかしら？」

　下りて下りて下りぬいて至った地下区画。魔夜は掃そう除じ道具などを取りにくるため何度か訪おとずれたことがあるだけなので記き憶おくが曖昧だが、たしかに何か様子がちがっていた。

　奥へとぐんぐん延びている廊ろう下か、そこに沿そっていくつもの扉とびらが設置されている。えらく狭せま苦くるしい。ペットショップに並べられた檻おりくらいの密集ぶりで、扉の横にすぐ扉、中に部屋などなく扉をただ並べただけのようにすら見える。

「………？」

　警けい戒かいしながらまず魔夜が先へ進み、前へ槍やりを構えたまま周りを観察していく。扉には鉄てつ格ごう子しのついた窓もついていて、中も覗のぞけたが……見たところ、どの部屋も空っぽで、無機質な床ゆかや天てん井じようがあるだけのように思え──。

「グギャアアアアアアア！」

　いきなり鉄格子の隙すき間まから素す早ばやく腕うでが突つきだされた！

　咄とつ嗟さだったので反応できず、魔夜は驚おどろき立ち竦すくむだけで動けない。その隙に腕は魔夜のほっぺたに添えられぷにぷにと触しよつ感かんを楽しみ満足したように扉の向こうに消えていった！

「………は？」

　ぺたん、と魔夜は恐きよう怖ふと驚きよう愕がくが抜ぬけてついでに腰こしも抜けてその場にへたりこむ。

「ま、魔夜っち？　だいじょうぶ？　今の何？　誰の手？」

　そこでようやく香美も動き、がくがく震えている魔夜の肩かたを支えて揺ゆすってくれた。はっと正気に戻り、おそるおそる立ちあがると、魔夜は先ほど腕がでてきた扉を注視する。

「だ、誰かいるわけ？」

　槍を構え、脅おどすような低い声で尋たずねたが、その応えはとても馬鹿にしたものだった。

　にょきっとまた鉄格子の隙間から二本の腕が伸のびてきて、その雪のように真っ白な手は影かげ絵えの〝犬〟を形づくり、ぱっくぱっくと〝口〟の部分を動かして腹話術をする。

「コンバンハ・ハンニバル・レクター・デス」

「…………」
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　あまりに寒くて反応できない。ていうか何だ。これ。何だこれ。

「やっほう」

　硬こう直ちよくしているふたりに、手を引っこめ、悠ゆう然ぜんと顔を見せてその人物は微び笑しようする。

　氷色の瞳ひとみ。白銀色の髪かみ。乳白色の肌はだ。肩まで伸びたその髪の毛は凍こおりついたような硬度で、室内だというのに帽ぼう子しをかぶり、手て袋ぶくろこそ嵌はめていないが全身を防寒したその姿に──見覚えのない古頃の生徒はいないだろう。

　香美と魔夜は顔を見合わせ、まさかこんな場所にいるとは思わない相手の登場に絶句してからほぼ同時に叫さけんだ。

「校長!?」「宇う宙つ木き先生!?」

「……はいはい、お久しぶりね生徒たち」

　にっこり笑って、世界に七人しかいない怪レイ造・学モン教ステ授イアにして古頃の最高責任者──校長を務める彼女、宇う宙つ木き氷ひ蜜みつは艶えん然ぜんとこちらを眺ながめてきた。

　そしてまた手を伸ばし、今度は影絵の〝蟹かに〟をつくって。

「コンバンハ・ミゾロギ・コウゾウ・デス」

　気にいったらしい、そのネタが。

　ナチュラルに無視して、魔夜はこのとても怪造学の歴史に残る偉い人じんには見えない摑つかみどころのない校長をじっと見つめる。

「校長、閉じこめられてるんですか？」

　そのようにしか見えない。鉄格子の嵌はまった扉は牢ろう屋やの雰ふん囲い気きだし、先ほどから宇宙木は魔夜たちを室内に招くこともせず、また自分から外にでようともしない。校長の性格なら扉とびら越ごしにこうして会話するような味気ない真ま似ねはしないだろうし。

「んー……閉じこめられてるっていうのは、ちょっと語ご弊へいがあるかもしれないわね」

　虚むなしい影絵をやめて、宇宙木は困ったように微笑んだ。

「むしろ引きこもってるの」

「教師のくせに」

　思わず魔夜はぼやいたが、宇宙木は飄ひよう然ぜんと肩をすくめるだけ。

「まぁ、いろいろあるのよね……思おも惑わくも、事情もね。私としても、ここ寒いし、紅茶のひとつも飲めないこんな環かん境きように長く甘んじているつもりはないんだけどね。私がいつまでもおとなしくしているとは、あちらさんも思ってないでしょうし」

「………？」

　よく宇宙木の言いたいことがわからず、魔夜は思ったことをそのまま口にした。

「私たちを呼んだのは、校長だったわけ？　ここから助けだしてほしいの？」

「うん？」

　けれど宇宙木は、その問いに反応が薄うすい。

「なんのことかな？」

「知らない……んですか？」

「言いたいことがよくわからないわね」

「…………」

　はて、と魔夜は考える。

　宇宙木がとぼける理由もないだろうし、香美にメールを送り、古頃への侵しん入にゆう経路を教えた誰だれかと、宇宙木はほんとうに別人らしい。まぁ、べつにそれはこのさい大きな問題ではないのだが──ならばいったい誰が、何の目的で、自分たちをここに招いたのだろう？

　魔夜は考えつつ、何も事情を知らないらしい宇宙木に最近の経けい緯いを語っている香美を、手持ちぶさたに眺める。宇宙木もさすが吞のみこみが早いようで、ふむと唇くちびるを尖とがらせて何事か思案していた。

「ふぅん」

　そして魔夜にはわからないことを、忌いま々いましげにぼやいた。

「滅めつ作さくくんの忘れ形見──伊依くんが目をつけられるとはね。寂じやく憐れん院いんの血統には、これまでさんざん痛い目見てきたでしょうに……懲こりないというか、そこまで追いつめられているのね、あの金ぴか」

「金ぴか？」

　独り言だったようで、魔夜の困こん惑わく気味な疑ぎ問もん符ふにも反応せず、宇宙木は真まっ直すぐにこちらを見つめてきた。どこか張りつめた、珍めずらしく真しん剣けんな表情で。

「──君たち、残念なことに、大たい勢せいはすでに動いてしまっている。途と方ほうもない歴史の流れ、どうしようもない区切りはすでに通過してしまったあとなのよ。個人の力で、今さらそれは覆くつがえせない。私たちにできるのは、その大きなうねりのなかで何を為なすかということ。変わってしまった舞ぶ台たいで、どのように振ふる舞まうかということ」

　鉄てつ格ごう子しの向こうで、古頃の校長は静かにつぶやく。

「全力で思考して、全力で行動しなさい。悔くいのないようにね。助言はあげないわ……ただ、この場所には長くいないほうがいいとだけ、忠告させてもらう。あんまり迂う闊かつに今や要よう塞さいと化したこの古頃にいると巻きこまれるわよ、子供たち」

　それから、ついでのように彼女は付け加えた。

「伊依くんはたぶん、無事でいるわ。えぇ、まさか殺さないでしょう──怪造学会にとっても、彼女の存在は希望なのだから。ただ、覚かく悟ごはしていて」

　謎なぞめいた、不安になるような言葉を添そえて。

「次に会ったとき、もしかしたら君たちは彼女を彼女と認識できないかもしれない。空井伊依は間ま違ちがいなく歴史の巨きよ大だいなうねりのなかでねじ曲げられる。その歪ゆがみをどこまで抑おさえられるか、どれだけ元に戻もどせるかは──君たちしだいよ、お友達？」

　話は終わりだとばかりに、それだけ一方的に告げると、彼女は魔夜たちに背を向けてしまった。あとには──痛いくらいの静せい寂じやくのみが残される。




　　[image: ]　[image: ]　[image: ]




　けっきょく。

　危険を冒おかして忍びこんだわりに、宇宙木と謎の面談をするだけで時間切れになってしまった。長居は無用だと宇宙木に追っ払われ、その後、怪造モン生物スターだか機械だかわからぬ不気味なモノに追いかけられたり、それを魔夜が槍でしばき倒したりの丁々発はつ止しの大立ち回りがあったのだが、さっさと逃にげたので相手の姿もうまく確認できず──詳しよう細さいは不明である。

　命からがら、侵入するのにつかった経路をそのまま辿たどって地上にでると、待機させていた香美の怪造モン生物スター──空飛ぶ怪かい鳥ちようにおぶわれ、安全そうな位置まで逃げた。

「はぁっ……はぁっ……はぁっ」

「な、な、なんだったのかしら。あれ──」

　互たがいに荒あららげた息を整え、魔夜と香美は青ざめた表情で見つめあう。

　夢追坂の町に四つある公園、そのうちのひとつ──町の西側、ちょっと寂さびれた位置にある白びやつ虎こ公園である。いつのまにやら日も暮れていたので、出歩くひともおらず、だいぶん寂しげだった。

　少し肌はだ寒ざむくて魔夜が震ふるえているその横で、香美が呪じゆ文もんをひとつ詠えい唱しようし、同時に遊具よりも巨大な鳥に向かって呪じゆ印いんを結んだ両手を振るっている。

「怪かい消しよう！」

　怪消──怪造モン生物スターを虚界アンダカに戻すその行こう為いは、怪造の基き礎その基礎で、香美はとても優ゆう秀しゆうな怪モン造ステ学イス者ト・見エツ習グなのだから、失敗するはずもないと思ったのだが。

「……あれっ？」

　無反応だった。怪造モン生物スターは消えるそぶりもない。

「おっかしいわね。そら……怪消！」

　ぶん、と香美はまた強く手首を揺ゆすった。するとようやく光が溢あふれ、その怪鳥は粒りゆう子しになって消えていった。

「どうもね、ちかごろ調子悪いのだわ」

　何も聞いていないのに、言い訳するようにぼやいて、香美がはにかんだ。

「んー……」

　魔夜は吐と息いきを漏もらし、どう反応したらいいかわからず、曖あい昧まいにお茶を濁にごしておいた。怪造の成否は精神状態に左右されるから、その日によって成果も変わってくる。もちろん、そのブレを少なくするのも優秀な怪モン造ステ学イス者トの条件なのだが──。

　はて、泰たい然ぜん自じ若じやくとした香美が果たして集中できず怪消を失敗することなんてあるのだろうか。伊依が行方ゆくえ不明になったのが、これでも堪こたえているのか。ふたりは仲良しだったし、香美は話によるともうひとりの親友を永遠に失ったという、見た目よりもその内心はボロボロなのかもしれなかった。

　まぁ、あるいは全体的に怪造や怪消の難易度が上がっている可能性もある。噂うわさだが、そんなようなこともちらほら聞いている。魔夜は疲つかれるのであまり怪造をしないのだが、他ほかの生徒たちで、魔ま王おう杯はいの影えい響きようをあまりうけなかったものたちが、怪造や怪消ができなくなったり、不安定になったりしていると喋しやべっていた。

　怖こわい体験をしたあとの、一時的な虚界アンダカや怪造モン生物スターへの恐きよう怖ふ心しんが招いた齟そ齬ごだろうか？　古頃の校舎が壊こわれたときにも、似たような事例は聞いた。

　わからない。推測する材料が少なすぎる。

　今はともあれ、消えたままの伊依を捜さがさなくてはいけないし──。

　香美を見ると、彼女は首をふった。

「さっき、変なのに追いかけられたとき、侵しん入にゆうした経路のこともばれちゃっただろうし……また潜もぐりこむのは大変そうだわ。しばらくは、古頃に近づかないほうがいいかもね」

「何だったんだろうね、あの変なの」

　魔夜が槍やりでぶっ倒たおした生き物ともロボットともつかないもの。昆こん虫ちゆうのように、目につく外敵を駆く除じよするような動きをしていた。暗くてよく見えなかったが、人間ではなかった。魔物──というか、生理的に嫌いやな外見をしていたように思う。

　あんなものが、つい先日まで自分たちがふつうに授業を受けていた空間にはびこっている。それだけでも異常事態なのに、校長は幽ゆう閉へいされ、校舎は要塞と化し、そこで何が行われているかはようとして知れない。

「何が……起きてるの、かな」

　魔夜はすなおな疑問を吐と露ろした。もちろん香美にも応こたえられるわけがなく、しばしなんともいえない寒々とした沈ちん黙もくが公園を漂ただよっていた。

「……まぁ、その」

　そんな気き鬱うつな雰ふん囲い気きを少しでも和やわらげるため、魔夜はさっさと話を切りあげる。

「難しいことはおいおい考えるとして、もう遅おそいから今日は解散でいい？　疲れたし……魅神さんは時間だいじょうぶ？　たしか魅神さんは寮りようだったよね、門限とか……」

「あぁ」

　香美も考えるのは後回しにしたか、ぽりぽり頭を搔かいてぼやいた。

「門限とかはだいじょうぶ。魔夜っち、うちの寮が消えたの知ってる？」

「………は？」

　消えた？　寮が？

「知らないみたいね」

　かなり深刻なことを言っている気がするのだが、香美はそのへんどう考えているのか、口調はのらりくらりとしている。

「なんかねぇ、うちんとこ空うつ蟬せみ寮りようっていうんだけど……魔王杯の直後くらいかな？　いきなし消えちゃってねぇ、あちきなんか外出して帰ってきたら空き地でほかの寮生とかが呆ぼう然ぜんとしてるの見ただけだから、消えた瞬しゆん間かんとか、そういう詳くわしい事情は知んないんだけど──どうもほんとうに唐とう突とつに消えちゃったみたいで、みんな困こん惑わくしていたのだわ」

　肩かたをすくめ、ちょっとだけ言いにくそうに。

「ま、仕方ないんで、それからは──あちき、実家で暮らしてるのだわ。ほとんど家出みたいなかんじで寮に入ったから、居い心ごこ地ち悪いのなんの」

「魅神さんの実家って……」

　気になったが、何やら複雑な事情がありそうなので魔夜は聞かないことにした。怪造学は異い端たんの学問で、それを志すだけで子供としてだいぶ親の期待を裏切ることになるから、おおむね生徒たちは親との関係が悪い。魔夜も実家暮らしだが、そんな事情に加えて保健室登校になっていたりして、苦労をかけたので──かなり親との関係は冷えきっている。

飄ひよう々ひようとしている香美だって、胸の内ではいろいろあるのかもしれない。そんな生徒ばっかりだ。みんな何かを抱かかえている。あまり深く踏ふみこまないのが、怪造学校の生徒としての処世術である。

　地じ雷らいを踏まないよう気をつけつつ、魔夜は話題をびみょうに変える。

「じゃ、空井さんも今は実家？」

「んーん、あそこん家ちもいろいろ複雑っぽいっつうか、伊依は古頃に進学したときにそれまで暮らしてた家を売っぱらったらしいから、今は他の寮で暮らしてるって──まぁ、ほんで帰らなくて、その寮の管理人さんが心配して友達のあちきに電話して、あやつの行方不明が判明したわけだけど」

「そういうの最初に説明しようよ……」

　なんとなく気が抜ぬけて魔夜はぼやく。どうもこの魅神香美という少女のテンポというか考え方がわからない。相手も同じことを考えているかもしれない。伊依がいるとそんな香美も魔夜も最大限に能力を発揮できる役割に自然とつけるのだが、どうも彼女がいないとそのあたりが破は綻たんしてしまう。

　やはり彼女は希け有うで、得え難がたい存在なのだと魔夜は思う。

　だから、早く見つけないと──自分たちの全すべてが、崩くずれてしまいそうだった。

　不意に。

〈ちょっと！　そこのひとたち！　はろー！〉

　魔夜が物もの憂うげに沈しずんでいると……変な声が聞こえてきた。

　それは絶望めいた空気を弛し緩かんさせ、粉ふん砕さいさせる飴あめ玉だまみたいに刺し激げき的な声だった。周囲を見回し、魔夜はすぐに声の主を見つける。平へい凡ぼんな、フェンスや芝しばが目立つ公園ではその存在はとてつもなく目立っていた。

　ぬいぐるみのような生き物である。

　しかも見るかぎり二匹ひきいる。

　一匹が猛もう烈れつに駆かけ寄ってきていて、もう一匹がそれに背負われて楽をしている。

　走っているほうは、魔夜も見覚えがある怪造モン生物スターだった──あれはたしか、伊依のお友達で、いつも彼女の頭とか胸とかにへばりついていた中級一位の《愛シヤリ天テコ使ラール》だ。頭の側面から翼つばさを生やした、愛らしい天使。たしか名前は、梅うめ子こといったか。

　それはプニプニした足を一生懸けん命めいに動かして、ようやく魔夜たちのもとに辿たどりつくと、えらく乱暴な動きで背負っていたもう一匹を地面に叩たたきつけた。

〈もうっ、重い！　重いよ自分で走ってよ！〉

〈うルうルうルうルうル………〉

　叱しかられても気にした素そ振ぶりもなく、むくっと顔をあげてそのもう一匹はぼんやり頭を揺ゆすった。

　生き物というより、よくできた人形のように見える……無機物的な、梅子と同じくらいの大きさをした怪造モン生物スターである。まん丸の目に、まん丸の口、ちまちました小こ綺ぎ麗れいなドレスを着ているのが、なかなか可愛かわいらしい。

〈うルうルうル……〉

　ただ、やはり梅子とちがって知性が感じられない。植物的というか、何を考えているのかわからない。梅子もやきもきしたのか、風に揺れているその怪造モン生物スターの髪かみの毛をぐいぐい引っぱって文句をつける。

〈もう！　せっかく背負って、運んで、協力してくれそうなひと見つけてあげたのに！　お礼くらい言ったらどうなの、銭ぜに子こ！〉

〈うル？〉

　かくん、と首を傾かしげる銭子（？）とやら。

〈うルうル〉

　そして呼び方が不服なのか、ふるふる首をふる。

　梅子が真っ赤になった。

〈なぁに、なぁに、文句でもあるのっ!?　許さないんだからっ！　あんただけ格好いい名前なのは断固として許さないんだから！　ジェニファーなんてナウいのじゃなくて、あんたは今日から銭子なんだからっ！〉

〈うルうル〉

　ふるふる。

　などと、不思議な会話をしている見ていて飽あきない小動物たちを眺ながめ、香美が不思議そうに何度か瞬まばたきして問うた。

「梅子……おたく、たしか戦橋に預けられてたんじゃなかったかしら？　その戦橋も行方ゆくえ不明だっていうし──今までどうしてたの？　どこにいたの？」

〈え？　舞弓？〉

　きょとんとして、彼女は不思議そうに目を丸くした。

〈舞弓なら舞弓らしくないことに、なんか調べ物しててつまらないからね、わたし置いてきたの。なんかね、うーん、お酒臭くさいところで引きこもって本と睨にらめっこしてるよ……あれ？　行方不明ってことになってるの？　もう、舞弓はみんなに心配かけるんだから。いつもいつも〉

　自分のほうがよほど子供っぽいのに、生意気な口をたたく梅子である。どうも梅子を真ん中にして伊依→梅子→舞弓と順番の姉し妹まいのような関係らしい。梅子は伊依に頭が上がらないが、舞弓をけっこう侮あなどっている。

　しかし、舞弓は行方不明でなく、どこかで調べ物をしていると？侍さむらい少女が本を読んでいる姿というのは魔夜にはシュールすぎて想像できないのだが、彼女もどこかで何かの活動をしているらしい。連れん絡らくもせず、没ぼつ頭とうして……？

　梅子はどうもそれに付きあっていたようだが、つまらなくて脱だつ走そうしたのか──このぶんだと、伊依がいなくなったことも知らないのかもしれない。教えたら確実に半はん狂きよう乱らんになって暴走すると思うので、魔夜は何も言わないが。

「まぁ、ともかく──」

　行方不明だった仲間のひとりの安否がわかったからか、幾いく分ぶんか安あん堵どした表情で香美が尋たずねた。

「それはそうと、おたく……どうしたの？　ひとりで出歩いて、迷子になっても知らないわよ？　それに、その怪造モン生物スター──」

　子供扱あつかいしないで、とちっちゃな胸を反らして怒おこっている梅子のそば、ぼーっと突つっ立っている名前がまだよくわからない怪造モン生物スターを示して。

「えぇと、たしか例の《卵アイ・姫ドール》って怪造モン生物スターよね……うん、かなり前に伊依がつれてきたのを覚えてるわ。あれは古頃の校舎が崩くずれたときで、仇祭がこの《卵アイ・姫ドール》つかって悪さをしたのよね──ってことは、仇祭が何か関係している？　うぅん、いろいろ錯さく綜そうしてて訳がわからんのだわ」

〈うん、あのね〉

　梅子は魔夜には見覚えのない怪造モン生物スター──《卵アイ・姫ドール》というらしいそれの髪の毛を引っぱりつつ、困った表情になった。

〈こいつね、何かを知らせたくて、わたしに会いにきたみたいなんだけど〉

〈うルうルうルうル……〉

　どことなく必死なかんじに、《卵アイ・姫ドール》は何度も頷うなずく。

　けれど梅子は困ったように、大きな目を細めるだけ。

〈だけどね、何を言ってるのかさっぱりなの。こいつ、なんか喋しやべるの苦手というか、わたしとちがって頭が悪いみたい。いわゆる鳥頭というか、三歩歩いたら忘れちゃうかんじ──説明を聞いてもぜんぜんわからないの〉

〈うルうル……〉

　しょぼんとうなだれる《卵アイ・姫ドール》が、魔夜はなんとなく哀あわれになって抱だきあげる。それを見て、対たい抗こうするように香美によじのぼり、胸むな元もとに収まると梅子はちっちゃな腕うでを組む。

〈最初は舞弓に相談したんだけど、今ちょっと舞弓なんか変で、お話にならないから伊依を捜さがしてたの。伊依だったら、何とかしてくれると思ったから……でも見当たらなくて、捜しまわってるうちに、あんたたちを見つけて──〉

　そして無む邪じや気きに、心に突き刺ささるような言葉を告げてくる。

〈ねぇ、伊依はどこ？〉

　その言葉に、この場の誰だれも答えをもってはいなかった。

　ほんとうに──空井伊依はどこに消えたのだろう？
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　夜の学校は恐怖だ。たぶん魔ま物ものがいる。

　否いな、人間の心の底にいつも形無く漂っている恐怖や、悪意や、諸もろ々もろの嫌なものが、闇やみにまぎれて滲にじみでてくるのか。ならば夜に棲すむ魔物は己おのれの心の歪ゆがんだ鏡映しに過ぎず、心を強くもてばさして怯おびえる必要もない。

　けれど心が弱って、強い気持ちをもてないときは、夜の闇は……文字どおり己を喰くらいにくる魔物に等しい。

「…………」

　日も暮れた古頃の校舎内。香美や魔夜が慌あわただしく去っていった区画。延々と並んだ扉とびらの前を、ひとりの人物がゆっくりと歩いている。

　それこそ肝きも試だめしでもしているものがいたら、たまらず驚おどろいて悲鳴をあげかねない外見の人物である。輪りん郭かくは少女だ。平均的な身長で、楚そ々そとした印象がある。明かりもない廊ろう下かの闇に溶とけそうな黒くろ髪かみは長く、きちんと左右で三つ編みにされている。

特とく徴ちよう的なのは、そんな優等生然とした外見に不ふ釣つり合いな鉄仮面だ。

　武骨な、無数の鋲びようで留められたその仮面は、やはり周囲の黒にまぎれてあやふやに滲んでいる。唯ゆい一いつ、ぽつりと空けられた穴から覗のぞく両の瞳ひとみのみが強く煌きらめいていて、その姿を魔物と区別している。

　着ている服は、やはり鉄仮面とはちぐはぐな普ふ段だん着ぎである。素そ朴ぼくなブラウスにおとなしめなデザインのスカート。室内なので靴くつはなく、ワンポイントのついた靴下を履はいている。両手には真っ赤な《門ＧＡＴＥ》……怪モン造ステ学イス者トの資格をもつ証あかしが鈍にぶく光っている。

　足音もなく、そんな少女──虚島罠奈は通路を進んでいく。

　罠奈は古頃の卒業生で、在ざい籍せき中は姫だとか何だとか呼ばれたカリスマであり、最さい優ゆう秀しゆうの成績を常に維い持じしていた秀才である。父は怪造学の権けん威いである虚島慈いつ樹き博士であり、その彼すらもいずれ凌りよう駕がし成功を収めるだろうと噂うわさされる期待の星である。

　高校を卒業したあとは怪造学会研究部に就職し、本来なら古頃には戻もどってくる理由もなかったのだが──なんの因果か、つい先日に卒業したばかりの懐なつかしい学舎と、今度は仕事で関かかわることになってしまった。

　罠奈を含ふくめる怪造学会研究部の面々は、研究部長の鬱うつの宮みや噓うそを筆頭にして、ほとんど古頃にそのまま移住している。伊依が最終兵器《独パン唱ドラ第・オ五ンリ番ーワン》の適性検査を受けた校庭の真下、地下に位置する研究施し設せつがそんな研究部員たちの受け皿となっていた。

　寝ね泊とまりする場所もその施設にあるのだが、罠奈はこうして夜中と表現しても間ま違ちがいではない遅おそい時刻に、こっそりここを歩いている。表向きにはいろいろ理り屈くつをつけて許可はとっているから、古頃の内部を警備している怪造モン生物スターたち──魔夜たちを襲おそったものたち──も罠奈に危害をくわえることはないはずだった。

　まぁ、怪あやしまれてはいるだろう。罠奈はまだ新入りだし、古頃には知人も多い。ただ現在、怪造学会は深刻な人手不足なので、いちいち罠奈の動向に監かん視しがついたりはしていないはずだ。そこは賭かけだが、罠奈には自信があった。

　自分はさして注目されてはいない。だからいろいろ動ける。

　香美や魔夜に古頃への侵しん入にゆう経路を教えたり、こうして密ひそかに、いろんな人物と面会したり──。

「や、罠奈くん」

　うっかり通過しそうになったひとつの扉から、監かん禁きんされているとは思えない元気な声が響ひびいてきた。視線を向けると退たい屈くつそうに、にょろっと伸びた両手がなぜか影かげ絵えの〝鳥〟をつくって羽ばたかせる。

「コンバンハ・フランドール・スカーレット・デス」

〈…………〉

　罠奈は《肉ヴエ体クサ道シオ楽ン》という禁タブ忌ー・怪モン造ス生タ物ーに顔面のいくつかの部品や声帯などを奪うばわれており、まともに会話ができないのだが、代わりに埋うめこまれた怪造モン生物スターが空気を振しん動どうさせ、擬似的な声をつくっている。その不自然な合成音声で、罠奈は丁てい寧ねいにボケを流してみた。

〈……？　考えてみたのですが、よく意味がわかりません〉

「『閉じこめられている危ない人物』シリーズだったのだけど」

　手を引っこめて、やっぱり面めん倒どうくさそうな表情で宇宙木が格こう子しの隙すき間まに顔を見せた。

「罠奈くんはつまらないわね、反応が。ボケ甲が斐いがないというものよ。もっと激しく反応したり突つっこんだりしてくれると校長先生、嬉うれしいのだけど」

〈恐きよう縮しゆくです。……努力します。はい、ぎゃふん〉

　ずっこける真ま似ねをして両手をあげると、宇宙木は頭を抱かかえてしまった。罠奈は大真面目まじめだったのだが、どうもお気に召めさなかったらしい。

　まぁ、べつに漫まん才ざいをやりにきたわけではないので、その話題は置いておく。

〈校長先生、魅神さんたちとは会えましたか？〉

　静かに問いかけると、宇宙木は楽しそうなにやにや笑いを見せた。

「……ははぁん、手引きしたのはやっぱり罠奈くんだったのね。何を企たくらんでるの？　面おも白しろいなぁ、卒業したらちょっとだけアグレッシブになったわね？」

〈何も企みませんよ、私は。願うだけです〉

　なぜか嬉しそうな宇宙木に微笑ほほえみ、罠奈は寂さびしげにぼやいた。

〈私はもう何にも縛しばられない子供ではなく、組織に属する社会人ですから、そう好き勝手なことはできません。我が身は可愛かわいいですし、せっかく手にいれた理想の職場ですしね……危ない真似をして、失いたくはないです〉

　正直な気持ちをすなおに表現し、それから宇宙木をじっと注視する。

〈ですが、そういう理屈ではわりきれない感情もあります。今の状じよう況きようは……間違っているとはいいません、ほかに方法は見当たりませんし──でも、けれど、嫌いやなんです〉

　宇宙木は応こたえない。このひとは何を考えているのだろう、と罠奈は思う。しかし、このひとなら罠奈の言いたいことを理解してくれると感じたから、告白した。

〈誰だれかが犠ぎ牲せいになる未来は、嫌です。他の方法があるなら、それを探したいです〉

「だから魅神くんたちを呼んだの？」

　宇宙木は平然と、やはり楽しげに罠奈を眺ながめている。

「今日、ここに忍しのびこんできた魅神くんたちは、確実に古頃の現状に疑いをもつ。ここで行われている最終兵器《独パン唱ドラ第・オ五ンリ番ーワン》の起動実験も、それに伴ともなう空井伊依くんの適性検査も、残らず白日の下もとに晒さらされはしないけど……少なくとも、疑いは生まれる」

　頷うなずき、罠奈は三つ編みを翻ひるがえして宇宙木の閉じこめられた部屋に背を向ける。みなまで言わせず、自ら彼女の言葉のつづきを口にしつつ。

〈疑えば、行動を始める。魅神さんたちの動きが、どの方向に転ぶかはわかりませんが──少なくとも、このまま、伊依ちゃんが使いつぶされてしまう最悪の未来だけは、回かい避ひさせてくれるかもしれません。確信はないけれど、私はそれを……祈いのります〉

　宇宙木はもう何も言わなかった。罠奈は、現状を変えるきっかけとして宇宙木の存在も重要視しているのだが──彼女はまだ動くつもりがなさそうだった。つくづく思いどおりにならない食えない人物だが、いずれ彼女もより良い未来のために力ちから添ぞえをしてくれると信じている。

　否いな、祈っている。

　罠奈は、祈ることしかできない。

　このままの状況で、現状で、全すべてが先に進むのはよくない。それで世界は救われるかもしれない。今、巻きおこっている危機は回避できるのかもしれない。

　けれど伊依は間違いなく犠牲になる。

　罠奈は、それが嫌なのだった。伊依がいなければ、今の罠奈はなかった。彼女に恩返しがしたい。否、貸し借りや恩義の問題ではなく、彼女の幸せのために行動したい。そう思っているのは、たぶん罠奈だけではないはずだ。

　これまで、伊依は他人の幸せのためにかけずりまわって、声をはりあげ、全力で努力して──多くの魂たましいを救ってきた。次は彼女を、自分たちが助ける番である。

　報むくわれるべきなのだ、伊依は。

　このまま全て搾しぼりとられて、善意も何もかも報われず枯かれて死ぬのはあんまりだ。

〈伊依ちゃん〉

　宇宙木の幽ゆう閉へいされた位置──その先、さらに奥に、罠奈はゆっくり歩を進める。ここで伊依を古頃から助けだされても困るから、香美や魔夜がそこに辿たどりつく前に警備の怪造モン生物スターをけしかけたりしたが、なんともはや、ちょっと進めばそこに伊依がいる部屋もあるのだ。

　施せ錠じようすらされていない。

　必要がない。

〈伊依ちゃん……〉

　扉とびらを開く。空気が籠こもっている。窓がないから当然なのだが、息がつまる。部屋の隅すみっこ、大きな安楽椅い子すの上、膝ひざを抱えて空井伊依が無言で座っている。俯うつむき、胎たい児じのように丸まって、傍はた目めには眠ねむっているように見える。

　最終兵器《独パン唱ドラ第・オ五ンリ番ーワン》に触ふれてから、伊依はずっとこの状態だ。あらかじめ予測されていた適性検査の結果のなかではさして悪いものでもなかったので、しばらく様子見をしようという判断で放ほうっておかれている。もちろん予測された最悪の結果は伊依の死で、下手をすれば最終兵器に耐たえられず嘔おう吐としたり、悪くすれば全身が破は裂れつした可能性もあった。

　ただ眠っているように見えるこの状態は、悪くないのだ。

　彼女が目覚めるのがいつになるかはわからない。ただ、そのとき──伊依がまた現実に展開している物語に参加するときまでには、この世界をもうちょっと伊依に優やさしいものにしておこうと罠奈は思う。今は、ちょっと惨むごすぎるから。伊依にとって、厳しすぎるから。彼女は、独りぼっちで戦って、虐しいたげられて死ぬだけだから。そんな未来は変えてみせる。絶対に、少しでも──伊依にとって良い未来をつくる。

　それが現在の、罠奈ができる精せい一いつ杯ぱいだ。

〈……伊依ちゃん、どんな夢を見ているのかな？〉

　なんとなく幸せそうな、楽しそうな伊依の寝ね顔がおをそっと撫なでて──頰ほおに指を這はわせ、罠奈も微笑ましくなって、それから急激に哀かなしくなって震ふるえる。

〈…………〉

　首を振ふり、ついつい絶望的になってしまう気持ちを心の底に押しこんで、夜の闇やみを吹ふっ飛ばすつもりで明るくつぶやいてみた。

〈現実も悪くないよ──だから早く帰ってきてね？〉

　その言葉が真実になるように、虚島罠奈は今日も密ひそやかな祈りと戦いをつづける。
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　どれだけ長い間、放心していたのかな。

　雨上がりのまだ濡ぬれた道路にへたりこみ、呆ぼう然ぜんとして、空うつ蟬せみ寮りようがあったはずの空き地の前でわたしは石になっていた。

　犬の散歩をしていたおばさんとか、見知らぬお爺じいさんとかが心配して声をかけてくれたけど、わたしはそれに応こたえることもできず、ぽかんとしていた。

　理解──できない。

　空蟬寮が、影かげ文ふみくんが、血ち影かげさんが消えてしまったなんて、現実とはとても思えなくて──わたしはしばらく甘い無思考に逃にげていたのだ。そうしているうちに目が醒さめて、あぁ悪い夢だったと安あん堵どできれば良かったのだが、そうもならなかった。

　空蟬寮が消失したのは現実で、わたしが独りで取り残されたのも現実だった。

　目め頭がしらが熱くなって、涙なみだばかりが零こぼれた。

「………？」

　それに気づくことができたのは、偶ぐう然ぜんだった。

　最初は見み間ま違ちがいかと思って、袖そでで目元をぐいぐい拭ぬぐい、わたしは何も考えずに立ちあがると空き地に突とつ撃げきしていった。生おい茂しげった雑草はやはりもう何年も放っておかれたような伸のび方で、しかも意地悪に鋭するどくわたしの足に生傷をつけていった。

　気にせず、草をかきわけ、進む。

　見えたのだ。何かが。緑色に染まったこの空き地に、何かべつの色しき彩さいが。

「あっ」

　思わず声がでた。心臓が止まるくらい驚おどろいた。

　それは人間だった。倒たおれた、誰だれか。意識がないようで、足を投げだし、目を瞑つぶって動かない……これは、誰だったか、少しのあいだわたしは思いだせなかった。

　女の子だ。たぶん年上だろうけど、小こ柄がらで、年ねん齢れいがよくわからない。どこの学校だろう、見覚えのない真っ白な制服を着ている。髪かみの毛をひっつめていて、おでこが目立つ。片手に度の強そうな眼鏡めがねを握にぎっていて、顔も服も泥どろまみれの汚よごれまみれ。

　あ、そうだ、とわたしは思いだす。

　たしか、こないだ──影文くん家ちで看病した誰か知らないひとだ。影文くんと仲良しみたいだった、えぇと、たしか影文くんのお友達のお姉さんだとか……あのときと服装がちがったから、すぐにはわからなかった。

　と、とにかく、大変だ。また、なんかの病気かな。救急車を呼ぶべきかな。

「だいじょうぶですかっ？」

　とりあえず駆かけ寄って、肩かたを揺ゆすってみる。

　あんまりにも身体からだが冷たく、死んでるみたいで怖こわかったけど、すぐにお姉さんは薄うすく目を開いて──わたしを見つめると、譫うわ言ごとのようにつぶやいた。

「いけ……ない、きょ……む……」

　──この日、こうして、彼女を発見したことで。

　わたしは、ひとつの奇き妙みような〝冒険〟に参加することになる。

「虚きよ無むに──囚とらわれていては、いけない」

　お姉さんはそれだけ言うと、またすぐに気絶して頭こうべを垂れてしまった。
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　あれはね、去年の今ごろだったかな。もうちょっと前かな。

　桜が満開だったのを覚えてる。

　うちの小学校では闘とう争そうが勃ぼつ発ぱつしていた。

　あのね、わたしが言うことでもないけど、お子様は常にエネルギーが爆ばく発はつしているの。暴れて暴れて暴れまくってもまだ足りないの。けだものなの。

　うちの学校では学年が進んでもクラス替がえが行われなくって、新学期だっていうのに新しん鮮せんさは雀すずめの涙、どいつもこいつも見知った顔で、何も面おも白しろくなかった。

　みんなその気持ちは同じだったみたい。ちょっとでもいつもとちがうことをしていないと頭がおかしくなりそうで、みんな去年と変わろうと努力をしていた。髪かみ型がたを変えてみたり、服装をいじってみたり、いつもは喋しやべらないひとと喋ってみたり、そうこれは戦争なのだっ。あいでんてぃてぃーを守るための、がっぷりよつの戦いなのだっ。

　担任の先生はその空気を読めず、「毎年この季節は緊きん張ちよう感かんがあっていいわねぇ」なんて笑っていたけど、そんな生っちょろいものじゃなくて、爆発寸前のやばい状じよう況きようだったんだ。

　で、爆発した。

　あべし。

　きっかけは、些さ細さいなこと。

　えぇとね、毎年、学年の始めに何とか委員とか何とか係とか、そういう役職を決める話しあいがあるのね。それが、大いに揉もめたの。何時間かけてもまったく決まらず、先生も役立たずで、早くも委員長におさまっていたわたしの政治的手しゆ腕わんが問われるときだった。そう──こういう混乱をまとめてこそ、まことの委員長！

　で、暴れた。

　まず何も考えずにわがままばかり吐ぬかす男子を拳こぶしで黙だまらせて、騒さわぎたいだけの女子を睨にらみつけて黙らせて、最終的になんとか時間内に話しあいを終わらせることに成功した。みんなもそれを期待してるところはあるし、わたしが毎回そうして暴れて、ぜんぶ終わらせるのは恒こう例れいなのに──何もわかってない先生がわたしを叱しかった。

　あなたは委員長なんだから。

　暴力はいけません。きちんと話しあいをして、もっと……。

　しっかりしなきゃだめでしょう。

　先生のばかぁっ！

　しっかりしてるもん！　わたし、しっかりしてるもん！

　努力してるし、全力でがんばってる！　嫌いやなのに、ほんとはみんなと混じって騒いだりしたいのに、我が慢まんして楽しくないお仕事ばかりやらされてるのに！　ちゃんと、やってるのに！　なんで怒おこるの！　わたしは悪くない！　わたし、がんばってる！　がんばってるのに！

　ばか！　ばか！　ばかぁ！

　哀かなしくなって、怒いかりすら消え失うせて、泣きじゃくり──わたしは学校からの帰り道、何もかもが嫌きらいになってがむしゃらに走った。

　パパもママも共働きだし、わたしは一人っ子なので、家に帰っても寂さびしいだけだし──お友達と遊ぶ気分でもなかったから、わたしは家を通りこして当て所どなく進みつづけた。このまま走りつづけて、走りつづけて、嫌なことなんか何もない世界に行きたかった。

　誰だれもわたしのことなんかわかってくれない。

　御み剣つるぎ真ま子このほんとうを、誰もわかっちゃくれないんだ！

　ばか！　ばか！　みんなばか！

　嫌いだ！　嫌いだ！　大嫌いだ！

　…………。

　お子様はいつだって、エネルギーが爆発している。暴れて暴れて暴れまくってもまだ足りないの。けだものなの。

　それでも限界はあるから、やがて疲つかれて、わたしはふっと顔をあげた。

　そこに空蟬寮があったんだ。

　もちろん、そのときは寮りようの名前なんか知らなかったし、こんな怪あやしい建物が近所にあるなんてこと考えもしなかったから、うっかり走りすぎて現実を飛び越こえ──御お伽とぎ噺ばなしの世界に突とつ入にゆうしてしまったんだと、そう思った。

　どきどきした。

　躊躇ためらいもなく敷しき居いも門もない敷地内に入りこんで、秘密の探検をした。ううん、冒ぼう険けんなんて呼べるほど危険じゃない、ただの好こう奇き心しんを満足させるための探検。わたしは、そのまま消えていってもよかった。不思議な世界に取りこまれて、帰ってこれなくてもよかった。どんどん進んで、進んで、進んで、帰ってこれなくてもよかった。

　わたしはこの世界にほとほと嫌いや気けがさしていたんだ。

　もちろん叱られたのが哀しくて、先生の無理解が寂しくて、拗すねていただけで、ほんとうに何もかも捨ててしまいたかったわけじゃないんだけど。

　藪やぶや朽くちた木の塀へいをくぐったり、かきわけたりして、わたしはやがて空蟬寮の裏手──西洋風の墓場に辿たどりついた。十じゆう字じ架かだらけで、どれも古びていて、背筋が寒くなった。あ、やばいと思った。ここは良くないところだ。本能。わたしは瞬しゆん間かん的に目が醒さめて、魅み入いられるようにこんな場所に侵しん入にゆうしてしまったことを悔くいた。

　その瞬間だった。

「誰？」

　居並ぶ墓石や十字架と同じくらい不気味で希き薄はくな存在感が、わたしの背後で声をあげた。ひいっと叫さけびながら振ふりかえると、男の子がかなりの至近距きよ離りに立っていた。

魂たましいが口から飛びでるかと思うくらい、驚おどろいた。

　それが影文くん。真しん紅くのマントと、丈たけの合っていない服と、緑色の混じった金きん髪ぱつ。

　深しん紅くの瞳ひとみ。

　退たい屈くつそうな、浮うき世よ離ばなれした雰ふん囲い気き。

「なんだ、子供か」

　自分も子供のくせに、影文くんは、そんな生意気なことを言って。硬こう直ちよくしているわたしから、つまらなそうに視線を外すと──さっきまでの哀しみと寂しさと、今の驚きに涙なみだが止まらなくなっているわたしを肩かた越ごしに見て。

「…………」

　しばし苦にが虫むしを嚙かみつぶしたような顔をすると、マントのなかに手をつっこんだ。

「泣き虫」

　そして一言すごい意地悪に言い捨てると、何かをわたしに投げてきた。

　こつん、と額に当たる。

　ぶつけられたものを眺ながめると、それは檸檬レモン味のなんの変へん哲てつもない飴あめ玉だまだった。

　飴玉？

　これでも舐なめて泣きやめと？

　子供あつかいされた！

「────」

　何か訳のわからない感情に身体からだが熱くなって、何か言おうと顔をあげたけど──影文くんはとっくの昔に姿を消していて、わたしは呆ぼう然ぜんとするしかなかった。

　それが、わたしと影文くんの出会い。

　どうだ、色気もへったくれもないでしょう。ふんだ。

　でもわたしには、たいせつな思い出なんだ。
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「──それからねぇ、何か嫌なことがあるたびに空蟬寮に通うようになって、だんだん影文くんも嫌そうな顔だったけど──喋しやべってくれるようになって、そこから、真子と影文くんの内ない緒しよでどきどきな毎日は始まったんです！」

　誰かと喋るとき、〝わたし〟ではなく〝真子〟と自分を呼んでしまうのは──今よりもっと幼いころから染しみついていた習性だった。今でも、〝わたし〟というのはしっくりこない。もうみんな自分のことを名前で呼んだりしないから、恥はずかしくって直そうとは思ってるんだけど。

　昔は、自分の肉体に名前がついていることが納得できなくって、自分は自分でしかなくて、けれど他人と自分を区別するためには名前という儀ぎ式しきがたいへん有用で、だから自分を真子真子と繰くりかえし呼ぶことで──自分を固定していったんだと思うけど。

　結果、ちょっと変なかたちに固まっても、今さらどうしようもない。

　溶とかして固めるのを失敗したチョコレートみたいに、白と黒のまだらになっても、自分に文句を言うしかない。

　優等生のわたしと、ほんとはどこにでもいる女の子なわたし。

　ふたつは乖かい離りしていて、うまく融ゆう合ごうしない。それがわたしの悩なやみだった。

　だけど影文くんといっしょにいるときは、わたしは自然と演技をせず、何も疑問に思わず、ありのままのわたしでいられた。たぶん、影文くんが〝先生〟でも〝親〟でもなく〝学校のお友達〟でもない、わたしが生まれて初めて自分で見つけた〝何者でもない友達〟だったから。

〝先生〟が相手なら優等生で、〝親〟が相手ならべたべたに甘え、〝学校の友達〟には頼たよれるやつのふりをして、いつもどこかを装よそおっていて、疲れていた。ばらばらになりそうだったわたしは、影文くんと出会ったおかげで〝何者でもないわたし〟になれたんだ。

　影文くんには感謝している。

　ううん、そういう理り屈くつをぜんぶ放ほうりだして、影文くんと遊ぶのは、いっしょにいるのは──楽しかったし、影文くんのことが心から好きだった。

　大好きだった。ほんとだよ。

「……それで」

　手を繫つないでいる。

　わたしはまだ止まらない涙を拭ぬぐいつつ、必死でまとまらないことを語りながら、先ほど空蟬寮のあった空き地に倒たおれていたお姉さんについて歩いていた。お姉さんはやっぱり体調がものすごく悪そうで、掌てのひらもびっくりするくらい冷たかった。

「どうして僕にそんな話をするの」

　自分のことを男の子の一いち人にん称しようで呼ぶお姉さんは、見たことのない瓶びん底ぞこみたいな眼鏡めがねをかけて、ぼろぼろの服装のままふらふらと歩いている。行き先は知らない。でも放っておくことができなかった。このまま車道とかでまた倒れたら轢ひかれちゃうもん！　危ないもん！

　お姉さんは不思議そうに、けれど少しだけ眉まゆをひそめてつぶやいた。

「君は」

　読みこみ中のゲーム機みたいに硬直して、言葉を探していたお姉さんはぽつりと言う。

「僕についてきてはいけないよ」

「どうして？」

　まったく理解できなくて、わたしは目を細める。

「だめだよ、放っておいたらお姉さんまた倒れちゃう！　わたしお医者さんのあるところ知ってるから、いっしょにいこ！」

　自分とあまり背せ丈たけの変わらないお姉さんの顔を、じっと見つめて言いつのる。

　お姉さんは、よぅく見なければわからないくらい首を傾かしげて、抑よく揚ようなく応こたえた。

「お医者さんは僕に効力をもたない」

　ぜんぜん何を言っているのかわかんない。

　目を白黒させるわたしに気づかず、お姉さんは無感情につぶやく。

「虚界アンダカのバランスが崩くずれたままなんだ……おまけに、僕はどうやら要らないものに分類されたらしい、どんどん力が弱まっているのがわかる──時間がないんだ、僕には」

　口調はしっかりしていたけど、やはりお姉さんは体調が悪そうだった。額には汗あせが浮うかび、声は弱りきっている──やっぱり、わたしは心配だよ。

　見つめていると、お姉さんは強がるように笑った。

「まぁ、苦しいのは僕だけじゃないから、だからこそ僕もがんばらなきゃ……僕以外にも、虚界アンダカのバランスが崩れたせいで、影えい響きようを受けた怪造モン生物スターがたくさんいるはずだ──伊い依よりちゃんの、あのなんていったかな、お友達らしい強力な怪造モン生物スターも……」

　首を傾げ、思いだせないのか、お姉さんは語ご尾びを曖あい昧まいにしたままつづけた。

「とにかく、事態は僕たちにとって最悪といっていい。虚界アンダカのバランスが崩れたんだ。否いな──虚界アンダカと現界カナイのバランスすら。僕が倒れたことなどその余波のひとつ、単なる細さざ波なみだ。これから津つ波なみがくる──ぜんぶを破は壊かいし、ぜんぶを浸ひたし、ぜんぶを埋うめつくすひとつの変革がね」

　溜ため息いきのついでというように、感情もなく。

「何が起こるかは予想できないし、全すべては最悪の方向に向かっているように思う。僕に何ができるかはわからないが、休んでいる暇ひまはないんだ」

　わたしにとって、重要な一言を。

「だから僕は、彼に会いにいかなくてはいけない」

　ぴーん、ときたね、わたしは名めい探たん偵ていの素質があるのかも。

　消えた空蟬寮の跡あと地ちに、倒れていたお姉さん。お姉さんはわたしが思っていたよりずっと空蟬寮と、影文くんたちと関係があるひとだったのかも。だったら、お姉さんは知ってるのかもしれないんだ、みんながどこにいってしまったか！　〝彼〟というのは──影文くんのこと!?

　わたしは興奮してしまい、激しくまくしたてた。

「影文くんに会いにいくの!?　真子も行きます！」

「…………」

　呼吸も荒あらくそう主張すると、お姉さんは怖こわいくらいの無表情になった。そして尋たずねてくるのだ。やっぱり神しん妙みような、どこか寂さびしそうな口調で。

「ほんとうに？」

「うん！」

「……覚かく悟ごはあるの？」

「うん！」

　一いつ瞬しゆんの躊躇ためらいもなく、わたしは応える。影文くんに会いたい！　会いたいんだ！

　つれてって！　影文くんのとこ！　まだ喋しやべりたいこと、言いたいことたくさんあるし、どこで何をやってるか知らないけど──ぜったいつれもどすんだから！

　影文くんは、空蟬寮で、血影さんにたまに叱しかられたりしながら、わたしと毎日わくわくする日常をすごすんだ。それが最高で、幸せなんだ！　影文くんはそう思ってないかもしれないけど──わたし、絶対にいつかそう思ってくれるよう何だってする！

　影文くんに会いたい！　会いたいよ！

　喋りたい、顔が見たい、そばにいたいよ──離はなれて、あらためて思いしったの！　影文くんがわたしのなかで、どれだけ大きな部分を占しめていたかって！

　だから、だからお姉さん。

　わたしを影文くんのところにつれていって！

「うん……そうだな」

　お姉さんは何かを考えていたようだけど、すぐに頷うなずいた。

「あるいは、君が彼を繫つなぎとめる糸になるのかも」

「………？」

　何を言っているかわからなくて、わたしは戸と惑まどう。

　ふっと、その直後、わたしは異様な感覚に襲おそわれた。いつからか、不思議なことに──空気の味が、温度が、匂においが変わっていた。生ぬるく、この季節には似合わないくらい湿しめっぽい空気。

「な」

　周囲を見る。わたしは絶句する。

　世界の光景が変わっていた。

「あまり周りは見ないほうがいい」

　わたしの手をひいているお姉さんが、振ふりかえりもせずにつぶやいた。

「酔ようよ」

「酔うって……」

　様変わりした景け色しきに驚おどろき、わたしは忠告を聞かずにあたりを凝ぎよう視ししてしまう。

　漫まん画がみたいだった。べつに御お伽とぎ噺ばなしみたいっていう比ひ喩ゆじゃなくて、漫画のコマ割りみたいにくっきりと世界が変わっていく。森があった。山があった。湖こ畔はんがあった。どこかの町外れにでたと思ったら、次の瞬間には砂さ漠ばくにいたり。

　温度も様々、湿しつ度どもいろいろ、一瞬ごとに切り替かわる。

「……ひっく！」

　身体からだがついてこれなかったのか、拒きよ絶ぜつ反応みたいなしゃっくりがでた。

「ひっく！　ひっく！　ひっく！」

「…………」

　お姉さんが急に止まった。

　まだひっくひっく痙けい攣れんしていたわたしは、驚いてお姉さんを見る。わたしに呆あきれて、ここに置いていってしまうつもりじゃ……と思った。ごめんなさい。しゃっくりなんかしないから。ちゃんと周りも見ないで、ついてくから──。

「どうどう」

　お姉さんは謎なぞの掛かけ声をして、わたしの背中をけっこう強く叩たたく。

「どうどう」

「………？」

　意味がわからなくて、わたしは目を丸くする。周りはどこかの工場跡あとみたいで、灰色の建物や有ゆう刺し鉄てつ線せんがいくつも並んでいて、空もひどく曇くもっている。空気がきな臭くさい。変なお薬とか、身体に悪そうな臭いが立ちこめている。

「ひっく！……あう、うぅ。すう……はぁ、すう」

　わたしはとりあえず呼吸を整えて、しゃっくりを鎮しずめる。幸いすぐに止まってくれて、同時にお姉さんも安あん堵どしたように息を吐はき、少しだけ微笑ほほえんだ。

「うん」

　もしかして、心配してくれたのかな……でも「どうどう」はちがうだろう、と思っているうちにお姉さんはわたしの手をひいて歩きだし──また視界が切りかわる。

　細かく異なる肌はだ触ざわりと、気圧や諸もろ々もろの変化。不思議な感覚だった。

　またしゃっくりがでたら嫌いやなので、忠告に従ってわたしはお姉さんの後ろ髪がみを見つめていた。あまりお手入れをしていないのか、傷いたんでいる髪。ふつうの、人間の女の子に見えるけど……この現象はなんだろう？　どうして周囲の光景が変わっていくんだろ？

「僕の能力は次元なんだ」

　お姉さんはどうでもよさそうに語る。

「たとえばＡ地点とＢ地点があったとする。ふつう、それらの距きよ離りは離れていて──その間柄は〝線〟だけど、僕はそれを〝点〟や〝面〟にできる。たとえば〝点〟にすれば、Ａ地点とＢ地点は同じ位置──距離が吹ふっ飛ぶ。こんなふうに」

　静かな、どこかの建物の屋上に辿たどりついた。放置されたいくつもの遊具と、ビニールシートをかけられた自じ動どう販はん売ばい機き。たぶん潰つぶれたデパートか何か。

　高度があるので風は強く、また寒い。春用の服なのでちょっと冷える。

　お姉さんは行き先を確かめるみたいに遠くを眺ながめ、眼鏡めがねの奥で何度か瞬まばたきをした。

「ほかにも、本来は〝空間〟である〝三次元〟を〝点〟にして、干かん渉しようが不可能な状態にしたり──結界ともいうね。いろいろ、便利なんだけど……どうも、疲つかれる。不死の悲ひ哀あいや暴力の憤ふん怒ぬ、根源の虚きよ無むと比べたら燃費が悪くてとくに便利でもない、不ふ甲が斐いない能力だ」

　そう言うと、またお姉さんはわたしの手を強く握にぎって一歩、足を踏ふみだす。

　お姉さんの説明は難しくてわからなかったけど、たぶんそのとき〝線〟は〝点〟となって距離が吹っ飛ぶのだろう。紙を折り曲げると、遠かった左右の端はしと端がぴったり真ん中で合わさるみたいな、そんなかんじだろうかとわたしは曖あい昧まいに納なつ得とくする。

　しかし……なんでそんなことが可能なんだろ？

　お姉さん、何者なんだろ？

　わたし、どこへ向かおうとしているんだろ？

　ばん、と視界が切りかわる。

「ちょっと寄り道するよ」

　お姉さんは前にいるのに、なぜかその囁ささやき声は耳元に大きく響ひびいた。

「知りあいを見かけた。戦いになるかもしれないから、君はいつでも逃にげられるようにしておいて──もっとも」

　そうそう見み逃のがしてはくれないだろうが、とお姉さんはぼやいた。
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　つぎに次元が切りかわったとき、今度こそわたしは度ど肝ぎもを抜ぬかれた。

　度肝を抜かれるって、言葉として聞いたことはあったけれど、その比ひ喩ゆをわたしはそのとき初めて実感し納得した。ぽかんと口を開いて、全身がくがく震ふるえて、ほんとうに生きたまま心臓とかを抜かれてしまったかんじ。

　いきなり絵本の世界に叩きこまれたみたいだった。

　思えば先ほどからの変へん遷せんしていく景け色しきも充じゆう分ぶんに非日常な代物だったのだけど、ほんとうの意味で「あぁ、自分はいつもの学校行ってお家に帰ってっていう日常とは遠いところにきてしまったんだなぁ」って、その実感がずしんと響いたのはこれが最初だった。

　山である。

　整地されていない、わたしたちが普ふ段だんはまったく接しないで日々を暮らしている深い深い山。周囲をすっぽり背の高い木々が覆おおっていて、だいぶ暗い。足あし下もとはじめじめ湿しめっていて、枯かれ葉はがたくさん積み重なっていて、周囲の森が音を吸うのか──怖こわいくらいに静かだった。

　否いな……。

　正面を見る。

　そこは切り立った断だん崖がいである。かなり高くて、足場も脆もろそうで、とても危あやうい。お姉さんが無言で頷うなずき、わたしの手を握ったまま、なぜかそちらに向かって歩いていく。拓ひらけていく視界。途と切ぎれていく、森。

　そして、広がっていく……空。

　わたしはお姉さんとふたり、手を繫つないで、崖がけの尖せん端たんに無言で立った。背後には木々。標高のある山らしく空が近い。太陽もそばにある。けれど、ちょっと曇くもっていて──。

　否、否。

　ほんとうは、最初からたぶん気づいていた。だけどわたしの脳がそれを理解することを拒きよ絶ぜつしていたんだ。静かなんかじゃなかった、鼓こ膜まくが破れるくらいの大音量のせいで耳鳴りがしていたのだし、曇っているんじゃなくて、何かが空を埋うめつくしているのだ。

　森が逆立っている。木々が千切れそうなほど暴れている。わたしとお姉さんの周囲だけ妙みように風がないのは、お姉さんが例の次元がなんとかいう能力とかで防いでいるのか。

「すごぉい……」

　最初にきたのは恐きよう怖ふよりも、戸と惑まどいよりも、感激だったのが、我ながら変かも。

　でも、でも、すごい光景だったんだ。

「竜りゆうだ」

　お姉さんが、より強くわたしの手を握ってつぶやいた。

「これだけ大量なのは、僕も初めて見るけど」

　竜……。

　竜の群れ。

　そう、それは空を飛ひ翔しようする無数の竜だった。比ひ較かく対象がない空だからよくわからないけど、どれも大きい。怪かい獣じゆうみたいである。赤いのや、青いのや、黄色いの、色とりどりで綺き麗れい。見た目、ちょっと爬は虫ちゆう類るいだから気持ち悪いかもと思ったけど、竜はどれもこれも嫌けん悪およりも格好よさが目立った。風格があり、威い厳げんもある、生き物の王様ってかんじだ。

　蛇へびに羽が生えたようなのや、ＲＰＧにでてくるような蛙かえる色いろのドラゴンや、翼つばさもないのにどうやって飛んでるか謎なぞな形状のものまでいて、千差万ばん別べつ。恐きよう竜りゆう図ず鑑かんとか、ゲームの何かとか、そういうので盛りあがるクラスの男子を見るたびお子様なんだからと笑っていたわたしだが、彼らの気持ちがほんのちょびっとわかった。
















　動物園なんか目じゃない。幻げん想そう的な生き物の大群。

　それがひっきりなしに空を飛んで目の前を横切っていくんだ。すごいよ、すごい。

「君！」

　興奮していると、横でお姉さんが似合わない大声をだした。すごい驚おどろく。びっくりしてお姉さんを見ると、その視線は空をゆく一匹ぴきの竜に注がれていた。ほかの竜と比べてまるまっちくて、こんもりしていて、わりとキュート。眼球がつるつるで宝石みたい。

　呼びかけられた竜はこちらに近づいてきて、崖の正面で停止した。わ、作りものじゃない──とわたしは思った。生き物だ。すごい。生きて動いてるんだ、この竜。

　目をきらきらさせているわたしに人間っぽく首を傾かしげ、その竜はきいきいと甲かん高だかい声で鳴いた。わたしには金属が擦こすれるような音にしか聞こえないけど、お姉さんは理解できたらしく、何度か頷いて──ふつうの言葉で問うた。

「やはり憤ふん怒ぬ大公が指揮しているのか……彼はどこだ？　会いたい」

　きいきい、と丸い竜は何事か囀さえずり、驚きの速度で遠ざかると竜の群れのなかに消えていった。ふんぬたいこーって誰だれなんだろう、とわたしは思う。思ったけど、目の前の光景が珍めずらしくってうまく考えられない。わ、わ、と思いながら没ぼつ頭とうして眺ながめてしまう。

　わたしがそんなふうに、緊きん張ちよう感かんもなく竜に見とれていると──突とつ然ぜん。

『おぉう、妙な気配がすると思ったら喜き悦えつの。……何しとんじゃ、そんなとこで』

　言葉だけならとても気が抜ぬける、けれど全身に打だ撃げきみたいにぶつかってくる大きな声だった。わたしは瞬しゆん間かん的に寒気をおぼえて鳥とり肌はだびっしり、驚きすぎてへたりこむ。そのくらい威い圧あつ的で、迫はく力りよくのある声だったんだ。

　けれど声の主はどこにもいない。さては見えない巨きよ人じんかと思ってびびっていたわたしだが、お姉さんが親切に耳元で囁ささやいてくれる。

「特とく殊しゆな周波数で声を放って遠くからでも聞こえるようにしてるんだ。本人……というか本体はちかくにいない。あれがちかくにいるとそれだけで人間は失神くらいすると思うし──僕のそばに人間の君がいると察知して、近づいてこないわけだ。優やさしいんだ」

『何をぼそぼそ喋しやべっとる……？　こっちからだと聞こえにくいんじゃ、若いんじゃからもっと大声をださんかい──喜悦の！』

　相変わらず暴風のような声だった。わたしは堪たまらず耳を塞ふさぐ。

　お姉さんがそれを心配するように見て、ちいさく溜ため息いきをついた。

「若いも年寄りもないだろう、僕らの場合。それと僕らのことを叱しかる前に自分の声の大きさを反省してほしい、憤怒の」

　こちらはふつうの声なのに、遠くにいるらしい相手には聞こえるのだろうか。さっきもあきらかにちがう言語の丸い竜りゆうとふつうに喋っていたし、どうもこのひとたちの会話の仕方がよくわからない。人間の考えている言語の概がい念ねんとはちょっとちがう、というか超ちよう越えつしている何かなのかもしれない。

　状じよう況きようが理解できず、わたしがそんなどうでもいいことを考えていると。

「憤怒の」

　お姉さんが表情は変わらないのにどこか怖こわい雰ふん囲い気きになって、宙空に低く問いを放った。

「……何をするつもりだ？」

『はん。見てわからんかい──』

　侮あなどるような、あるいは憐れん憫びんするような声に、お姉さんは俯うつむく。

「わかっていても、信じたくないから尋たずねるよ、僕は。君はいったい何をするつもりだ……ううん、君たちは、か。誇ほこり高き竜の王とその眷けん属ぞくが総出でどこへ行く？　何をする？　この現界カナイをまとめて焦しよう土どにでもするつもりか？」

『あぁ、あぁ、貴様との会話は無意味じゃ……喜悦の』

　うるさそうに、憤怒と呼ばれた誰かはぼやいた。それは会話のかたちだったけれど、どことなく自問自答する誰かの独白みたいな、不思議な雰囲気があった。あらかじめ何と喋るか決まっている舞ぶ台たいの台本を読みあげるような、予定調和な感覚があるのだ。憤怒さんの発言も、それを嫌いやがるふうに思えたのだけど、気のせいかな？

『何をするつもりかってか？　儂わしは憤怒大公、怒いかりと暴力の化け身しんじゃ──その所業は、ひたすら荒あれ狂くるうことのみよ。貴様も虚界アンダカから逃にげだしたとはいえ完全に繫つながりが断たち切れたわけではなかろうに、存在そのものが多く虚界アンダカに依い存ぞんしとるのじゃから、わかっとるだろうが……あのお方が望むことが、儂の望みじゃ喜悦大公よ』

「そうか。ふむ……」

　竜たちが飛翔していくその先を眺め、お姉さんは哀かなしげに眉まゆをひそめた。

「目的は彼か。憤怒の君が出てきたということは、あのお方の目的はただ純じゆん粋すいな暴力……あのお方は、まだ恨うらんでいるのか、憎にくみ、怒っているのか──彼を」

　憤怒さんとお姉さんは、わたしにはわからない言葉で、わたしの与あずかり知らない内容の会話をしている。わたしには、流れている感情が身にひしひしと痛いだけで、よくわからない。だけど、なんとなく、胸が張り裂さけそうな気持ちになっていく。

　憤怒さんは真しん摯しに、力強く断言した。

『恨みは消えぬよ。それが消えれば、最善じゃが……あのお方の時間は止まっておる。彼が死ぬか、あるいは自らが滅ほろぶまでは──決して止まらんじゃろうよ。儂も、な』

「憤怒の」

　お姉さんは、やっぱり寂さびしそうだった。

「どうしても戦うのか？　どうしても？　今ならまだ、誰も傷つかない未来が選べる──どうしてあのお方に従う？　意味なんかない。君の行こう為いに意味なんかないんだぞ。たくさん死んで、悲劇が繰くりかえされて、憎ぞう悪おが積み重ねられて、みんな滅んでしまうかもしれないんだ。なのに、なぜ……」

『喜悦の』

　憤怒さんも、気のせいかな──どことなく悲ひ愴そうな声こわ音ねだった。

『誰だれかが肯こう定ていせねばならぬのだ、あのお方を。誰かが……でなければ、あまりにもあのお方が報むくわれぬ。救われぬ』

　わたしにはわからない、不思議な言葉を最後に残しつつ。

『なぁ、喜悦の……今でも儂は魔王とは激流院潮静のことだと思っとるよ』

　そして声は完全に消しよう滅めつする。

　お姉さんはわたしの手を握にぎりしめ、遠く、どこか遠いところを見つめて。

「魔王なんか、いない。誰も、悪くない……それでいいじゃないか。どうして、誰も恨まずに生きていけないんだ。みんなが友達で、みんなが平和なのがいちばんだって、みんな思ってるはずなのに──どうして」

　それだけ独白すると、お姉さんは竜たちから視線を逸そらし、歩きだす。

　景け色しきが切りかわる。またわたしとお姉さんの静かな冒ぼう険けんが再開する。

「急ごう、どうも……あまり猶ゆう予よはなさそうだ」

　頷うなずき、わたしもお姉さんにしっかり付き添そって歩いた。

　その指先が震ふるえていたから、元気づけるためにぎゅっと握って。

　影文くん。

　会いたいよ。

　でも──なんとなく、わかってる。

　影文くんと再会して、仮にいっしょに戻もどれたとしても、わたしの愛していたあの幸せな毎日はもう二度と得られないって。

　世界が変わり始めていた。

　わたしにも、お姉さんにも、誰にも、たぶん、止められないくらい急激に。
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　変わり映ばえのしない薄うす暗ぐらい牢ろう獄ごく。鉄てつ格ごう子しで閉とざされたその狭せまい空間にて、伊い依よりは体操座りをした花嫁の背後、腕うでまくりをして処刑人のポーズ。

「動かないでね、魔ま姫きさん」

　正確にはこの花はな嫁よめ、魔姫という名前ではないようなのだが……名乗ってくれないので仕方なく魔姫さんと呼ぶ伊依である。いちいちお姫ひめ様さまとか虜とりこの姫とか呼ぶのもむず痒がゆいし、苦く渋じゆうの選せん択たくだった。魔姫ならまだ名前に聞こえる。

　魔姫はちょこんと座って、不思議そうに「？」と首を傾かしげる。伊依と比べたらだいぶ年上なのだが、これまであまり他人と接してこなかったような無む垢くな雰ふん囲い気きがある。

　ともあれ。

　伊依は腕組みし、すなおに思っていたことを口にする。

「魔姫さんの髪かみの毛をどうにかしたいと思うんだ」

「は？　えぇと」

　振ふりかえってくる。魔姫の髪の毛は顔面ほとんどを覆おおうくらいに長く、またあちこち跳とびはねていたりと毛というより何か禍まが々まがしい植物に見える。これのせいで少し取っつきにくい印象だし、本人に自覚はないようだがすごく怖こわいので、どうにかしたい。

　戸と惑まどっている魔姫の頭に触ふれ、まずパリパリに乾かん燥そうした花嫁のヴェールをはがす。魔姫は何か言いたげに口をぱくぱくさせていたが、やがて覚かく悟ごを決めたみたいに口をぎゅっとつぐんでしまった。いや、べつに覚悟はいらないのだが。

　脱ぬがせるというより文字どおり剝はがしていって、丁てい寧ねいにヴェールを取り除く。櫛くしや水がほしいがそんなもの牢屋にはない。てきとうに手櫛で魔姫の髪を整え、それから伊依は自分の髪を結んでいるリボンをしゅるっと解ほどいた。

「こ、絞こう殺さつ……ごくり」

　魔姫が何か激しく勘かん違ちがいしている。無視。どうもこのひと、やけに被ひ害がい者しや気質というか他人が全体的に自分に悪意を抱いだいていると思っているようだ。それでいて他人を恨うらんでいるというよりは、悪意に打ちのめされて絶望の底で死んでいきたいというような、捨て鉢ばちなところがある。自殺志願者みたいだった。

　おまけにすぐ錯さく乱らんするようなので、伊依は静かに、魔姫を刺し激げきしないように気をつけながら喋しやべる。どうも伊依はこの空間に閉じこめられているらしく、出る方法がわからないので、唯ゆい一いつの同居人とは仲良くしておきたいと思うのだった。

「首絞しめないよ、べつに。髪の毛ちょっと整えようね……よいしょ」

　魔姫の髪は、洗えばたぶんほかの誰だれよりも綺き麗れいだろうという黒さ、硬かたさで、触さわると指先が切れそうなくらいだった。かなり扱あつかいにくかったけれど、伊依は気をつけてとりあえずリボンで髪をまとめてあげる。髪の量が多くてえらく難しかったけれど、奇き跡せきのように巧うまくいってなんとか結ゆうことができた。

　前髪も後ろ髪も巻きこんだポニーテイル。あんまりにも髪が長くて馬ポニのー尻テ尾イルというより大だい蛇じやみたいになっているが──まぁ、だいぶ見られるようになった。

「？」

　やっぱり不思議そうに首を傾げ、魔姫が赤ちゃんのような手つきで額などを触っている。

「す、涼すずしいです。ま、前がよく見えます」

「…………」

　そりゃ、ずっとあの鬱うつ陶とうしい髪かみ型がただったならそうだろうけど。髪の毛を結んだり切ったりする発想はなかったのだろうか。

「うん、似合ってるよ魔姫さん」

　伊依は残ったリボンで自分も魔姫とお揃そろいの髪型になりながら、正面から見つめあう。その瞬しゆん間かん、ふと霊れい的てきな何かの確信が湧わいてきて、思わずまじまじと魔姫を凝ぎよう視ししてしまった。何か、何かが頭に引っかかるのだ。

「？」

　癖くせなのかまた首を傾げる、その魔姫の顔は誰かに似ているような気がする。誰だろうか、と考えたが、どうにも喉のどのあたりまで出ているのにわからない。

　まぁ、いいかと思い伊依は頷うなずくと、魔姫の手をひいて立たせてあげる。どうも彼女は長いあいだ座りこんでいたらしく、足の筋肉が弱っているのかふらついたが。

　しかし──今さらだが、いったいこの空間は何なのだろう。総長の言葉に流されるようにして最終兵器《独パン唱ドラ第・オ五ンリ番ーワン》に触れ、次の瞬間にはこの空間にやってきていた。適性検査……と彼らは言っていたが、これがそうなのだろうか？　ただ魔姫といっしょにいるだけで、ほかには何も起きないようなのだが。

　ちょっと尋たずねてみるか。

「魔姫さん」

「はい、伊依様」

　なぜか様付けだ。気になり、伊依は疑問を脇わきに置いて訂てい正せいしてみる。

「伊依ちゃん」

「はい？」

「様じゃなくて、ちゃんと呼んで」

「は？　え……あ、う」

　魔姫は困こん惑わくし、また首を傾げ、花嫁衣い装しようをわずかに揺ゆらしてからぎこちない発音でつぶやいた。

「い、伊依ちゃん」

「うん魔姫さん、それでね」

　満足し、いつもならここで伊依も相手をちゃん付けで呼ぶのだが、どうも相手は不思議に高貴だしかなり年上なのでそこまで気楽にはいけず、さん付けで妥だ協きようしながら言葉をつづける。

「ここ、どこなのかなぁ？」

　周囲を見回しながら問うと、魔姫はきょとんとし、なぜか安あん堵どしたみたいに表情を綻ほころばせた。くすくすと上品に笑って、初めてかもしれない打ち解けた声をくれる。

「お、遅おそいです……。ふつう、いちばんにそれを気にします」

「そうかなぁ」

　伊依はとりあえず、目の前の彼女のことが気になったのだが……あらためて言われてみれば、少し間が抜ぬけていたかもしれない。魔姫は笑いを必死で嚙かみ殺している。

「えぇ、えぇ……今の伊依……ちゃんの態度で確信しました。あなたは──あの勇者さまのように、わたしをここから無理にだすために訪おとずれたのでも、わたしを殺して全すべてを終わらせるためにきたわけでも、どちらでもないようですね──訳のわからないまま、ここに放りこまれた……ちがいますか？」

「え、あ──そうだよ。ほんとうにもう、まったく状じよう況きようがわかんない」

　胸を張って主張すると、魔姫はようやく笑いを収め、深く溜ため息いきをついた。

「と──すれば、問題なのは誰が、何のために伊依ちゃんをここに送りこんだか、ですけど……まぁ、それはおいおい尋ねましょう。まずは先ほどの質問にお答えしますね……」

　先ほどの質問。

　ここはいったい、どこなのか？

「ここは〝いちばんたいせつなところ〟です」

　わずかに表情を緊きん張ちようさせ、魔姫はよくわからない説明をしてくれる。

　いちばんたいせつなところ？

　それにしては汚よごれているし、えらく寂さびしい。だいたい──。

「誰の？」

　誰の、いちばんたいせつなところなのだろう？

「…………」

　魔姫はその質問には黙もくして応えず、ぼんやりと虚こ空くうを見つめる。そして立っていられなくなったのか、また疲つかれたようにぺたりと腰こしを下ろしてしまった。伊依としてはここの地面は泥どろっぽいのでお尻しりをつけたくないのだが、まぁいいか体操服だし、すでにかなり汚れているし、と思い魔姫の正面に同じく座る。

　同じ髪型、同じ姿勢、やっぱり何かが霊れい感かんに引っかかる。

　釈しやく然ぜんとしない伊依を、魔姫は白さの少ない真っ黒な瞳ひとみで見つめている。

「そうですね……たとえば、心のいちばん柔やわらかくて、傷つきやすい部分です。そこには、いちばんたいせつなものを閉じこめるための牢ろう獄ごくがあるのです。そこは、たまに醜みにくくて……たいてい、目を逸そらしてしまいます。致ち命めい的な弱点にして、いちばんたいせつなところ。そこを壊こわされてしまえば、たやすく全てが崩くずれてしまう……けれど、やっぱり落ちついて眺ながめることができない、いちばんいちばん醜いところ」

　だから、誰だれの。

　誰の──？

「伊依ちゃん」

　やはりたどたどしく、こちらの名前を呼んで、魔姫はまた首を傾かしげる。日に晒さらされない環かん境きように長く投獄されていたからか、あまりにも白いそのうなじ。

「あなたは誰に、何のためにここへ送りこまれたのですか？　こんなところに」

　そんなの、伊依だってわからない。

　どうして自分は今、こんな場所で、この囚とらわれの花はな嫁よめと対話しているのだろう。

「うぅん、それがね……」

　頭の中が整理されきっていない。ここのところ、いろいろなことが起こりすぎた。おまけに、困ったことがあったら相談に乗ってくれて、助言はくれたりくれなかったり、とにかく話し相手にはなる父がいないから──。

　ん？

　伊依は胸のあたりを触さわってみた。そこでいつも喧やかましくしている父がいない。あの父がそう簡単に成仏するわけがないから、まさかほんとうに消えたわけでもないだろうが──。

　すぐに思いだすのは、やはり魔ま王おう杯はいである。あのとき呪じゆ具ぐ《王ＴＹＲ国ＡＮＴ》の効果により伊依は《疾タタ風タツ鼠ト》という怪造モンス生物ターに意識を移されたが、そのときもやはり父は消えていた。

　あのときと同じ？　意識だけを飛ばされている？

　そういえば身体からだの感覚がどこか希き薄はくだ。がんばって身体の輪りん郭かくを強く思い浮うかべていないと、容易に溶とけて消えてしまいそうな。魔姫の説明ではここがどんな場所だかさっぱりわからなかったので、推測もできないが──もしかしたらここは現世ではないのかもしれない。異世界、天国とか、それこそ虚界アンダカとか……？

「…………」

　首をふって無む為いな思考を打ち消す。何となく寒気がした。天国や桃とう源げん郷きようになど、生きたまま行って楽しいものでもない。

「えぇと」

　何の話をしていたっけ、と思いだしつつ、伊依は静かに語る。

「それがね、なんか魔王さんが復活したとかで、対たい抗こうするための最終兵器がパンドラなんとかで……総長の激げき流りゆう院いん潮うしお静しずかさんが、あたしになんかこう適性検査だって。……待って。自分でも何言ってるかわかんない。待ってね、整理するから」

　伊依はそう言って、どうも混乱している頭を落ちつけようと深呼吸をしたのだが……その必要がないくらい明確に、魔姫がどれかの単語に反応して目を見開いた。

　わなわなと震ふるえ、口元に手を当てておののき、たまげている。

「魔姫さん？」

　様子がおかしかったので、思考を中断して伊依が呼びかけると、彼女はすぐに正気に戻もどった。否いな──あまりにも驚おどろいて感覚が麻ま痺ひしたのか、怖こわいくらいの無表情になっている。

「そう……ですか、また……傷つけあうのですね、あのひとたちは」

　内臓ごと零こぼれそうな大きい溜ため息いきをついて、彼女は虚空を凝ぎよう視しする。

「…………」

　それから目をぎゅっと瞑つぶり、歯は軋ぎしりをし、伊依が思わず腰を抜ぬかすくらいに激しい勢いで立ちあがると、そのまま牢ろう屋やの出入口たる鉄てつ格ごう子しへ向かって突とつ進しんし──。

「ぎゃうっ」

　案の定、ぶつかって、変な悲鳴をあげて倒たおれた。籠かごから逃にげようとした鳥みたいな動きだった。伊依は驚いて、反応ができずに目を白黒させる。

「あの……魔姫さん？」

「伊依ちゃん」

　魔姫はものすごい大真面目まじめで、めげずに立ちあがると──鉄格子を摑つかみ、伊依を手招きし、さっきまでの鬱うつ々うつとした雰ふん囲い気きはどこに行ったのかという怖い顔で──告げてきた。

「協力して……ください。これ、引っこ抜きます」

　これって……これ？　鉄格子？　いや引っこ抜けないでしょ？

　伊依は豹ひよう変へんした魔姫の態度に驚きつつ、ひとまず協力してみた。ふたりして鉄格子を握にぎり、顔を真っ赤にしてうんうん唸うなる。びくともしない。

「あぁもう……！」

　魔姫は擦すりきれて血が滲にじんだ手を放し、自棄やけになったみたいにはしたなく格子を蹴けりつけた。

「開きなさい！」

　ずぽっ！

　と、その足が格子の隙すき間まにうまく入りこみ、悪いことに抜けなくなったのか魔姫が困った顔でこちらを見てくる。伊依はどうしようかと思ったが、まさか放ほうっておくわけにもいかず、魔姫の足を引っぱったり、格子を揺ゆすったり努力してみた。

　なんとか魔姫の足はすっぽ抜けたが、依い然ぜん、鉄格子はまさに堅けん牢ろうに鎮ちん座ざしている。

「う……う……」

　魔姫は諦あきらめたか、先ほど暴れたのは一時的な激情だったのか、すぐに萎しおれて地面に膝ひざをつき、幼子のように泣きじゃくってしまう。何がなんだかわからないが、とにかく魔姫はここを出たくなったらしい。伊依としてもここにいつまでもいる気はないし、とりあえずそれに協力しようと思った。

「泣かないで、魔姫さん……がんばろうよ！　よくわかんないけど、協力するよ！」

「い、伊依ちゃん……！」

　魔姫が涙なみだでくしゃくしゃの顔をあげ、申し訳ないくらい頭を下げてくる。

「お、恩に着ます……な、何から何まで……！」

「気にしないで！　お友達じゃない！」

　伊依がそう自信満々に叫さけぶと、魔姫は感かん銘めいをうけたのか目を煌きらめかせた。もしかしたらこのひと、自分とそう歳としが変わらないんじゃないかと初めて気づくくらい、生気に満ちた表情になっている。

　それがなんとなく嬉うれしくて、さらに元気づけてあげようと伊依は強く宣言した。

「外にでよう、魔姫さん！」

「は、はい！　伊依ちゃん！」

　ふたりで固く握あく手しゆをかわし、果か敢かんに鉄格子に挑いどむ。いつしか古びていた格子は歪ゆがみ、朽くちていた土つち壁かべがぼろぼろと崩くずれ、一いつ瞬しゆん、大きく抵てい抗こうが激減して……。

　ものすごい勢いで格子が吹ふっ飛んだ。

　思わず抱だきあい、伊依と魔姫は快かい哉さいを叫ぶ。

「や、やりましたぁ！……あ」

「やったねぇ！……？　うん？　どうしたの、魔姫さん……あ！」

　同時に老ろう朽きゆう化かした牢屋そのものがグシャグシャッと潰つぶれ何もかもが崩れ伊依の視界が真っ黒に埋うめ尽つくされ──。




　　[image: ]　[image: ]　[image: ]




　……………………。

　…………。

「……え？」

　気がつくと、伊依は見知らぬ部屋のなかにいた。どこかの旅館の一室みたいな小綺麗な空間。暗く、また夢から目覚めたばかりのような眩げん暈うん感かんがあって──よく見えないが、ふつうの広さの、あまり調度が置かれていない簡素な部屋のようである。伊依は何やらベッドの上に寝ねころんでいるらしく、あまり乱れていない布ふ団とんがかぶせられている。

「………？」

　伊依は体操服のまま、慌あわてて飛び起きましたという姿勢で、どきどきしている心臓の音をやけに大きく聞きながら、しばし状じよう況きようが理解できずに呆ぼう然ぜんとした。

　ここは、どこだ？

　今、何がどうなった？

「えぇっと……」

　目を細め、こめかみに指を押し当てて伊依は黙もつ考こうする。

　たしか最終兵器《独パン唱ドラ第・オ五ンリ番ーワン》の適性検査とやらの名目で、魔姫のいる牢屋に飛ばされて──彼女が外に出たがるから、協力して鉄てつ格ごう子しを蹴り飛ばして、喜んでいるうちに牢屋が崩れてしまって、視界が真っ暗になって……。

「？」

　ゆっくり身体からだを触さわって確かく認にんしたが、べつにどこも怪け我がはしていない。牢屋のなかで想像していたとおり、やはりあそこは呪じゆ具ぐ《王ＴＹＲ国ＡＮＴ》の八大地じ獄ごくと同じように──精神だけが飛ばされて辿たどりつく場所だったのだろうか？

　だとしたら、魔姫は？

　魔姫はどうなったのだ？

　いっしょに外に出ることはできなかったのか？　部屋中を見み渡わたしたが、彼女の姿はどこにもない。どころか音もしないし、誰だれの気配もない。というか──ここはどこだろう？

「んー……」

　伊依はそこで何気なく、いつもの調子で困ったときの相談役に問いかけた。

「父さん、あたしが寝てたあいだ、どうだった？　というか、あたし……寝てたの？　やっぱり精神だけがどこかに飛ばされたのかなぁ……それと最終兵器っていうやつの適性検査と、どう関係あるんだろ？」

　矢や継つぎ早ばやに質問したが、いつも黙だまれといっても喋しやべりつづける喧やかましい相方の返答はない。不ふ審しんに思って胸むな元もとを触ったが、そこで伊依は背筋に悪お寒かんを走らせる。

「……父さん？」

　予想もしないことに。

　理解──できないことに。

　伊依の悩なやみどころであり、かつては何としてでも破は壊かいしようとしていた呪のろいのアイテムであり、あらゆる意味で伊依の拠より所であった、父の亡ぼう霊れいが宿ったもの──髑どく髏ろの首くび飾かざりが消えていた。

　首飾りがない？

「え？　え？　何それ？」

　伊依は自分でも驚おどろくくらい慌ててしまった。蒼そう白はくになり、あちこち手で捜さがすが、どこにも落ちていない──というか、お風ふ呂ろのときにすら外れなかったあの執しゆう念ねん深い髑髏が、ぽろっと落ちるわけもない。頼たのんだって消えてくれなかったのに。

「父さん？」

　不安になって呼びかける。返事はない。

「父さん？　父さん！」

　絶望感が、ひたひたと心に忍しのび寄り──重い爆ばく弾だんをそこで炸さく裂れつさせた。

　父がいない。

　何の前まえ触ぶれもなく、伊依のそばから消えてしまった。

「な……に、それ──」

　何もかもが、伊依のそばから消えていく。空うつ蟬せみ寮りようも、桃もも子こも、今度は──父さえも。

　遠ざかっていく。

「なんで──」

　伊依が狼ろう狽ばいの極きわみに至り、嵐あらしの海に浮うかぶ小こ舟ぶねのように乱れていると──不意に、伊依の全身が華はなやかに煌めいた。眩まぶしく、また動転していた伊依は咄とつ嗟さに反応もできず、ただ悲鳴をあげて目を瞑つぶることしかできなかった。

　次から次へと何なのだ？

　いい加減にしてほしい。ほんとうに──訳のわからないことが多すぎる！

　光はすぐに収まって、恐おそる恐る目を開いた伊依はさらなる驚きよう愕がくに晒さらされることとなった。知らないところに連続で飛ばされ、父が消え、それだけで頭が飽ほう和わ状態だっていうのに──何だっていうのだ、いったい。これは。
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「な、なぜにお嫁よめさん……？」

　その言葉どおりの格好に、一いつ瞬しゆんのうちに変身していた自分がそこにいた。

　花はな嫁よめ衣い装しようである。煌きらびやかな、純白のウエディングドレス。手て袋ぶくろやヴェールまで完全装備で、逆にこの簡素な部屋では浮いてしまっている。しかもこの衣装は何を反射しているわけでもないのに月光のごとく輝かがやき、やけに神こう々ごうしい。もちろん伊依には瞬時に着き替がえる趣しゆ味みなどないし、なんで自分がいきなりお嫁さんになってしまったのか理解できない。

「えぇっと……」

　ベッドに腰こしかけ、困こん惑わくしながら自分の身体からだを眺ながめる。衣装は不思議な質感で、引っぱっても破れそうにない。見た目より丈じよう夫ぶそうだ。触さわるごとに星ほし屑くずみたいな煌きらめきが弾はじけて、目に眩しい。

　現実に認にん識しきが追いつかず、呆ぼう然ぜんと火花を跳とびはねさせたりしていると──そんな伊依の脳内に聞き覚えのある穏おだやかな声が響ひびいた。

『伊依ちゃん』

　一瞬、いなくなった父の声を期待したのだが──それはあの奇き妙みような牢ろう屋やで出会った不思議な女性、魔姫の声だった。咄嗟に周りを捜したが、彼女自身の姿は見えない。

『あの、驚かせてしまったようで……すみません』

「魔姫さん？　どこにいるの？」

　伊依は相手の顔が見えないので落ちつかなくて、きょろきょろとする。魔姫の声は何と説明したらいいか考えあぐねていたようだが、そんな伊依を見かねたように優やさしく語りはじめた。

『疑問はもっともです……説明いたしましょう。その、わたしは、人間というより性質は怪造モンス生物ターに近しいものですから、えぇと、誰かに怪かい造ぞうされなければこちらの世界──現界カナイ、と呼ぶのでしたか？　現界カナイに存在できません』

「怪造モン生物スターに──近い？」

　あの牢屋で見た魔姫は、見た目も、触ふれてみたかんじも人間そのものだったのだが。しかし怪造モン生物スターに近いということは、逆に怪造モン生物スターではないということであるし、それなら怪造されるというのも不可思議ではある。彼女は──いったい何者なのだろうか？

　魔姫はその根本的な疑問をあえて避さけるように、ぼんやり響く声でつづける。

『先ほど、伊依ちゃんはわたしを牢屋からだそうとしてくれましたね？　あの行こう為いがいわゆる怪造となったようです……わたしは伊依ちゃんの《魔ま力りよく》──生命力に依い存ぞんしてこちらの世界に存在しています。ゆえに、伊依ちゃんが望まなければすぐに消えることになりますが……』

「いや、理由もなく消えろとは言わないけど。魔姫さん、こっちの世界に存在してるって……どこにいるの？　あたし見つけられないんだけど」

　魔姫の説明にはそれ以外にも気になるところがたくさんあったが、どこから尋たずねていいかわからなかったので、ひとまず伊依はそれだけ尋ねる。魔姫は困ったようにぼやいた。

『どうも……伊依ちゃんが着ている、この花嫁衣装がわたしのようです』

「ようです、って──」

　魔姫自身も、自分がどのような存在だか正しく把は握あくしていないような口ぶりである。伊依は魔姫以上に状じよう況きようがわからないから、ひたすら混乱する。

　そういえば、魔姫も牢屋ではだいぶ古びた花嫁衣装を着ていたが──。

『わたしの感覚からいって』

　魔姫も不思議そうに、声を揺ゆらめかせている。

『どうも、わたしは伊依ちゃんと一体化するようなかたちで怪造──のようなもの、をされてしまったみたいです。今の伊依ちゃんは、伊依ちゃんであってわたしでもある。わたしも、わたしであって伊依ちゃんでもある。もちろん身体の所有権は伊依ちゃんにあるので、伊依ちゃんがわたしの力を得た──という表現が正確なのでしょうか？』

「いや、尋ねられても……わかんないけど」

　自分が魔姫の力を得た？　彼女と一体化して？

　しかし魔姫の力とは何だろう？　それは例の最終兵器《独パン唱ドラ第・オ五ンリ番ーワン》と関係があるのだろうか？　怪造学会の幹部たちの姿は見えないし、魔姫もいまいち頼たよりないし、詳くわしい事情を知っているものがそばにいないので、答えはでない。

『つまり、伊依ちゃんは伊依ちゃんでありながら、同時に〝虜とりこの姫ひめ〟であるわたしの特質も併あわせもつようになったわけです』

「うーん……？」

　魔姫の説明は正直なところ、さっぱりわからない。魔姫が怪造モン生物スターのようなもので、この花はな嫁よめ衣装がその怪造モン生物スターとしての身体ということなら──たぶん、伊依が望めば怪造モン生物スターと同じように怪かい消しようできるはずである。そして伊依がたとえば死んだりして、その《魔力》がなくなれば魔姫も消える──と。

　魔姫はそんな不自由なかたちでしか外に、この世界に存在できないらしい。

　ほんとうに、彼女はいったいどういう存在なのだろうか？

　考えつつ──魔姫もどうも明確な説明はできないようだし、詳しいことは怪造学会の偉えらいひとに聞くことにしようと伊依は決める。ついでに、また未解決な謎なぞが増えたことを嘆なげきながらあまり期待せずにひとつ尋ねる。

「ねぇ魔姫さん、それより父さん知らない？　起きたらいなかったんだけど──」

『え？　伊依ちゃんのお父様？　さぁ……』

　予想していたとおりの答えに、伊依は溜ため息いきをつく。まったく、こんな訳のわからない事態に巻きこまれた娘むすめを置いて、あの馬鹿親父おやじはどこに消えたのだ？

　むしょうに儚はかなくなったけれど、伊依は意地でも寂さびしいとか、不安だとか思いたくなくて、無理して立ちあがると空元気で笑った。

「ま、よくわかんないけど──」

　部屋の隅すみっこに洗面台を見つけ、花嫁衣い装しようのままそちらへ向かう。

「まずは顔洗って歯は磨みがきしてちゃんと目ぇ醒さます。そしたら総長さんとか捜して、とにかく事情を説明してもらおう。うん、そうしよう」

　嫌いやな予感を必死で押しこめて、善は急げと伊依は蛇じや口ぐちを捻ひねって冷たい水を思いっきり顔に浴びせた。
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　何もかも我慢ならない。

　怪造学会執行部長・爆はぜ川かわ嫌や凪なぎは機関銃のごとき足音も高らかに古こ頃ころ怪造高等学校の廊下を爆走している。今は無人だが、仮に校内の秩序に厳しい教師がそれを目撃しても「廊下を走るな」よりも「廊下を壊すな」と注意しそうなくらい破は壊かい的な足あし捌さばきだった。

　春らしい陽気の昼前、のどかな日の光が窓からは射さしこんでいる。思わず眠ねむくなりそうな日和ひよりだが、そんな麗うららかな午前の空気をまとめて消し飛ばす勢いだ。

　嫌凪は怒おこっていた。激しく怒っていた。理由はたくさんある。

　滅めつ作さくの娘であり個人的にも可愛かわいくて好きな伊依が最終兵器《独パン唱ドラ第・オ五ンリ番ーワン》に吞のまれて意識を失ってしまったこと。まだ目覚めないこと。そんな彼女をまるで囚しゆう人じんみたいに劣れつ悪あくな環かん境きように放ほうりこんでそのままなこと。

　伊依が危険に晒さらされる可能性はあったのに、世界のためとか他ほかに方法がないとか、そんな類たぐいの綺き麗れい事ごとを建て前にされ、ろくな反論もできず彼女を最終兵器に触れさせてしまったこと。

　年とし端はもいかない少女を犠ぎ牲せいにしなくてはたちゆかない世界の平和なら、そんなものは要いらなかった。少なくとも、嫌凪は反対すべきだった。その結果、宇う宙つ木きのように投とう獄ごくされることになろうとも──。

　しかし、今は悔くやんでいても仕方がない。今から総長に文句をつけて自分も閉じこめられたら最悪だし、宇宙木にこっそり会いにいって相談したら、嫌凪は外を自由に動けるよう表面上は総長に従っていたほうがいいと忠告された。ほんとうにやばくなったら宇宙木と協力してぜんぶ叩たたきつぶすが、今は内輪もめしている場合ではない。

　伊依が目覚めないこと、伊依を危険に晒した自分自身、そして最後の怒りの種火はその状況を受容しなくては乗りこえられない危機が迫せまっていることだった。

　魔ま王おうの軍団が迫っている。

　怪造学会本部が壊かい滅めつしたことにより信しん頼らいできる怪モン造ステ学イス者トの数も激減し、魔王の動向を察知するのが遅おくれてしまった──つい先刻、遅おそすぎることに報告が届いたが、今からではほとんどどうしようもない。

　虚界アンダカ最強の怪造モン生物スター──憤ふん怒ぬ大公。

　それが率いる気高き竜りゆうの大軍団。

　幸いにして出しゆつ撃げきしたのは憤怒大公とその眷けん属ぞくのみで、規模としてはそれほど大したものではない。四大公がまとめて攻せめてくることすら考えられたのだから、それに比べたらまだ物量においても戦力においても最悪と呼ぶには値あたいしない。

　もちろん油断して良いものでもないだろうが──。

　何を差し置いても最悪なのが、こちらの態勢がまったく整っていないことである。

　魔王の解放により怪造学会本部および周辺施し設せつは大破、怪造学会副総長・久く渡ど貴き乃の子こを含ふくむ多くの優ゆう秀しゆうな怪モン造ステ学イス者トの死亡（推定。魔王とその眷属が怪造学会本部の跡あと地ちに居座っており、調査もできない状じよう況きようなので）。宇う宙つ木き氷ひ蜜みつの投獄。おまけに切り札として用意していた最終兵器《独パン唱ドラ第・オ五ンリ番ーワン》は起動できるかどうかも不明。

　おそらく、魔王もこちらの用意が調ととのっていないのを見込んで、長ちよう距きよ離り飛行が可能な竜の軍団を派は遣けんしたのだろうが……このままでは、ろくに対応もできずに第二の怪造学会本部となった古頃が蹂じゆう躙りんされ、総長を含めた幹部たちが全ぜん滅めつ──その後は、ふつうの国家や政府が魔王に対応できるわけもなく、この世の終わりとなってしまう。冗じよう談だんではない。

　もちろん嫌凪もただでやられるつもりはないが、虚界アンダカ最強は伊だ達てではない──まともにやりあっても憤怒大公が相手では勝機も薄うすい。過去、嫌凪は憤怒大公の断だん片ぺんを埋うめこまれた存在と戦ったことがあるが、あのころは未熟だったとはいえ、だいぶ苦戦したおぼえがある。というか──一対一だったら確実にボコボコにやられて殺されていたと思う。

　今回は憤怒大公の本体、および本隊──万ばん全ぜんな状態の怪造学会本部が総力を結集しても敵かなうかわからない相手だというのに……。

　嫌凪は焦しよう燥そう感かんに焼かれそうになりながら、ひとまず敵の軍隊が迫っている事実を伝えようと総長のもとへと向かう。そこで伊依をどうにかして目覚めさせるなり、他の対策をたてるなり、対応を決めて即そく座ざに動かねばならない。敵は待ってくれない。事態は一刻を争うのである。

「総長！」

　たいていの怪モン造ステ学イス者トは校庭の地下施設にいるので、校内にはほとんど誰もいない。最上階の元・校長室を便べん宜ぎ的な司令室に改築し、総長はそこで様々な指示を飛ばしているはずで──そんな彼と、彼を守護する高たか橋はしや不ふ動どうのみしかいないはずである。というか、他に誰かが侵しん入にゆうしてきた場合、警けい邏らの怪造モン生物スターが追いだすことになっている。

　ともあれ。

「総長！　総長！」

　えらく長い階段を上りきって天守閣に到とう着ちやく、司令室の扉とびらを思いっきり蹴けりあけて嫌凪は勢いこんで入室する。

「総長──ついに魔王が動きやがッ……」

　そして完全に硬こう直ちよくする。

　風通しのいい、木造の室内。教室ひとつぶんほどの面積だが、物がないおかげかそれなりに広く思える。総長が読みたがる雑誌や、興味をもった玩具おもちやなんかが無む秩ちつ序じよに転がっていて、まるで中学生男子の部屋みたいだが──まぁそれは置いといて、その部屋の真ん中でとても暑苦しい光景が展開していた。

　半はん裸らの男ふたりが向かいあっている。

　激しい運動をした後のようで、汗あせだく、湯気だく。

　ひとりは人間のものとは思えないくらい発達した筋肉が暑苦しい不動霧きり晴はる。もうひとりは引きしまった鍛たん鉄てつのごとき体たい軀くの総長・激流院潮静。ふたりは上半身だけ脱ぬいだ状態で睨にらみあい、呼吸は荒あらく、けれど扉を開いたまま凍こおりついている嫌凪に気づくと同時にゆっくりこちらを見てきた。

　視線があう。

「うぎゃあ！」

　嫌凪は思わず扉を思いっきり閉めた。

　混乱する頭を持てあましながら──深呼吸。

　顔を赤らめ、動どう悸きを抑おさえてから、自分が恥はずかしがる必要は何もないと気づいて、再び思いっきり扉を開くと怒ど鳴なった。

「って何やってんだコラァ────ッ！　非常事態だっつうのによぉーっ！」

「……どうした爆川、騒そう々ぞうしいな」

　すなおに不思議そうな表情で総長が小首を傾かしげている。相変わらず怪造学会本部にいたころの古風な服装ではなく、ラフな若者の格好をしている。もっとも例によって上半身は裸はだかで、下はとてもダサい小豆あずき色のジャージ。長い金色の髪かみの毛は後ろでまとめてくくっている。

「まぁいい。一息いれるとしよう、不動」

　総長が洗せん濯たくされたばかりの新しいタオルを手に取り、汗を拭ぬぐいつつ、早々と床ゆかに胡座あぐらをかいてしまった不動に呼びかけていた。その不動は応こたえもしない。

　まだ困こん惑わくしつつ、嫌凪は日当たりのいいこの部屋におっかなびっくり入っていく。

「……で、けっきょく、何やってたんだよ？」

　真っ昼間から。男ふたりで。半裸で。

「うむ」

　総長は豪ごう快かいにペットボトルの水を飲んでから、なんの抵てい抗こうもなく教えてくれた。

「不動にな、武術を教えてもらっていたのだ」

「ぶじゅつ？」

　思わず嫌凪は不動を見る。見て、指までさして悪態をつく。

「総長、こいつの戦い方は武術なんてお上品なものじゃねぇっすよぉ？」

「……あのな。おれは一応、ひととおり剣けん術じゆつやら拳けん法ぽうは齧かじってんねん」

　不動が悪態の仕返しとばかりに、まだ鉢はち金がねで隠かくされた目元でこちらを睨んでくる。

「どっかの山やま猫ねこと違ちごうてな、強くなるため努力を怠おこたったことはあらへんしな」

「あぁ？」

　こいつの言葉を聞くだけで、あらゆる思考が吹ふっ飛んでしまう。

「……喧けん嘩か売ってんのか殺さつ人じん鬼き？　お得意の武術とやらが俺に通じるか試ためしてみるか、あぁん？　俺だってなぁ、てめぇの数百倍は強くなろうと努力してるっつうの！」

「なら、おれはおまえの数千倍は努力しとる！」

「俺は数万倍！」

「数億倍！」

「数兆……倍！　やべっ！　兆の次の単位がわかんねぇ！」

「こらこら、やめい貴様ら」

　子供の喧嘩をしているふたりを見かねたか、無表情に呆あきれの色を混ぜた総長がぼやく。

「貴様らの強さを平等に俺は評価しておるよ。どちらが上ということもない。どちらも俺より優すぐれた技術を、そして強さをもっている。重要なところはそこだけだ……俺より強いならば、俺を導くことでさらに俺を強くしてくれる」

　拳こぶしを握にぎり、総長は独白のようにつぶやいた。

「強くならねば……俺は、少しでも、強くならねば」

　その声にも、表情にも、たとえようのない焦こげつきそうな熱さが滲にじんでいた。けれど──その珍めずらしい感情の発はつ露ろもすぐに消え、顔をあげた総長はもういつもの総長だった。

「ところで爆川、世間話をしている場合ではない──何かが起きたのだろう？　報告するがいい……何があった？」

「あ、うん」

　鋭するどい視線に射すくめられ、思わず姿勢を正してから嫌凪は迫せまりくる脅きよう威い……竜りゆうの軍団についての報告を始めた。
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　事態がだいぶ混迷してきたので、ここで少し整理してみる。

　今の状況──怪造学会、および世界の危機的状況がどこから始まったのか、嫌凪には断言できない。ずっと昔から何者かがこの状況をつくりあげるため陰いん謀ぼうを巡らせていたのかもしれないし、その可能性はかなり高いと思うし。

　ともあれ、明確に何かが切りかわった瞬しゆん間かんなら断言できる。

　怪造学会本部の崩ほう壊かいである。

　怪造学の中心にして中ちゆう枢すう、本ほん拠きよ地ちと呼ぶに相応ふさわしい伏ふく魔ま殿でん。その正確な位置を──実は嫌凪は知らない。毎回、ヘリコプターで運ばれる位置はころころ変わり、嫌凪が確かく認にんしただけで十数カ所。どういう仕組みになっているのか、そのどの場所から向かっても怪造学会本部と呼ばれる場所へジャンプできるのだ。

　次元や時空を歪ゆがませて本部の正確な位置を隠しているのだろう、と嫌凪は思う。世界各国から物好きな誰だれかまで、怪造学会本部は特別視され、あるいは危険視されてその位置を常に探さぐられていたから、まぁそれは仕方がない。

　周囲の状じよう況きようなどから、どこかの孤こ島とうにあるのではないかと嫌凪は推測していたが……何はともあれ、その怪造学会本部がつい先日、呆あつ気けなく崩壊してしまった。

　原因は、今をもってしても曖あい昧まいなままである。

　総長・激流院潮静および優ゆう秀しゆうな怪モン造ステ学イス者トたちが常に封ふう印いんしていた怪造学会最大の〝汚お点てん〟──それがあらゆる抑よく制せいから解き放たれ、復活したのが原因だと総長は語っていた。

〝汚点〟の正体については、嫌凪はそれほど詳くわしくない。

　いくつか承知している事実はあるが、どれも総長の説明で、それが事実だという証しよう拠こもない。総長は何か決定的なことを隠している気もするし、どうにも〝汚点〟については謎なぞが多すぎる。

　ただ、汚点が封印から逃のがれ──解放されれば世界と、怪造学会全すべてが危険に晒さらされるということだけは常々、嫌凪も言い聞かされていた。事実、汚点がこのたび復活したことで怪造学会本部は消しよう滅めつし、竜の軍団が大挙して襲しゆう来らいし、世界は危機に晒されているわけだが。

　同時に、総長は〝汚点〟を魔ま王おうと呼んだ。

　怪造学会本部の奥の奥、執しつ拗ように封印されていたあのちっぽけな〝汚点〟の男が──魔王？

　魔王とは虚界アンダカの支配者。あらゆる怪造モン生物スターの頂点に位置するもの。かつて嫌凪にとって重要な位置を占しめていた男──空井滅作を殺した最高位にして最悪の化け物。

　そのはずだった。その魔王が水すい晶しように閉じこめられていたあの〝汚点〟の男？　見た目はふつうの人間だったし、〝汚点〟＝魔王という図式がうまく嫌凪には飲みこめない。

　よくわからなくて問いつめたが、総長はあまり多くを語らないし、ひとまず丸まる吞のみで理解して怪造学会の残党は総長のもとに一いつ致ち団結──ともに行動していなかったら空中分解するところだったから、疑問を差しはさみにくくもあった。

　疑問は後へ後へと持ちこされ、状況への対応に手て一いつ杯ぱいになっていた。

　怪造学会本部が壊かい滅めつしてから、まず合流するまでが困難だった。

　防衛部長の高たか橋はし十とうを従えて行方不明になっていた総長が、有事の際には本拠地にするため建造されたらしい古頃に向かい、校長にして教育部長の宇宙木氷蜜と合流。ただそこで何か悶もん着ちやくがあったらしく、宇宙木は地ち下か牢ろうに投とう獄ごくされてしまった。

　その後、古頃の地下施し設せつを用いて総長が各地に呼びかけ、無事だった〈裏〉研究部ラビュリントスから研究部長の鬱うつの宮みや噓うそ、および拘こう束そくされていた不動霧晴が解放されて合流、ならびに執しつ行こう部員を率いて総長を捜そう索さくしていた嫌凪もつづいて、怪造学会本部の消滅と緊きん急きゆう事態の発生が残党となったみんなに伝えられたのである。

　嫌凪としては、当然、怪造学会本部を潰つぶして久渡貴乃子を殺した誰かをぶっつぶし、反はん撃げきして壊滅させることを望んだ。仲間が死ぬのは大だい嫌きらいなのだ。

　けれど、〝汚点〟の男──その時点で魔王と呼び名を変へん更こうされた敵に対たい抗こうするためには、〈裏〉研究部が開発し試作段階にまで完成させた最終兵器《独パン唱ドラ第・オ五ンリ番ーワン》、および空井伊依の協力が必要不可欠なのだという。

　なんでそこで伊依の名前がでてくるのか嫌凪には疑問だったが、滅作の娘むすめならば何かやらかしてくれるにちがいない、と希望を託たくした。ほんとうにほかに方法はないのか確かめもせず。今となっては反省しているし、後こう悔かいしているが、ともあれ、伊依は最終兵器に触ふれたまま今も意識を取り戻もどさない。

　嫌凪はそのときまで総長をそれなりに信しん頼らいしていたし、頼たよりにしていたし、仲間だとも思っていた。けれど伊依が目覚めないことで不信感を抱いだいてしまっている。この状況で互たがいに疑ぎ心しん暗あん鬼きになるのは避さけたかったのだが、どうも総長は怪あやしい。

　なんにせよ、敵である魔王はおろか、味方のはずの総長や、切り札である《独パン唱ドラ第・オ五ンリ番ーワン》も何もかも正体不明な煮にえきらない現状で、嫌凪は苛いら々いらしている。滅作が今や死人で、宇宙木が投獄されている現状、心の底から信用できるものがそばに誰もいない。己おのれがなんとかしなくてはいけないと思うが──どこから手をつけていいかわからない事態で、どうも頭が痛い。

　けれど、嫌凪は諦あきらめない。もう誰も殺させない。死なせない。

　最善の未来を、いつだって模も索さくしている。

　それは総長たちも同じだと──信じている。
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「最終兵器《独パン唱ドラ第・オ五ンリ番ーワン》は……」

　取り急ぎ、伊依を何とか目覚めさせるため、嫌凪は彼女が寝かされている古頃の地下牢へと向かっている。先頭に総長。つづいて嫌凪。やや遅れて面倒そうな不動という順番である。早足で進みながら、嫌凪がやや強めに問いつめると、総長は不承不承ながら最終兵器の理念についてのみ語ってくれた。

「構造上は、さして特異な代しろ物ものではない。呪じゆ具ぐ《監ＰＲＩ獄ＳＯＮ》や《王ＴＹＲ国ＡＮＴ》の延長上にある、呪具の完成形ともいうべき存在である」

「呪具……ねぇ」

　嫌凪はその最終兵器とやらを思いだし、曖昧に応こたえる。

「白い光にしか見えなかったっすけどね」

「本質は光だ。あらゆる呪具はな」

　よくわからないことを言う。

　総長は迷いのない足取りで駆かけながらも、淀よどみなく語る。

「怪造、あるいは怪消のときに《門ＧＡＴＥ》から立ちのぼる光──あれこそが現界カナイと虚界アンダカを繫つなぐ出口にして入口。あの光こそが接点なのだ。要はその光にどのような性質を付加するか……それこそが呪具研究の真骨頂ともいえる」

　そこらへんは管かん轄かつ外なので、嫌凪にはなんともいえない。嫌凪は実際、怪造学の研究などをあまりしたことがない、純じゆん粋すい培ばい養ようの執行部員なので、小難しい話になると途と端たんに弱い。黙だまって続きを聞くことにした。

「通常、その光を封ふうじこめるため特殊な宝石や、《門ＧＡＴＥ》などの原料となるアンダカストーンが用いられるのだが、最終兵器《独パン唱ドラ第・オ五ンリ番ーワン》はどんなものにも封じておくことができなかった。これは扱あつかいきれぬと判断し、一時は研究を凍とう結けつしていたのだが……呪具研究の権けん威いたる倉くら波なみ無な楽らくが興味をもってな、理論を進め、こうして試作段階にまでこぎつけたのだ」

　倉波無楽。《監ＰＲＩ獄ＳＯＮ》や《王ＴＹＲ国ＡＮＴ》もそうだが、どうにも聞いた名前が多すぎる。

　それらの名前の中心にいるのは伊依であり、これまで重ねられてきた古頃での事件である。否いな──それすらも巻きこむ、怪造学の大きな歴史の流れか。あらゆる研究は、事件は、何か大きな流れの一いつ環かんにすぎなかった。今回の、この現界カナイのかつてない危機──そこを目的として、嫌凪の目には見えない大きさで流れていた歴史なのだ。

　なんとなくそう思った。ならばその流れの中心にいるのは──。

　前を見る。

　総長か。

　あるいは、魔ま王おうなのか。

　思考は取り留めもなく、意味もなさそうなので嫌凪は首をふって考えないことにした。今はただ目の前に確実に迫せまりくる危機にどう対応するかが問題なのだ。

　総長もいつもながら言葉少なに、簡潔に喋しやべりつづける。

「最終兵器《独パン唱ドラ第・オ五ンリ番ーワン》の中ちゆう核かくを成すのは虜とりこの姫ひめ、あるいは魔の姫と仮か称しようされる存在である。これまで……すなわち倉波無楽が研究に参加するまでは、この虜の姫に直接どうにかして干かん渉しようできないかという思考に凝こり固まり、そこで研究が止まっていた。けれど虜の姫は悪あしき力により必要以上に厳重に隔かく離りされ、幽ゆう閉へいされている──虜の姫を怪造することは、魔王を怪造することよりも難しいかもしれぬというほどに」

「待った」

　嫌凪はよくわからなくて問うてみる。

「そのなんだ、虜の姫ってのは怪造モン生物スターなのか？」

「厳密には……異なる」

　総長はなぜか言いにくそうに顔をしかめた。

「あれは虚界アンダカの異物だ。唯ゆい一いつの──異物だ。だからこその最終兵器、だからこその魔王への唯一の対たい抗こう手段となりうるのだ。……ともかく」

　あまりその姫とやらについては言げん及きゆうしたくないらしく、早々に彼は話を戻す。

「虜の姫が虚界アンダカに存在する以上、その性質は虚界アンダカの条理に添そうし、基本的に扱いは怪造モン生物スターと同じだと考えてもいい。ほかの怪造モン生物スターと同じように、正しいその居場所を探しだし、手で触れて、引きずりだせば──当然、怪造される。この世界に」

　またも、どこか総長は不思議な表情になる。苦痛を堪こらえるような。

　けれど、すぐにその儚はかない感情も零こぼれ、彼はいつもと同じ無表情へと還かえってしまう。

「ただし、前述のとおり虜の姫は執しつ拗ように幽閉されており、近づくことすら叶かなわない。彼女を隔離している無数の妨ぼう害がいや牢ろう獄ごくを突とつ破ぱし、怪造するのは限りなく不可能に近いのだ。ゆえにその研究は凍結されることとなったのだが……」

　話が戻もどってきた。そこで倉波無楽が何か解決法を考えだしたのか？

「無知とは恐おそろしいもので、時に常識や経験に縛しばられたものどもを超ちよう越えつした意見を弾はじきだす。最終兵器や虜の姫について何も知らなかった倉波は、ただ呪具研究の基本に忠実に、ひとつの提案をしただけだ。だが……それが突とつ破ぱ口こうになったのだな」

「倉波はなんて？」

　気になった。あの男、言いたいことはずけずけ言うタイプに見えるから、たぶん何の遠えん慮りよもなく発言したのだと思うが。

　総長は神しん妙みように、倉波の言葉をなぞる。

「『牢屋ごと引っこ抜けばいいでしょう？』……とな」

　なんつった？

「呪具とは」

　総長は戸と惑まどう嫌凪に、丁てい寧ねいに説明をつづけてくれる。

「虚界アンダカの性質を切りとり、《門ＧＡＴＥ》や《監ＰＲＩ獄ＳＯＮ》などのかたちで固定したものだ。切りとられた虚界アンダカの性質は光のかたちで顕あらわれ、我々はそれをあらゆる手段で現界カナイに留めおく。そう、虜の姫を怪造しようとしてはいけなかったのだ。それはあらゆる手段で妨害されている。牢屋に、彼女は閉じこめられている。ならば牢屋──彼女を閉じこめている概がい念ねんごと引っこ抜けばいいとな、まぁ、そんなかんじの理論を倉波がまとめて提案した」

「えぇと……？」

　どういうことだ？

　物わかりの悪い聞き役をとくに叱しかりもせず、総長は目を細めて何かを考えていた。やがて腕うで組ぐみすると、地下へと向かう階段を下りながら言葉をつづけてくれる。

「つまり、虜の姫を閉じこめている牢屋をまるまる虚界アンダカから切りとって、呪じゆ具ぐ《独パン唱ドラ第・オ五ンリ番ーワン》として現界カナイに留めおいたのだ。牢屋のなかには当然、虜の姫がそのまんま入っているから、あとは煮にるなり焼くなり好きにすればいいという──そういう思考だな」

「でも待ってくれよ」

　嫌凪はひとつ違い和わ感かんをおぼえる。

「まぁ理論はいいよ。怪造学はいろいろ観念的な訳のわからん法則だらけだから、仕組みは丸まる吞のみで納なつ得とくするよ。いいよ、牢屋を切りとれば姫さんもいっしょについてくる、それはわかったし、たぶん何とかして成功させたんだろうけど……でも、まだ姫さんは牢屋に入ったままだろ？」

「うむ」

　あっさり肯こう定ていされた。嫌凪は困こん惑わくする。

　そして情けなく思いながらも、理解が遅おそい自分を恨うらみつつ、小学生のように質問ばかりを重ねていく。

「えぇと……よくわかんねぇけど、牢屋に入ったままだと意味ねぇんじゃねぇの？　最終兵器《独パン唱ドラ第・オ五ンリ番ーワン》って呪具に牢屋ごと封ふう入にゆうされた虜の姫、その状態でその魔王に対抗する力とやらを発揮できんのか？」

「うむ。そのままでは無理だ」

　またも、簡単に頷うなずかれてしまった。いや無理って、起動できない最終兵器ならそれは宝の持ち腐ぐされではないのか？

　けれど総長は、啞あ然ぜんとする嫌凪に淡たん々たんと言ってくる。

「虜の姫を虚界アンダカから確サル保ベージできただけでも、まぁ意味はあるのだ。それだけ魔ま王おうにとって虜の姫の存在は重い。今ごろ半はん狂きよう乱らんになって取り戻そうとしているだろう──事実、いきなり最強の竜りゆうの軍を送りこんでくるなど、冷静ではない」

　魔王のことを熟知したような、どこか親しみすらおぼえる口調だった。

　嫌凪は何かを尋たずねようと思ったが、疑問が言葉になる前に総長はつづける。

「ともあれ、たしかに牢ろうに囚とらわれたままでは虜の姫はその真の力を発揮できない。ゆえに現在、空井伊依を彼女のもとへ送りこんだわけだが」

「そこで、なんで伊依ちゃんなんだよ？」

　嫌凪は不ふ審しんの目を総長に向ける。滅作の娘むすめ。まだ十代の、未来がいくらでもある少女──伊依を生け贄にえのように使い捨てにするつもりなら、世界なんてどうでもいい、今ここで嫌凪が総長を殴なぐってでも止める。伊依が最終兵器に触ふれる前に止められなかった。だから遅すぎるかもしれないけれど、今ここで。

「爆川、どうして最終兵器がパンドラ・オンリーワンという名前だかわかるか？」

　怒ど気きを膨ふくれさせる嫌凪に気づいているのか、いないのか、総長はそこで気が抜けるように話題を跳ちよう躍やくさせた。はて、と嫌凪は拳こぶしをおろして当とう惑わくする。

「なんでって──」

　言われても……虚界アンダカの地名や怪造モン生物スターの名前は発見者が一定の規則に基づいて思うがまま決めるのだから、なんでと問われても適当じゃね？　としか応こたえられないのだが。

「パンドラとは」

　総長は遠い目をしていた。たまに彼が見せる、永く生きすぎた老人のような表情だ。

「ギリシャ神話に登場する、罪深い女だ。彼女は全知全能の神にひとつの箱を与あたえられ、絶対に中を覗のぞいてはいけないと言い聞かされる。それを開けないかぎり人類は幸福になれると言い含ふくめられていたのに、パンドラは人類のことなど考えず、個人的な好こう奇き心しんからその箱を開けてしまう」

　何かに似ていた。その生き様。

　危険だというのに。人類に不幸しかもたらさないかもしれないのに。

　好奇心から未知に手を伸のばし、禁断の箱を開いてしまう。

　まるで怪モン造ステ学イス者トのよう。

「瞬しゆん間かん、箱からは無数の害悪が飛びだした」

　予定調和のような、破は滅めつ。

　当然の、罰ばつ。

「病苦、嫉しつ妬と、怨えん恨こん、恐きよう怖ふ……それら無数の害悪は人類に取り憑つき、呪のろいとなり、永遠に消えぬ罰となった。だから我々は、今でもそれらの害悪に苦しめられている」

　まぁ神話なのだから、実話ではないのだろうが。

　嫌凪は思いつつ、ただ総長の語りに耳を傾かたむけた。

「けれど唯ゆい一いつ、パンドラが慌あわてて箱を閉じたおかげで、外にでなかった害悪がある……最後にして唯一の、封ふうじられた害悪、ラプラスの魔──それが何だったかわかるか？」

「え」

　そんなこと尋ねられても、学のない嫌凪にはわからない。ギリシャ神話なんて聞いたこともないし。困っていると、総長はとくに焦じらしもせず答えを明かした。

「予知だ」

　最後の害悪。唯一の封ぜられし害悪。

　予知？

「予知とは、予あらかじめ知る、と書く。未来を予め知ること。己おのれがどう生き、どう死ぬかがわかってしまうこと……この害悪を封じたことにより、我々は未来に希望を抱いだき、生きていくことができる。その他たのあらゆる害悪に苦しめられても、絶望せずに」

　それが──。

　最終兵器《独パン唱ドラ第・オ五ンリ番ーワン》と何の関係があるというのだろう。

　パンドラの、オンリーワン。パンドラの箱に、唯一、残された害悪？

　それが最終兵器？

　予知の力？

「予知とは、すなわち未来視、そして予言……それらの異能を専売特許とする一族がいる」

　どくん、と心臓が跳はねた。

　いつもいつも、重要なところでその名前がでてくる。

「寂じやく憐れん院いんの血統」

　総長は、当たり前のようにつぶやいた。

「虜とりこの姫ひめは初代だ。寂憐院の始祖──未来視の血統、その元祖。彼女の力を利用することから最終兵器は名づけられた……パパンンドドララの箱・のオ唯ン一リのー害ワ悪ン──とな」

　けれど。

　またも根本的な疑問に、嫌凪は襲おそわれる。

「虜の姫は、怪造モン生物スターのようなもんなんだろ？　寂憐院の血統って……始祖って、何年前、何百年前かわかんねぇけど、そいつぁ生きてた人間だろ？　なんで……そんな、怪造モン生物スターに、虚界アンダカに、え？　わかんねぇ、何かでっかいこと隠かくしてねぇか、総長？」

「俺が語らないことは、知る必要がないことだ」

　総長は言い捨てて、ついに地ち下か牢ろうの区画におりる。

　無数に並んだ扉とびら。饐すえた臭におい。お世辞にも良い環かん境きようとはいえない。

　通りかかったひとつの牢のなかで、宇宙木が寝ねているのが見えた。まだ昼なのに、世界の危機なのに、余よ裕ゆうで寝ている。天上天てん下げ唯ゆい我が独どく尊そんもここまで貫つらぬけば潔いさぎよい。

　まぁ我が道をいく校長先生は置いといて、目的の場所、伊依がいまだ意識を失って寝ているはずの奥の独どく房ぼうへと向かう。独房。そう、これは立派な監かん禁きんである。また忘れかけていた怒いかりがふつふつ湧わいてきて、嫌凪は繰くりかえし同じことを尋たずねる。

「なんで伊依ちゃんなんだよ」

「彼女が寂憐院の血統だからだ」

　なんで道を渡わたったのか、信号が青だったからだ、くらいの当然のように応えられた。

「研究部によると、寂憐院の血統のものは虜の姫を解放させる可能性が高いらしい。ふつうの人間なら最終兵器に触れても弾はじかれるだけだが、虜の姫を隔かく離りしている牢屋のシステムを解かい析せきしたところ──寂憐院の血統のものなら、牢屋のシステムがうっかりその人物を虜の姫と間違えて、同じく閉じこめてしまうはずだ、と結論がでてな。虜の姫と同じ牢のなかに入ることさえできれば、彼女を説得するなりなんなりして外にだすことができる、と思われた」

　らしい、とか。はずだ、とか。思われた、とか。

　希望的観測ばっかりじゃないか。

　そんな曖あい昧まいな理由で──伊依を、何があるかわからない虜の姫の牢ろう獄ごくに送りこんだのか？

　おまけに。

「牢のなかって、それじゃ伊依ちゃんも出れないじゃん。すごい突とつ破ぱしにくい牢なんだろ？　虜の姫といっしょに閉じこめられて、こっちに帰ってこられなく……あぁっ!?　だから伊依ちゃん目ぇ醒さまさないのか！　閉じこめられてんじゃね!?」

「うむ」

　うむとか言いやがった。もう殴なぐろうかこいつ。

　拳こぶしを握にぎる嫌凪の正面、総長がまったく良心のない口調で断言した。

「だからこそ、死にものぐるいで外に出ようとするはずだ。どんな方法を用いても牢屋を突破してな……牢屋が突破されれば、虜の姫もいっしょにでてくるという──、痛い」

　殴りました。

　なんで伊依にほとんど説明もせず最終兵器と触ふれさせたかと思ったら、こういう理由か。何もわからないまま閉じこめられたら、それは誰だれだって不安になって出ようとする。これが今、嫌凪が説明されたような内容を聞かされたあとだったら、意地でもそんな牢屋に望んで入ろうとはしないだろうし。詐さ欺ぎである。というか──罠わなか。

　ともあれ、だいぶ状じよう況きようが摑つかめてきた。

　魔ま王おうが攻せめてくる（汚お点てんの男＝魔王？　釈しやく然ぜんとしない）。

　それに対たい抗こうするには虜の姫の力をつかうしかない（予知の力？詳しよう細さい不明）。

　虜の姫は寂憐院の血統、というか始祖で、同じく寂憐院の血統をもつものは虜の姫を閉じこめている牢屋がシステムを誤作動させ、閉じこめてしまう（伊依の肉体は無事なことから考えて、どうも呪じゆ具ぐ《王ＴＹＲ国ＡＮＴ》と同じように精神だけ飛ばされるらしい）。

　伊依が帰ってくるには虜の姫と協力するなり何なりして外にでるしかない（そんなことが可能かどうかも不明）。

　牢屋が突破されたら、虜の姫もいっしょにでてくるから、その姫の力をつかって魔王をやっつけるのだ（虜の姫が協力してくれるかは不明。いっしょに出てくるかどうかも不明）。

　……というかんじらしい。

　不明な事じ項こうとか希望的観測が多すぎて嫌凪は泣けてくる。

　こんなあやふやな手段に頼たよるしかないなんて、現状は思ったより悲ひ惨さんなようだった。

「なんでよぉ……」

　嫌凪は歯は軋ぎしりし、ただ思いの丈たけを吐はきだす。

「ちっちゃな女の子に、無理やり重いもん背負わせてよぉっ……」

「空井伊依がだめなら次は俺が行く」

　総長が──不意に、鋭するどく告げた。

「俺も虜の姫に近しい。亜あ流りゆうだが、寂憐院に近い──可能性はないでもない」

　そしてこちらを見てくる。その瞳ひとみにふざけたところはまったくない。否いな、彼は最初から最後まで大真面目まじめだった。口調も、表情も、何もかも……怖こわいくらいに真しん剣けんだった。

　誰よりも、あやふやな希望に縋すがるしかない現状を憂うれいているのは──。

「その次は爆川、貴様だ。貴様の出生は不明だが、出所は寂憐院の血統を何人か飼っていた虚こ島じまの研究所と聞いている……貴様にも寂憐院の血が混じっている可能性がある。限りなく低いがな……その後は、仇あだ祭まつり 遊ゆうか、ヴェクサシオンか。どちらもかつて事件を起こした危険な存在だ──保険のつもりで生かしておいたが、あれらに頼るのはできるだけ避さけたいのだが」

　古頃の最初の校舎を潰つぶした仇祭遊と、何人もの怪造モン生物スターを殺して禁きん忌きと呼ばれたヴェクサシオン。彼らを狩かること、処しよ刑けいすることを総長があまり積極的に行わず、また時には弁護したりしていたのも、全すべてこのときのためか。

　寂憐院の血統にしか干かん渉しようできない最終兵器──《独パン唱ドラ第・オ五ンリ番ーワン》。

　それを起動させ、いずれ魔王が攻めてきたとき、対抗するために。

　仇祭遊は父親が寂憐院孤独ひとり。彼が母親の連れ子だった場合はアウトだが、寂憐院の血統である可能性はある。

　そしてヴェクサシオンも──。

　嫌凪にとってヴェクサシオンの研究は他人ひと事ごとではないので、あまり考えたくないのだが、人工の魔王──狂きよう気きの研究に使いつぶされた哀あわれな子供の名前は、そういえば寂憐院といった。

　彼らも可能性だろう。けれど頼るには危険な可能性だった。遊は更こう生せいしたように見えるが、かつて事件を起こした事実は消えない。強大な力……最終兵器を託たくすのは危あやぶまれる。ヴェクサシオンは言わずもがなである。

「可能性が高いものから試ためすのが道理だ」

　総長がぽつりとつぶやいた、それが彼の本心なのか、どうなのか──嫌凪にはわからない。けれど、それが彼の心の底からの願いだと信じたかった。

「危険に晒さらされるものは少ないほうがいい。空井伊依には申し訳ないと思うが……信じるしかない。彼女がもし失敗しても、無む駄だにはしない。必ず」

　これまで、怪造学会を支えてきた男。

　華きや奢しやなこの背中に、これまでいくつの死を、哀かなしみを背負ってきたのだろう。それでも潰れずに、強く前を見て、彼らの悲劇を無駄にしないよう突つき進んできた──激流院潮静。

　嫌凪は信じたいと思った。

　彼を信じて死んでいった、これまでの怪モン造ステ学イス者トたちのためにも。

「なぁ、総長さん」

　伊依が収しゆう監かんされている独どく房ぼうに辿たどりつき、扉とびらに手をかけた総長に、嫌凪は呼びかける。この部屋だけ扉には格こう子しが嵌はまっておらず──中の様子は窺うかがいしれない。

「久渡、な」

「…………」

　総長は微び動どうだにしなかった。眉まゆを動かしもしない。

「あんたのことを信じてたぜ。たぶん最さい期ごまで。あいつな──」

　ここで、嫌凪が言うのもどうかと思ったが、彼女が浮うかばれないとさぞ喧やかましい幽ゆう霊れいになると思われるので、代わりに。

「あんたのこと、世界でいちばん愛してた」

　うむ、と総長は頷うなずいた。この顔はたぶん気づいてもいなかったのだろうけど、それに呆あきれもせず、嫌凪は本心を宣告した。

「俺はべつにあんたを愛してねぇけど、あんたのことを信じたいよ」

　怪造学会の仲間を。仲間たちが信じてついていった、怪造学会総長を。

「…………」

　総長はこちらを見て、やはり笑えみを浮かべもせず、真しん摯しに頷いた。

「うむ」

　そして扉に手をかけて、独白しながら思いっきり開いた。

「信しん頼らいを裏切りはせぬ。決して」

　その扉の向こう──。

　絶望的な状じよう況きよう。迫せまりくる最強の竜りゆうの軍団。正体不明の魔ま王おう。起動もできない最終兵器。久渡を欠き、統とう率そつに歪ひずみがでて空中分解しそうな怪造学会。何も知らない一いつ般ぱん大衆、国家、政府。何もかもが最悪な方向へ行きそうな現状に──。

　まるで気づかないように、のほほんと。

　しゃこしゃこしゃこ。

「ん？」

　部屋の奥。ここは厳密には牢ろう屋やではないので、設備のいいそれなりに広い部屋。用意された洗面台の前、空井伊依がふつうに起きて歯は磨みがきをしている。

　しゃこしゃこしゃこ。

「…………」

「…………」

　思わず総長も嫌凪もまとめて絶句する。無言でついてきていた不動もたぶん同じだろう。気が抜ぬけるというか、間が悪いというか、吞のん気きすぎる。こちらの心配をよそに、ふつうに目覚めているうえ、歯磨きしているし、おまけにその格好が──。

　花はな嫁よめ衣い装しようだ。

　真っ白な、見み目め麗うるわしい乙女おとめの戦いくさ装しよう束ぞく。最高の晴れ舞ぶ台たいのため用意された華はなやかで愛らしいウエディングドレス。頭には色とりどりの花が鮮あざやかなヴェール。たしかに気絶したときは古頃の体操服を着ていたと思ったのだが、なんでこんな非日常な格好をしているのか。

「あ、おひゃよ……がぶっ、ぺっ」

　歯磨き粉だらけの口が気になったのか、コップの水でゆすいで、いつも結ゆわえている髪かみの毛を真まっ直すぐにおろした別人のような伊依は首を傾かしげた。

「おはようございます。あ、えぇと……今何時？」

　その質問に、誰だれも応こたえられない。

　質問はこれでいいのかと思ったが、嫌凪はとりあえず尋たずねたいことを言葉に代える。

「あの、伊依ちゃん。その格好──何？　いや、可愛かわいいけど、なんで花嫁衣装？」

「あ、これ、爆川さんも何だかわからないの？　どうしたもんかな」

　じゃっかん恥はずかしそうに、手て袋ぶくろまできっちり嵌はめた彼女は生き地じをつまむ。

「魔姫さんなんだけど……」

　まきさん？

　誰？

　言葉もなく固まっている役立たずな大人三人を不思議そうに眺ながめ、伊依は顔をぴしゃぴしゃ洗う。そして、これまた用意されていたタオルで水気を拭ぬぐい、困ったように首を傾げた。

「えぇと……適性検査は、合格かな？　といっても、魔姫さんと仲良くなっただけだし……よくわかんないんだけど、あの、これから何すればいいの？　えぇと、みんな硬こう直ちよくしてないで誰か喋しやべって！　あたし状況がよくわかんないよ！」

　そんなこと言われても、嫌凪にだってよくわからないのだが。
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「…………」

　曖昧な視覚──皮膚感覚にちかいそれで、魔姫は部屋に闖ちん入にゆうしてきた面々を眺めた。どうやら自分はこちらの世界、現界カナイでは光の粒子として表現されるらしく、現在も花嫁衣装に見えるかたちに固定されているだけで、それは擬ぎ態たいともいえた。

　本質は光である。体操服姿の伊依の上から、ウエディングドレスのかたちに重なっている光。表面だけでなく、もしかしたら己おのれという光は伊依の内面──心の内側まで侵しん蝕しよくしているかもしれない。自分と彼女はあまりにも魂たましいの色が、波長が同調しすぎる。互たがいが互いに影えい響きようされて、歪んでしまう。

　伊依にとってはお酒を飲むくらいの些さ細さいな変化だろうが、それでも酔よえば思考は虚うつろになり、感情が増加され、あまり良いことはないのだし──彼女に迷めい惑わくをかけるのは魔姫としても本意ではないのだが、先ほど伊依自身に説明したとおり、魔姫はこのかたちでしか現界カナイに存在できないようだ。

　己がどんなものになってしまったのか、魔姫は感覚的、本能的にしか把は握あくできない。

　目の前の彼らは──怪造学会の幹部だと、伊依と同調した部分の知識でわかる。彼らは魔姫のことをどれだけ把握しているのだろうか？　自分の有用性を、危険性を、どこまで熟知したうえで、何をさせるつもりなのだろうか？

　魔姫にはわからない。もとよりあまり自主的に行動する性格ではなかった。

　流されて、流されて。

　ただ生かされて、死ねずに、生かされて……。

　気づけば失敗と不幸と、哀かなしみの底から逃のがれられないようになっていた。自分だけなら、それで良かった。いいのだ、自分など……それで相応なのだ。けれど。

　目の前で、伊依に何やら説明をしている黄金色の男を、魔姫は見つめる。

　あなたは。

　そうなるべきでは──なかったのだ。

　だから、魔姫は終わらせるために生まれて初めての勇気をだした。終わったと思っていた。全すべては最悪のかたちに結実したまま、熟した地じ獄ごくはそのまま永遠につづくはずだった。けれどちがっていた。何も終わっていなかった。まだ彼は憎ぞう悪おしていた。まだ彼はそんな彼と戦っていた。魔姫は、それに耐たえられない。

　いいのだ。彼らは、戦わなくても、傷つかなくてもいいのだ。

　だから、終わらせる。

　今度こそ、ぜんぶ──完全に、終わらせる。

　魔姫はそのために現れた。

　伊依には、申し訳ないと思っている。

「…………」

　また、自分とは関係ないひとを、自分の不幸に巻きこむ。罪深い──女。

　総長はこちらに気づいているのか、いないのか、あくまで淡たん々たんと説明をしている。喋りたくもあったが、何と言っていいかわからず、また罪悪感もあり──魔姫はひたすら押し黙だまっている。詳くわしい情報が知識として得られたのは、幸いに思う。

　現在、復活した魔ま王おうが、総長──激流院潮静を殺すためにまず竜りゆうの軍団を送りこんできたらしい。竜たちはもうじき到とう着ちやくし、古頃を、この町を、完かん膚ぷ無きまでに破は壊かいするだろう。総長が殺されたら、あとは現界カナイの全てが滅ほろぼされる──とか。

　当然だろう。魔王はこの世界を憎にくんでいる。

　世界よりも総長のほうを多く憎んでいるから、今は総長を優先しているけれど──彼が死ねば、魔王の怒いかりは世界へ向かう。ここで食い止めなくてはいけない。

　魔姫もそれは同意だった。そのために、己の力を使いたいなら使えばいい。

　今度こそ、終わらせる。

　怖こわいけど、不安だけど、……終わらせるのだ！

　伊依には。

　申し訳ないと思っている。

　でも、彼女だって、世界が滅ぶなんてこと望まないはずだ。戦うのは、怖いはずだけど──たぶん、協力してくれるはずだ。彼女は良い子だ。自分に髪かみ留どめをくれて、牢ろう屋やをでるのを手伝ってくれて、諦あきらめそうだった魔姫を勇気づけてくれた。彼女がいなければ、魔姫は永遠にまた泣き暮らし、あの牢屋で虜とりことなりつづけていただろう。

　彼女には感謝している。

　だからこそ、申し訳なさも募つのる。

　けれど──。

「嫌です。戦いたくありません」

　伊依がまさか総長にそんなことを言うなんて思わなかったから、魔姫は──そして、その場の全員が、一様に呆ぼう然ぜんとした。

　あれ？

　あれれ？
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　総長の言い分は簡潔だった。論理的で、単純明快だった。

　曰いわく、魔王が復活し、その尖せん兵ぺいたる竜の軍団がこの夢ゆめ追おい坂ざかを、古頃を、総長を目指して現在進行形で飛来してきているという。総長を殺したら竜たちは今度は世界を狙ねらう。ふつうの人々に怪造モン生物スターへ対抗する手段はないから、そうなれば世界の終わりだ。

　けれど、希望はあるのだという。

　それこそが噂うわさの最終兵器《独パン唱ドラ第・オ五ンリ番ーワン》。

　伊依がそれを使って戦い、見事に竜の軍団を倒たおせば、みんな助かる。世界も救われる。大団円で、素す晴ばらしい。

　わかりやすい構図だった。わかりやすすぎて、気味が悪い。

　いいだろう。どうして竜の狙いがわかるのかとか、最終兵器とはけっきょくどんな効果のものなのだとか、いろいろ疑問があるが、とにかく大きな構図を丸まる吞のみで納なつ得とくしたとしよう。

　世界を救う方法が、伊依がその得体の知れない最終兵器とやらで戦うことしかないのだとしたら、断るなんてことできはしない。天てん秤びんにかけられているのは世界の人命なのだ、それと釣つりあう理由なんかそうそうない。

　流されて、用意された役割を果たして、成功させて万ばん々ばん歳ざい。

　いいだろう。そういう未来があるのもいいだろう。

　けれど、伊依は嫌だった。

　どうして。

　どうして自分なのだ。

　伊依は今、自信を喪そう失しつしている。流されるままに魔姫の牢屋に入って、どうも巧たくみに適性検査だったらしい魔姫との会話もこなし、彼女を外にだすことにも成功した。けれど、そこに伊依の意思はない。なるようになっただけだ。彼女を外にだすことが良いことなのか、悪いことなのかもわからないまま、怪造学会の思おも惑わくどおりに行動してしまったのがむしょうに怖かった。

　彼らは──自分に何をさせるつもりなのだろう？

　こんな自分に！

　助けられなかった。目の前で、友達になれるかもしれなかった少女を死なせた。その前も、たいせつな怪造モン生物スターを焼き殺されて、何もできなかった。クラスメイトたちは魔ま王おう杯はいでばたばたと倒れていった。親友の香か美みも片足を失った。空蟬寮は消えていった。桃子も見つからない。夢なんか壊こわれかけだ。理想なんか──重いだけになっている。

　父も、いなくなった。

　丸まる裸はだかで、何もわからない、今の弱い空井伊依に、何を期待するというのだ。

　また、どんな酷ひどい目に遭あわせるつもりだ。

　また、何を喪うしなわせるつもりだ。

　何もしなければ。

　何も変わらないのだ。

　もういい。もう嫌だ。理想を追って、そのたびに挫ざ折せつして、繰くりかえして、苦しみつづけるのは嫌だ。痛いのも、哀かなしいのも、嫌だ。潰つぶれてしまいそうだ。そんなに強くないのだ。最初から無理な夢だったのだ。過か酷こくな現実を知らず、甘っちょろい理想を垂れ流して、それでいったい誰が救われたというのだ！

　意味などなかった。痛いだけだった。心も身体からだも、傷ついただけだった！

　もう嫌だ！　何もしたくない！

　そうだ！　自分は何もしたくないのだ！

　何かしなきゃ、何かしなきゃって急せきたてて鼓こ舞ぶしていたけど、ほんとうは目を瞑つぶってうずくまっていたかったのだ！　そうして伊依が怠なまけると、うるさい父が口くち喧やかましくするから、何かしてるふりをしていたけど、彼はもういない！

　誰も伊依に期待しないでほしい！　何も求めないでほしい！

　何もできない！　何も守れない！　何も救えない！

　もう喪いたくない！　傷つきたくない！　何も──したくない！

　伊依は叫さけんだ。駄だ々だをこねた。そんな自分──父を含ふくめた様々なものに守られていなければ、立っていられない自分。寂憐院の座ざ敷しき牢ろうで、ずっと膝ひざを抱かかえて泣いてばかりいたころに逆ぎやく戻もどり。弱い、ほんとうの空井伊依の登場だ。みんなたぶん幻げん滅めつした。それでいい。最初から期待なんかされたくない。使えない子供と思われた。そうなのだ。天才じゃない、救世主じゃない、弱い──弱い子供なのだ、自分は！

　空井伊依はその程度の、下らない存在なのだ！

　最終兵器で恐おそろしい竜りゆうの軍団と戦い、世界を救う？　そんなの、分不相応だ！

「戦うなんて……できないです」

　気持ちをそのまま吐はきだし、相手の反応が怖こわくて──伊依は俯うつむいたまま泣きじゃくる。泣いて、許してもらおうと思った。そんな怖いことは他ほかのひとにやってもらいたかった。戦うって、その意味がちゃんとわかっているのだろうか。戦うってことは、傷つけあい、奪うばいあい、殺しあうことだ。伊依はもう痛いのも喪うのもたくさんなのに！

「ごめんなさい……ごめんなさい……嫌いやです……嫌……許して……ごめんなさい……」

　空気が冷えた。伊依は、次の瞬しゆん間かん──無む慈じ悲ひな誰かの声を聞いた。

「勘かん違ちがいするな！」

　それは鋭するどい、よく響ひびく──怪造学会総長、激流院潮静の怒ど号ごうだった。

「これはお願いではない、命令だ──空井伊依。ただ今より貴様は最前線へ向かい最終兵器《独パン唱ドラ第・オ五ンリ番ーワン》で戦い、この世界を救うのだ。貴様にしかできんのだ。貴様がやらねば全すべてが終わるのだ。それがなぜわからん？　馬鹿者が！」

「嫌──」

「嫌だ嫌だと言っても現実は何も変わらんぞ！」

　嫌だ嫌だ嫌だ嫌だ。

　もう嫌だ。ぜんぶ嫌なのだ。

「総長……」

　嫌凪が進みでて、自分のそばに立ってくれたのがわかった。耳を塞ふさぎ、目を瞑り、ひたすら嗚お咽えつを零こぼす自分を、彼女はどんな目で見ているだろう？　でも、彼女なら──たぶん、優しいから、許してくれる。戦えなんて、酷いことは言わないはずで……。

「もういい、俺が引きずっていく」

　え？

「は、はぜかわさっ……」

　腕うでを強く摑つかまれる。引っぱられ、立たされる。抵てい抗こうは無意味だった。顔をあげて見ると、嫌凪はこちらを睨にらんではいなかった。ただ哀しそうだった。唇くちびるには血が滲にじんでいた。総長を見た。彼も怒おこってはいなかった。悔くやしそうだった。

　だからって。

　だからって。

「伊依ちゃん、伊依ちゃんが戦わなきゃたくさんひとが死ぬんだぞ」

　嫌凪はまわりくどい言いまわしはつかわなかった。その言葉は、簡素だからこそ理解が容易たやすく──同時に胸に深く浸しん透とうしてきた。

「ひとがたくさん死ぬってどういうことだかわかるか？　それはとてもとても嫌なもんなんだぞ。すっげぇ、何の救いもない……嫌なことなんだぞ」

　だからって！

「空井伊依」

　総長が、真まっ直すぐにこちらを見てきた。そして淡たん々たんと告げてくる。口車に乗せてやる気にさせるとか、必死になって懇こん願がんするとか、子供だから甘やかしてくれるとか、そういうのではなく──ただ、思ったことを口にしただけのような、素そ朴ぼくな言葉だった。

「苦しみを取り除く唯ゆい一いつの方法は自ら苦しみと闘たたかい、撲ぼく滅めつすることのみだ。我が慢まんして、見ないふりをするだけでは何も変わらんぞ。戦いたくない？　傷つけたくない？　自分の手を汚よごしたくないだけの甘えを──そんな綺き麗れいな言葉で飾かざるでない！」

　甘え。

　だって、もう──嫌だから、だって。だって。

　心のなかで繰くりかえしたが、総長の言葉に反論できるだけの立派な論理は展開できなかった。

　甘え──甘え。

　伊依は、荒あらぶる感情の波の隙すき間ま、ちらちらと見えている煌きらめきを注視する。

　夢。理想。怪造モン生物スターは友達。人間と怪造モン生物スターが仲良く暮らせる世界をつくる。

　だから、怪造モン生物スターとは戦いたくない？

　自分の手を汚したくないから、怪造モン生物スターとは戦えず、救えるかもしれなかった多くの命を見殺しにする？

　それは、夢とか理想とかの綺麗な言葉では飾れない、……そうだ。甘えだ。

　けれど。

　嫌だ。何で自分なのだ。どうして自分がやらなくてはいけないのだ。

　様々なひとの顔が浮うかんだ。

　魅み神かみ香か美み。仇あだ祭まつり 遊ゆう。戦たたか橋はし舞まい弓ゆみ。虚こ島じま罠わな奈な。美み咲さき次じ郎ろう花はな。魑ち魅み寺でら屍かば丸まる。駒こま崎ざき学まなぶ。みんな死ぬ。死んでしまう。頭のなかで血の色が弾はじける。みんな死ぬ？　どうして？　どうして彼らが死ななくてはいけない？

　死ぬ。

　守れなかった、死なせてしまった、伊依を弱くした──嫌な、けれど心のなかに重く残っている誰かの顔が浮かんだ。

　志し田だ桐ぎり涼すず女め。

　彼女と、そういえば──約束したのだ。

　香美と、ずっと友達でいるって。幸せにするって。約束するって。

　噓うそはつかないって。

　今は噓でも、ほんとうにしちゃえば、時空を超こえて噓は噓じゃなくなるって。

　偉えらそうに、死んでしまった彼女に──約束したのは誰だれなのか。

「う……ううっ……うぅうっ」

　伊依は泣きつづけた。答えはでなかった。助言をくれる父も、支えてくれる友もそばにはいなかった。過か酷こくな現実と、最終兵器のウエディングドレスと、世界を守るために戦っている偉い大人ばかりが周りにいた。

「泣くのもいい」

　総長が、誰に言ったのか──伊依と、花はな嫁よめ衣い装しように視線を向けて、つぶやいた。

「けれど泣いて泣いて泣き終えたら立ちあがり、戦って、今度は泣かないように努力するのが人間だ。空井伊依、貴様が立ちあがるのに俺はあえて手は貸さぬ。涙なみだも拭ぬぐわぬ。だがせめて顔をあげ、泣いているうちに──目を逸そらしているうちに、己おのれの周りから喪うしなわれるかもしれないものの多さに気づくがいいと、忠告だけしておこう」

　最後まで励はげましも、慰なぐさめもない、だからこそ──真しん摯しだと思える声だった。

「勝ってこい」

　その言葉に、伊依はとりあえず、せめて顔をあげることにした。

　涙はまだ、止まらない。
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　…………。

　いくつもの目が、それを目撃し──次の瞬間には例外なく逸らされた。

　目とは世界各国の監視衛星や諜ちよう報ほう員いんで、あるいは怪造学会が送りこんだ刺し客かくや調査員で、あるいはその島の付近に住んでいた物見高い漁師や何の関係もない不運な旅人だった。無機物的な機械はそれを職務と忠実に凝ぎよう視ししていたが、カメラや画面をとおして、あるいは直視してしまった人間はすぐに吐はき気とともに目を背そむけた。

　忌いむべき、面めん妖ような、奇き怪かいな──それは、ひとつの城に見えた。

　怪造学会本部と呼ばれる特異な施し設せつがかつて存在していたその孤こ島とうは、かつていくつもの方法によって周囲の空間から隔かく離りされ不可視化されていたが、今やそうしてこの場所をほんとうの意味で孤島としていた怪造学会の仕し掛かけは失われ、ふつうに、当然のように、それは世界に晒さらされていた。

　何と表現しようか。

　昼には悪あく魔まの城に見えた。

　夜には何かの化け物に見える。

　あまり広くはない、ごつごつとした崖がけに囲まれた島の、その全すべてを土台としてその城はあった。海からそのまま城が生えたようにも見える。周囲には訳のわからない怪かい鳥ちようやら竜りゆうや翼つばさをもつ眼球といった幻げん想そう的な生き物が飛びかい、生態系すら歪ゆがんだように気味の悪い魚などがあちこちの海面で生白い背中を覗のぞかせていた。

　近寄りたいと思う人間は皆かい無むだろう。

　だが何らかの使命や、あるいは自殺願望的な好こう奇き心しんに誘さそわれこの城に近づいたならば、背筋の凍こおるような恐きよう怖ふとともにその物好きはこの城の不気味さ、その理由を納なつ得とくしたはずだ。

　城は徐じよ々じよに拡大していた。周囲に腐くさった植物のごとき蔓つるを伸のばし、飛ひ沫まつを放ち、海を固めて大地をつくり、そこに自ら石段を組みあげ、気の遠くなるような作業を重ねてゆっくりゆっくり領土を拡大していたのだ。

　昼も夜も変わらないその漆しつ黒こくの城じよう壁へきはさらに、よく目を凝こらさなければ見み逃のがしそうなほどわずかに蠕ぜん動どうしていた。身じろぎし、鼓こ動どうし、じっとしていることがなかった。それがこの城を見るものに曰いわく形容し難がたい嫌けん悪お感かんを喚かん起きする理由だった。

　城は生きていた。少しずつ少しずつ、拡大をつづけながら。

　生きて動いて拡大するこの城に、名前はない。

　周囲の島々で暮らす漁師は悪魔の城と何の洒落しやれもない名前をつけ──早々に近寄らないことを決めていたし、城の主あるじも名前についてはあまり頓とん着ちやくしていないようで、魔王の城だから魔城でいいんじゃね？　と戯たわむれに一度だけ言っていたので、正式名めい称しようはそのとき魔城となった。

　そして。

　その異様さに怯ひるまず、なおも城に近づき、城としての用を為なしているのか不明なこの入口のない城にどうにかして忍しのびこんだ勇者がいれば──あるものは引きかえし、あるものは卒そつ倒とうし、あるものはこの城を守る何者かに啄ついばまれ、そんなものはごくわずかだったが──さらに不気味な呻うめき声とも笑い声ともつかない、誰かの喘あえぎを聞いたかもしれない。

　その声は魔城の頂点、ラプンツェルが髪かみの毛を垂らしても地上にまで届かないような高い高い尖せん塔とうの内側で、低く、恨うらめしげに、誰に聞かせるでもなく延々と放たれている呪じゆ詛そだった。

　それはこう言っているように聞こえた。

「……痛ぁ……痛ぁい………痛、……痛いてぇ……痛いって面白いなぁ！……」

　言葉のとおり、それはいかにも面白そうな声こわ音ねだった。けれど同時に世界の全てを染めぬかんばかりに深く濃こい怨おん念ねんでもあった。声の主も、己の感情を正確に把は握あくはしていないのかもしれない──子供のように無む邪じや気きなところのある口調だった。

　魔城最上階。

　ちょうど激流院潮静が不動霧晴と武術の鍛たん錬れんをしていた古頃の校長室──現在は怪造学会の司令室となっている部屋と広さは同程度。高度も同じほどなのだが、これは部屋の主が激流院潮静に対たい抗こうして高いところに居たがっただけで、とくに意味はない。

　部屋は見た目そのまま混こん沌とんの一言で描びよう写しやできる。

　散らかっているわけではない。むしろ何もない。なさすぎる。ただの簡素な長方形だ。周囲は当然、城壁。自然のものではない奇き妙みような黒い石がびっしり敷しきつめられたそれは、蟲むしの背中や誰だれかの頭とう髪はつに似ていて、常人ならば悪お寒かんとともに怖おぞ気けをおぼえる。

　漂ただよっている空気はひたすらに淀よどみ、泡あわが弾はじけるような音がひっきりなしに響ひびいていて、深海のようだ。そんな部屋の真ん中に、織お田だ信のぶ長ながも眉まゆをひそめそうな人骨で組みあげられた悪あく趣しゆ味みな玉座があり、そこに何かぐちゃぐちゃとしたモノが鎮ちん座ざしている。

　上半身だけはかろうじて人間に見える。奇くしくも爆川嫌凪を赤面させた激流院潮静と同じく半はん裸らだが、その意味するところは大いにちがう。腹のあたりから人間らしさは消え、足の代わりに何やら触しよく手しゆや植物、この城の末まつ端たんのごとき嫌いやな形状のなんだかよくわからない肉が繫つながっている。その肉もやがて肉ですらなくなり、周囲の闇やみに溶とけて拡散している。

　胸や、肩かた、腕うでなどあちこちに埋うめこまれた真っ赤な宝石は、何か治ち療りようの意味があるのだろう、かろうじてその人物の人間らしい部分を維い持じしている楔くさびのように見えた。ときおり明めい滅めつし、暗い部屋を夕日の色に照らしている。夜なのでほかに輝かがやくものはなく、闇が濃のう厚こうで、玉座の男からさらに人間性を失わせていた。

　夜や陰いんと繫がり、虚きよ無むに溶けた男は怪造学会に〝汚お点てん〟だとか、魔ま王おうだとか呼ばれている──かつて水すい晶しようの山に封ふうじこめられていた人物であった。俯うつむかせ、誰にも見せなかったその顔は怪造学会総長・激流院潮静と酷こく似じしている。瓜うり二ふたつどころか、まったく同じにしか見えない。ただ汚点の魔王には総長の全身に走る陶とう器きの皹ひびのごとき亀き裂れつはなく、代わりに総長にはない、獣けものが牙きばを剝むくような荒あら々あらしい笑えみを絶えず浮うかべていた。

　何が楽しいのか、声すらあげて笑い、身体からだの半分以上を失っているこの男は──独り言のようにぼやいた。

「しかしよぉ」

　くくくっ、と喉のどを鳴らす。

「驚おどろいたぜぇ。この魔王としたことがよ──」

　自分で名乗っている。彼は魔王であることに自覚的であるらしい。怪造学会の人間──幹部である嫌凪でさえ疑っていたのに、彼は自ら己おのれのことを魔王と呼んだ。

　魔王。虚界アンダカの支配者。

　それが事実であるか否いなかは、誰にも断言できはしない。

　そう、誰にも……。

　魔王の独り言を黙だまって聞いている人物は、そう思い、何の感情もなくただ闇のなかに佇たたずんでいる。魔王もその存在を無視するように、ひたすら独白めいた言葉を漏もらす。

「こっちは何百年だか眠ねむりこけてよ、目覚めたばっかりでぼけてるっつうのに、あのびっくり帽ぼう子し女、不必要な量の火薬を目の前で爆ばく発はつさせやがって……俺でなければ死んでたね！　もう最悪だ！　あぁ痛い……痛ぇ、……痛いって面おも白しろいなぁ！」

　魔王は繰くりかえし、そこで初めてもうひとりに視線を向ける。

　表情はやはり仁に王おうが笑ったような獰どう猛もうな笑みだ。

「いやいや、怒おこってねぇよ？　俺、しばらくあの腐れ潮静に封ふう印いんされてたから何も感じなくってさぁ、ぶっちゃけ痛いのも嬉うれしいの！」

　げらげら笑っている。聞き役たるもうひとりはやはり無反応。

　気にせず、魔王は腕組みし、幼い表情でうんうん頷うなずく。

「まぁ、どうせなら痛いのより気持ちいいのが良かったんだがな！　あの女、爆発するだけ爆発したら消し飛んじまったし、仕返しに遊んでやることもできねぇの！　あぁもう……つうか、痛いのもそろそろ飽あきたから……あぁ、今度は怒るぞ！　あぁ！　痛い！　痛い！　痛ぇよ畜ちく生しよう！　潮静ぁ！」

　潮静は関係ないだろうが。

　聞き役はつっこみをいれない。

　魔王はみるみる顔を真っ赤にし、両目を充じゆう血けつさせ、この場にいない相手をひたすらに罵ば倒とうする。命を涸からし、火を噴ふくような声で、叫さけび、暴れ、憤ふん怒ぬする。

「俺が痛いのも、苦しいのも、俺の不幸の何もかもがてめぇのせいだ潮静！　殺してやる！　まずはてめぇを血祭りにあげて、あえて殺さずいたぶりつづけ、てめぇのたいせつなもんをひとつひとつ果実をもぐみてぇに潰つぶして潰して……最後に絶望しきったてめぇの腸はらわた引きずりだしてやる！　ぎゃははは！　楽しいなぁ！──否、否！　楽しくないぞ！　怒っている！　俺の心にあるものは、殺意と憤怒と、純じゆん粋すいな憎ぞう悪おのみよ！　ははは！」

　そして──今まさに、空を駆かけ、激流院潮静が新たな本ほん拠きよ地ちとした古頃へ真まっ直すぐ向かい、誰に憚はばかることもなく飛ひ翔しようしている最強の竜りゆうたちに命じるのだ。

　遠く離はなれたこの魔城からでも、あの忠実な下僕しもべどもは主たる魔王の声を聞き漏らさない。

「さぁ──」

　激流院潮静にはありえない爆発のごとき感情を放ち、魔王は一いつ喝かつする。

「魔軍よ、魔軍よ──咆ほう哮こうせよ！　邪じや魔まするものは皆みな殺ごろし、爛ただれた世界を焼き尽つくせ！　あらゆる幸を踏ふみつぶし、この世を悲鳴で震しん撼かんさせよ！　俺の痛みを怒りに変えて、進しん撃げきせよ！　蹂じゆう躙りんせよ！　魔軍よ、魔軍よ──咆哮せよ！」

　無む垢くな怒りの形相は、やはり笑みに酷似していた。けれど今の魔王に喜き悦えつの情は欠けている……快楽は破は壊かい衝しよう動どうとなり、憤怒の力を強めるのみ。そして魔王の意志に従いその力を注がれた竜の軍団は、紛まぎれもなく人類にとって史上類をみない悪夢となろう。

　そう無感情に推測しつつ、ふと聞き役のもうひとりは顔をあげた。

　魔王も気づき、狂きよう乱らんをやめて怪け訝げんな顔をする。

「……ん？　どうした、影かげ文ふみくん？」

　嫌いや味みったらしいその呼こ称しように眉まゆをひそめ──。

「鼠ねずみが魔城に迷いこんだようじゃ」

　潰してくる──と魔王の了りよう解かいも得ずに宣言すると……その緑色を混ぜたような長い金きん髪ぱつの、背の高い、真っ赤なマントがぴったりと身の丈にあっている、悪魔のごとき美貌が目立つ二十代後半の男は颯さつ爽そうと部屋を去っていった。

　最後に、一いつ瞬しゆん……振ふりかえり、深しん紅くの瞳ひとみで汚お点てんの魔王を見つめて。

「その名前で呼ぶな」

　やはり尊敬の欠片かけらもなく言い捨てると、音もなく姿を消した。
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　辛しん抱ぼうがないとよく言われた。

　先生とか、ママとか、それこそ影かげ文ふみくんとかに。

　思いたったら即そく行動。一秒だって考えない。周りもぜんぜん見えません。

　赤信号でも飛びだしちゃう。

　危険！

　なんでだろうなぁ……何かに照準を合わせちゃうと、もうほかのものが見えなくなるの。集中力があるんだよねフフンって自じ慢まんしても苦笑いされるし、あきらかに短所。直そう直そうとは思ってるんだけど、かーって興奮しちゃうともう何も考えられなくなっちゃうの。

　なんというか、わたしの内側で思考よりも感情が優先されちゃうんだよね。殴なぐっちゃいけない殴っちゃいけないと思っても目の前の誰だれかがむかついたら殴る。だって苛いら々いらするもの！　どうせ無む駄だだ叱しかられるだけだとわかっていても雨に濡ぬれている子犬がいたら拾う。だって可か哀わい想そうだもの！

　行動がぜんぶ感情を中心にしてるのは、なんというかお子様の証しよう拠こかも。大人になったら、もうちょっと理性的に、冷静に行動できるのかなぁと考えるのだけど、うぅん、やっぱいいや、雨に濡れてる犬を放ほうっておくのが大人なら、大人になんかなりたくない。

　そう思っていた。

　どれだけ叱られても、それで何度も失敗しても、最後の最後でわたしが子供である辛抱のない自分を捨てきれなかったのは、そんな自分が嫌きらいじゃなかったからだ。自分が間ま違ちがってるなんて、欠片かけらぽっちも思ってなかった。我慢なんて、理性なんて、辛抱なんて、必要ないし、好きじゃないと考えていた。

　だけどね。

　それはただの甘えだった。自分を正当化して、いい格好をしているだけだった。

　我慢を覚えなきゃ、誰かの何かを横取りしてしまう。

　理性がなければ、この世はすぐに戦争だらけの地じ獄ごくになる。

　たまには辛抱しないと、ちっぽけな掌てのひらで抱かかえられるものはかぎられているんだし。

　欲しいものは欲しいって、真まっ直すぐに駆かけていくだけじゃ届かないこともある。

　わたしは子供で、これまでは甘やかされていて、何もかも与あたえられていたから、辛抱を覚えられなかったけど──ほんとうにたいせつなものには、よく考えて、赤信号じゃないかって見み極きわめて、周りをよく確かめてから手を伸のばさないと近づけないって知った。

　甘やかされて、生きていた。

　これまでは、子供だと、人生の初心者だと思われて、みんなに優やさしくされていた。

　だからわたしは辛抱しなくても、好きなものを得られていたつもりだったけど。

　だけど──それじゃいけないんだ。

　彼は大人になっていた。

　わたしも、大人に、ならなくちゃ。
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　冒険の終わりは、すぐにやってきた。

　冒険って、ＲＰＧ的なちゃら～ららら～♪　って延々と歩きつづける冒険ではなかったけれど、わたしにとっては間違いなく同じだけの意味をもっていた。

　いつだって、最初の一歩を踏ふみだせない。

　みんなみんな、躊ちゆう躇ちよしてしまう。わたしは辛抱なしだから、怖こわがりはしないけど。

　何か新しいこと。

　これまで誰もしなかったこと。

　これまで自分がしてこなかったこと。

　そんな方法に、世界に、踏みだすことを──わたしは冒険と呼ぶんだと思う。

　コロンブスさんだって、卵をくしゃっと割るその瞬しゆん間かんはきっとドキドキしていた。

　ＴＶの前に座って、それこそゲームをやるのなんて、自分自身は絶対に安全なんだから冒険でもなんでもない。遊びだ。それはいい。べつに、遊びはわたしも好きだし。だけど──今回のこれは遊びじゃなかった。

　命が危険だったわけじゃない。お姉さんが次元を跳ちよう躍やくしてくれて、誰か上手なひとが記録していたセーブポイントを辿たどっていくみたいな楽な旅だったし。もちろん、しゃっくりはでたし怖い目にも遭あったけど、命の危険はなかった。

　けれど、わたしは怖かった。ずっと、心の底が冷えていた。

　だって、もう戻もどれない。

　何も知らなかった、平へい穏おんな世界で吞のん気きな小学生をしていた御み剣つるぎ真ま子こには、戻れない。

　踏みだした一歩の責任は、わたしが考えているよりも重かった。

　これまで生きていた世界を、ぜんぶ放り投げて、新しい価値観、新しい物の見方を──わたしは見つけた。その日を区切りとして、わたしは大人になったんだ。

　肉体的な意味ではない。成人しても大人になれないひと、たくさんいるだろうし。それはこの国が平和な理由で、悪いことじゃないし。わたしなんか、まだ小学生で、大人なんて名乗っても馬鹿にされるだけだって知っている。

　べつに、誰かに大人だねって言われたいわけじゃない。

　わたし自身の心構えの問題なんだ。

　もう子供じゃない。そう思って、大人にならなくちゃ──届かない。

　甘えは許されない。辛しん抱ぼうも覚えて、いろんなことを見極める努力をして。

　流されるだけの子供じゃなく。

　自ら世界を切り開く大人にならなくちゃ。

　…………。

　影文くん。

　会いたいよ。

　…………。

　御お伽とぎ噺ばなしの悪い魔ま法ほう使いが棲すむお城みたいな、えらく趣しゆ味みの悪い建物が海から生えていて、わたしは目を疑う。わ、キモ。と思う。なんだこれ。何か海草とか泥どろとか食べる深海の魚がにょろにょろ海面から姿を覗のぞかせたみたいな、妙みような生々しさがあったんだ。

　夜である。お姉さんが次元を超こえるたびに昼になったり夜になったり時間がばらばらだったから、けっきょく、どのくらいのあいだ冒ぼう険けんをしていたのかはわからない。次元って、うろ覚えだけど四次元だかなんだかは時間すら混在化した世界じゃなかったっけ？　四次元空間をとおってタイムトラベルをする話を読んだことがある──ともあれ、何度か休きゆう憩けいがあったし、ご飯も食べたりしたし、眠ねむってていいよと言われたときは寝ねたりもした。たぶん何日間かの、そう長くない冒険だったんだろうと思う。

　ともあれ今は夜である。何時ごろかはわからない。とにかく世界が暗い。人工的な明かりがいかにありがたいものだか、わたしは思いしった。人間って、生の自然にコンクリートやアスファルトを貼はりつけてちっちゃな電灯ちかちかつけてなんて反自然的で格好悪いんだろうと思ってたけど、撤てつ回かい、そうでもしなきゃ怖すぎるよ。自然って、当たり前の夜って、不気味すぎるよ。不安すぎるよ。

　押しつぶされそうな、暗くら闇やみ。

　空の星々と月だけが、神様の慈じ悲ひみたいにかろうじて世界に輪りん郭かくを与あたえてくれている。見み渡わたすかぎり、海しかない。夜の海はそれこそ化け物みたい。真っ暗で、底知れない。たぶん潜もぐっても潜っても奥にまでは辿りつけないんだろう。鬼おにの国へでも繫つながっていそうだった。

　聞こえるのは、そんな海が立てる喧やかましいくらいの潮しお騒さいと、何やら気持ち悪い鳥や蝙こう蝠もりの鳴き声。きぃきぃと耳みみ障ざわりで、たまに驚おどろくほどちかくから聞こえることもあって、わたしは思わずお姉さんの手をぎゅっと握にぎる。お姉さんは相変わらず無表情で、ただじっと前方に佇たたずむ悪そうなお城を注視していた。

　はて。

　ふと気づく。

　周りぜんぶ海で、城はほとんど海から生えていて、ならわたしたちはどこに立っているんだろう？　お姉さんなら宙に浮うくくらい平気でやりそうだったから、それかもしれないけど……それにしては足場がしっかりしている。下を見る。何かの大きな木もく片へんか、あるいは石の塊かたまりみたいなものにわたしたちは乗っているようだった。

「怪かい造ぞう学がつ会かい本部の残ざん骸がいだ」

　わたしの視線を読んで、お姉さんがふつうに教えてくれた。

「爆ばく弾だんで吹ふっ飛んだのを片付けもしない。まぁ、そのうち海に沈しずむんだろうが、けっこう丈じよう夫ぶだから足場にさせてもらったんだけど」

「怪造……学会？　爆弾？」

　よくわからない。

　それよりも、わたしは尋たずねたいことがあった。

「お姉さん、あのお城──何？　気持ち悪い」

　すなおな気持ちだった。生理的に嫌いやである。近づきたくない。見たくもない。前に小学校で中庭の掃そう除じ中ちゆう、面おも白しろ半分で大きな石を持ちあげて、その下にびっしり這はいまわっていた虫を見つけたときと同じかんじだ。身の毛がよだつ。

「あれがたぶん、あのお方の棲まいなんだろうな」

　随ずい分ぶんと遠回りしてしまった、とお姉さんはぼやいた。

「ほんとうはひとっ飛びでここまでこられたら簡単だったんだけど、僕ぼくも弱っているうえ、なかなか所在がはっきりしなくてね……君をさんざん連れまわしてしまった。ごめんね、でも……もう、終点だから」

「ここに」

　外気が肌はだ寒ざむくて、わたしはお姉さんに身を寄せる。むしょうに足が震ふるえる。けど怖こわがってばかりもいられないから、わたしは足を踏ふんばってお城を睨にらみつけた。

「影文くんが……いるの？」

「たぶん」

　お姉さんがすごく頼たよりない返事をよこした。たぶんって。

　呆あきれるわたしに、お姉さんはあくまで真面目まじめに忠告をくれた。

「あまり見ないほうがいい。人間にはあの城は目の毒だから」

「うん……」

　その言葉ももっともだと思ったから、わたしはすぐに異様な城から目を逸そら──逸らそうとして、逸らせず、目を見開いて絶句した。

「────」

　月を背後に従えた、この世のものとは思えない城の、バルコニー──ロミオとジュリエットが愛の言葉を語りあったような手すりつきの縁ふちに、誰だれかが立っていた、ような気がする。わたしは直感的に、雷らい撃げきのような確信に撃うち抜ぬかれて叫さけんでいた。

「影文くん！」

　闇やみに染まった世界の、なお仄ほの暗ぐらいお城の、月明かりにわずかに浮かびあがったバルコニー──そこに立っていたのは、わたしの知っている影文くんじゃなかった。記号は同じである。外見的な特とく徴ちようは、まったく同じ。むしろ丈たけの合っていない服を着ていた影文くんには違い和わ感かんがあったんだけど、今、現れた人ひと影かげにその服装は不気味なくらい似合っていた。

　思いっきり目を凝こらして、お姉さんの忠告も無視して、わたしは目の毒だというお城も気にせずに──ひたすらその人物を見つめた。

　緑色を混ぜたような金きん髪ぱつに、深しん紅くの瞳ひとみ。相変わらず、吸きゆう血けつ鬼きみたいな服を着ている──マントが、風でたなびいている。ちょんまげみたいだった四つにまとめた髪かみの毛は、良い具合に伸のびていて、たぶんこれが本来の長さだったんだろうとわたしは思った。

　彫ほりが深い、西洋人の顔立ち。お化け屋や敷しきのひとみたいに、目元に黒い縁があったり、唇くちびるに黒い口紅を塗ぬっていたり、怖いよ影文くん。

　影文くんだよね──……？

　会いたかったよ。

　聞きたいこと、たくさんあるんだ。

　どうして急に消えちゃったの？　なんで大人になってるの？　あなたは何者だったの？　空うつ蟬せみ寮りようはどうなったの？　血影さんは？　わたしね、影文くんにね、言いたいこと……たくさん、喋しやべりたいこと、たくさん……あって。

　影文く──。

「真子……目を閉じろ！　耳を塞ふさげ！　呼吸をするな！」

　誰の声だか一いつ瞬しゆん、わからなかった。

　それがお姉さんの叱しつ責せきだと気づいたとき、わたしは全身を緊きん張ちようさせ、反射的に言われたとおり目を瞑つぶり両手で耳をぎゅっと塞ぎ呼吸をやめた。

　ぐるん、と身体からだがまわったように思う。

　きぃん……と耳鳴りがした。

　直後、爆ばく音おんが響ひびく。目を閉じているから、何が起きているのかわからない。

　海が破は裂れつでもしたのか、水みず飛沫しぶきがすっごい全身を濡ぬらして寒い。

「いきなり何をする！」

　お、お姉さんが怒ど鳴なってる。初めて聞いたかも。

　応こたえる声は、ない。

　また爆音。身体のあちこちに空気の塊や飛沫がぶつかって怖すぎる。

　えぇい、ままよ。

　目を閉じろとは言われたけど開けるなとは言われてない！　と我ながらすごい超ちよう論理で目を開くと、圧あつ倒とう的に視界が変わっていた。具体的にいうと空だった。

「空ぁッ!?」

　高い、高い、高すぎる。

　かなり大きなお城が足あし下もとにちっちゃく見えるくらいの空だった。なんとなく星や月が近い。身体が濡れているので冷えて寒い。わたしはどうやらお姉さんに抱かかえられているらしく、腰こしあたりを小こ脇わきに抱えられ──振ふりまわされているらしい。

　あれ？　小脇に抱える？

　お姉さんそんなに背ぇ高かったっけ？

　たしか、身長はそんなにわたしと変わらない……あれ？

　ふっと嫌いやな予感をおぼえて、視線を無理に上へ向けると、知らない顔があった。

「きゃああああああああ！」

　あんまり怖かったんで、わたしは思わず叫んでしまう。

　仮面のような顔だった。目が右にふたつ、左にみっつあるように見えるけど、いくつかは顔に描かいた落書きだと思う。本物の目はやけに澄すんだ無む邪じや気きな瞳だ。

　どこかの道どう化けか間ま違ちがった芸術家みたいな変な服装で、首からは妖よう怪かいみたいな大きさの笛を提さげている。肩かたには服を着た愛らしい鼠ねずみさんが乗っていて、一寸法師みたいに爪つま楊よう枝じのような剣けんを振って大おお威い張ばりしていた。

　誰、これ？

　お姉さんが着き替がえた……わけじゃない。背せ丈たけがちがうし、髪の毛だって銀色でさらさらとしていて──でも、たぶん男のひとだし。

　あれ？

　あれれ？

　だ、だ、誰ぇ？

「きゃあ！　きゃあ！　きゃあ！」

　知らないうちに知らないひとに抱えられていて、わたしは思いっきりパニックになる。ここが空だというのも忘れて男のひとから逃のがれようと暴れ、もがく。それが喧やかましかったのか、不思議な鼠さんたちがとっとこ男のひとの肩から移動して、わたしの身体に歩いてきた。重力とかを無視した動きだったので、わたしは悲鳴もやめて呼吸もやめる。

「……ひっぐ！」

〈これ、喧しいですぞ、お嬢じようさん〉

　鼠が喋った！

　可愛かわいいかも！

〈うお、二秒で順応しなさった〉

　緑色の服を着た鼠さんが人間っぽく目を細め、すると赤色の服を着た鼠さんが甲かん高だかい声で笑った。

〈女性は強いのでございまちゅわ、オヴリビオン！〉

〈喧しいですぞヘッケンタール。状じよう況きようが把は握あくできん馬鹿なだけではございませぬか？〉

　どうも緑色がオヴリビオン、赤色がヘッケンタールというらしい。緑色のほうはお婆ばあさん、赤色のほうはおばさんってかんじ。どっちも女のひとの声っぽい。わたしの頭の上に移動して、侃かん々かん諤がく々がくとてもうるさく騒さわぎはじめる。

〈女性蔑べつ視しでちゅわね！　女性蔑視でちゅのね！　旧態依い然ぜんとした男尊女じよ卑ひな貴女あなたの思考に抗こう議ぎの一言でございまちゅわぁ！〉

〈ふん、小難しい言葉を喋って頭が良くなったつもりですかな？〉

〈まぁ！　女性蔑視でちゅのね！　女性蔑視でちゅわね！〉

〈あのう……あのう……喧けん嘩かはよくないよう〉

　状況をおろおろ見守っていた青色の服の最後の一匹ぴきが弱々しく言ったが、あきらかに火に油を注いだだけだった。

〈まぁ！　喧嘩でちゅって！　喧嘩でちゅって!?　わたくちが反社会的な喧嘩などをしていると申すのでちゅねクラムクラム！　女性蔑視でちゅわ！　女性蔑視でちゅわぁ！〉

〈あ、あたちはただ……みんな仲良しがいいなって〉

　クラムクラムというらしい青服の鼠さんはわたしより幼い女の子の声で力なく言ったけど、他ほかの二匹は聞いてくれない。

〈そうですな！　クラムクラム──第三者として判定してくれませぬか！　わっちとこの勘かん違ちがいした阿呆女のどっちが正しいか！〉

〈まぁ、女性蔑視でちゅわね！　女性蔑視でちゅのね！　でもそれには賛成でございまちゅわオヴリビオン！　さぁクラムクラム、正しいのはわたくち!?　それともこの時代後おくれの繰くり言婆ばばぁ!?〉

〈えぇと……えぇと……〉

　クラムクラム、もたついて何とか考えていたが、先に他の二匹の堪かん忍にん袋ぶくろが爆ばく発はつした。

〈遅おそいですな！　これだからクラムクラムは！〉

〈誰でちゅのクラムクラムに判定を任せた馬鹿は！〉

〈あ、あたちは一生懸けん命めい……〉

〈クラムクラムは黙だまっておれ！　わっちはこの阿呆に説教をな──〉

〈女性蔑視でちゅわぁ！　女性蔑視でちゅわぁ！〉

〈ひんひん……〉

「…………」

　わぁ、鬱うつ陶とうしい。

　わたしは喧しく騒ぐ三匹の鼠ねずみに注目するのをやめにして、そもそも疑問だったわたしを抱かかえている謎なぞの人物と、現在進行形で巻きおこっている理解不能の事態と、暗くら闇やみのお城に立っていた人物について考えようと思った。

　そう──今はどういう状況なの？

　わたしはお城のバルコニーに、影文くんを見たと思った。姿形は変わっていても、あれは影文くんだった。わかった。わたしには、わかったんだから。

　でも彼を見つけた直後、お姉さんが慌あわてたように注意を飛ばして、目を瞑つぶっているうちに空高く飛んでいて──あぁ、ていうか頭の上の鼠さんうるさいよ！　考え事もできないじゃない！

「……影文くんはどうやら魔ま性しように堕おちたらしい」

　気が抜ぬける頭上の喜劇役者たちに混乱していると、ぽつりと、道化じみた格好のわたしを抱えた男のひとが──どこか聞き覚えのある声でつぶやいた。

　わたしは直感的に、悟さとった。

「お姉さん？」

　このひとお姉さん？　変身した？　すごぉい！

　お姉さんだか何だかな銀ぎん髪ぱつのひとは、困ったように片手で頰ほおを搔かいている。ちなみにわたしや鼠さんが阿呆をやっているうちにもすごい速度で空を飛んでいて、ぶっちゃけ周囲は訳がわからない。わたしの視力が状況に追いつかない。何度も爆ばく音おんがしているし、どうも攻こう撃げきされてる──みたいだけど。

　攻撃？　誰だれに？

　え？　影文くん……じゃないよね？

　わたしも、お姉さんも、影文くんの友達だもんね！

　……だよね？　あれ？　なんだかすごく不安だよ？

　影文くん！

「うぅん──私は正確には巴ともえ 已い己こ巳みではないんだけどねぇ、まぁ同一人物ではあるし……舞ぶ台たい劇にて演技中ってかんじかな？　配役の名前はそう喜き悦えつ大公さぁ！」

　よくわからんことを言って、お姉さん──じゃなくて、喜悦大公さん？　喜悦さんは無む垢くに笑った。笑い以外の何も知らないような純じゆん粋すいな笑えみだった。

「しかし、状況が良くないねぇ。まさかいきなり攻撃されるとは思わなかった。本性を顕あらわした影文くんに本気で攻撃されたら私なんかじゃ正直、相手にならないし……今もいちおう手加減されてるんだろうけど、うん？　手加減？」

　変身すると性格もびみょうに変わるのか、喜悦さんは高らかに笑った。

「ははは！　本気で私を攻撃しないということは──まだ君に優やさしい心が残っていると信じていいんだよね、影文くん！　嬉うれしいなぁ！　楽しいなぁ！　幸せだなぁ！　ねぇ……真子ちゃん？　君もそう思うよね？」

「え？　あ、はい！」

　喜悦さんのテンションについていけず、びっくりして頭を何度もふる。そのうちにも喜悦さんはものすごい勢いで飛んでいて、背後で盛せい大だいに水柱があがった。怖こわい。

「ひ──い、い……痛いッ、痛ぁい！」

　わたしは短く悲鳴をあげ、身体からだを折り曲げる。

　さすがの喜悦さんも避よけきれなかったのか、破は壊かい力りよくが吹ふき荒あれ、わたしの身体のあちこちでも痛みが破は裂れつしたのだ。ぎくっ。ざくっ。どくっ。音と痛みが同時にきて、しくしくとその怪け我がはあとをひく。血が流れる──けれど、不思議と涙なみだはでなかった。痛みより、絶望的な認にん識しきが湧わいてきて、泣く余よ裕ゆうすらなかった。

　喜悦さんが心配そうに見てきたから、やせ我が慢まんで平気なふりをした。

　そして痛む身体で必死に抱だきつくと、喜悦さんはそんなわたしを静かに眺ながめてくる。

「しかし、君も見たよね？　あれは影文くんだった。そして彼は私たちに攻撃してきた──私たちの行こう為いは、彼を捜さがすこの冒ぼう険けんは、どうやら……」

「…………」

　そうだ。

　必死で見ないふりをしていたけど、わたしにだってわかってる。今まさに、こちらに向けて無数の攻撃を放ち、海を穿うがち、わたしたちを危険に晒さらしているのは影文くん。

　わかってる。

　だけど──。

　ねぇ、影文くん！　なんで!?　なんで攻撃するの！　わたしたちのこと、嫌きらいだったのかなぁ!?　わたしたち、お節せつ介かいで、邪じや魔まだったのかなぁ!?　いなくなれって、死んじゃえって、どうでもいいって……そう思ってるのかなぁ!?

　影文くん！

　わたしは叫さけぶ。声なんか、遠いあのお城には届かないかもしれない。風の音に消されて、聞こえないかもしれない。だけどわたしは叫ぶ。痛みを我慢して、全力で。

　わたしは、そのために冒険を乗りこえて、ここまできたのかもしれない。

　あなたに会いたかった。会って、言いたかった──。

　ほんとうは、こんな場面で、心が通じているかわからない状態で、告げたくはなかったけど──今を逃のがせば、永遠に会えないかもしれないから。

「影文くんの馬鹿ぁ！」

　あれ？

　愛してるって言おうとしたのに。

　大好きだよってそれだけ伝えようと思ったのに。

　心が離はなれても、距きよ離りが遠ざかっても、待ってるからって、また影文くんと、血影さんと、わたしで、何でもない日常を送ろうって。わたし、あの時間が何よりたいせつだったよって、それを伝え──あぁもう、駄目だ！　自分の心すらごまかせない！

　ちがう！　そんなんじゃない！

「馬鹿！　馬鹿！　馬鹿！」

　わたしの口から零こぼれでた言葉は、わたし自身にも把は握あくできない何かの感情で。

「その程度だったの……!?」

　わたしは、戸と惑まどってしまう。

　喜悦さんも、影文くんも、同じだっただろう。

　構わない。論理なんかない。格好よくない。でも衝しよう動どうだよ、吐はきださないと収まらないよ。叫びたい、ただすなおな感情を、ぶつけたい──それだけしか、ちっぽけなお子様でしかないわたしにはできないから。

　叫ぶ！　怒ど鳴なる！　わがままを言う！

　くらえ！

「そんな大きなお城がッ！　背の高さが！　髪かみの長さが！　大人になって、お化け粧しようまでして、だから何だ！　ちくしょう！　そんなものが、わたしより欲しかったのかよッ！　わたしは影文くんがいないなら何だって欲しくない、なのに影文くんはわたしをそんなお城を！　背の高さを！　得るために──捨てたのかよ！　わたしはッ、わたしのいちばんたいせつだった時間は、影文くんにとって簡単に捨てちゃえるものだったのかよッ──」

　支し離り滅めつ裂れつな、ただの子供の泣き言だ。

　だけど、わたしには叫ぶことしかできなかった。

　影文くんの表情は見えない。喜悦さんも、鼠ねずみたちも、たぶん呆あきれていた。

　だけどわたしは叫ぶのをやめなかった。

　涙を零して、気持ちを吐きだすことしかできなかったんだ。

　なんて、子供なんだろう。

　だけど、わたしは悔くやしくて、悔しくて、堪たまらなくて……。

「ちくしょぉぉぉおおおおおおおおおおおお！」

　怒鳴って。

　あとは泣きじゃくって、嗚お咽えつを零すことしかできなかった。

　…………。

　最悪だ。
















　その戦せん闘とうはおよそ午後四時から午後六時まで──。

　すなわち二時間のうちに発生し、終結した。
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【午後四時十五分／故・無城美国宅】




　雨が降ってきていた。

　打楽器のように激しい驟しゆう雨うが、その他ほかの音を全すべて消してしまう。やがて雨音すら気にならなくなって、世界はやけに清せい涼りようとした静けさに満たされる。

　酒さけ臭くさい空間である。

　床ゆかに空気に染しみこんだアルコール臭しゆうは雨ごときに拭ぬぐえない。

　無礼だろうと鼻をつまむことはせず、けれど眉み間けんに皺しわを寄せて戦たたか橋はし舞まい弓ゆみは堪たまらないな、と浅く呼吸を繰くりかえす。酒の匂においは嫌いだった。舞弓はひとより嗅きゆう覚かくがいいので匂いだけで酔よいそうになる。七五三の甘あま酒ざけで酔っぱらい、義兄に笑われた経験があるので──なるべくいつも素面しらふでいたいのだが。

　きちんとした印象の、背の高い少女である。純白の髪。深しん紅くの瞳ひとみ。袴はかまのように改造した古こ頃ころの制服は橙だいだい色いろ。腕うで組ぐみし、直立不動の姿勢で動かない。

　舞弓の目下の悩なやみ事ごとは、武器の喪そう失しつだった。

　戦橋舞弓は侍さむらいなのであるからして、武器がなくては始まらない。

　武器なら何でもいいというわけでもない。刃は物ものなら鋏はさみから包丁までそれなりに用意できるし、ナイフくらいならそのへんで買える。けれどちがうのだ。舞弓がほしいのはそんな十じつ把ぱ一ひと絡からげの武器ではなく、悪あしき魔ま物ものにも対たい抗こうできる無敵の力だった。

　けれど舞弓が生まれたときから片時も手放さなかった銘めい刀とう《朧おぼろ武ぶ朧ろう》は、先日の魔ま王おう杯はいで怨おん敵てき《肉ヴエ体クサ道シオ楽ン》に粉々に破は壊かいされてしまった。残されたのは柄つかと刃はの一部のみで、もはや武器としては使いものにならない。ためしに呪じゆ文もんを唱えてみたものの、反応もないし、それはすでに武器の屍し体たいだった。

　代わりに勇者を名乗る存在から貸してもらった漆しつ黒こくの剣けんも、《肉ヴエ体クサ道シオ楽ン》との戦闘が終わったあとに勇者が持っていってしまったし、今の舞弓は生まれてから初めてかもしれない丸まる腰ごしだった。

　非常に落ちつかない。事あるごとに背負った鞘さやに手を伸のばすものの、指先は空を切るばかりだ。どうも自分で思っていた以上に、舞弓はあの刀へ依い存ぞんしていたらしい。未練たらしく今は他人の手に握にぎられている《朧武朧》の残ざん骸がいを眺ながめていたら、その人物……古頃怪かい造ぞう高等学校三学年、無む城じろ鬼き京きようが不思議そうに首を傾かしげた。

「なんだいなんだい？　俺に見とれちまったのかい？　あっはっは！」

　場所は彼の祖父が寝ね床どことしていた小こ汚ぎたないベニヤ板の小屋。古頃の校舎の近所にあるこの建物は──舞弓の母と関かかわりがあったらしい怪モン造ステ学イス者ト、無む城じろ美び国くにが死の直前まで己おのれの研究をつづけていた場所だ。見てくれは悪いが、豊富な資料や呪じゆ具ぐがそれなりに整理して置かれており、舞弓にはわからないが鬼京にとっては宝の山らしい。

　その鬼京は昨年、行われた古頃の文化祭──古頃大祭、および例の魔王杯にて暴れに暴れた校内一の不良であり、舞弓にとってはあまり仲良くしたくない類たぐいの相手だった。けれど現状、物ぶつ造ぞうおよび《朧武朧》について専門的、ないしそれに関する知識をもつのは舞弓が考えうるかぎり彼しかいなかったのである。

　舞弓は溜ため息いきをつき、牙きばを剝むくように笑っている彼に悪態をつく。

「なんでもない。どうして私はこのような悪党に頼たよらねばならぬのだろうと、まさに鬼き胎たいを抱いだく心ここ地ちでいただけだ。……何か不ふ穏おんな真ま似ねをしてみろ、素す手ででも私は貴様の首くらい落とせるぞ」

「怖こえぇなァおいおい、俺ァ病人だぜ？　悪いことする元気もねぇよ」

　鬼京は肩かたをすくめ、裸はだか電球が照らす室内でぺらぺらと資料をめくっている。

　そんな彼は女装をした歌か舞ぶ伎き者ものめいた風ふう貌ぼうの少年で、頭に鬼おにの角みたいな飾かざりをつけている。魔王杯にて他の生徒と同じく生命力を吸われたはずだが、見た目は矍かく鑠しやくとしていてそれなりに元気そうである。なんでも魔王杯の途と中ちゆうで打ちのめされ、そこで動けずにいたおかげで──他の生徒のように生命力をもっとも吸いとられる地点にまで辿たどりつかなかったから、らしい。

　よくわからないが、気き遣づかうのも自分らしくないし、鬼京も気味悪がるだけだろうから──舞弓は心配せず、憎まれ口をたたく。

「先せん輩ぱいのようなのは殺しても死なん。ちょっと弱ってるくらいでちょうどいいのだ」

「ひでぇ言われようだねえ、これでもけっこう繊せん細さいにできてるんだぜ」

　肩をすくめる彼は、舞弓の嫌いや味みなど毛ほども気にしない。わりとこういうのは……心地よいな、と舞弓は思う。

　実際、〝正しい侍〟となることを志す舞弓にとって、自ら悪を名乗る鬼京は水と油、相あい容いれない存在のはずなのだが、舞弓は鬼京の人ひと柄がらについては決して嫌きらっていなかった。

　むしろ、自分の立ち位置をしっかりと見定め、己を曲げず、確実に目的へと向かっていくその強さには惹ひかれる。もちろん舞弓と鬼京は思考の行き先が対極なのでそれ以上の感情は湧わかないが、舞弓は彼をある意味──尊敬するようになっていた。

　だからこそ、敬意に値あたいしないと思った相手なら年上だろうが教師だろうが対等に物を言い敬語すら使わない舞弓なのに、彼を知らぬうちに〝先輩〟などと呼ぶようになってしまったのだった。無自覚に、いつのまにかそう呼んでいたから……舞弓の意識しない深い部分で、彼を対等、あるいは評価できる相手と認めたことになる。

　それについて思うところがないではないが、今さら口にだした言葉を引っこめるのも潔いさぎよくないので、そのままにしている。

「物造の……無城、か」

　古頃大祭の準備中、舞弓に己の野望を語った彼──無城鬼京を、舞弓はじっと観察する。史上、ほとんど唯ゆい一いつといっていい物造研究の権けん威いにして、舞弓の母……〝物造の申し子〟戦たたか橋はし危あや香うかとも関わりがあった怪モン造ステ学イス者ト、無城美国を祖父にもち、その遺志を継つぐ少年。

　彼の目的は祖父が成し得なかった物造の研究を完成させ、その汚お名めいを返上することらしい。それで以前、《朧武朧》を虚界マテ呪具リアルと見み抜ぬいた彼は舞弓に接せつ触しよくしてきたのだが──今回も、物造の研究にもなると舞弓が説得したら、嬉き々きとして《朧武朧》の修理に協力してくれた。彼の祖父である無城美国が残した大量の資料を読みこみ、手がかりを探し、ひたすら努力して……。

　その姿を眺め、舞弓は少しだけ感傷的になってしまう。

　母も──。

　似た光景をかつて見ていたのかもしれない。

　再現不可能な異能、物造の能力を抱かかえ、果てに《零バロン時ヘロ鏡メロ》という怪造モン生物スターによって喰くい殺されたらしい──母。鬼京の祖父は、そんな彼女の前で今の鬼京と同じように、必死になって研究をしてくれたのかもしれない。

　かつての出来事の再現。まるで無念のまま、道なかばで死んでいった舞弓の母と鬼京の祖父の霊れいが、その夢を、希望を託たくしていったような気さえする。

　ならばこそ、彼らの研究を、遺志を無む駄だにしないよう。

　舞弓は──鬼京とともに、物造の謎なぞを解き明かそう。その過程で《朧武朧》が修理されれば万ばん々ばん歳ざいだ、と考えていた。当面の目的はできた。あとは結果がでるのを待つだけだ。

「…………」

　と、いうものの、舞弓は資料読みの役に立たないので──基本的に暇ひまだった。最初はいっしょにいた梅うめ子こが気味悪がるくらい真面目まじめに調べていたのだが、どうも活字を読むと眠ねむくなる。専門用語がわからない。一行だって読み解けない。あげく、いちいち鬼京に質問ばかりしていてついに嫌いやがられ、あんたは黙だまっていてくれと叱しかられたので──今はおとなしくしている。

　武器もなく、それを修理することの役には立てず、舞弓はしょげてしまう。適材適所だとわかっているが、こんなことならもっと学校の勉強をがんばっていればよかった。後こう悔かい先に立たず、今の舞弓は不ふ甲が斐いないくらいに使いものにならなかった。

「…………」

　苛いら々いらする。鬼京が何かを発見するのを待つのにも飽あきてきた。先ほどから行方ゆくえのわからない梅子でも捜さがしに行こうかと思うのだが、小こ柄がらな怪造モン生物スターを捜すのがいかに難しいかは梅子と初めて会った事件で懲こりている。帰ってくるまで待ったほうが得策かもしれない。

「しかし──」

　そんなことを思案していると、鬼京が不意に口を開いた。こちらの無む駄だ口ぐちに付きあってくれることはあったが、自分から何かを言うのは随ずい分ぶんと久しぶりだった。彼は意外なことに、学校での適当な態度が噓うそのように、調べ物の最中は非常に真しん剣けんだったのである。切れ味鋭するどい刃は物もののような雰ふん囲い気きで、資料を読みこむ視線にも鬼き気きがこもっていた。

　いつもふざけてばかりの先輩だが、その本質は優ゆう秀しゆうな怪モン造ステ学イス者ト・見エツ習グなのである。

「……記録によると、虚界マテ呪具リアルは絶対不ふ可か侵しん、現界カナイの電気や物理的な衝しよう撃げきはもとより、一いつ般ぱん的な虚界アンダカの怪造モン生物スターなんかじゃ傷をつけることすらできなかったようだぜ。それを呆あつ気けなく砕くだくたァねぇ──話にゃ聞いてたが、とんでもねえな……《肉ヴエ体クサ道シオ楽ン》ってのはよ」

「…………」

　あれはあきらかに舞弓の失態だったので、ぐうの音もでない。いちばん驚おどろいているのは舞弓だ。砕かれるその瞬間まで《朧武朧》が破は壊かいされるなんて想像もしていなかったといっていい。

《朧武朧》。舞弓の呪じゆ文もんに反応し、自在に姿を変える奇き妙みような日本刀。その正体は舞弓にもわからない。赤子だった舞弓が、唯一、己おのれの身体からだ以外に親から託されたものだという。舞弓の生き様を決定し、これまで数多あまたの危機から救ってくれた頼たよれる相棒。

《朧武朧》。

　けれどその忠臣は、舞弓の油断により粉ふん砕さいされてしまった。

　舞弓のせいで……。

「まぁ、そう悲観するこたァねぇと思うよ」

「………え？」

　うっかり涙なみだを溢あふれさせていた自分に気づき、舞弓は資料を読んでいる鬼京に気づかれないようぐいっと目元を拭ぬぐった。いけない。心が弱っている。刀がないと不安でしょうがない。義兄あにを失い、武器を失い、舞弓は独りぼっちになった気分だった。

　丸まる裸はだかな自分は、たぶんそれほど強くはない。

　だからこそ。

　ここで踏ふんばらなくては、ほんとうに潰つぶれてしまいそうだった。

「どういうことだ？」

　鬼京のつぶやきに、厳しく問いかける。すると、彼は何でもないことのように応こたえた。

「いや何の確証もない勘かんなんだけどよ、俺にはどうも《朧武朧こいつ》が死んだようには思えないんだわ。ほら、物造と怪造はちがうかもしれねぇけど、怪造モン生物スターは死ねば消えるだろ？　死し骸がいは絶対に残らない。なのに──」

　舞弓が一時的に貸した、《朧武朧》の残骸、その柄つかを握にぎって鬼京はつぶやく。

「こいつは残っている」

　つまり。

《朧武朧》は死んでいない──？

　鬼京の言うとおり、怪造モン生物スターと虚界マテ呪具リアルの違ちがいはあるのだろう。けれど今は、その儚はかない希望に縋すがるしかない。

　鬼京は柄ガラでもないだろうに、舞弓がよほど悲ひ愴そうな顔をしていたからか、励はげましてくる。

「ま、希望を信じろってことよ。人類を苦しめるためのあらゆる害悪がつまったパンドラの箱にもよ──底には希望が入ってたっつう話だぜ」

「？」

　パンドラの箱？　たしか……ギリシャ神話だったか？

　箱に残っていたのは希望だったか？

　よく覚えていない。

「まァ、俺は天あまの邪じや鬼くだからよ、その希望も怪あやしいとは思うんだが──」

　鬼京は床ゆかに胡座あぐらをかき、なぜだか楽しそうにぼやいた。

「害悪ばかりが詰つまっていた箱の底にあった希望だぜ？　そいつも害悪じゃないって誰だれが言えるよ？　希望ってのは、あるいは、あらゆる害悪のなかでももっとも性質たちの悪い──」

「……先せん輩ぱい、しっ──」

　不意に舞弓は気づき、唇くちびるに指を当て、話の途と中ちゆうらしかった鬼京を制する。

　何か音が聞こえたのだ。不ふ穏おんな、災わざわいの予感をおぼえさせる物音が。

　鬼京もすぐに頷うなずき、資料を閉じて周囲を警けい戒かいする。

「先輩」

　そんな彼に手を伸のばすと、彼はやれやれといった様子でそこらに並んだ棚たなをまさぐり、どう見ても日本刀らしいものを拾うとこちらに放ほうってきた。

　思わず受けとったが、怪け訝げんになって首を傾かしげる。何か武器をくれといった意味で手を伸ばしたのだが、まさかふつうに日本刀がでてくるとは思わなかった。たぶん、物造を研究していた無城美国が、見た目は日本刀の《朧武朧》を再現しようとしたか何かで、用意したものだと思うが──。

「……先輩、これは？」

「あァ、心配すんな──模造刀だよ」

　鬼京はにこにこ笑っている。

「とっても切れ味鋭するどい、まるで本物みたいに人間だって斬きれちゃう、業わざ物ものの模造刀だ♪」

「それは本物だろう」

　突つっこみつつ、都合はいいので刀を手に──舞弓はベニヤ小屋の扉とびらを開いて雨天に飛びだす。気配はちかくはないが、外にでて状じよう況きようを確かく認にんしたい。何か巨きよ大だいなものが動いているかんじがしたのだ。雨が気づくのを遅おくらせたが、間違いはない。

　雨あま粒つぶを気き魄はくで散らし、空を見あげる。

　バラバラバラバラ！

　瞬しゆん間かん、響ひびいてくる爆ばく音おんがある。

「あれは……」

　舞弓はあちこち見回し、どしゃ降りのなか、悪天候を気にもせず飛ぶヘリコプターを発見する。べつに舞弓たちを襲しゆう撃げきしにきたわけではなく、どこかへ向かって飛んでいく途中らしいが……。

「……あれは、うん？　なんだ？」

　目を凝こらし、すぐに首を傾げ、舞弓は訝いぶかしむ。

　一瞬だったのでよくは見えなかった。

　けれど、あれは──操縦席ではなく、後部座席に座っていた人物は──遠目にも、ウエディングドレスを着た花はな嫁よめに見えた。

　こんな雨の日に？

　なぜヘリコプターで？

「根こん性じようのある花嫁さんもいたものだ」

　うんうん頷き、なんとなく納なつ得とくして舞弓はベニヤ小屋へと戻もどった。

　かくて、そのいろんなことに疑問を覚えない単純な性格のせいで、今回、舞弓はひとつの戦いに身を投じることができなかった。

　そのとき、花嫁の顔をもっとよく確認していれば。

　ヘリコプターが向かう先の、まるで何かが燃えているような薄うすく赤色がかった雲の色に気づいていれば──。
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【午後四時十八分／見魔坂市上空】




　雨のなかでヘリコプターは危険かと思われたが、交通網もうが乱れに乱れている今、現場に急行できる移動手段を他ほかに用意できなかった。

　爆はぜ川かわ嫌や凪なぎは忙いそがしく仲間と無線のやりとりをしつつ、怪造学会執しつ行こう部ぶ所属のヘリ──その後部座席で険しい表情をしている。隣となりにはまだ泣きやまない、こうして見るとほんとうに小こ柄がらで、華きや奢しやな女の子──空すかい井い伊い依よりが花嫁衣い装しようのまま座っている。無理やりつれてきたはいいものの、このままでは現場にいっても無む駄だ死じにするだけだが……。

　最悪の場合、目の前で自分が死んででも伊依に覚かく悟ごを決めさせる必要がある。ほんとうに、彼女に何もかもを背負わせるのは嫌凪も本意ではないのだが、今回の戦いは所しよ詮せん、きっかけでしかないようにも思う。いずれ、伊依のなかに溜たまっていた悩なやみや鬱うつ屈くつは噴ふきだしただろう。ならば──ここでぜんぶ乗りこえてもらうのも悪くはない。

　荒あら療りよう治じで、好みではない。けれど嫌凪は本心から伊依には勝ってほしかった。竜りゆうたちなんかどうでもいい、己おのれの弱音に──勝って、克かって、強く成長してもらいたかった。

　恩人である滅めつ作さくの娘むすめだからという理由もある。それ以上に、これまで何度か会って、嫌凪はこの伊依という少女がとても気にいっていたのだ。その気持ちは噓うそではない。

　だから、彼女が前へ進むためなら望んで嫌いやな役も演じよう。死ぬのも悪くない。滅作に拾われた命だ、その娘のために使うのも──悪くない。

　そんな覚悟を決めつつも、嫌凪は現状の救いがたさにうんざりする。

「…………」

　政府や民間人の協力は皆かい無む。むしろ邪じや魔まさえしなければよいという具合である。

　怪造モン生物スターの脅きよう威いに対して、彼らはあまりにも無力だ。そもそもこれまで一いつ般ぱん人じんが怪造モン生物スターを忌いみ嫌きらい、怪造学を遠ざけるように仕向けていたのは怪造学会なのだが、それが今回は裏目にでた。民衆は突とつ如じよとして舞まいおりた非日常に恐きよう慌こうをきたし、また政府はほとんど有効な対応ができていない。怪造学会に文句をつけて今すぐどうにかしろと命じてくるくらいだが──言われなくてもわかっている。

　今回の騒そう動どうは怪造学会が始末をつける。

　関係ないものは引っこんでいればいい。

　そんなことを考えつつ、嫌凪は不ふ機き嫌げんな表情で、何度となく鳴り響く無線の声を聞いている。それは怪造学会の便べん宜ぎ的な本部となった古頃からの通信だったり、他の地域を飛びかっている執行部のヘリコプターからの通信だったり、何やら訳のわからない警察や自衛隊からの通信だったりした。特に最後のはシャットダウンしても問題ないくらい意味のあることは言わないのだが、地域住民の避ひ難なんなんかは任せなくてはいけないから、無下にもできない。

　現状は悪い。投げだしたいくらいに悪い。

　幸いなのは、敵の目的がはっきりしていること。

　忍しのび寄る魔ま軍ぐんの狙ねらいは激げき流りゆう院いん潮うしお静しずかだ。総長本人が断言していたし、魔軍の進路もそのとおり──怪造学会本部があったはずの位置から一直線に、総長のいる古頃へと向かってきている。台風のように進路が読めるなら、避難だけはたやすい。

　魔軍──憤ふん怒ぬ大公が率いていると思おぼしき竜の群れが確かく認にんされると同時に、当然のようにパニックが起き、政府や民衆は混乱に陥おちいった。まだ今回の災さい厄やくの全ぜん貌ぼうは誰も把は握あくしていないだろうから、全国を巻きこむような大きな騒さわぎにはなっていないが、それも時間の問題だろうとは思う。地じ震しんや台風とはちがう、前代未み聞もんの出来事なのだ。

　なかでも混乱がひどいのは、竜たちの通り道になった町などだった。まだ遠くにいるものは竜など現実とは思えないらしくあまり騒いでいないようだが、実際に竜が飛びまわるのを見た人々はおおむね恐慌に陥った。

　竜たちは真まっ直すぐ進しん撃げきしているだけで暴れてはいないから、被ひ害がいはあまりないのだが──憶おく測そくや噂うわさが飛びかい、人々はいきなりの災厄に呆ぼう然ぜんとしていた。ほとんどの人間がうまく事態を理解できず、危険が迫せまっていることも実感できず、ただ喚わめき散らすだけのようである。

　怪造学会はすぐに政府と協力し、魔軍の進路上にいる住民に緊きん急きゆう事態の発生と避ひ難なん勧かん告こくをだし、彼らを安全な場所まで避難させた。警察や自衛隊などはその作業にかかりきりになるだろう。かつてない種類の災害なので、彼らが巧うまく動いてくれるかどうかはわからない。祈いのるしかない。

　とりあえず避難が正しく完かん了りようし、物見高い野や次じ馬うまなどが近づかないよう交通規制をし、竜たちの進路に誰だれもいなくなってもらうのが最優先だ。現状、竜たちは無む駄だに住民を虐ぎやく殺さつすることもなく進んでいるようだが、恐慌に陥った民衆が勝手に自じ滅めつする可能性もある。避難は速すみやかに、また丁てい寧ねいに行われる必要がある。

　今回のような事態が発生したときのため、昔から怪造学会は政府に根回しをしていたようだが、やはり実際に事件が起きたのは初めてなので──思わぬトラブルも発生しているらしい。

　けれど、遺い憾かんながらそちらに構ってはいられない。ぜんぶ任せきりにして申し訳がないと思うが、一般大衆への対応は政府などに死ぬ気でやってもらうとして、怪造学会──嫌凪たちがやるべきことは、事態に収拾をつけることである。最終的には魔王を潰つぶさなければ何も解決しないが、今のところは接近してくる魔軍を殲せん滅めつすることが最優先事じ項こうである。

　当面を乗り切ること。

　構図だけはシンプルである。

　激流院潮静──古頃の校舎に待機している彼をめがけて迫りくる魔軍、竜の軍隊。敵は電光石火で彼を狙うことのみ考えているのか、無駄に暴れてはいないので、避難さえ迅じん速そくに行われれば被害は最小限ですむ。そうして無関係な民衆を遠ざけているうちに、なるべく急いで竜退治を行えば現状は解決するはずだ。

　その後のこと──政府や諸外国、民衆などの反応を考えると頭が痛いどころの騒ぎではないが、今は考えない。後のことは後に考えればいいのだ。今は目の前にある危機をなんとか乗りこえることが肝かん心じん。

　いかにして最強の竜の軍団を叩たたきつぶすか？

　正直、まともにやりあって勝てる相手ではない。

　嫌凪はこれまで執行部として働き、何度か竜族とも相まみえたが、正直なところ一匹ぴきが相手でも厄やつ介かいだ。生命力に満ち溢あふれ、動きは速く、守りは堅かたく、それなりに知能もあり、個体によって火を吹ふいたり氷を吐はいたり戦い方が統一されておらず、基本的に他ほかのどんな怪造モン生物スターよりも強い。

　幸いなことに彼らの怪造は難しく、滅めつ多たなことでは現界カナイに出現することもなかったのだが……今回は大軍、おまけに大将である憤怒大公までも出しゆつ陣じんしている。最悪だった。ふつうならばそのまま蹂じゆう躙りんされて終わりだ。退治どころか抵てい抗こうすらできまい。

　ただし今回の場合、怪造学会にも切り札はある。

　それこそ、嫌凪はまだその効果に半信半疑な最終兵器──《独パン唱ドラ第・オ五ンリ番ーワン》。

　今のところ、どういう武器なのか完全に不明である。

　そもそも武器なのか？

　どういう形状の？

　どういう用よう途との？

　どういう効果の？

　兵器？

　最終兵器──そんなあやふやな存在に運命を託たくさなくてはいけない現状に、嫌凪は歯は嚙がみする。けれど他に対たい抗こう策さくがない以上、甘んじてその謎なぞの兵器に依い存ぞんしなくてはいけないのだ。相手は竜りゆう。そして竜の王。正せい攻こう法ほうでは敵かなわない。

　怪造学会の、否いな、この国の、否々、世界の命運は──。

　何の因果か冗じよう談だんか。

「伊依ちゃん」

　ひとりの少女の手に、託されてしまった。

「伊依ちゃんの役目は単純明快、竜の群れを率いている憤怒大公を最終兵器《独パン唱ドラ第・オ五ンリ番ーワン》で狙ねらい、倒たおすことだ」

　伊依は聞いているのかいないのか、虚うつろな目で前を見ている。痛ましい表情だったが、嫌凪は甘やかしたくなる心をぐっと堪こらえ、説明をつづける。

「伊依ちゃんは《鳳フエニ凰ツクス》事件で、《鳳フエニ凰ツクス》が《癇オコ癪リ蜥ン蜴ボウ》を怪造したのを覚えてるか？　あんなふうに、今回──大量に出現している竜たちは全すべて親玉の憤怒大公が呼び寄せたものらしい。俺の部下たちが《魔ま力りよく》を探知機で調べたからな、それは間ま違ちがいない。つまり──《魔力》の供給源であり、竜たちを怪造した張本人である憤怒大公を倒せば敵はまとめて消える。臭くさい匂においは元から絶てってかんじかなぁ、わかりやすいだろ？」

　笑ってみせたが、伊依は表情を強こわばらせたまま……静かに、つぶやいた。

「爆川さん」

　まだ涙なみ声ごえだ。覚かく悟ごを決めていない。強制され、無理やりにここにいるのだ、当然だと思う──けれど、総長の喝がきいたのか、少しは先ほどの錯さく乱らんしたような雰ふん囲い気きからは脱だつしているように思う。徐じよ々じよに、彼女は前へ進みだしている。

　嫌凪も、総長にならってそんな彼女にお節せつ介かいを焼いたりしない。彼女の道だ、彼女の足でしか歩けない。そばで助言を告げるくらいはできるけれど。

　不思議なものだな、と嫌凪は思った。

　かつての自分が、今の伊依に重なる。

　自分も昔はこんなふうだったのかな──と。未完成で、弱くて、けれど未来が無限に広がっている、子供。少女。すっかり育ち終わってしまった嫌凪には、今の彼女がちょっとだけ眩まぶしかった。

「爆川さんは、なんで……戦えるの？　なんで、そんなに強いの？」

　昔、同じように無む垢くな、素そ朴ぼくな気持ちで大人たちに問いかけた。

　彼らは、なんと応こたえてくれたのだったか。

　伊依は涙を流したまま、歯嚙みし、胸の奥から吐きだすように、重い言葉を告げてくる。

「わからないよ。痛いの、苦しいの、喪うしなうの……怖こわくないの？　みんな、爆川さん……なんで、そうやって──強くて、うぅ……あたしみたいに、見苦しく悩なやんだりしないで」

「んーん」

　嫌凪はなんとなく気が抜ぬけて、頭の後ろで手を組み、狭せまい座席でめいっぱい足を伸のばした。まさか自分が年下の女の子の相談を受ける日がくるとは、お釈しや迦か様さまでも思うまい。

「大人もけっこう悩むっすよぉ」

「え？」

「昔な」

　細かく震ふるえる伊依の肩かたを抱だきよせ、妹にそうするように、嫌凪はゆっくり──優やさしく耳元で囁ささやいてみる。

「同じような質問を、伊依ちゃんのお父さんにしたよ」

「父さんに……」

　あのとき、彼は何と応えたのだったか。随ずい分ぶんと遠くに思える、自分がまだ子供だったころ。いつから、伊依のように純じゆん粋すいに悩むことをやめたのか。悩みを面つらの皮の下に押しこめて、格好をつける嫌いやな大人の仲間入りをしたのやら。

　考えつつ、嫌凪はそのままの姿勢で、伊依の体温を感じながらつづける。

「俺も、甘えてた……大人に寄りかかって、楽をしようとした。それを見み抜ぬいたのか、伊依ちゃんのお父さんはな、依存してくるなって──」

「……嫌な父さんですいません」

　そんなに、言うほど悪いひとでもなかったが。

　ここで彼の評価を上げてやるのも癪しやくなので、それについては何も言わない。

「なぁ、べつに滅作さんは独りで歩けって言ったわけじゃねぇんだ。寄りかかってくんなって言っただけだ。そばを歩いて、助言くらいはするって、前へ進んで──道をちょっと歩きやすくはしてくれるって、そういうのが──俺も大人の役目なんだと思う。それは厳しいんじゃなくて、寄りかからず、自分の力で歩かせることで……子供を鍛きたえてくれる、ほんとうの優しさなんだって後でわかった」

　今は大人の自分がそう言うのもどうかと思ったが、気にしないことにして、嫌凪は伊依の頭をぽんと叩たたく。

「伊依ちゃん、負けんな。痛いのも、苦しいのも、もう嫌だろうけど……うずくまって、見ないふりしたら、ほんとうにそこでぜんぶ終わりだぞ。これまで歩いてきたのを無む駄だにすんな。あと数歩で良い景け色しきが見れるかもしんねぇんだぞ──だから、負けんな」

「…………」

　伊依は押し黙だまり、何か考えているようだった。またその目元に涙が浮うかんだので、嫌凪は困って、けれど必要以上には甘やかさず、腕うでを組んで頷うなずいた。

「伊依ちゃんな、宇う宙つ木きから話は聞いてたけど……これまでな、ちょっと無理しすぎてた。がんばりすぎだった。伊依ちゃんの夢も理想も立派ですごいけど、それは重すぎるもんだったんだ、途と中ちゆうで疲つかれちまってもしょうがない。道なかばで休んでもいい。……だけどそれはたいせつなもんだろうが。ここまで運んできたたいせつな夢だろうが。放ほうり投げちまうのは良くねぇよ」

　祈いのるように、励はげます。妹のような──この少女を。

「負けんな、伊依ちゃん」

「うん……」

　伊依は、そこで初めて微笑ほほえんだ。そして嫌凪を見て、頭を下げてくる。

「ありがとう、爆川さん……まだ、怖いけど──嫌なのは、ほんとうだけど、そうだよね……苦しいからって投げだしたら、ほんとうになんでここまで運んできたんだ」

[image: ]

　掌てのひらを見つめ、彼女は自分に言い聞かせるようにつぶやいた。

「怪造モン生物スターは友達です」

　大おお粒つぶの涙が、顎あごを伝って花はな嫁よめ衣い装しように落ちる。

「それがあたしの……怪造学」

　次の瞬しゆん間かん、前触れもなく何か大きな力が真上からヘリコプターを押しつぶした！
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【午後四時二十五分／古頃怪造高等学校】




　雨が降っていた。

　通り雨だと思うが、それが雨なら何であれ鬱うつ陶とうしいので早く止やんでほしい。じめっとするし、濡ぬれるし、都会であればあるほど雨の匂においは気色が悪いのだ。夢ゆめ追おい坂ざかはべつに都会ではないが、海が近いせいか普ふ段だんから湿しつ気けがあるので、雨など降るともう水分過多で気持ちまでぐしょぐしょする。

「だるぅ……」

　いつも気け怠だるげな男だが、いつもの倍は億おつ劫くうそうに溜ため息いきをついて──不ふ動どう霧きり晴はるは古頃怪造高等学校の頂点、文字どおり天てつ辺ぺん──屋根の上に苦労して登ると空を見あげた。

　悪天候に黒い雲。遠くで火事でもあったのか、次から次へと煙けむりが流れこんで雲が膨ふくれていく。もしかしたら止むまで時間がかかるかもしれない。憂ゆう鬱うつである。

　ともあれ。

　そんな天候を物ともせず、豪ごう華かな鯱しやち瓦がわらの上で直立不動、腕うで組ぐみして雨に打たれている馬鹿がひとり。不動は持ってきた傘かさをさし、また溜息をつくとその人物に呼びかけた。

「総長」

「…………」

　応こたえはない。彼はひたすら雨風を身に浴び、それでも怯ひるむことなくただ前を睨にらみつけている。耳を澄すませば彼の視線の先、遠い向こうから何か激しい物音が響ひびいてくるし、おそらくそちらから魔軍が攻せめてきているのだろう。もうじき竜りゆうの大軍が押しよせ、怪造学会は乏とぼしい戦力でそれを迎むかえ撃うたなくてはいけなくなる。

　否いな、もしも最終兵器《独パン唱ドラ第・オ五ンリ番ーワン》がほんとうに憤怒大公を倒たおすほどの威い力りよくならば、自分たちは敵の攻こう撃げきをただ耐たえているだけでいい。その間に竜の王を消しよう滅めつさせれば、敵の軍隊も同時に現界カナイからいなくなる。労せず勝利できるわけだ。

　なのに。

　この男は──。

　わざわざ身を晒さらし、傘もささず、武器すら携けい帯たいせずに立ち尽つくしている。

　くるならこいと魔軍に挑ちよう戦せんしているようにも見えるし。

　無む抵てい抗こうに殺されようとする生いけ贄にえのようにも見える。

「…………」

　不動にはよく彼の行こう為いの意味がわからない。総長が殺されれば怪造学会の負けなのだし、できれば少しは安全な校庭の地下施し設せつなどに引っこんでいてほしいのだが。そちらのほうが護まもりやすい──もっとも、不動はべつに総長の命も世界の危機もどうでもよかったが。

　他人など。世界など。とくべつ愛してはいない。

　まとめて滅ほろんでもいい。それは自分も含ふくめての話だ。

　あらゆる物事に興味がもてない。怪造モン生物スターを殺すときのみ少しは楽しいが、それも人生を豊かにしてくれるほどの快楽でもない。

　いつ死んでもいい。

　いつ終わってもいい。

　それが不動霧晴という男だった。

　だから、こうして今、総長に語りかけているのも何かが心配だからではない。ただの好こう奇き心しんだ。物事に興味をもつことがない不動にとって、この総長は珍めずらしいくらいに関心をそそられる相手だった。

　怪造学会総長・激流院潮静。

　正体不明。経歴不明。何者で、何を目的として、何のために行動しているのか。

　今、こうして雨のなか仁に王おう立だちし、正面を睨みつけているのはなぜなのか。

「……総長？　風邪かぜひきまっせ？」

　先ほどの呼びかけが聞こえていないようだったので、今度はもうすこし大声でそう言ってみた。すると総長は肩かた越ごしにこちらを一いち瞥べつし、「不動か」と短くつぶやくとまた正面に視線を戻もどした。

　ざあざあと雨は強さを増し、総長の金色の髪かみを彼の肌はだに貼はりつけている。しばしその女のように艶あでやかな後ろ姿をなんとはなく見つめていたら、やがて思いだしたように総長がつぶやいた。

「釣つりが苦手でな」

　一瞬、何の話だかわからなかった。

「禁きん忌きには一本釣りされるわ、スカートに釣り針ばりを引っかけて少女に恥はじをかかせるわ、悪いことだらけだ……しかし」

　どうも独り言らしい。さっぱり意味が理解できない。

　けれど不思議と立ち去ることもできず、不動は総長の後ろにぼんやり立っている。

　彼は暗い世界のなか明るい一筋の光明のようだった。金色の服装や髪のせいか、後光がさすように輝かがやかしい。

「今度の釣りは失敗できぬ。敵が食いつきやすいよう、餌えさの俺はせいぜい目立とう。年とし端はもいかぬ少女を最前線に送りこんだのだ……この俺が吞のん気きに奥へと引っこんでいられるものか、魔軍よ！　食くらいつくなら食らいつくがいい！」

　手を広げ、迫せまりくる竜りゆうの軍団を招くように、宣告する。

「俺に食らいついているうちに、最終兵器が貴様らの素ッ首を叩たたき落とす……！」

「や、食らいつかれたら困るやろ。ここであんたが死んだらやばいって。敵は竜だけやないんやで……大将？」

　独白にだめ出しをするのも無ぶ粋すいかと思ったが、不動はそんなことを言ってみる。総長は後ろからでも不思議とわかったが、そのとき大きな笑えみを浮うかべた……気がする。

「無論！　この俺がただで食われてやるものか！　くだらぬ竜どもに捧ささげるため、この激流院潮静──二百以上も齢よわいを重ねたのではないわ！」

　前方に手を伸のばし、叫さけぶ、……それは宣戦布告だった。

「その程度かッ!?」

　竜のなかでも飛びぬけて速度のあるものか、旅客機のごとき体たい軀くの一匹ぴきが迫ってくるのが見えた。けれど総長は動じない。その場を離はなれず、雷らい撃げきのごとき怒ど声せいを放つ。

「魔王よ──貴様の怒いかりはその程度か!?　憎ぞう悪おは、呪じゆ詛そは、憤ふん怒ぬは……その程度かッ!?　その程度ならばこの俺には届かんぞ！　俺が憎にくいならこの嵐あらしを飛び越こえてこい！　くだらぬとかげどもなどに任せず、貴様自身が殴なぐりにこい──この臆おく病びよう者ものが！」

　総長の声に負けじと、竜が吼ほえ、遅おくれて空を本物の雷らい光こうが刻む。雨は本格的にざあざあ降りとなり、横よこ薙なぎに叩きつけるような勢いで雫しずくを散らしていく。

「俺が怪造学会総長──激流院潮静である！」

　瞬しゆん間かん、轟ごう々ごうと百雷が鳴り響ひびく。

「さぁ！　この俺は逃にげも隠かくれもせんぞ！　忌いまわしき憤怒の化け身しんども、俺を殺せるか試ためしてみよ！　俺に貴様の憎悪が届くかどうか……試してみい、魔軍ども！」

　まるで総長が、その声が、勢いが、嵐を呼び寄せたように見えた。

　たった独りでも、その激しい感情の渦うずと招き寄せた雷雨のみで竜たちを蹴け散ちらせそうな──もちろん、そんなわけもない。世話が焼けると思いながら、もう少しこのおかしな男の奇き行こうを見ていたいと思い、不動は三本もぶら下げた刀の柄つかに手を添そえる。

　彼にここで死なれたら。

　ただでさえ面おも白しろくないこの世から、またひとつ愉ゆ快かいなものが消えてしまう。

　──それこそ、面白くない。

「……おれも、たまには働こかね」

　同時に刀を抜ぬき放ち、片手で獣けものの爪つめのごとくそれらを握にぎりこむ。
















　素す早ばやく腕うでを振ふるうと、同時に総長に食らいつこうと飛びかかってきた流線型の竜が呆あつ気けなく三枚におろされる。血ち飛沫しぶきが舞まい、けれどすぐに激しい雨に流されて消える。

「さぁて」

　総長の隣となりに並び、その肩かたを気安く叩いて、不動は──己おのれの本能に忠実に。

「あんたが餌ならおれは釣つり針ばりや。……ええやろ？」

　笑い、舞い、嬉き々きとして殺しまくる。
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【午後五時二十三分／見魔坂市駅前】




　雨が、降っていた。

　染しみこむように冷たい。

　節操のない雨音は音楽というよりやはり不協和音で、長く聞いていると不安になる。その硝子ガラスを擦こするような雨の輪りん舞ぶに促され、空井伊依は長い眠りから醒さめる。

　どうもちかごろ寝ねてばかりだ。

　眠ねむっている余よ裕ゆうはないのだから、起きなくては。起きて、何をするかはまだ自分でも決めかねているけど──それでも、うずくまっていては、いけない。

「…………」

　身体中が痛い。熱い。怪け我がをしたのだろうか。

　そうだ──状じよう況きようがわからない。何が、あったのだ？

　たしか怪造学会執しつ行こう部ぶのヘリで運ばれていて、その最中、何かの強きよう烈れつな力で機体が破は壊かいされて──たぶん墜つい落らくして、そのまま気絶していたのだろう。無事だったのが不思議なくらいだ。ふつう、それで終わりだっただろう。上空から落下して無事に済むわけが……。

　そう、無事に済むわけがないのだ。

「爆川さん!?」

　朦もう朧ろうとした意識に活をいれ、伊依は身を起こすと周囲を見回す。雨あま粒つぶが瞼まぶたの隙すき間まから侵しん入にゆうしてきて、目が痛い。よく見えない。

　そばに誰だれかが倒たおれている。

　嫌凪と、たぶんヘリを操縦していた執行部の誰かだ。

　赤い色が見えたので、一いつ瞬しゆんぎょっとしたが、幸いにそれは嫌凪の髪かみの色だった。見たところ外傷はなさそうだが、ふたりとも気絶している。そばには機体の残ざん骸がいとどうも墜落したときに巻きこんだらしい家屋がぐしゃぐしゃの残骸になっている。あちこち焦しよう土どのように煙けむりをあげていて、悲ひ惨さんな有様を示していた。

　たぶん、墜落しそうになるその一瞬で、嫌凪がパイロットと伊依を抱かかえて外に飛びだしたのだろう。機体から離はなれ、おそらく自らの身体からだをクッションにして護まもってくれたのだ。そうでなければ伊依の身体は今ごろもっと重傷だっただろう。

　身体を触さわって確かく認にんしたが、嫌凪もパイロットもただ失神しているだけらしい。嫌凪の身体がやけに熱いのが気になったが、伊依には理由はよくわからなかった。

　節々が痛い。打ち身に擦すり傷きず。けれど動けないほどではない。

　雨のなか目立つ無む惨ざんな花はな嫁よめ衣い装しようは薄うす闇やみのなか光り輝かがやくようで──眩まぶしい。

　不意に。

　ぞくっ──と背筋が震ふるえた。

「？」

　伊依はその感覚の正体がわからなくて、首を傾かしげる。

　周りを見た。無人の町。夢追坂よりは少し汚きたない、雑多などこかの町。たぶん駅前で、やはり誰もいない。空では雷らい光こうが煌きらめき、よく響ひびいた。全身びしょ濡ぬれなせいか、雨をだんだん感じなくなってきた。

　不意の、不意に。

　伊依は町中に何か違い和わ感かんをおぼえる。

　誰もいない──せいだけではない。

　それにしては何か威い圧あつ感かんがある。

　誰もいないにしては気配が濃のう厚こうなのである。

　嫌凪を見る。パイロットを見る。ちがう。彼らではない。

　そういえば。

　誰がヘリを撃墜したのだ？

　カッ──と稲いな光びかりが町の輪りん郭かくを浮うかびあがらせる。

　その瞬間。

　伊依は見た。見たと思う。否いな──気づいた。最初から、それは隠かくれてすらいなかった。ただ無言で佇たたずみ、むしろ伊依が目覚めるのを待っていた？

　最初は、巨きよ大だいな建築物かと思った。

　それほどまでに大きな、圧あつ倒とう的な、生き物。

「………え」

　ざあざあ雨が降っている。伊依は地面に膝ひざ立だちになったまま、まるで土ど下げ座ざするようにその生き物を情けなく仰あおいでいる。瞳どう孔こうが縮み、お腹なかが息苦しくなる。汗あせが滲にじみ、身体が小刻みに震える。

　それは。

　伊依がこれまで出会ったことのない、巨大な恐きよう怖ふの塊かたまりだった。

　動けずにただ怯おびえる伊依に、その生き物は待ちわびたように反応し──まるで深呼吸のように大きく身を仰のけ反らせると──。

　否、深呼吸なわけがない。

　深呼吸なわけがない！

「あッ──」

　伊依は本能的に反応すると、立ちあがり、まだ倒れたままの嫌凪たちの前に立ちはだかる。意味はないと知っている。伊依はただのちっぽけな少女である。遠くにいるのにすぐちかくにいるかのように巨大なあの生き物が、本気で攻こう撃げきしてきたら耐たえられるわけがない。

　たぶん。

　伊依は、嫌凪は、怪造学会は、侮あなどっていた。

　虚界アンダカ最強を甘く見ていた。

　あれが、もしも──伊依がこれから相対しなくてはならない憤怒大公だというなら、冗じよう談だんじゃない。冗談じゃなかった。

　あんなもの、人間がどうにかできるものじゃない！

　刹せつ那な、憤怒大公──巨大な竜りゆうの口元に膨ぼう大だいな煙があがり、いくつもの水蒸気爆ばく発はつを生みながら……凄すさまじい灼しやく熱ねつの炎ほのおが吐はきだされた！

　狙ねらいは幸いなことに伊依たちではなかった。

　むしろ伊依たちのみを器用に避さけ、炎は町を蹂じゆう躙りんしていった。そう、それはまさに蹂躙だった。超ちよう高熱の炎は建物を融ゆう解かいさせ、蒸発させ、けれどなぜか伊依たちには危害を加えず舐なめるように町を消し飛ばし、人間がそのわずかな力で築きあげた道路を、家屋を、店てん舗ぽを──諸もろ々もろの文明と呼び、誇ほこってきた全すべてのものを、呆あつ気けなく破は壊かいし尽つくした。

　残ったのは、焦しよう土ど。

　逃げ遅おくれたひとが、いたかもしれない。

　避ひ難なんしていなかったひとたちが、そこにいたかもしれない。

　たくさん……ひとが、死んだかもしれない。

　伊依が駄だ々だをこねず、素す早ばやく動き、事態を収束させていたら──死ななかったはずの、たくさんの命が一いつ瞬しゆんにして奪うばい去られた。

　あぁ。

　ほんとうだ。

　嫌凪の言葉に今さら頷うなずく。

　たくさんひとが死ぬというのは。とても嫌いやな、嫌なものだ。

　炎の照り返しに肌はだをちりちりと焼かれ、伊依は呆ぼう然ぜんと立ち尽くす。

　目の前に広がっているのは、伊依の罪の具現化だった。

　どうして自分なのだと、泣く気にもなれなかった。どうしてなんて言わない。この光景をなくせるなら、自分は何だってする。ひとがたくさん死ぬくらいなら、あぶくになるまで打ちのめされたっていい。

　これは、酷ひどい──有様だった。

　ちょっと耳を塞ふさぎ、うずくまっているうちに、こんな焼け跡あとになってしまった。

　伊依はもう泣かなかった。真まっ直すぐに前を見て、立ちつくした。

　伊依たちの周囲のみかろうじて残された、箱庭のような範はん囲いの文明。建物がなくなったことでより大きく見える竜の王は、さして感かん慨がいもなさそうに──よく響ひびく声でつぶやいた。

〈これで話しやすくなったのう。ごちゃごちゃしてるとな、どこにいるかわからんで……喋しやべりにくいんじゃい、がっはっはっはっは〉

　恐おそろしく気安い口調だった。

　けれど伊依は笑えない。

　攻撃ですらなかったのだ。

　ただ、客人がきたから汚よごれた机の上を片付けましたみたいな、何気ない仕草だったのだ。

　勝てるのか？

　否。

　抗あらがえるのか？

　このような、途と方ほうもない──まさに、怪かい物ぶつに。

〈さぁ、今度こそ〉

　立ちすくむことしかできない伊依に、否──たぶん、伊依ではない。伊依など、眼中にないだろう。雨が降る焦土のなかでもひときわ目立つ純白の花はな嫁よめ衣い装しようの、誰だれか。その誰かに──竜の王は穏おだやかにも思える声で語りかけてきた。

〈どっちかに決めてくれい、……姫ひめ様さま〉

　途と端たん、伊依の全身を飾かざった純白が陽光のように煌きらめいた。
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【午後五時二十九分／夢追坂総合病院前】




　雨は、止やまない。

　雨が降ると憂ゆう鬱うつだなんて気分の問題だけではなく、雨は視界を悪くし、また人々の避難を大幅に遅らせる。交通網はただでさえ乱れていたのが事故も相次ぎ、もっとも危険が集中した夢追坂からの脱出すら困難な状じよう況きようだった。

　危険。

　それは即すなわち古頃怪造高等学校めがけて殺さつ到とうする竜の大軍である。

　近づくと危ないので遠くからしか確かく認にんできないが、雲うん霞かのごとく押しよせた竜りゆうたちに対して怪造学会も部隊を出しゆつ撃げき、必死に抵てい抗こうをつづけているらしい。ただ物量的に大きく後おくれをとっているうえ、怪造学会はほとんど態勢が整っていない。彼らが古頃を本ほん拠きよ地ちに据すえたのはつい最近だし、竜たちはほとんど奇き襲しゆうのような速度で攻せめてきたのだ──今は何とか対応できているが、ちょっとのことで総そう崩くずれになりそうな危あやうさがあった。

〈伊依ちゃん……〉

　けれど、虚こ島じま罠わな奈なは恐れない。

　年下の友──かつて己おのれを救ってくれた、空井伊依を信じている。他ほかの誰が信じなくても、自分だけは彼女が全てを良い方向へ導いてくれると確信している。

　だから。

〈がんばってね。──私も、がんばる〉

　夢追坂の町、その住宅地の片かた隅すみ。

　魔王杯の結果、生命力を吸いとられた古頃の生徒たちが多く入院した総合病院。その入口前に、罠奈は運転してきた大型車両を急停止させる。泥どろが跳はね、いくつもの水みず溜たまりがタイヤに押しつぶされる。雨がひっきりなしに車窓を濡ぬらしていく。

〈よいしょっ……っと〉

　罠奈の腕わん力りよくでは少し重い扉とびらを開けて、外に飛びでた。すぐに雨あま粒つぶが食くらいついてくるが、傘かさをさすのももどかしいので無視することにする。

　清潔な白色の病院。周囲には目を和なごませる緑の樹木。花か壇だん。けれど今は全すべてが薄うすどんよりとしていて、そんな色しき彩さいもくすんでしまっている。

　遠くを振ふりあおぐと、まるで落日の城のごとき古頃の校舎が確認できた。ここからは、次から次へと集まってくる色とりどりの竜たちがまるで紙かみ吹雪ふぶきのように見える。雨のなかでもその強きよう靭じんな生態は少しも衰おとろえず、猛たけり狂くるって暴れている。

　灼しやく熱ねつのブレスでも吐はきつけられたのか校舎は真っ赤に炎えん上じようし、今にも崩くずれさりそうだ。けれど、戦う能力のない罠奈はあそこにいてもできることがない。研究部の先せん輩ぱいたちの足を引っぱるだけである。

　けれど、罠奈は絶望しない。立ち止まらず、自分にできることをする。

　自分よりもちびで、たぶん喧けん嘩かも弱い、学校の成績も悪かった、ひとりの少女がいくつもの事件を解決し、人々を救っていくのを見た。ならば、自分だって──無力感にひたっているわけにはいかない。彼女の負担を少しでも減らすために、この手を、足を、精せい一いつ杯ぱいに動かしてがんばるのだ。

　変わらぬ三つ編みを揺ゆらし、動きやすい軽装の罠奈は救急車や乗用車でごったがえす病院前を駆かけぬける。竜の軍隊が夢追坂に到とう着ちやくしてもう一時間ほどが経たつが、いまだに避ひ難なんは完かん了りようしていないらしい。まだ唐とう突とつな事変に反応できないひとや、子供が帰ってこないからと家を動かないもの、興味本位な野や次じ馬うまなど──最後のはどうかと思うが、とにかく、そんな彼らをできるかぎり多く安全な場所へ移動させるのがたいせつだ。

　なかでも心配だったのが、入院して自分の意思では動けない古頃の生徒たちだった。こういう非常時には弱いものから順番に被ひ害がいに遭あう。できるだけ病人などを優先して避難させなくてはいけない。

〈あっ……蟻あり馬ま先生！妖あやかし森のもり先生も！〉

　病院前、罠奈と同じ考えだったのか──自分のものらしい車を停とめ、生徒たちを丁てい寧ねいに運びこんでいる見知った顔を見つけたので、呼びかける。灰色の髪かみの色男と、狐きつねが化けたみたいな髪かみ型がたと糸目の女性──古頃の教師、蟻あり馬ま磁じ獄ごくと妖あやかし森のもり吉きつ音ねである。

　幸いにして相手も罠奈のことに気づいたか、すぐに顔をほころばせてくれた。

「おぉ、虚島！　おまえ何でここにいるんだ？」

　蟻馬が呆あきれたような困ったような表情でそう言ったが、今は楽しいお話に花を咲さかせている場合ではない。罠奈は愛あい想そ笑いを浮うかべつつ、手早く彼らに声をかける。

〈世間話は後回しにしましょう！　先生、私も車を用意しています！──入院している皆みなさんを運びますので、車に乗せるのを手伝ってくださいませんか!?〉

「おぉ、相変わらず気が利きくねぇ、虚島さん」

　さすがの妖森も非常事態に緊きん張ちようの面おも持もちだったが、なんとなく一いつ瞬しゆんだけ微笑ほほえんでくれる。

「ちょうど良かった、案あん寿じゆちゃんが病院から脱だつ走そうしちゃったっぽい生徒を捜さがしにいっちゃったままでねー、人手が足りなかったんだにょー。虚島さんが協力してくれたら助かるにゃー」

〈…………〉

　病院から脱走した生徒？　なんとなく罠奈は嫌いやな予感がしたが──そこで妖森が怪け訝げんな表情になり、できるだけ尋たずねてほしくなかった事こと柄がらを指し摘てきしてきたので、うやむやになる。

「あれ？　そういえば虚島さんー、車の免めん許きよ持ってたの？」

〈…………〉

　一瞬、罠奈はどう応こたえたらいいか迷ったが、この妖森という教師は見かけより鋭するどいところがあるので──噓うそを言っても無む駄だかと、開き直って堂々と宣言した。

〈先生、ふふ……嫌ですね、鉄仮面をかぶったまま運転できる乗り物がこの世に存在するわけないじゃないですか〉

「と、言われても逆に困るけど」

　戸と惑まどう妖森に、罠奈はたたみかける。

〈先生、今は免許だとかそういう些さ末まつなことに拘こだわっている場合ではありません！　臨機応変という言葉があるとおり、最優先すべき事柄を間ま違ちがってはいけないのです！　今はひとりでも多くの入院患かん者じやさんを避難させることがたいせつではないですか!?　安心してください……私、これでも昔からなんでも器用にこなせるほうなんです──運転くらい、ちょちょいのちょいです！〉

「……虚島さん、思ってたよりずっとパワフルな子だったんだにゃー」

「つうか誰だれかの影えい響きようが見え隠かくれするのが俺的にすごい嫌なんだが」

　妖森、蟻馬ともにとてもびみょうな表情をしたが、罠奈の主張はもっともと思ってくれたのか──互たがいに目配せし、肩かたをすくめると担たん架かに乗せて生徒を運ぶ作業を手伝ってくれた。

「いやいや、しかし」

　妖森はやけに上じよう機き嫌げんだった。

「生徒の成長が見られるのは教師冥みよう利りにつきるよねぇ、蟻馬くん？」

「成長なのか？　堕だ落らくに見えるぞ」

〈成長なのです〉

　罠奈は笑った。昔、笑え顔がおが噓くさいと指摘されて笑えなくなった自分も、こうして自然に笑えるようになったのだ──それが成長でなくて何だというのだ？

〈よぉし〉

　罠奈は腕うでまくりし、生徒をたらふく詰つめこんだ大型車両の運転席に飛び乗る。遠くから雨音ではない轟ごう々ごうという爆ばく音おんが響ひびいている──伊依と、彼女が相対するべき巨きよ大だいなものが尋じん常じようではない戦いを繰くりひろげているのかもしれない。

　応おう援えんと、こうして走りまわって、少しずつ彼女の負担を減らすことしかできないが。

　それで充じゆう分ぶん。今回の騒そう動どうが終わったら、まず伊依を労ねぎらって、それから自分はこれだけがんばったよって自じ慢まんしよう。彼女はきっと自分のことそっちのけで喜んでくれる。その倍も、何倍も、自分も彼女を褒ほめるのだ。

　そのときのことを楽しみに、今はひとまず全身全ぜん霊れい、持てる力の全すべてを振りしぼって。

〈虚島罠奈──一世一代の無免許運転いたします！〉

　止やまない雨はない。

　雨を堪たえ忍しのべば、その先にはきっと──。
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【午後五時四十二分／見魔坂市、焼け跡】




　何か大きな一区切りがされようとしていた。

　魔軍の進撃。

　怪造学会の表立っての行動。

　世間に晒された怪造学。

　その渦か中ちゆうにいるというのに、伊依には、今をもってしても事象の構図がよくわからない。誰が敵で、誰が味方なのか。誰が正義で、誰が悪なのか。

　自分が何をするべきなのか。何ができるのか。

　けれど戸惑い、怯おびえているうちに流されるのはもう嫌だから、そんな状じよう況きようでもないかもしれないが──問いを口にする。まだ声にも、口調にもかつての力強さ、自信はないけれど……少しずつ、取りかえす。立って、前へ進む。

「あの……」

　焦しよう土どである。あちこちに瓦が礫れきの山。箱庭のようにわずかのみ残された建築物と、倒たおれたままの嫌凪たちと、泥どろだらけの伊依。絶体絶命の状況なのに、不思議と頭は醒さめていた。あまりにも強きよう烈れつな憤怒大公の火力を目まの当たりにして、逆に麻ま痺ひしたか、覚かく悟ごがすわったのかもしれない。

「あたしが、何もかも知る必要はないのかもしれない。義理も、資格もないのかもしれない……でも、何もわからないまま、利用されて、使いつぶされるのはあんまりだよ」

　正面──遠くに鎮ちん座ざする巨大な竜りゆうの王と、自らがまとった純白の花はな嫁よめ衣い装しようにそう語りかける。しばし、返答はなかったが、やがて薄うすく煌きらめきを零こぼしていたドレスがさらに輝かがやきを増し、立体映像のように宙空へひとりの見知った女の姿を投とう影えいした。

　伊依が着ているものより汚よごれ、古びた花嫁衣装。華はなやかな服装に反して通夜めいた伏ふし目めがちの表情。長い長い黒くろ髪かみを伊依の貸したリボンでまとめた──彼女は虚界アンダカの姫ひめ、虜とりこの姫、あるいは魔の姫と名乗った不思議な人物だった。

「……魔ま姫きさん」

　伊依はいきなり浮うかびあがってきた魔姫の映像に少し驚おどろきながらも、ふつうに語りかける。

「そういうふうに、映像も浮かべられるんだ？」

『そのようです』

　相変わらず己おのれの存在について理解があやふやなのか、魔姫はそんな返答をして、伊依の表情を見つめ──泣きだしそうになりながらも、真しん摯しに前を見た。

『誇ほこり高き竜の王よ』

　そして正面、破は壊かい的なまでの存在感で鎮ちん座ざする巨竜に、魔姫は穏おだやかに語りかけた。

『彼女のために、少しばかり昔語りをしてもよろしいでしょうか？　たしかに、彼女は何も知らない。なのに、わたしの代理人としてここに立たされている。魔王の怒いかりの代弁者としてのあなたと向かいあうのに、それではあまりにも不義理です』

〈あんたの好きにしたらよいが〉

　竜王は、蒸気のような声でぼやいた。

〈あんたの戦いじゃ〉

『では、ありがたく』

　申し訳なさそうに頭を下げ、魔姫が伊依に声をかけてくる。伊依も押し黙だまったまま、彼女の話を聞くことにした。今さら逃にげられない。覚悟を決めようと思った。

『伊依ちゃん、あなたのお望みに適かなうかはわかりませんが……今回、こうして竜の軍隊が攻せめてきて、戦争になってしまった、その理由をお教えします。あまり……面おも白しろくもない、退たい屈くつなお話ですが、それであなたの不安が少しでも消えるなら……』

　魔姫は遠い目をして、溜ため息いきをひとつ吐はきだした。

『昔──』

　何年前だか、明言はされなかったけれど──それは昔なのだろう、記き憶おくを辿たどり、思いだすのも億おつ劫くうだというような、そんな気配が感じられた。

『ひとりの女がおりました』

　淡たん々たんと、感情を交えず。

　これまで秘ひめられてきた、ひとつの真実を。

『女は未来が見える……ということになっておりました』

　未来が見える？

　どきん、と痛いほど胸が高鳴った。

　どこかで、聞いた、話だ。

　伊依は魔姫を見あげる。思えば最初から、不思議な親近感があった。

　この女性は、まさか──。

『もちろん神様ではない、魔ま物ものでもない、ただの人間に未来を見通すことなどできるわけがありません。未来など見えません。見えないのです！　けれど、不確かなことの多いこの世の中で、未来に不安をもつ人間は決して少なくありませんでした』

　それは──伊依は聞かなくても知っている。

　ひとつの、虐しいたげられた一族の話だった。

『この国の偉えらいひとたちは』

　くすっ、と魔姫は笑った。

　歪ゆがんだ笑えみだった。哀かなしい、笑みにしては哀しすぎる表情だった。

『ある程度まで未来を決めてしまうことを望みました』

　それは、ある一族に課された任務──お役目。

『その女は、今年一年の予定をあらかじめ詳しよう細さいに決めてゆきます。もちろん根こん拠きよのない、予言と呼ぶのもおこがましい、適当です。けれど、それは現実になってしまう。未来は女の言ったとおりの方向に動かされてしまう。国の偉いひとたち──政治家や、大だい富ふ豪ごうや、各界に影えい響きよう力のあるひとたちが、こっそり集まって、女の予言を聞いて、未来をそのとおりにするのです』

　くすくす笑っていた。何もかも諦あきらめた人間にだけできる虚うつろな表情だった。それはかつて伊依もよく浮かべていた笑みだ。この笑みを浮かべ、だんだん心が壊こわれていくのを待つしかないのだ、その一族の人間は──。

『未来がある程度まで予測できないと不安だと、ただそれだけの理由で為なされる予言……けれど、現実はたしかにその予言に左右され、噓うそだったはずの言葉は時空を超こえて真実になる。女は、未来が見える……ということに、されてしまいました』

　自分の言うとおりに世界が動く。少なくとも国家はそのとおりの未来をつくる。発言が、重い。一言一言が、誰だれかの命を左右する。

　耐たえられない。壊れていく。

　伊依の母も堪こらえきれずに壊れて死んだ。

『女の名前は寂じやく憐れん院いん』

　壊れた笑みで、魔姫が言った。

『わたしです』

「ご……先祖、様？」

　恐おそる恐る伊依がつぶやくと、魔姫は寂さびしそうに首を傾かしげた。沈ちん黙もくが何よりの肯こう定ていとなった。寂憐院。未来視の一族。噓つきの一族！　未来なんか視みることはできないのに、噓をついて、偽いつわりの予言を紡つむぎつづける罪深き一族。それはかつて伊依の魂たましいを縛しばりあげていた名前で、今も決して無む縁えんではいられない──宿命の名前だった。

『ここまでが、前提』

　魔姫は虚ろに空を見あげた。雨は止やまない。

『その様子だと、伊依ちゃんも知っていた無む駄だ話ばなしのようですね……では、これはご存知でしょうか？　虚界アンダカが創造された理由──』

　虚界アンダカが。

　創造？

　虚界アンダカ。限りなく遠い隣となりの世界。奇き妙みような生物たちが息づく、異世界。伊依が友達と呼んだ怪造モン生物スターたちの故郷。

『わたしはね、そう、ただ少し現実を忘れたかっただけなのです』

　弁解するのではない、ただ弱音を吐はきだすような、吐と露ろだった。

『自分の思うとおりに形成されていく気持ちの悪い現実を、自分の言葉どおりに失われていく無数の命を、自分のあやふやな予言に従い、そんなものに頼たよらなくては進む方向も定められない弱い──弱い人間たちを……忘れたかった、一いつ瞬しゆんでも、それだけが──望みだったのに、あぁ』

　そして、ぽつりと誰かのことを呼ぶ。

『あのひとは──』

　それは、誰のことだろう？

『ほんとうに、異世界を……わたしの思うとおりにならない、もうひとつの世界を……創造してしまった。方法は、わかりません。わたしの理解が、及およびません。けれど彼は……あのひとは、ほんとうに異世界を創つくりあげてしまった──そして、そのわたしのために用意されたちっぽけな世界に、名前をつけたのです………虚界アンダカと』

　虚界アンダカが。

　ひとりの女のために創造された世界？

　未来視の女──寂憐院の始祖、予言の宿命を背負わされた悲運の人物。そんな彼女を救うために、誰かが虚界アンダカを創造した？　彼女の噓の予言が効力をもたない、もうひとつの世界を創って──彼女の心を慰なぐさめ、救おうとした誰かがいた？

『彼は』

　固有名詞は、でてこない。

　声は震ふるえていた。

『この世界を捨てて、わたしと虚界アンダカへ逃にげようと──そこでなら、わたしは不安なく暮らせるからと。彼は、わたしを愛してくれていた……わたしは、けれど怖こわくて、役目を捨てて、何でもないわたしになるのが、とても怖くて──』

　魔姫の目元から、涙なみだが一ひと雫しずくだけ流れて落おちた。

『彼から……に……にげっ、逃げて……しまった』

　それが、たぶん──全すべての発ほつ端たん。

　魔姫がさんざん繰くりかえしてきた、後こう悔かいのもと……罪なのだろうか。

『彼は、わたしたちが虚界アンダカへ逃げたあと、わたしたちが消えてしまえば誰かから怪あやしまれるだろうと……わたしたちそっくりの複製をつくりました。ひとりずつ。彼の複製と、わたしの複製、それらをこちらの世界に置いて──自分たちは虚界アンダカへ行こうと、そこで幸せに暮らそうと……けれど、あぁ！』

　彼女は、逃げてしまったという。

　それはつまり、どういうことだろう？

『わたしは、自分の代わりに、自分の複製を虚界アンダカへやって……己おのれはこちらの世界に居つづけようとしたのです。何も知らない可か哀わい想そうなあのひとは──複製の手をひいて、これから幸せになるんだと、何も知らず……あれぇえ？』

　突とつ然ぜんだった。

　魔姫が大きく首を傾げた。目を見開き、点のような瞳ひとみでどこか虚こ空くうを睨にらみつけ、がたがた震え、頭を抱かかえ、嗄しわがれた声で。

『あれぇ？　あれえぇ？　記き憶おくが、アレ？　混乱し……混こん濁だく、あれぇ？　ど、どっ……ど、あれ？　どっち？　どっちだったんでしょう？』

「……魔姫さん？」

　様子がおかしい。

　魔姫は譫うわ言ごとのようにつぶやいていた。

『どっち？　虚界アンダカへ向かったのは、わたし？　わたしの複製？　どっち？　いいえ……あぁ、あちらも信用ならない！　わたしと同じ恐きよう怖ふを、彼が味わっていないわけがないもの……虚界アンダカへ向かったのは、彼？　それとも彼の複製？　どっち!?』

　それは、ひとつの──確固とした、謎なぞだった。

　魔姫が断言できないなら、誰だれにもわからない──。

『こちらの世界に残って、子供を産み、寂憐院の血統を脈々と受け継つがせたわたしは──どっち!?　本物!?　複製!?　虚界アンダカに囚とらわれ、ずぅっと泣きつづけていたわたしは……どっち!?　本物!?　複製!?　あぁッ！』

　それは、どういう類たぐいの謎なのだろう。

　伊依は混乱している。魔姫はいったい何に怯おびえている？

『虚界アンダカへ囚われ、もうひとりの自分に封ふう印いんされ、今──目覚め、もうひとりの自分を憎ぞう悪おのまま殺そうとしているのは、誰!?　本物!?　複製!?　どっちの彼なのですか!?』

　え？　と伊依は目を白黒させる。

　彼？　彼と呼ばれる人物が魔ま王おう？

　魔姫の手をとり、彼女がふつうに暮らせる世界でともに生きようとした……？　あるいは、何も知らずに彼女の複製をつれて、虚界アンダカへ向かった誰か──それが、魔王？

　なんとなくいろんな謎の答えとなりそうな、重要な事実だと思えた。

　虚界アンダカを創った人物が、魔王なら……うん？

　何かが、おかしい。

　どこかに、齟そ齬ごがある。

　その齟齬のせいで、魔姫は今、大いなる困こん惑わくのなかにいるように見えた。

『こちらの世界に残り、二百年以上も生きつづけ、もうひとりの自分を封印しつづけていた──激流院潮静は、どっち!?　本物!?　複製!?』

「げ……」

　なんと言った？

「激流院潮静？　それって、たしか総長──」

　伊依の声に、魔姫ははっと我を取り戻もどしたか、深々と溜ため息いきをついた。そして微笑ほほえむ。痛々しい笑えみだったが、錯さく乱らんした様子は綺き麗れいに消えていた。

『すみません。わたしも、この話題にはあまり冷静になれないのです』

　謝られても、仕方がない。

　とにかく、今、示された事実はとてもたいせつなことに思えた。

　何年前だかはわからないが、昔、ひとりの女のために創られた虚界アンダカ。

　寂憐院の始祖、未来視の血統の始まり、それが魔姫……自分の言ったとおりに形作られてしまう現実を憂うれえた彼女を救おうとして、虚界アンダカを創った誰か。〝彼〟？

　そこまでが、前提。

　その後にあった事件が、とにかく事態をややこしくしている。

　魔姫自身も把は握あくしていない、記憶に混乱があるらしい、謎めいた事件。

　虚界アンダカへの逃とう避ひ行こう。

　魔姫の手をとり、虚界アンダカへ逃げて魔王となった彼は──本物？　複製？

　そんな魔王を執しつ拗ように封ふうじ、今、正面切って戦おうとしている怪造学会総長──激流院潮静は彼の本物？　複製？

　この世界に残り、寂憐院の始祖となった、未来視の血統を受け継がせた誰か──その始まりの女は、本物？　複製？

　今、伊依の目の前でぎこちなく微笑んでいる、虜とりこの姫ひめだとか、虚界アンダカの姫だとか呼ばれて、長いあいだずっと泣きつづけていた哀あわれな女は──本物？　複製？

　その謎が解ければ、何かが大きく進展しそうな気がした。

　事件の構図が見える。

　誰が正義で、誰が悪なのか、誰に正当性があり、誰が卑ひ劣れつな真ま似ねをしたのか、誰が誰を不幸にして、誰が今回の騒そう動どうの中心なのか。

　伊依は誰に味方したいと思うか。

　否いな、できればその不幸な本物と複製の男女四人とも、幸せになったらいい。だって、誰も悪くはない。未来視の女は過か酷こくな運命から逃にげたかっただけ。彼はそんな彼女を助けたかっただけ。その役目を与あたえられ、苦しみを背負わされるために生みだされた複製たちも、言うなれば被ひ害がい者しやであるし、誰も悪くない。

　なのに。

　今。

　彼らの気持ちは錯さく綜そうし、戦争が始まり、いくつもの悲劇が生まれている。

　それは──。

　良くないことだと、伊依は考える。

『終わらせなくては……いけないのです』

　魔姫が低く、決意をこめてつぶやいた。弱々しく、掠かすれきった泣き声みたいな言葉だったが、それはすなおに共感できる気持ちだった。

『こんなことは、終わらせなくてはいけないのです』

　彼女は前を見た。そこには最強の竜りゆう王おうが変わらず君臨している。灼しやく熱ねつ色いろの鱗うろこと、獰どう猛もうな牙きば。ぐらぐらと煮に立たった活火山のごとき──破は壊かいの化け身しんが。

『できれば、いつまでも囚われていたかった。何も見ず、何も聞かず、魔王は永遠に封印され、潮静は永遠に魔王を閉じこめつづけ、状じよう況きようは膠こう着ちやくし、永遠に──永遠に、そのままでいられたら良かった。わたしも、全すべて見ないふりしてやりすごすことができたし、それがいちばん良かった！　いちばん、苦しくない今だったから……』

　それは弱い人間の言葉だった。けれど、だからこそ実感できる気持ちだった。痛いのは、苦しいのは、怖こわいのは、誰だれだって嫌いやだ。けれど。

『けれど、歴史は動いてしまった！　状況は、変わってしまった──潮静への怒いかりに燃えた魔王は、憤怒の化身を使わし、たぶん彼を殺してしまう！　彼は何も悪くないのに──本物も、複製も、悪くないのに！　悪いのは──わたしです、わたしが、最初から何も望まなければ良かった……死ぬべきなのは、わたしです』

　そこで彼女は自らの髪かみをとめた、伊依のリボンを指でなぞった。

　前がよく見えるようになった彼女は、ただ真まっ直すぐに竜の王を見つめている。

『けれど、ここで死んでも……何も、変わりません。彼と彼が殺しあう、本物と複製が殺しあう……どちらがどちらにしても、そんなものは哀れです。彼は何も悪くない……だから、だから』

　言葉がでてこないようだった。強い女性ではないのだ。世界を憂うれい、虐しいたげられた寂憐院の始祖。けれど、彼女は自身が言うほど罪深い人格ではないと伊依は思う。

　たしかに怖くて逃げただろう。それは罪だ、彼の気持ちを裏切った──しかし、長いあいだ泣き暮らし、今、こうして弱々しくも立ちあがり、彼を救おうと手を伸のばしている。

　ならば、彼女は責められるべきではない。

　伊依はそう思う。

「だから」

　伊依は魔姫の言葉を継ついで、うんと大きく頷うなずいた。

　噓うそのように心が晴れた。すなおに、自分のやりたいことがわかった。

　涙なみだはない。だから前がよく見えた。俯うつむかず、真っ直ぐに見たら、困っているひとがこんなにもたくさんいた。自分だけが苦しいんだと、甘えている場合ではなかった。

　まだ怖いけど。

　喪うしなうのは……恐おそろしいけれど。

　それ以上に、何もしないで見ないふりしているうちに、何もかもが壊こわれていくのが耐たえられなかった。勝ってこいと総長は言った。負けるなと嫌凪は言った。噓をつかないでねと……死んでしまった少女は言った。

　うん、と伊依は頷く。

　足は震ふるえていたけど、うずくまったりはしなかった。

「終わらせないとね、喧けん嘩かは。哀かなしい諍いさかいは、誰も救わないもんね。みんな──幸せになるべきだと思うよ、彼の本物も複製も、魔姫さんの本物も複製も」

『わたしは……』

　後ろ向きな魔姫は、自分は救われるべきじゃないと思っているかもしれないけれど、彼女も含ふくめて、みんな幸福になるべきだと伊依は思う。彼女を救おうとした彼の気持ちはまぎれもなく純じゆん粋すいな愛だし、それに過去は応こたえられなかったようだけど、今、彼女は彼らの戦いを止めようと痛ましくも立ちあがった。

　その気持ちを尊重する。伊依は、手助けしたいと思う。

　だからもう竜王すら怖がらず、威い風ふう堂どう々どうと立って──前を見る。手を伸ばし、映像の魔姫の手をとるふりをして、彼女を少しでも勇気づける。

　花はな嫁よめ姿すがたがふたり並んで、巨きよ大だいな竜と相対する。

　さて、どうしよう？

「どうすればいい？　どうすれば終わらせられる？」

『えっと……』

　魔姫は頼たよりにならない。とにかく魔ま王おうと総長の喧嘩を止めなきゃという気持ちだけで、牢ろう屋やの鉄てつ格ごう子しを蹴けりつけたりしたのだろう。全てを解決する方法は、伊依が考えるべきなのだと思う。彼女を牢屋からだしたのは自分だ、彼女を再び舞ぶ台たいに上げたのは自分なのだ。彼女に助言をし、ともに立つくらいのことはしたい。

「とにかく、まずは喧嘩をやめさせることだよね」

『え？　え？』

　魔姫は戸と惑まどう。竜の王も何か興味深そうにこちらを眺ながめている。そういえばこの竜はいったい何で攻こう撃げきしてこないのだろう？　総長を狙ねらっているはずなのに、こんなところで道草をくっているし。まだ夢追坂からもかなり遠い位置なのだが、ここは。

　ともあれ。

「魔王さんが怒ってる理由や、魔軍を出しゆつ撃げきさせた理由はよくわかんないし、どっちが悪いのかもわからない……どっちも悪くないのかもしれない。だったら、だからこそ、ここで全面戦争になっちゃうのは良くないと思うんだ」

　いつだって、傷つけあわずにぜんぶ解決する道はあるはずだ。

　伊依は信じている。また、信じられると思った。

　ひとつひとつ取りかえしていこう、放ほうりだしかけていたたいせつな夢を、理想を──そして今度こそ勝つのだ。めげずに前へと進み、望んだ未来に辿たどりつくのだ。

　泣いては、いられない。

「まずは今回の事件を終わらせる。竜りゆう王おうさんたちには攻撃をやめて、帰ってもらう。あ、べつに、みんな死んじゃえというんじゃなく、暴れるのをやめてくれたらいいんだからね」

　伊依の発言は、理想論なのかもしれない。

　もはや戦争は避さけられないのかもしれない。恨うらみや憎ぞう悪おの根は、伊依が想像しているよりもずっと深いのかもしれない。けれど、魔姫のように、弱々しいながらも平和を、幸福を願うものがいるならば、その気持ちを尊重したい。

　救われるべきなのだ、不幸なものは──誰だって。

「争いあうのをやめてくれたら、魔王さんと総長さんの事情をそれぞれ聞いて、状じよう況きようを把は握あくして、そしたらみんなが幸せになる方法をみんなで考える！　あれっ、なんだ簡単じゃない──やること決まった……よし、まずは」

　びしっと憤怒大公を指さし、当たり前のように伊依は言った。

「竜王さん、今すぐ攻撃をやめてください」

　すごく真面目まじめに発言する。

「それが平和への第一歩！」

〈ぶっ〉

　いきなり憤怒大公が爆ばく笑しようした。

〈ぶあっはっははははははははははは！〉

　爆笑という言葉がこれほど似合う笑いはないと思う。実際、爆ばく撃げきだった。炎ほのおが吹ふき荒あれ、伊依のちかくまで焼きつくされ、天は焦こげ、酷ひどい有様となった。これがべつに攻撃でも何でもないらしいのが恐ろしい。笑うだけでここまで破は壊かいを振ふりまける──まともに戦ったらこの世の誰だれだって勝負にならないだろう。

〈やっぱり面おも白しろいのう、嬢じようちゃんは！　あの鬼京を手玉にとっただけのこたぁあるわい！〉

「……はい？」

　一いつ瞬しゆん、何のことだかわからなかった。

　すぐに思いだす。あれは去年の古頃大祭だ。虚界アンダカ戦争の代理戦争となった古頃大祭において、伊依をさんざん苦しめた無城鬼京の後ろ盾だてとなっていたのが、憤怒大公だった。竜りゆうの王──彼はもうひとりの悲ひ哀あい大公とちがって、潔いさぎよく敗北を認めてくれたのが好印象だったのを覚えている。

　誇ほこり高き竜の王。

　彼はいったい、今、この状況で何を考えているのだろう？

〈……嬢ちゃん〉

　遠く、雲すら突つき破りそうな巨きよ体たいを揺ゆらし、竜王は凄すごんでくる。

〈儂わしもな、区切りをつけるべきじゃと思うよ……陛下は、長く苦しみすぎた。哀かなしみも怒いかりも何もかも、必要以上に先延ばしにされてしまって、腐くさりきり、全すべてを滅ほろぼしてしまいそうじゃ。この嫌いやな状況を終わらせるために、激流院潮静を潰つぶしたるのは儂なら簡単じゃがの……嬢ちゃんと、姫ひめ様さまに会って気が変わったわい〉

　がっはっは、とやはり豪ごう快かいに笑う。

〈ほんとうに、みんな幸せにしてくれるかい？〉

　その言葉は、重い。

〈儂は壊こわすことしかできん不器用な竜の親玉よ。儂にできる解決は全て破壊し尽つくし焦しよう土どにすることのみ……けどなぁ、そんなん嫌じゃろ？　儂はなぁ、姫様の泣き声も、魔王陛下の恨み言も、飽あき飽きじゃ。つまらん。嬢ちゃん……終わらせてくれるかい？〉

　その言葉を、気持ちを、たぶん伊依はずっと忘れない。

　偉い大だいなる生き物がいた。あらゆる生物の王者。この世の全てを破壊し尽くす能力を持ちながら、あえて戦せん闘とう以外の未来を思い描えがいた心優やさしき竜の王。彼が全力で突き進めば、古頃の校舎は踏ふみつぶされ、総長も呆あつ気けなく死に、みんな終わってしまっただろうに──彼はそれをしなかった。その未来を選ばないでくれたのだ。

　否いな、そこまで善意の存在ではない。彼は終わりを先延ばしにしてくれただけだ。もしも伊依が彼の信しん頼らいを裏切ったら、今度こそ……彼は躊躇ためらいもなく世界を壊すのだろう。

　重い。怖こわい。逃にげてしまいたい。

　けれど、ここで逃げたらもう二度と、戦場には立てない。

　傷つくのも、苦しいのも、喪うしなうのも──もう嫌だけど、何もできないままぜんぶ終わってしまうのはもっと嫌だ！

　ひたむきに前を見る伊依を、竜の王は楽しげに眺ながめている。

〈嬢ちゃんに賭かけようと思ったのは、古頃大祭での嬢ちゃんの奇き跡せきを見たからじゃ。あの状況を引っ繰くりかえした気き概がい、もっかい見せてくれんかい。もしも道なかばで倒たおれるようなら……今度こそ、この憤怒大公が全てを踏みつぶしちゃるが〉

　それは死の宣告。明確な責任にして、重責だった。

　かくて伊依の逃げ道は塞ふさがれる。あらゆる害悪が封ふうじこめられたパンドラの箱と同じく、虚界アンダカは、魔ま王おうは、すでに解き放たれた。その害悪をかき集めてまた封じるか、あるいは害悪ともお友達になるか、蹂じゆう躙りんされるだけなのか……全ては、伊依しだいだった。

　ならば、がんばる。何ができるかわからないけど。

　全力でがんばる。みんな幸せにしてみせる。

〈希望の子よ〉

　憤怒大公は不思議な名前で伊依を呼び、ひとつの事実を告げてくれた。

〈現在、魔王陛下が解き放たれ、それと同時に虚界アンダカの怪造モン生物スターたちは現界カナイに溢あふれ始めた……もうじき、虚界アンダカは空っぽになって、怪造モン生物スターたちと人間が混こん沌とんとした魔の時代が始まる──儂らの進軍などその前ぜん哨しよう戦せんよ、心しておけ。だが、恐おそれることはない〉

　こちらを見つめ、彼は断言する。

〈姫様を味方につけた怪造学会の判断は正しい。姫様が語っていたとおり、魔王陛下が本物であれ、複製であれ、彼かのお方は姫様を愛している……心しん酔すいし、心の底から服従している。姫様の望むことならば、何でも叶かなえてくだされる。無意識レベルから、魔王陛下は姫様には逆らえない〉

　ゆえにこその、最終兵器──《独パン唱ドラ第・オ五ンリ番ーワン》。

　その効果は……。

〈虚界アンダカは魔王陛下そのもの──ゆえに、姫様に絶対服従な魔王陛下と等しい虚界アンダカの全てのものは、姫様には同じく逆らえない。つまり、姫様は虚界アンダカの全てのものに絶対命令権を持つのじゃ〉

　絶対命令権。

　虚界アンダカの全てのものに対する、強制的な支配権。

　ゆえにこその──最終兵器！

〈魔王陛下の命令よりも優先される絶対命令権。それを用いて嬢じようちゃんが何をするかは嬢ちゃんの自由じゃ。もちろん姫様が望まない命令はできぬが、嬢ちゃんならそんな命令はださんとわかっとる。よく考えて、その権利……使いこなしてみせい〉

「…………」

　魔王は魔姫を愛している。

　その事実を利用した、罪深き最終兵器。

　けれど──良かった、とも伊依は思った。魔王だって、心の底から悪あしきものではない。存在そのものが──冒ぼう瀆とく的な悪なわけではない。

　誰だれかに恋こいをして、心を捧ささげて、言いなりになっちゃう。

　可愛かわいいところもあるんだ。

　なればこそ。

「わかった、うん。でも魔姫さん……あたしがそんな権利、使ってもいいのかなぁ？」

『はい──伊依ちゃんとは短いつきあいですが、信じてもいいとわたしは思います』

　どうも竜りゆう王おうといい、魔姫といい、自分を買いかぶりすぎだと思う。思うがしかし、期待には応こたえなくてはいけない。

　今度こそ。

　誰も不幸にしない未来を。

　幸せになれなかったあの少女──目の前で死なせてしまった彼女のようなひとを、増やさないように。

　同時に、解き明かさなくてはいけない謎なぞも、多く残っているから──それらもできるかぎり解明していきたい。

　魔王、総長、魔姫、寂憐院の始祖。

　誰が複製で、誰が本物なのか。

　誰が虚界アンダカへ行き、誰が残ったのか。

　そもそも、虚界アンダカとは何だ？

　魔姫を愛した彼が創造した異世界。その方法は？　現状は？

　虚界アンダカについても、まだわからないことのほうが多い。おぼろげながらに見えてきた事実もあるが、それもまだ曖あい昧まいな霧きりのなかのようだ。

　全すべての答えは葬ほうむられた過去にある──ように思う。今回の騒そう動どうが終わったら、その事件を辿たどっていかなくてはいけないだろうが……今は、現在進行形で世界を狂きよう乱らんさせている竜の軍団をどうにかしなくては。

　喧けん嘩かはよくない。破は壊かいもよくない。戦争は、だいぶよくない。

　終わらせるべきだ、とりあえず──目の前のこの騒動を。

「竜王さん！」

　伊依は、すっかり怖こわくなくなった虚界アンダカ最強を見あげ、呼びかける。やはり伊依にとって怪造モンス生物ターは友達だ。今でもその気持ちは変わらない。憤怒大公とも、全てが終わったらまた語りあいたいと思う。だから、絶対命令権を使えばここで彼を殺すこともできるのだろうが──伊依はそれをしない。

　嫌凪に聞いた事実を思いだしつつ、問いかける。

「竜王さんが現界カナイからいなくなれば、ほかの竜さんたちも消えるんだよね！」

〈おぉう〉

　遠くて聞きとりにくいのか、ちょっと遅おくれて答えが返ってくる。

〈儂わしの眷けん属ぞくどもは儂の一部みたいなもんじゃからのう、大元の儂が消えればまとめて失うせるぞ……なんじゃい、儂をこの場でざくっと殺やっちゃるかい、嬢ちゃん？〉

「こ、怖いこと言わないでよっ。殺したりできないよっ」

　強きよう烈れつな炎ほのおのブレスじみた笑いが飛んできて、非常に落ちつかない。雨もいつのまにか小降りになっていて、水たまりもどんどん蒸発している。気温がかなり上じよう昇しようしているようだ。竜王は、ただ存在するだけで破壊をもたらす。

　その結果、ひとつの町が滅ほろび……少なくはないひとが、死んだかもしれないのだった。彼がいるかぎり、その悲劇は繰くりかえされる。怪造モン生物スターと争いたくないとか、そんな甘えでその被ひ害がい者しやたちを見殺しにすることはできない。

　だから、今は。

　ぜんぶ解決して、魔王と総長を仲直りさせて、魔姫もふつうに幸せになって、怪造モン生物スターたちがこんなかたちじゃなく、ふつうに現界カナイに遊びにこれるようになるまで。

　彼には遠えん慮りよしてもらおう。

　いずれ伊依が怪造モン生物スターと人間の仲良く暮らせる世界を創つくったら、あらためてそのときに呼んで、彼とは一晩だって語りあおう。仲良くして、今度こそ友達になろう。

　誇ほこり高き、竜の王。

　彼のことを、伊依は決して嫌きらいじゃない。

　今は──時代が、悪かった。残念だ、友達になれるはずだったのに。

「あなたを、これから絶対命令権で怪かい消しようします」

〈怪消なぁ〉

　竜王が口の隙すき間まから蒸気を吹ふいた。怖い。

〈べつに構わんが……何の解決にもならんぞ？　言ったと思うが今、虚界アンダカと現界カナイの出入口はかなぁり緩ゆるくなっとるし、怪消されてもまたすぐ怪造されて、またまた魔王陛下の怒いかりそのままに進しん撃げきして同じことの繰りかえしじゃ〉

「だから」

　伊依は欲張りだから、ここは奮発して。

「もうひとつ命令をします、良いって言うまで現界にこないで！　って」

〈あ、なるほどのう〉

　魔王の命令よりも優先する魔姫の絶対命令権。

　無意識レベルで魔王も虚界アンダカも左右するということだから、たぶんその命令で竜りゆう王おうはしばらく現界カナイにこられなくなる。お友達をしめだすかんじで申し訳ないが、竜王の言うように同じことの繰りかえしになったら──それこそ意味がないので。

「ごめんね」

　謝った。すなおな気持ちだった。

〈気にすんない。儂もなぁ、こっちの世界はごちゃごちゃしてて好かんしな。やたら人間どもの建物がちくちく生えてて歩きにくいし、まぁ、ぜんぶ終わるまで虚界アンダカでのんびりさせてもらおうかい〉

「ごめんね──」

　ちがう気持ちをこめてつぶやき、これ以上の会話は無意味な繰りかえしになるな、と思ったので伊依は覚かく悟ごを決めた。竜王配下の眷属たちはこうしている今も古頃を攻せめ、総長を殺すために戦っているのだろう。怪造モン生物スター・人間どちらにも被害者がでているはずだ。急がなくてはいけない──早く戦いを終わらせなくてはいけないのだ。

　自分にはそれができる。

　優やさしい竜王を遠ざける、そのことに罪の意識をおぼえて嫌いやだ嫌だと駄だ々だをこねてはいけない。自分だけ手を汚よごさないわけにはいかない。こうしている今も血を流している誰だれかがいるのだ。だから──。

「現界カナイの扉とびらを打ち開けて」

　伊依は、ひとつの戦いに区切りをつける。

　最終兵器《独パン唱ドラ第・オ五ンリ番ーワン》の絶対命令権で、ひとつの戦いを。けれど、それで終わりではない。むしろ始まりだ。根が深い魔王や総長の物語を、悲劇を、少しでも幸福な方向へ導いてみせる。

　できるかぎりに努力して。

　自分の力の精せい一いつ杯ぱいで。

　そしていつか、怪造モン生物スターと人間が仲良く暮らせる世界を創るのだ。

　それが伊依の──怪造学。

「虚界アンダカの闇やみに歩を進め」

　知らずに口にでた呪じゆ文もんに、今、虚界アンダカに手を伸のばすことで理解した実感を添そえる。

「そこには誰もいないけど」

　瞬しゆん間かん、投とう影えいされていた魔姫の全身から輝きが放たれ、花はな嫁よめ姿すがたの伊依──その手首のあたりに集まった。光が溢あふれ、その煌きらめきはやがて先せん鋭えい的な輪りん郭かくを形成し、やがて光り輝かがやく巨きよ大だいな弓矢となる。闇そのものの虚界アンダカを、まとめて照らすような光そのもの。魔王には、魔姫がこのような煌めきに見えていたのかもしれない。

　現界カナイと虚界アンダカの入口にして出口の、あの見慣れた火花に似た燦さん然ぜんとした光の結けつ晶しよう。

　これが──。

　伊依はわずかに振ふりかえり、背後に浮うかぶ魔姫へ呼びかける。

「……がんばろう、魔姫さん」

『はい、伊依ちゃん』

　静かに応こたえてくれる魔姫の笑え顔がおのおかげか、何か不思議な力が湧わいてきて……伊依は強く頷うなずき、ぐっと前に手を伸ばすと──未来を摑つかむように拳こぶしを握にぎりこんだ。

　起動の方法は脳に直接刻みこまれたように理解できた。呪文も、呪じゆ印いんも、ない。弓矢の形に意味があるのかどうかもわからない。理解しやすい明確な形として、具現化した絶対命令権──これが、怪造学の技術と研究を結集させた最終兵器。

「《独パン唱ドラ第・オ五ンリ番ーワン》─────！」

　刹せつ那な、艶つやめく輝かがやきが弓矢の中央に結晶し、それは神秘的な光の飛ひ沫まつを放ちながら空を断ち割る光条と化す。飛ひ翔しようし、滑かつ空くうし、まさに矢のごとく噴ふん射しやされたその絶対の命令は、伊依の意思を乗せて虚界アンダカ最強の竜りゆうにひとつの行こう為いを実行させる。

　怪消。

　最後の言葉は、なかった。光に包まれた憤怒大公は、一瞬だけ伊依と、その手首で最終兵器となっている魔姫を穏おだやかに見つめると、何が面おも白しろいのか地球が割れるくらいの大声で笑いながら虚こ空くうに消えていった。

　流れ星のように、光の筋はすぐに消える。

　眩まぶしい光子の爆ばく発はつが去ったあと──思わず目を瞑つぶっていた伊依は恐おそる恐る瞬まばたきし、周囲を見回した。けれど竜の王の姿は、どこにも見当たらない。

　絶対命令権。

　その凄すさまじい効果のほどを、伊依は震ふるえるほどに理解した。

　…………。

　かくして。

　ひとつの戦いに幕は下ろされた。

　けれどそれは竜王が語ったとおり、ただの前ぜん哨しよう戦せんに過ぎない。

　時代が、変わろうとしていた。

　歴史が、動こうとしていた。

　空井伊依の戦いは──ここからが本番だった。

　雨が止やみ、雲の切れ間から夕焼けが差しこんでくる。
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　魔ま城じようである。

　昼も夜もなく濃こい闇やみに包まれた魔城の最上階──身体からだにいくつも埋うめこまれた赤い宝石が灯ともらせた鈍にぶい煌めきのみを光点にして、魔王が不ふ機き嫌げんな表情を黒い景色に浮かびあがらせている。周囲には相変わらずその下半身から伸びた不気味な肉の管や触しよく手しゆが這はい回り、ずるずるとした嫌な音を響ひびかせている。

「ちぇ……ちぇ……」

　やはり幼い表情で舌打ちし、遊びに負けた幼児のごとく恨うらみ言ごとをぼやく。

「緒しよ戦せんは黒星かよ……おい、どうなってんだこりゃ……虚界アンダカ最強じゃねぇのかよ、竜りゆう王おうよぉお……おめおめ人間なんぞに退けられやがって──くそっ、くそっ」

　がりがりと右手の爪つめで頰ほおを搔かき、魔王は歯は嚙がみする。

「思ったよりもがんばるじゃねぇか潮うしお静しずかぁ……まぁいい、まぁいいよ！　悔くやしくなんかない……最後に勝つのは俺だからよぉ！　はは！　ははは！　実力差ははっきりしてんだ……どんな方法で憤ふん怒ぬを倒たおしたかはわからねぇが、圧あつ倒とう的な戦力差に絶望して死にやがれってんだ！　潮静ぁ！」

　夜闇に沈しずむ魔城の外を睨にらみつけ、ひたすらに罵ば倒とうばかりを繰くりかえす。

「てめぇの大事なものを全すべて奪うばってやる！　殺して！　潰つぶして！　絶望させてやる──俺が奪われたぶんだけ、いいやその何十倍も！　てめぇから奪ってやるからな！」

　腕うでを振り、やはり壁かべ際ぎわで聞き役に徹てつしている人ひと影かげへ魔王は視線を向ける。

「虚きよ無む大公よ！」

「……何じゃ」

　反応しないと八つ当たりされそうだったので、適当に虚無大公は応こたえる。闇が塗ぬりたくられ──その容よう貌ぼうは判然としない。表情も。声だけは、魔王とは質のちがう類たぐいの苛いら立だちで埋められているようだったが。

　魔王はそんな相方の機き微びなど察せず、目を剝むいて問い質ただす。

「竜の奇き襲しゆうは失敗に終わっちまったようだ……こうなったら全面戦争しかねぇ！　総力を振りしぼって虫けらどもを根絶やしにしてやろうぜ！　まずは──そうだな、おまえは竜王を退けた力の正体を探さぐるんだ！　どうせ鼬いたちの最後っ屁ぺだろうが、放置しといて気持ちのいいもんじゃねぇからなぁ！　戦力は圧倒的にこっちが有利なんだ、その切り札さえ潰しちまえばこっちの勝利は揺ゆるがない！」

「…………」

　虚無大公は溜ため息いきで応える。ほとんど考えなしな魔王に言いたいことでもあったのだろうが、気け怠だるげに何も発言しない。言われるがままだ。

　ただ少しだけ、己おのれの考えを提示したが。

「虚界アンダカ最強の暴力を正面から退けられる……それほどの力はかぎられておる。探るのは容易たやすい──怪かい造ぞう学会には貴様の言うとおり、手段はあまり残されてはおらぬ。現段階でもおおむね推測はできるがな……竜王を負かした力じゃ、あまり侮あなどらんほうがよいぞ」

「どうかねぇ？　甘ちゃんだもんな、竜王ちゃんはよ」

　意地の悪い笑いを漏もらし、けれど直後にはその表情を邪じや悪あくに尖とがらせる。

「ま、そっちの対応はおまえに任せるとして……俺は俺で次の攻せめの一手を考えねぇとな──竜王は思ったよりも役立たずだったから、そうだな、次は順番的にあいつがいいか」

　怪造学会が勝利に浮うかれていられるのも、ほんの一時のみ。

　状じよう況きようは明確に魔軍の有利。それは事実だった。徐じよ々じよに徐々に怪造モン生物スターたちは現界カナイに染しみだしてきている。あちこちに拠きよ点てんをつくり、人間どもを蹴け散ちらし、あえて攻めずとも──いずれこの世界を完全に支配するだけの力はある。

　けれど、魔王はそんな悠ゆう長ちような手間をかける気はないらしい。電光石火で攻め滅ほろぼし、憎にくい憎い激げき流りゆう院いん潮うしお静しずかに憎ぞう悪おを叩たたきつけることしか考えていないのだろう。

　怒いかりそのもの。暴力そのものの憤怒大公は退けられた。

　ならば次に激流院潮静へ、怪造学会へ、人類へ向けられる感情は──。

　怒りよりも陰いん湿しつで、暴力よりも他者をじわじわ苦しめる……。

「俺の可愛かわいこちゃんは、竜王とちがって甘くねぇぜ──うたかたの勝ち戦いくさに気を抜ぬいた人間どもは、まとめて邪じや神しんの贄にえとなるのよ……」

「邪神？……悲ひ哀あい大公か？」

　邪神と呼ばれるのは不死の特性をもつ虚界アンダカ四大公の一柱、悲哀大公だ。

　けれど彼女はたしか行方ゆくえ不明で、この魔城にも姿を現さなかった……魔ま王おう杯はいの最後、彼女の成れの果てらしいどろどろした魔王もどきが怪かい造ぞうされて、すぐにそれらも溶とけて消え、それ以降は完全に消息を絶っているのだが──。

　怪け訝げんな顔になる虚無大公を眺め、魔王が満足げに腕を組む。

「伊だ達てに不死の邪神と呼ばれちゃいねぇぜ、可愛こちゃんは……ちゃあんと俺のために健けな気げに働いてくれてるよ、忠誠心の薄うすい他ほかの連中にも見習わせてぇくらい勤勉にさ」

　低く笑い、世間へ、世界へ──消えることのない呪じゆ詛そを吐はき散らす。

「狂くるえ、狂え、人間ども……悲哀の化け身しんに取り憑つかれ、悪夢の海で溺でき死しせよ！　儚はかない勝利に浮き足立った愚おろかものどもに、忍しのび寄り……侵しん蝕しよくし、悲哀の魔軍よ、死を招け！　あらゆる幸を腐ふ敗はいさせ、人の栄えい華がを病に堕おとし……世を地じ獄ごくと化すがいい！」

　そう。

　戦いは、侵略は、まだ始まったばかり。

　平和な時代は終わり──暗黒の世が幕を開けたのだ。

「勝つのは──俺だ！　俺の魔軍だ……潮静ぁ！」

　魔王の号令に応えるように、生ける魔城は不気味にさざめいていた。
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　炊たき出しのお手伝いをしたら自分のカレーだけ肉をたくさん入れてもらえた。

　ダイエットしてるのに……。

「──ま、いっか。役得役得♪」

　そんな小市民的な喜びを嚙かみしめながら、美み咲さき太た郎ろう花はなは悠ゆう々ゆうと闊かつ歩ぽする。

　古こ頃ころの最高学年、つまり三年生で、空すかい井い伊い依よりの友達である美み咲さき次じ郎ろう花はなの実の姉だ。次郎花とは名前だけでなく容姿もほとんどそっくり同じで、見み間ま違ちがえられるのが嫌いやだからと太郎花は髪かみを染め、頰ほおや制服に貼はりつけた『１』『２』というシールで区別がつくよう努力したというどうでもいい歴史がある。

　大多数の古頃の生徒を病院送りにした魔王杯において、太郎花は序じよ盤ばんに無む城じろ鬼き京きようから攻こう撃げきされた。それで先に進む気力がめげてずっと停とまっていたおかげか、生命力の消費も少なくてすんだのである。あの鬼京には感謝したくないので、自分の日ひ頃ごろの行いが良かったおかげだと判断しているが──ともあれ、今現在、こうして太郎花が元気に歩いていられるのもそれが理由である。妹の次郎花も含ふくめてたいていの生徒はいまだに寝ねこんでいる。

　この、テント村で。

　そう、夢ゆめ追おい坂ざかの住民が避ひ難なんした先──ちょっとだけ離はなれた町の公園、そこに並べられた無数のテントの群れを、太郎花はてきとうにテント村と呼ぶことに決めたのだった。とくに意味はない。

　とても狭せま苦くるしく雑多なかんじで、訳もわからず避難させられた人々は騒さわぐし、太郎花まで炊き出しの手伝いにかりだされるくらいに人手不足だ。みんな呆ぼう然ぜんとしているだけで働かない。下手に偽にせの殻から蛇だや古頃大祭、魔王杯なんかを経験し、非常事態に慣れていた太郎花が馬鹿を見たような気がする。

　いまだあちこちで新しいテントが立てられ、怪け我がをしたひとが呻うめき声をあげていたりして、あとついでにトイレが悲ひ惨さんなことになっていたり、ちょっとした被ひ災さい地ちの有様だった。

　否いな──紛まぎれもなく、被災地なのだ。

　押しよせた竜りゆうの大軍は古頃の校舎に集中し、必要以上に暴れることはなかったが、民衆は混乱し──事故も相次いだ。どこかの町は全ぜん滅めつするくらいの被ひ害がいにあったらしいし、みんな不安そうにしている。この町もいつまで安全かはわからない。

　何かが確実に、変わってしまっていた。

　学校へ行って、帰って、安らかに自宅で眠ねむれる日常は崩くずれ去った。何がきっかけだったのか、どうすれば元の平和が戻もどってくるのか、太郎花にはわからない。非日常に潰つぶされないよう、多くのふつうのひとと同じように逃にげ惑まどうだけだ。

　いつ終わるとも知れない、災さい厄やくの日々が始まる。

　これから、どうなるのだろう──。

　世界は、未来は、怪造学は、自分たちは。

「…………」

　ま、暗くなっても仕方がない。

　何とかなるでしょ。

　太郎花は基本的に楽観主義だった。それに、このくらいの騒そう動どうは──何も初めてではない。いつものように、太郎花と関係ないところでいつのまにか解決しちゃうはずだ。これまではずっとそうだった。今回もきっと同じだろう。

「うん……そうよ、いつもと同じよ」

　炊き出しの報ほう酬しゆうとしてもらったカレーとお味み噌そ汁しるという謎なぞな取りあわせを両手に、太郎花は何度か迷いそうになりながら自分のテントを見つける。自分のといっても、大きなテントに何十人も避難民が詰つまっているわけで、現代っ子の太郎花としては非常に落ちつかない。開け放たれた入口をくぐり、絶望めいた表情のひとたちのあいだを擦すりぬけて、自分が確保したスペースへ向かう。

　そこでは昏こん睡すい状態だったり動けなかったりする古頃の生徒の何人かが寝かされ、そばには家族や友人が座りこんでいる。ベッドなんて運びこむのは無理だったから、みんな布ふ団とんにごろ寝だ。そばに集つどっているひとたちの表情もぐっと暗い。家族なんかが酷ひどい目にあって、今回また怪造モン生物スターが騒ぎを起こして、ほとほと嫌になっているひとばっかりだろう。

　太郎花だって……ほんとうは、けっこう。

「あれ？　姉ちゃんいない……ジロー放ほうっといてどこ行ったのよ、ったく」

　太郎花たち三姉妹とその両親の花屋はまとめて自宅の車で避難していた。途と中ちゆうで入院していた次郎花を拾い、そのままこのテント村へ──という流れだ。

　元気な父や母は商店街のひとといっしょに炊き出しに掃そう除じにとがんばって働いている。太郎花もしばらく付きあっていたが──さすがに疲つかれた。おとなしく妹の看病でもしていようと思う。

「ったく、いて欲しくないときはいつのまにか背後とかに立ってるくせに、いて欲しいときにはいないんだから……姉ちゃんは」

　長女は不在の模様。太郎花と同じくどこかでお手伝いをしているか、気まぐれなひとだから散歩でもしているのか。しかし──ほかにたくさんひとがいるからいいものの、寝込んだ妹をひとり置いていくのもどうかと思う。

「よいしょっと」

　家族の荷物が置かれた隙すき間まに、次郎花が寝かされた布団が配置されている。パジャマ姿で、掛かけ布団をかぶって、死んだように眠っている。どうも次郎花は他の生徒と比べて生命力の減り方が大きかったらしく、魔ま王おう杯はいからずっと目覚めていない。生命力が減げん衰すいしているだけだとわかっているし、徐じよ々じよに回復しているからべつに悲観はしていないが……いつも元気なのが静かだとなんだか、とても──侘わびしかった。

「いつまで寝てんのよ、ジロー」

　我ながらそっくりだと思う妹の顔を真上から見下ろし、持ってきたカレーをプラスチックのスプーンですくって食べる。お肉たっぷりだ。

「食いしん坊ぼうのあんただし、目の前で美味おいしそうに食べたら起きるかもね。ほれほれ、お肉だぞ、びろーん」

　目の前でお肉の載のったスプーンを動かしたりしてみたが、すぐに虚むなしくなってやめる。次郎花の反応はない。目を閉じ、動かない。起きてるときはいつも喧やかましいから黙だまれと思っていたが、こうして静かな妹を見ると──うるさいほうがなんぼかマシだと感じる。

「……ッ……」

　なぜかむしょうに泣けて、妹の枕まくら元もとで正座したまま歯は嚙がみする。

「あたし、今年は卒業なのにな──そんな雰ふん囲い気きでもねぇわよね、あぁあ」

　すなおな気持ちを、吐はきだした。

「なぁんで……こんなことに、なっちゃったのかね？」

　ふっと笑い、無意識に語りかけていた妹の額をちょんと指でつつく。

「こんなこと、あんたに聞いても仕方ないべや……寝ねてるし、起きてても馬鹿だし」

　不意に。

　その軽口に怒おこったわけでもないだろうに──次郎花がいきなり飛び起きた！

「ひッ──」

　思わず仰のけ反り、驚おどろいて肝きもを潰し、太郎花は手にしていたカレーの容器をがしゃんと落としてしまう。勿もつ体たいないことに飛び散ってしまった。あぁ、と首をふり──そんなこと気にしている場合じゃないと、すぐに気持ちを切りかえる。

　目の前で次郎花が身を起こしていた。あまりに激しい動きだったからか、テントにいる他の関係ないひとたちの注目を集めてしまって、恥はずかしい。まったく……この馬鹿は、もうちょいふつうに起きればいいのに。

　太郎花は身内の恥はじに赤面しつつ立ちあがって、ぼうっとしている次郎花の前にまわりこむ。起きぬけで現状がわからないだろうし、目覚めたばかりで動けやしないだろうから、無理をしないよう制止を呼びかけなくてはいけない。

　虚こ空くうを見つめる妹を、正面から覗のぞきこんで。

「おはよ、ジロー……寝ぼすけ、状じよう況きようがよくわかんないだろうけど、とりあえず立ちあがろうとしたりしないで──ゆっくり寝ころんで。あんた体力なくなってるから、無理したら即そくバタンキューよ。待ってて、今な……姉ちゃんがお医者さん呼んでやるか──」

　言葉を最後まで言うことはできなかった。

　いきなり伸びてきた次郎花の指先が、太郎花の首をぐっと握にぎりしめてきたのだ！

「───!?」

　咄とつ嗟さだったので反応できなかった。

「えっ──なっ、じ、じろっ……」

　寝たきりだったのが噓うそのように力強く、次郎花がこちらの首を絞しめてくる。単純に、正面から摑つかんで力をこめているだけなのに……ものすごい握あく力りよくで、首が潰つぶれそうだ！　血管と気管がぎゅうっと圧あつ迫ぱくされ、声もだせなくなる。顔が熱くなり、首が痛くて──痛くて、あぁ殺される！　と思った。

　殺される？

　なんで？　なんで自分が、次郎花に！

　そりゃ仲は悪かった。顔を合わせれば喧けん嘩かばかりだ。けれど姉し妹まいだった。最後の最後には頼たよれる家族だった。それなりに愛していたし、心の底から嫌きらいではなかった。それは次郎花も同じはずだし、あ──あれ？　なんだ、これ？

　太郎花は混乱に叩たたきこまれる。

　目が。

　次郎花の目が、おかしい。

「な……ぐぅ、じ、次郎花ッ……!?」

　次郎花は目覚めているのにその瞳ひとみがひどく濁にごっている。寝ている人間の瞼まぶただけをこじあけたら、こういうドロッとした目玉がその奥にあるものだが──そう、まるで眠ねむったまま起きているみたいだった！　何かに操あやつられているみたいな、次郎花ではないような、何かに憑つかれたような──！

　太郎花の首にさらにもう片かた腕うでも添そえて、明確な殺意をもって妹が首を絞めてくる！　最悪な異常事態に、脳が事態を理解できない。抵てい抗こうもできない。力が強すぎる。必死で相手の指を引きはがそうとしたが、固定されたみたいに動かない。

　意識が遠くなってくる。

　あぁ、殺される！　次郎花に殺される！

「ぎゃはっ」

　次郎花が、人間のものとは思えない声で不意に──笑った。

「ぎゃははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははは!!」

　なんだ──これは。

　誰だれだ……これは!?

　次郎花じゃない。次郎花なわけがない。憑かれている──何かに！

　妹は、こんな顔をしない。こんな声で、笑わない。間ま違ちがっても──姉を殺そうとなんてしない。妹は……馬鹿で、間ま抜ぬけで、でも、でも──。

「哀かなしい？　哀しいの？　ねぇ──」

　次郎花が、次郎花のものでない口調で嘲あざ笑わらった。

　そして理解できないことをつぶやく。

「その感情があのお方への供物になる！」

　ぎゃはははははははは！

　嫌いやな──笑い声。

　異変に気づいたほかのひとたちが騒さわぎだし、太郎花を助けようと近づいてくるのがわかったが……どうだろう、彼らがこの狂きよう気きに憑かれた妹を引きはがしてくれるまで、果たして自分は生きていられるだろうか？

　あぁ。

　ほんとうに。

　なんで──こんな、ことに？

　…………。
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　身体からだがやけに軽い。内臓がごっそり抜ぬけ落ちたみたいに。

　内臓？

　……まぁ、いい。死ぬわけではない。むしろ足取りは快く、身体に羽が生えたように清すが々すがしい。あぁ、あぁ、認めよう。上じよう機き嫌げんだ。とても。

　避ひ難なんが終わり、ほとんど無人の夢追坂である。竜りゆうの軍隊は消しよう滅めつしたが、いまだ雨と災さい厄やくの残り香がが消え去らない。あちこちに飛び火した破は壊かいの跡あとも生々しく、いくつかの建物ではまだ火災がおさまらないようだ。

　救急車や消防車のサイレンが鳴り響ひびく町中を、オッドアイの少女はうきうきと歩く。周りの壊かい滅めつ的な状況などどこ吹ふく風、いつもと変わらぬ道を散歩するように。

　仇あだ祭まつり 遊ゆうを監かん禁きんしてから一晩が経たち、少女もだいぶ楽しくなってきていた。自分でも予想できなかったくらいに、刺し激げき的で、甘かん美びで、心ここ地ちよい生活だった。

　遊にはしばらく正体を明かすつもりはなかった。自分の正体を知っているのは、たぶん伊依だけ──彼女がどこから情報を仕入れたのかは謎なぞだが、彼女の性格からいって徒いたずらに吹ふい聴ちようしたりはしていないだろう。遊もたぶん、知らないはずだ……知っていても、構わない。それで何が変わるわけでもない。彼は逃にげられない。時間はいくらでもある。この生活はきっと永遠につづく。その間に、いつか彼に己おのれの正体を語ることもあるかもしれないが──そのとき彼がどんな反応をしようとも、構わない。泣こうが、怖こわがろうが、関係ない。

　そうだ。

　関係ないはずだ。なのに──なぜか、遊の反応を考えると怖かった。

　ずっと正体不明の謎のユウキでいたかった。ずっとずっと彼の世話をして、彼を飼い慣らして、その間は、自分は他の誰でもないひとりの人間として……ユウキとして、いられるのだ。それでいい。多くは望まない。今は、不思議なくらい──満足していた。

　復ふく讐しゆうも二の次になるくらい、この生活を好きになりかけていた。

　こういうのが……幸せ、というのだろうか。知らない感覚なので、わからないけど──。

　これが幸せ？　これが幸せなのだろうか？

　何でもないことが、えらく嬉うれしい──この感覚が？

　今日は遊と何の話をしよう。

　遊に何を食べさせてあげよう。

「ねぇ、遊って何が好きかな？」

　白い制服を舞まわせ、胸の前で手を絡からめて夢見る乙女おとめのように笑う。視線の先には逃げ遅おくれたどこかの猫ねこがいて、うるさく声をかける少女から胡う乱ろんげにそっぽを向いた。

　少女は気にせず、道路にしゃがみこみ、にこにこ笑って猫に尋たずねた。

「ねぇねぇ、遊って何が好きかなぁ？」

　にゃあ、と猫は目を伏ふせ無視の構えだ。

　けれど少女は気にしない。ほんとうに猫が応こたえてくれると思ったわけでもなく、ただむしょうに誰かに喋しやべりかけたかっただけだし、つれない態度の猫にも不満はないのだ。

「わかんないよねー」

　にゃー。

「わかんないよにゃー……えっへへ」

　猫の頭をぎこちなく撫なで、うんと満足して少女はちかくに建っていたコンビニに入る。もちろん無人で、というかシャッターが降りていたが、少女には関係がない。当たり前のようにシャッターをこじあけ、片付ける暇ひまもなかったのだろう──陳ちん列れつされたままの商品のあいだを歩きまわる。

「……いつまでも食パンと牛乳じゃ遊も飽あきるよね」

　独り言を繰くりかえす。店内は暗いが、少女は夜目がきくので問題なかった。

「でも、わたしは料理なんてわからないからな」

　哀かなしげにつぶやき、店内をぶらぶら歩く。色とりどりにパッケージされた食品は綺き麗れいだったが、味がよくわからない。少女には区別がつかない。

「お？」

　窓まど際ぎわに歩み寄ってみると、いくつもの雑誌や書しよ籍せきが並んでいるコーナーが発見できた。そうだ、わからなければ本とかで調べればいいんだ、頭良いな自分！　と思いつつそちらに寄り、いくつか適当に拾いあげる。

「これは……うん？　女の裸はだかに興味はないよ……これは、妊にん娠しん？　ちがう、食べ物だ！　えぇっと……あ、これはそれっぽい……あ、でも──うぅん？　読めない漢字が多いなぁ……読解能力とかはあんまり鍛きたえなかったからなぁ」

　そこでふと名案を思いつき、ポンと手を打つ。

「そだ、読めないなら遊に読んでもらえばいいんだ。うん、うん……」

　我ながら良い考えだと思い、ちかくにちょうどよく置いてあった買い物カゴを手にとり、そこに料理の雑誌と思われるものを放ほうりこむ。

「うん、あとは……食べ物か。人間って、食べなきゃ死ぬからなんて不自由なんだろう」

　ぶつぶつ言いながら、あちこち廻めぐる。野菜や生ものなんかはコンビニの電源が切られて冷蔵が完全ではなく、腐くさりかけている臭においがしたからパス。お菓か子しなんかの乾かん物ぶつを中心に選ぼうと決める。いくつか手にとり、首を傾かしげ──。

「こんそめ……こんそめ？　こんそめ？　紺こん染そめ？　舌が青くなるのかな……？」

　コンソメ味と書かれたポテトチップは何か不気味なのでパス。しかし人間はよくこんな雑多な種類のお菓子から好きなものを選べるものだ。買うほうもすごいが考えるほうもすごい。

「あ、これはわかる……ちょこれいと」

　昔、食べたことがある。一ひと粒つぶの甘いチョコレートがどれだけ美味おいしかったものか。しかしチョコレートも唸うなるほど種類があって困った。なんか難しい英語っぽい字で名前が書かれているが──読めないし。

「まぁ──いっか、てきとうに選んで、あとは遊にどれ食べるか聞いてみよう」

　うんうん頷うなずき、買い物カゴがいっぱいになるまでお菓子を詰つめこんだ。それからポケットにいれておいたメモを取りだし、遊から頼たのまれていたものも探してみる。

「ぱんつ……ぱんつ……」

　本人は大真面目まじめである。

「男の子のぱんつってどんなのだ？」

　途と方ほうに暮れる。

　遊もつれてこられたら良かったのだが、それでは本末転てん倒とうである。彼は一生──逃がさない。永遠に、自分といっしょに暮らす。最初は虐しいたげてやろうと思ったが、今は彼のためにいろんなことをするのが楽しくてしょうがない。

　今日は何を話そう。

　何を食べさせてあげよう。

　買い物カゴごと選んだものを持って、少女はコンビニをでる。竜りゆうの脅きよう威いが消えても、悪あしき影かげが蠢うごめいているのを──幸せな生活は長くはつづかないことを、今の少女は想像もできなかった。

　やけに身体からだが軽い。

　ごっそり肉が零こぼれてしまったように。

　…………。
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「今さっき、誰かが歩いてなかった？　なんか白い服の……」

「さぁ……何か事情があって避ひ難なんしなかったひととか、そんなじゃないの？」

　ちかごろよくいっしょにいる魅み神かみ香か美みと山やま田だ魔ま夜やは、そんな会話をしながら同じく夢追坂の町を歩いていた。一度は竜の脅威を避さけるため他ほかの生徒と同じく町をでていたのだが、やることがあったので事態が収まった今──こうして舞い戻もどってきたのだ。

　徒歩だったからだいぶ時間が経たってしまった。怪造モン生物スターで移動できれば良かったのだが、竜──怪造モン生物スターが人間に反旗を翻ひるがえしたのを見て、他の怪造モン生物スターも単純に従ってくれないんじゃないかと思い、断念した。おまけにまだ警けい戒かい態勢な怪造学会などに見つかったら──下手すると狩かられる。

〈ほらほら、無む駄だ口ぐちたたいてないできりきり歩きなさいよ、乗り物たち〉

　香美の頭にしがみついた《愛シヤリ天テコ使ラール》の梅うめ子こが、とびきり偉えらそうに告げてくる。ちなみに《卵アイ・姫ドール》のジェニファーはおねむの時間なのか魔夜に抱だかれて目を閉じている。どんな状じよう況きようでも眠ねむくなったら寝ねるという本能に忠実なやつであるらしい。

「おたく、伊依以外の人間にはほんと偉そうね……」

　香美はぼやき、髪かみの毛をぐいぐい引っぱって先を促うながす梅子を見あげる。

「で？　道はこっちでいいの？」

〈うん、舞まい弓ゆみが竜退治だとか調子にのって歩きまわってなければまだあの場所にいると思うよ──あ、そこ〉

　古頃の校舎がよく見えるひとつの空き地に、風が吹ふいただけで倒たおれそうなベニヤ小屋が見えた。廃はい墟きよにしか見えないが、そこに舞弓がいるらしい。

　香美たちの当面の目的は──古頃にいるらしい伊依、なぜか動きが鈍にぶい舞弓、行方ゆくえ不明の遊を捜さがして合流することである。とかく非日常に汚お染せんされた毎日も、仲間が揃そろえば乗りこえられそうな気がするし、現状が知れないものの安否が気き遣づかわれた。

　居場所がわかっている舞弓とまず会って、今の状況を説明して、それから彼女と協力して伊依や遊を捜そう、と香美たちは決めていた。そういう肉体労働にはあの侍さむらい少女はうってつけである。強いし、警察犬みたいに鼻もきく。

「たのもう」

　香美は古風な挨あい拶さつをしつつ、ベニヤ小屋に申し訳程度につけられた扉とびらをゆっくり開く。建てつけが悪くて、嫌いやな音がした。

　眉まゆをひそめつつ入室すると、そこで見覚えのある誰かさんが失神しているらしい舞弓をぐるぐる縄なわで緊きん縛ばくしていた。

「…………」

「…………」

　香美は後ろの魔夜に目配せし、彼女も頷いて──そっと、怪あやしい怪造モン生物スターも打ちたおした例の巨きよ大だいな槍やりを構える。

　気づいてその誰かさん──角の飾かざりと女装が特とく徴ちよう的な古頃の三年生、無む城じろ鬼き京きようが顔を引きつらせた。

「おいおい最悪のタイミングで入ってくんな嬢じようちゃんたちよ……これはどんなラヴコメだいって大笑いだよなァ、えぇ？」

「十秒以内に事情を説明しないと魔夜ちゃんをけしかけます」

　にっこり笑え顔がおで香美が断言すると、魔夜も無表情に槍をぴたりと鬼京に突つきつける。鬼京はさらに嫌な顔をすると、緊縛をやめてどっかり床ゆかに腰こしを下ろした。

　見ると部屋のなかは古文書のような書しよ籍せきやら謎なぞな研究器具やらが配置されていて、とても怪しい。

「うちの後こう輩はいはおっかねぇのばっかだなァ、先輩は哀かなしいぜえ、なァ？」

　瞑めい目もくし、彼は気安く肩かたをすくめる。

「なに、この正義感の強いお嬢ちゃんがなァ、ろくな武器もねぇのに竜退治だァって飛びだしていこうとしたから当て身でこう、どんっと一発な。そろそろ目覚めて──また今度は被ひ災さいされた方の救助だ何だって飛びだしていきそうだから縄で動きを封ふうじようとしたわけよ。……やましいこたァしてねぇぜ？」

　やましいといえば充じゆう分ぶんにやましいのだが、色っぽい事情は皆かい無むらしい。

　鬼京と魔夜は同学年だからか、お互たがい顔見知りなのか、かるく会え釈しやくして挨拶している。

「おう魔夜ちゃん、いったいぜんたい何の用だい？　一日に一回は俺の顔ォ見なきゃ落ちつかないってくらいに惚ほれちまったのかい？　あっははは！」

「え？　ばか？　キモい……死ねば？」

　仲は良くないらしい。

　魔夜はとりあえず槍を降ろすと、香美の横をすりぬけて音もなく入室する。それから周りを物もの珍めずらしげに眺ながめつつ、ついでのように忠告した。

「戦たたか橋はしさん起きたら怒おこると思う……よくも私の正義を邪じや魔ましたなってフルボッコ」

「ふるぼっこ？」

　言葉の意味がわからないのか首を傾かしげつつ、鬼京は余よ裕ゆうげに笑っている。

「あァ、問題ねぇよ……こいつが起きたら『地面が揺ゆれただろ？　そのとき上から物が落ちてきてなァ──慌あわてて手を伸のばして助けようとしたんだが、遅おそくて──だいじょうぶか？　痛くないか？　心配したぜぇ』とか目に涙なみだでも浮うかべてぶっこきゃァ騙だませるんじゃね？」

「戦橋さんは純情なんだからあんま騙さないように」

　魔夜は溜ため息いきをつき、どうする？　という具合にこちらを見てきた。

　香美は腕うで組ぐみし、とりあえず現状をまとめる。

「ま、とにかく戦橋と合流できたのは万ばん々ばん歳ざいってことで……本人寝てるうえ、余計なオマケがくっついてきたけど、まぁ当面の目的は果たせたのだわ」

　次は伊依か。遊か。古頃は前回の侵しん入にゆうで変な怪造モン生物スターに襲おそわれて危険度は承知しているが、遊はまったくどこに消えたのかわからない。二手に分かれて捜すのも策だとは思うが、それだと危険度が高いし……。

　興味深そうにそんな香美を眺めていた鬼京が、ぽんと膝ひざを打って呵か々かと笑った。

「どういうこったい？　悩なやみ事なら頼たよれる鬼京先輩がお助けしてやるぜ？」

「どうせ代金とか請せい求きゆうするんでしょう？」

　でもまぁ、鬼京の能力の高さは魅み力りよく的ではある。心の底から信用できない人格ではあるから、てきとうに利用するのが最善だろうが。

「……ともあれ」

　このまま歴史みたいな大きな流れに巻きこまれるまま、何もかも失って堪たまるものか。香美はそう思う。みんなも同じ気持ちだろう。

　何が起きているかはわからないが、幸せな未来を決して諦あきらめない。

　そのために最大限の努力をする。

　もう誰だれも、死なせはしない。

　香美はまだ疼うずく右足の痛みを感じつつ、仲間たちにすなおな気持ちを告げる。

「このまま流されるだけってのはまっぴら御ご免めんだわ」
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　さすがに疲つかれた。

　虚こ島じま罠わな奈なはかるく肩など揉もみながら、古頃の地ち下か牢ろうへ繫つながる階段を下りる。少しおばさんくさい仕草だが、罠奈がやると育ちの良さが感じられてどんな動作でも絵になる。

　夜に近い夕刻である。竜りゆうたちの脅きよう威いが消え、後始末にも一段落をつけられて、今は小休止も兼かねた夕食をみんなで楽しんでいるところだろうか。罠奈も少しはお腹なかがすいていたが、もとより小食なほうなので一食くらい我が慢まんできた。

　罠奈はあれから──蟻あり馬またちと会ってから、危なげない運転で入院患かん者じやたちを避ひ難なんさせ、その後は研究部のみんなに飲み物を買ったり、言伝を届けたりと──雑用ながら大おお忙いそがしだった。べつに、罠奈の能力が侮あなどられているわけではなく、研究部の設備の動かしかたがわからなくて、みんなと肩を並べて戦うことができなかっただけで、ほかにやることはたくさんあったのだ。

　早くいろんなことを覚えて、みんなの役に立ちたい。

　あまりにも、あまりにも──卒業してから災さい厄やくが訪おとずれるのが早かった。せめてもう数週間さえ準備期間があれば、罠奈もそれなりに働けたのに。

　ともあれ。

　今回の騒そう動どうは、被ひ害がいの規模こそ幸いにあまり酷ひどいものではなかったが──社会的に見て、その影えい響きようが甚はなはだしく大きいものになると思われた。

　長らく秘ひ匿とくされ、恣し意い的てきに民衆と遠ざけられていた怪造学が……晒さらされた。

　その結果、世界がどうなってしまうのかは、罠奈には想像もできない。

　人々の平和な日常に、怪造学が無視できない亀き裂れつをいれてしまったのだ。もはや怪造学会の常じよう套とう手段である隠いん蔽ぺい工作もできない。そんな規模の災厄ではなかった。怪造モン生物スターの姿が撮さつ影えいされ、ひとつの町が滅ほろび、今も魔ま王おうは再び侵しん攻こうする準備を怠おこたらないだろう。

　今回は、奇き襲しゆうだった。

　こちらが怪造学会本部の崩ほう壊かいを受けて足並み揃そろわぬうちに、素す早ばやく片付けてしまおうと魔王が放った先制攻こう撃げきだった──らしい。ゆえにこそ相手に作戦はなく、竜たちも町を破は壊かいせず移動のみに腐ふ心しんし古頃を襲ったのだろうが──次回からは、総力戦になる。

　策を練り、互たがいに全力を尽つくし、潰つぶしあう。被害は今回の比ではないだろう。戦争だ──大きな、戦争が始まってしまったのだ。もはや避さけられない、何かの区切りが。

　日常は崩くずれ去り、日々は戦いに彩いろどられ、これから過か酷こくな毎日が始まる。

　終わりの見えない……非日常の幕開けだった。

　罠奈に何ができるかはわからないけど、できるかぎりで抗あらがおうと思う。せめてちかくにいるひとたちの安全を守り、導き、戦いを終わらせ──平和を築く。希望を信じて、闘とう争そうに潰されてしまわないよう、死力を尽くそう。

　まぁ、今は何より伊依の安否が気になった。

　自分の悩みは後回しである。

　竜の軍隊が消しよう滅めつしたということは、伊依が正体不明の最終兵器《独パン唱ドラ第・オ五ンリ番ーワン》を見事に起動させ、相手を倒たおした──伊依の性格からいって殺してはいないだろうが──とにかく、どうにかしたのは間ま違ちがいがない。もちろんそれだけ大きな力だ、代だい償しようが必要ないわけがなく、下手すると生命力を失って倒れているかもしれない。

　誰に聞いても伊依の現在位置を知っているものがいなかったので、とにかく罠奈は可能性が高そうな地下牢にまたこうして降りているのだった。さすがにそんな酷ひどい扱あつかいはされていないと思いたいが、疲れきった伊依はここにまた軟なん禁きんされているかもしれない。

〈……あれ？　ここじゃない、か〉

　けれど予想に反して、伊依のために用意された地下牢の一室は空っぽだった。嫌いやな待たい遇ぐうを受けているという心配は杞き憂ゆうだったらしい。もしかしたら総長やらお偉えらいさんに労ねぎらわれ、かるいお祝いの席でも用意されているのかもしれない。うん、そっちのほうが可能性は高いと──悲観しがちな自分を恥はじた。

　ともあれ、そうすると──今日はまだ伊依と会うのは避けたほうがいいかもしれない。疲れさせるだけだし、お偉いさんには聞かせたくない話もしたい。日をあらためるか、と決めて、来た道を戻もどる。

　その途と中ちゆう。

「あ、罠奈くん」

　ふつうに鉄てつ格ごう子しの嵌はまった扉とびらを開いて、宇う宙つ木きが当たり前のようにでてきた。

〈……………………〉

　あまりのことに言葉もない。

　施せ錠じようされていたはずだ。脱だつ出しゆつ──というか、脱だつ獄ごくなんてできないはずだが。

　まじまじと相手を凝ぎよう視しする。変わらぬ厚着の服装。室内なのにかぶっている帽ぼう子し。透とう明めいな部品で構成された氷の女め神がみのような美び貌ぼう。古頃の校長──宇う宙つ木き氷ひ蜜みつは固まった罠奈を面おも白しろそうに眺ながめてから、あっさり断言してくれた。

「私はね、何者にも縛しばられない自由な女なの」

　何の説明にもなっていない。

「こう鍵かぎを凍こおらせて脆もろくしてね、コキャッとね」

　身み振ぶりをまじえて説明してくれるが、やっぱり罠奈には意味不明だ。

〈せ、先生……脱獄されるのですか？〉

　我ながら剣けん吞のんな言葉だなぁと思いつつ、罠奈は身構えてしまう。宇宙木は苦く笑しようし、手をひらひら振ふってそんな罠奈に背を向け、階段のほうへ歩いていく。

「勘かん違ちがいしないで、私は怪造学会の味方よ。どちらかというとね。むやみに総長と敵対はしないわ……まぁ、扱いが酷かったんで、少しはむかついてるけどね、喧けん嘩かするほどの理由もない。今回、こうして投獄されたのも私が悪かったんだし」

　そういえば。

　そもそも、宇宙木はどうして牢ろう屋やに閉じこめられていたのだろう？

　動けない罠奈に、宇宙木は遠ざかりながらかるく語る。

「ま──このまま傍ぼう観かんしてても良かったんだけど、そろそろ退たい屈くつでね、私は私で動くことにしたわ。どうしようかな……まずは、何やら秘密が隠かくされていそうな、寂じやく憐れん院いんの土地にでも──久々に行ってみようかな？　あのころは見落としていた、何かたいせつなものが落っこちているかもしれないし……」

　寂憐院？

　聞いた名前だ。あれはたしかヴェクサシオンの研究の……どういうことだろう？　まぁ、聞いてもたぶん教えてくれないだろうし、とりたてて興味もないが。

「罠奈くん」

　止めても無む駄だそうだと諦あきらめ、さてどうしたもんかと考えていた罠奈に、宇宙木はじゃっかん真しん剣けんそうな口調で告げてきた。

「伊依くんをよろしくね。今の怪造学会で、心の底から信用できるのは爆はぜ川かわくんだけだから……伊依くんが何かの危機に陥おちいったら、彼女に相談すること。私はしばらく帰ってこれないかもしれないし──気をつけて。総長や、その腹心たちもけっこう信用ならないから、あまり心を許さないように」

〈え───〉

　それは、どういうことだろう。

「あ、そうそう……」

　階段に足をかけ、上の階に姿を消そうとしていた宇宙木が、最後にちょっとだけ振りかえり──ついでのように、予想外のことを言ってきた。

「伊依くんに謝っといてくれるかな」

〈え？〉

「これ──借りてくねって」

　そう言って、宇宙木が袖そでのなかから取りだしたのは──あぁ、それは伊依がいつも首からぶら下げていた髑どく髏ろの首くび飾かざりだった！

〈え？　え？〉

　どういうこと？　なんで首飾りなんか？

　ていうか──あれ、外れないんじゃなかったか？　伊依も、盗とられたことに気づかなかったのか？　いつも身につけている、たいせつそうな首飾りなのに？

　混乱する罠奈に、最後まで飄ひよう然ぜんと──宇宙木はとても楽しそうに独りごちていた。

「いやぁ、欲しかったのよね……これ」

「こ、校長!?　校長先生!?」

　訳がわからなくて呼びかけたが、不思議な校長はもう応こたえてくれなかった。
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「あぁ……あぁ……たくさん傷つき………壊こわれて……うぅ………どうして争いばかりを繰くりかえすのかしら………愚おろかで……愚かで………愚かな……人々……うぅ………でもいちばん愚かなのは………そんな人間に顎あごで使われるアタシだわ……うふふふうふふふふ」

　腹まで腐くさりそうな陰いん鬱うつな声が古頃の廊ろう下かに響ひびいている。

　応える声はなく、代わりに金属の塊かたまりが叩たたきつけられるような重い足音がつづく。

　学舎に似合わぬ異様な巨きよ人じんである。

　怪造学会防衛部長──高たか橋はし十とう。巨きよ大だいな漆しつ黒こくの全身鎧よろい。肌はだが露ろ出しゆつした部分はどこにもなく、目元に炯けい々けいとした煌きらめきが宿っている。威い圧あつ的な外見に似合わず、温厚な性格が愛されている怪造学会の良心である。

　そんな彼が抱かかえているのは、以前、伊依が会議室で目にした真っ黒な液体の満ちた水すい槽そうである。その内側で蠢うごめくヘドロのような生き物こそ──怪造モン生物スターにして怪モン造ステ学イス者ト、ネガティブな不定形生物の研究部長・鬱うつの宮みや噓うそだ。

　それぞれ竜りゆうの侵しん略りやくにあたって高橋は必死で戦い、鬱宮も研究部を率いて珍めずらしく精力的に働き、疲ひ労ろう困こん憊ぱいしている。もっとも高橋は見た目には元気だが──エネルギーが切れかけているのか、目がちかちかと点てん滅めつしているような気がする。

　鬱宮もそれに気づいたか、はぁぁ………とどす黒い溜ため息いきをつきながら。

「高橋……アナタは休んでもいいと思うわよ……いちばん働いてたの、たぶんアナタと不ふ動どうだし…………不動が働いたのは予想外よね……予想できない世界、あぁ、気色が悪いわ………なんでも予定調和がいちばん美しいのよ……そうよ………先の見えないこの世に絶望したわ………もう死のう」

「ギ？」

　高橋が鬱宮の寝ね言ごとを真に受けて、心配そうに見下ろしてくる。

　どうも鬱宮はこの大男が苦手だ。いつもの後ろ向きな発言もなぜか自じ粛しゆくしたくなる。高橋が哀かなしそうな目をすると、なんかこう真面目まじめに生きなくてはと思えてしまう。真面目に生きても良いことはないのに。

「うぅ……」

　鬱宮は呻うめき、ごぽごぽと泡あわ立だちながらぼやく。

「とにかく………高橋……アタシはどこに運ばれているわけ？　あぁ……わかった、ふふ……やっぱりね……このままトイレの水に混ぜて流すのね……ふふ………望むところよ………そんなところだろうと思ったわよ………生ぬるいくらいよ………」

「ギ」

　ふるふる首を振ふる高橋に、鬱宮は嫌いやな声をあげる。高橋の鳥の威い嚇かく音か機械の振しん動どうみたいな声も、鬱宮はふつうに内容を把は握あくすることができるので、会話に支障はない。

「あら……ふぅん。でもね……アタシ研究部長であって……お医者でも救急箱でもないから………診しん察さつなんかできないわよ………しかし、なによ……総長が風邪かぜひいたみたいだって？　そりゃ雨のなか二時間も立ちつくしてたら風邪くらいひくわよ……思ったより頭悪いわね……あのひと………」

　ただまぁ。

　非人間的な総長も風邪なんかひくのだと、聞いて鬱宮は少し安心する。彼も弱い人間だ。たまに鬱宮はあの人物をひどく恐おそろしく感じるのだが、ちょっとだけ今の高橋の話を聞いて安あん堵どできた。

　総長も風邪をひく。

　良かった良かった……とすなおに喜べないのは、この非常事態に親分が倒たおれたら怪造学会の先行きが不安だからで、まぁ手っ取り早くなんかの薬で治ち療りようしてやろうとは思うが、もうちょっと身体からだには気をつけてほしいと思う。

「ギ？」

　心配そうに呻く高橋に、鬱宮はてきとうに応える。

「あぁ……べつに死にゃしないわよ………風邪でしょ？　って、あぁ………アナタのことは嫌きらいじゃないけど会話してると独り言みたいで鬱うつになるわ………会話が一方通行なかんじ？………虚むなしい……あぁ、いいのよアタシみたいな屑くずに喋しやべりかけてくれるだけでアナタは神様よ優やさしさの化け身しんよ……それにひきかえアタシは醜みにくい何の価値もないどろどろの化け物で生きている資格なんかないのよ生きていてごめんなさいごめんなさい……………」

「ギ」

　そう自分を責めるな、というふうに高橋が首をふってくる。和なごむ。

　鬱宮はまた溜息をつき、どうでもいい会話をつづけた。

「しかし総長が風邪ってことは……戦勝祝いとかはしてないわけね？………いいけど……浮うかれ騒さわぎは嫌いだし………でも、なら……《独パン唱ドラ第・オ五ンリ番ーワン》を使ったはずの空井伊依という子はどこにいるの……アタシね、あの子に伝えなきゃいけないことがあるのよ………《独パン唱ドラ第・オ五ンリ番ーワン》の危険性と………弱点………え？　帰った？　疲つかれたから帰って寝ねるって？…………吞のん気きねぇ」

　研究部長は鬱々と呻く。静かに、嘆なげくように──淡たん々たんと。

「あの子も思ったよりも頭が悪いわね………さすがは空すかい井い滅めつ作さくの娘むすめといったところかしら………ほんとうに、哀しいくらいに………吞気だわ──馬鹿ねぇ………こんなに深入りして、まだふつうの日常が送れると思っているのかしら……………」

　その独白に何か不ふ吉きつなものを感じたか、高橋が不思議そうに首を傾かしげる。構わず、鬱宮は推測できる嫌な未来に溜息をつくのだ。

「今回、空井伊依は大戦果をあげてしまった………虚界アンダカ最強の竜りゆう王おうを一いち撃げきのもとに倒したその功績は称たたえられるべきだけど、次からはこう簡単にいかないはず──むしろ、今回が巧うまくいきすぎたのがあまり良くないのよ…………」

　おどろおどろしい声には憂うれいと、わずかな怯おびえがあった。

「敵は……もう決してこちらを侮あなどらない………簡単に勝てる戦いは、この先もう二度とないでしょう………凄せい惨さんな戦いになるわ………おとなしく負けて、滅ほろんでいたほうが余計な悲劇が生まれなかったかもしれないわよ……なんて、今さら言っても仕方ないけど……」

　すでに高橋は聞いていないようだが、鬱宮はぶつぶつ悲観を紡つむぎつづける。

「とにかく、今回の虚界アンダカ最強の敗北によって………これからの戦いの構図は確定したわ……敵は絶対命令権をもつ《独パン唱ドラ第・オ五ンリ番ーワン》への対策を練り、こちらはそれをできるだけ阻そ止しし、やはり最終兵器で魔ま王おうの首を狙ねらう──魔王と怪造学会の勝負の行方ゆくえは、ひとりの少女の手のなかに握にぎられてしまったわけよね………あぁ、あぁ………それがどんなに滑こつ稽けいで、不安なことだかわかる、高橋？　空井伊依に………果たして、世界の命運を良い方向へ導くだけの度量があるのかしら…………？」
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　ママがいちばん怒おこったのは、わたしが無断で外出したことでも、それから帰ってこなかったことでも、嫁よめ入いり前の身体にたくさん怪け我がをこさえたことでも、泣きじゃくるだけで事情をぜんぜん説明しなかったことでもなく──わたしが考えなしにその質問をしたことだった。

　ねぇ、ママ。

　どうしてママは避ひ難なんしなかったの？

　いつも物静かなママが、それを聞いて鬼おにになった。

　馬鹿ッて怒ど鳴なられて、頰ほおをぶたれた。ぶたれたのは初めてだった。

　うん。

　ごめんね、ママ。

　馬鹿でした。ごめんなさい。

　どうしてって、そんなの──聞かなくても、わかってなきゃいけなかった。

　わたしはこれまで、甘やかされて、愛されて育ってきた。幸せな日常に護まもられて日々をすごしていた。子供だった。今も、あまり変わらないかもしれない。

　わたしは多くの愛情に気づかないで、日常的な些さ細さいな悩なやみや苛いら立だちに振ふりまわされて、人生初心者で、偉えらそうなのは口先だけの、馬鹿な──お子様だった。

　影かげ文ふみくんも──。

　きっと、それを見み抜ぬいていた。子供だって思って、侮って──、馬鹿にして。くそう。悔くやしい。悔しい。影文くんにとって、わたしはいつだって馬鹿な子供で、自分と対等なひととして、女として、見られていなくって……みんなと同じように、ママや先生みたいに、わたしを……甘やかしてっ、仕方なく相手してくれてただけじゃないか！

　馬鹿にして！

　友達とも、異性とも、見てなくて──子供と、馬鹿にして！

　わたしは。

　影文くんの〝たいせつなひと〟になれなかった。

　捨てて、置き去りにしても、なんとも思わない程度の存在だった。

　わたしは影文くんに救われていたけど。

　影文くんはわたしに救われてはいなかった。

　それが悔しい。悔しい。悔しいっ──不ふ甲が斐いなく、情けない。わたしは、わたしが影文くんに救われたぶんだけでも、せめて恩返しをしたかったのに。

　ねぇ、影文くん。

　学校で無理をして、格好つけて眼鏡めがねをかけて、委員長として君臨して──疲れて、いつも泣いていたんだ。先生はわかってくれない。ママだってわかってくれなかった──。わたしの心の奥にあった寂さびしさを、影文くんが消してくれたんだよ。

　楽しかった。幸せだった。影文くんと会えてよかった。

　でも。

　影文くんは……べつに、わたしなんか、どうでも……。

　…………。

　ママは寝ねちゃった。わたしを捜さがしまわって、ずっと待っていて、緊きん張ちようの糸が切れたのか──すごく深い眠ねむりに落ちた。起こすのも悪いから、ソファで突つっ伏ぷして寝息を漏もらしているママにお布ふ団とんをかけてあげて、わたしはこっそり町へでた。

　夢追坂は静かだった。

　わたしの町は確実にどこかが変わっていた。

　ちょっと歩いて、すぐの位置──わたしの好きだった空うつ蟬せみ寮りようが建っていた空き地の前に、冒ぼう険けんにでる前みたいに独り立ちつくす。やっぱり、悪いことは全すべて夢で、当たり前みたいに空蟬寮があって、血ち影かげさんと影文くんがいて──なんて、奇き跡せきは、甘えはなかった。

　みんな消えて。

　繫つながりは断たち切られた。

　もう……だめなのかな。

　わたしはもう、会えないのかな。

　冒険のあと、あのお姉さんはわたしを家の前に置いて、頭を撫なでて──なぜか、ごめんなさいって謝って消えてしまった。わたしの手をひいて、影文くんのところにつれていってくれるひとはもういない。自分の力であのお城を捜そうにも、そんな実力はない。

　傷だらけの身体からだに絆ばん創そう膏こうを貼はりつけたまま、弱々しく立ちつくすことしかできない。

　今さらのように痛みが湧わいてきて、わたしはひぐっと嗚お咽えつを漏らす。

　同時にすごく哀かなしくなってきて、目め頭がしらが熱くなった。

　わたしじゃ、無理なのかな。もう会えないのかな。もう、影文くんと会うことも、喋しやべることも、あの暗いお城で少しだけ見えた……あの寂しそうな表情だった彼を、助けることも……できないのかな。

　弱い。ちっぽけな。無力な──わたしじゃ。

　もう、無理なのかな。ぜんぶ、終わりなのかな。

　嫌いやだよぉ……。

　涙なみだがこみあげてきて、わたしはハンカチで鼻でもかもうかとポケットに手をつっこむ。がさりっ、とした感かん触しよく。……？　あれ？

　なんだろ？

　なんか知らないものが入ってる。

「…………」

　取りだして、掌てのひらに載のせて、じっとそれを観察する。

　目を見開く。足が震ふるえる。胸がどきどきする。

　それは──。

　見覚えのある、檸檬れもん味のキャンディ。

　影文くんと初めて会ったとき、彼がくれた安っぽい飴あめ玉だま。

　わたしはおぼつかない指先で包みを千切って、中身を取りだす。宝石みたいに煌きらめいた──懐なつかしい、飴玉。そして──。

　そして？

　紙切れが入っていた。

　工場でつくられるよくある飴玉の袋ふくろに、まぎれこんでいるわけがない──怪かい異い。

　その紙には、ちまちました文字で。

〝血影を捜せ〟、と──書いてあった。

「血影さん？」

　そういえば、影文くんには会えた。でもそのお姉さんの……血影さんとは会えなかった。彼女はどこに消えたんだろう？　空蟬寮がなくなって、寮りよう母ぼの彼女はどこに消えたの？

　それよりも。

　わたしは喘あえぐ。

　堪こらえた涙が、我が慢まんできずに零こぼれて落ちる。

「信じて……いいのかな」

　まだ、あなたの心が──完全に魔に染まってはいないと。

　わたしのこと、ちょっとでも……考えてくれていると、信じていいのかな。

　影文くん。

　とんとん、と肩かたを叩たたかれる。

　びくっと電でん撃げきが走ったように驚おどろいて、わたしは振ふりかえる。

「……だいじょうぶ？」

　心配そうに問いかけてくる──誰だれか。

　え？　と思う。見覚えのある顔だったからだ。

　黒くろ髪かみの、古頃の制服の、それは……あれ？

　たしか、さっきＴＶで見た……大きな竜りゆうと戦っていた、お姉さん？

　え？　どういうこと？　なんでここをふつうに歩いてるの？

「泣いてたら、美人が台無しだよ」

　お姉さんは微笑ほほえんで、頭を撫でてくれて、それからハンカチで優やさしく涙を拭ぬぐってくれた。驚きで、泣いてなんかいられなかった。わたしは混乱しながらも、腕うでまくりみたいな仕草をして空元気をだした。

「だ、だいじょうぶ！　元気だけが取り柄えです！」

「そう。……でも無理しちゃだめだよ？」

　またひとつ頭を撫でて、お姉さんは疲つかれているのか、よろめきながら歩いていく。そりゃ、疲れてるだろう。あんな怪かい獣じゆうみたいなのと戦ったのだ。そして、たぶん──勝ったのだ。すごい！　強い！

　わたしはなんだか感動して、あと慰なぐさめてくれたお礼も言いたくて、我ながら──わかりにくいだろうなぁと思わないでもない言葉を叫さけんだ。

「おっ」

　でもそれは、なんとなく今のお姉さんがいちばん欲しい言葉じゃないかと思ったんだ。

「お疲れさま！」

「…………」

　お姉さんは驚いたみたいに立ちどまり、それからゆっくり振りかえって──憧あこがれる、真まっ直すぐな笑え顔がおを見せてくれた。

「ありがとう」

　そして、びっくりするような一言を告げてくる。

「真ま子こちゃんも、なんかお疲れさまってかんじだよ？……お疲れさま」

　それだけ言い残し、静かに去っていく。

　え？

　えぇっ!?

　なっ、ななっ、なんでわたしの名前知ってるのぉ？

「………あっ」

　そこで不意に気づいた。お姉さんが着てるのは古頃の制服。なんで──すぐにわからなかったんだろう。ＴＶで戦ってるときの花はな嫁よめ衣い装しようが鮮せん烈れつだったからか、お姉さんがなんか遠い世界の英えい雄ゆうみたいに見えたけど。

　名前を知ってるはずだ。

　だって何度も会ってる！

　会話したことはないけど、あっちは当然──毎日のようにあそこを訪おとずれていたわたしを知っているだろうし、わたしだって、あそこのひとたちはみんな名前くらいは聞いていた……それで、他ほかのひとの口から、いちばん話題にのぼるのがこのお姉さんだった。

　友達なんだって。

　良いひとだよって。

　お姉さんのこと、みんな嬉うれしそうに喋しやべってたよ。

　わたしも──いつか、お喋りしてみたいって。
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「伊依お姉ちゃん！」

　そして、同時にわたしは気づく。

　影文くんがくれたと信じたいメッセージ。〝血影を捜せ〟──血影さんは、空蟬寮の寮母さんだった。伊依お姉ちゃんは、その空蟬寮で暮らしていた。だったら……空蟬寮が消えたあと、伊依お姉ちゃんはどこで暮らしているの？

　そうだ！　そこでは、変わらず血影さんがみんなの世話を焼いている可能性も高いよね！　そうでなくても、少なくとも空蟬寮がどうなったのか、血影さんがどこに行ったのか──伊依お姉ちゃんは知っているかもしれない！

「伊依お姉ちゃん──待って！　わたしっ、わたしねっ……！」

　追いかける。追いつける。追いついたら、わたしは伊依お姉ちゃんにわたしの冒ぼう険けんについて語ろう。最後は失敗だったし、けっきょく、わたしは何もできなかったけど……あの冒険は、わたしの日常を、たいせつなものを取り戻もどすためのわたしなりの精せい一いつ杯ぱいだったんだよ。

　語り終えたら、伊依お姉ちゃんに、血影さんや空蟬寮のことを聞いて──。

　協力してもらおうなんて思わない。

　がんばれって、言ってもらえたら──わたしは、がんばれる。

　がんばって、今度こそ……この冒険に勝利する。

　影文くん！

　待ってて！　見ていて！　がんばるから！

　今度は──わたしが、影文くんを助けてあげるから！





アンダカの怪造学Ⅶ〈了〉









　あとがき







　こんにちは。日日日あきらです。『アンダカの怪造学Ⅶ　Pandora OnlyOne』をお届けいたします。今回から第三部スタートということで、恒こう例れいの表紙デザイン変へん更こう、およびサブタイトルを英語にしてみたり、いろいろと一新されております。雰ふん囲い気き変わってもアンダカはアンダカ──変わらぬものも大切に、けれど、いろいろと新しい表現なんかも見せていけたらいいなぁと思います。

　あと今回、第二部において顕けん著ちよだったページ数の増加現象がなんとか収まって関係者一同、胸を撫なでおろしております。毎回毎回、印刷された原げん稿こうの山を見て遠い国へ行きたくなるあの感覚ともおさらばです！

　まぁそれでも、じゅうぶんに長いんですが。せめて３００ページ以内には収めたい。

　などと──読者の皆みなさまには関係ない話題でお茶を濁にごしつつ、今日も今日とて本編に関係あるようで関係ない日日日の語りが始まりますよ。




■①、受験戦争




　アンダカの怪造学第三部『魔王編』は、いわゆる受験戦争をイメージして制作しております。といっても、伊依ちゃんが本当に受験をするわけではなく（まだ彼女、二年生ですしね）あくまで比ひ喩ゆ、隠いん喩ゆですけれど。

　僕自身は幸いにしてあまり受験で苦労した記き憶おくがないのですけど、受験というシステムそのものが嫌きらいなので考えただけで苛いらっとします。

　学校は勉強する場所だからしょうがないと言えばそれまでなのですが、どうして貴重な学生時代の一部分を面おも白しろくもない受験勉強に捧ささげなくてはならないのか。皆かい目もくわかりません。もう僕も二十歳すぎたのでよくわかるのですが、はっきりいって人間は十代のころが最も無理できます。強いです。脳も、身体からだもね。

　なのに、受験戦争といったらもう、そんな素す晴ばらしい十代の子供たちを強制的に学徒動員、学校だの塾じゆくだの予備校だのに押しこめて何の役にも立たない知識を詰つめこみます。不健康な密室に閉じこめ、まるで人生に必要ないお勉強を……すごい気持ち悪い。

　何の意味があるのかと。

　十代のころはわかりませんでした。今ではさらに不思議です。何の意味があるのでしょう。人生は一度しかないのに、十代の時間は短いのに、その時期どんな経験をしたかが大きく人格形成に関かかわるのに……あぁ、無情。

　そんなことを考えつつ、けれど十代の学生を描えがくには避さけてとおれない受験戦争というものを、隠喩で記号化してお話に仕立てあげたのが第三部です。

　要約して言えば。

　試練だ災さい厄やくだ何だって子供たちに押しつけられた戦いは。

　けっきょく大人の都合なんでしょ。

　そんなものに巻きこまれて、潰つぶされるなんてまっぴら御ご免めんですよね──という感じ。




■②、丸まる裸はだかの私




　エロい意味ではない。

　何者でもない私とか、誰だれでもない私とか、丸裸の私とか、そういうフレーズが、今回、とくに意図はしていなかったのですが何度も登場していたように思います。

　小説というものには、けっこう作者の内心が反映されてしまいます。や、あんまり作者の気持ちが文章にでてしまうのは未熟な証しよう拠こなんですが、僕はベテランさんに比べてだいぶん未熟なのでけっこうでてしまいます。

　あれですね、近ごろ怖こわいんですよ。

　小説家になって、日日日くんとか、日日日先生とか、本名ではないこのヒヒヒという名前で、記号で、呼ばれるようになって……だんだんその役割という仮面、役やく柄がらという衣い装しように埋まい没ぼつして、誰でもない自分が潰れてしまいそうでね。

　とくに、日日日先生のことを尊敬していますキラキラぁって眩まぶしい目つきでこちらを見つめてくる小説家志望の子供とか、そういうひとの視線と言葉が怖いです。僕はそんな大した人間じゃないんだよと、日日日という名前の奥にいる誰でもない僕がびびってしまうのです。

　自ら望んで得た役柄ですが、たまぁにすごく重いです。

　まぁ逆に、日日日でない自分、誰でもない自分にどれだけの価値があるのかと、ひぃい小説を書いてなきゃ僕なんか何の取り柄えもないクズじゃないか！　小説書こう！　という消極的なモチベーションになって執しつ筆ぴつをつづける理由にもなったりします。たまに夜中に飛び起きて小説書いたりします。傍はたから見たらすごい情けないと思いますね。

　往々にして、受験ってそういう側面もあるんじゃないでしょうか。丸裸なままの自分だと不安だから、どこそこの学校に合格したとか、こんなに勉強してテストで高得点をとったとか、そういう砂上の楼ろう閣かくみたいな自信の拠より所を得て、心を安定させるための儀ぎ式しき。他人と自分を比べて、どれだけ自分が上等か、勉強なんて狭せまい世界で見比べる作業。

　なんていうかね、そういうことを行わないと不安なのもわかるのですが──受験って、自分を点数化されてしまうということで、それも極ごく限定的な部分での自分の点数化ですから、嫌いやぁなもんです。

　点数は、嫌いです。




■③、今どき釣つり針でパンチラって




　けっこう致ち命めい的てきなくらい感性が鈍にぶいです。

　同じ業界の他の作家さんとか見ていると、あらゆる流行を敏びん感かんに察して、それを作品に反映させて、すなわち空気を読んで作品を書かれているのですが──僕はネットもしないゲームもしないＴＶも見ない映画も観みない漫まん画がもあんまり読まないという偏へん食しよく家かで、もう日がな小説を読むか書くか、おまけに読む本といったら日本語なら何でもいいという趣しゆ味みもへったくれもないものなので、あんまり最近の流行とかわかりません。

　や、他の作家さんやらお友達に話を聞いて漠ばく然ぜんとは追いかけているのですが、ぜんぜん流行に追いつけないんです。いやまぁ流行って文字どおり流れて行くものなので、実際に流行の最さい先せん端たんのものを勉強して、執筆しても、それが本になったころには時代後おくれになってたりするんですが。

　そういうレベルですらない。

　良いなぁと思った表現や演出をとりこんで小説を書いたとき、それが何というか古ぼけている。今どきっぽくない。近ごろの悩なやみです。

　具体的に言うと釣り針でパンチラとか。最近見ないよね。わかってます。

　担当さんとかに喜々として「ウエディングドレスで戦うのって良くないですか!?　女の子の戦いくさ装しよう束ぞくはやっぱり花はな嫁よめ衣装でなくっちゃ！」とか言ったら返ってきた言葉が「今どき……？」でしたし。

　た、頼たのみますから日日日に「今どきそのネタ……？」って言わないでください。ざっくり傷つきます。感性が古いのは気にしてるんです。放っておいてください。

　どうにか……しなきゃなぁ……。




※以下、謝辞です。




　毎度毎度、苦労をかけっぱなしの担当さん。次こそは次こそはと繰くりかえしているくせに改善されず、今回も原げん稿こうの進行が遅おそくて申し訳ありません。つ、次こそは……次こそはきっと……。いつも助けられております。そろそろ恩返しをせねば。

　同様に、お忙いそがしいなか今回もハイクオリティな作画でこの世界を演出してくれたエナミカツミさん。『ザ・スニーカー』で連れん載さいしてる短編では毎回やれネコミミだやれスクール水着だと萌もえを強要しているうえ、今回はパンチラまで描かせてごめんなさい。でもわざわざその位置の挿さし絵えを指定して描かかせる担当さんも共犯ですので。

　他ほかにも、たくさんの方々に等しく苦労をかけていますので、この場であらためて感謝を。次回こそは楽な仕事をしていただけるよう、努力いたします。

　最後に、読者の皆みなさま。毎度毎度、ごっつい長さのお話にお付きあいくださいまして、ありがとうございます。長いだけで中身空っぽ、にならないよう全力でがんばります。

　今回は世界観を丸ごと揺ゆさぶるようなマクロな視点の話になったので、次回からはそれぞれの登場人物の悩みと、抱かかえている問題に焦しよう点てんをあわせ、良い意味でミクロな視点でも描いていきたいと思います。今のところ、次の巻は遊くんと、誰だれでもないユウキちゃんのお話かな。

　それではまた、次回のアンダカでお会いしましょう。





日日日。　　
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